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資料 1 収集した文献や情報等の一覧 

 
  



 



No. 論文等の名称 執筆者名 発表年 項目

1
【H26】長崎県における地球温暖化影響分析及
び適応策検討業務報告書

長崎県 2015年 全般

2 九州・山口県の地球温暖化予測情報 福岡管区気象台 2014年 気候観測

3
研究発表会_農林水産業は気候変動にどう対応
するか？～気候変動に対応した循環型食料生
産等の確立のための技術開発

農林水産省 2012年
農業
水産業

4

MARCO Workshop　Technology Development
for Mitigating Greenhousse Gas Emissions from
Agriculture MARCOワークショップ「農業分野に
おける温暖化緩和技術の開発」15-
18Nobember

－ 2011年 農業

5
長崎県沿岸における水温および漁獲量の経年
変化について

水産開発No.85 2003年 水産業

6 長崎大学_石松研究室の紹介 - 水産業
7 九州・山口県の気候変動監視レポート 福岡管区気象台 2015年 気候観測

8 女島付近における海面水温について
長崎県総合水産試験場研究報告、第
38号

2012年 水産業

9 長崎新聞_猛毒ヒョウモンダコ 長崎新聞 2014年 水産業

10
水産資源ならびに生息環境における地球温暖
化の影響とその予測

水産総合研究センター 2014年 水産業

11
佐賀県玄海沿岸海域における地球温暖化によ
る漁場環境・水産生物への影響調査

佐賀県玄海水産振興センター研究報告 2012年 水産業

12
平成14-15年度地球温暖化に対応した漁場、
漁港漁村対策調査総合報告書

独）水産総合研究センター水産工学研
究所

2009年 水産業

13
水産総合研究センター業書　地球温暖化とさか
な

独）水産総合研究センター 2009年 水産業

14
太平洋域における海洋酸性化に関する情報提
供の開始について～海洋酸性化が顕著に進行
していることがわかりました～

気象庁 2014年 水産業

15
地球温暖化による砂浜消失の経済評価：旅行
費用法によるアプローチ

地球環境vol.14 No.2 2009年 県民生活

16 三菱重工業長崎造船所　各資料 - 産業
17 新上五島町地球温暖化対策地域推進計画 新上五島町 2008年 全般
18 長崎市地球温暖化防止対策実行計画 長崎市 2009年 全般
19 長崎県環境基本計画 長崎県 2011年3月 全般
20 長崎県地球温暖化対策実行計画 長崎県 2013年4月 全般
21 長崎県総合計画 2011-2015 長崎県 2011年3月 全般
22 長崎県国土強靭化地域計画（素案） 長崎県 2015年3月 防災

23 長崎県地域防災計画 長崎県
2013年6月
（修正版）

防災

24 2011-2015 長崎県観光振興基本計画 長崎県 2011年3月 観光業
25 国土利用計画・長崎県計画（第4次） 長崎県 2008年7我ツ 全般
26 長崎県都市計画区域マスタープラン（長崎） 長崎県 2014年10月 全般
27 長崎県都市計画区域マスタープラン（佐世保） 長崎県 2004年5月 全般
28 長崎県都市計画区域マスタープラン（島原） 長崎県 2004年5月 全般
29 長崎県都市計画区域マスタープラン（大村） 長崎県 2004年5月 全般
30 長崎県都市計画区域マスタープラン（平戸） 長崎県 2015年3月 全般
31 長崎県都市計画区域マスタープラン（松浦） 長崎県 2015年3月 全般
32 長崎県都市計画区域マスタープラン（厳原） 長崎県 2004年5月 全般
33 長崎県都市計画区域マスタープラン（福江） 長崎県 2015年3月 全般
34 長崎県都市計画区域マスタープラン（伊王島） 長崎県 2014年9月 全般
35 長崎県都市計画区域マスタープラン（高島） 長崎県 2014年9月 全般
36 長崎県都市計画区域マスタープラン（三和） 長崎県 2014年9月 全般
37 長崎県都市計画区域マスタープラン（琴海） 長崎県 2014年9月 全般
38 長崎県都市計画区域マスタープラン（江迎） 長崎県 2004年5月 全般
39 長崎県都市計画区域マスタープラン（宇久） 長崎県 2004年5月 全般
40 長崎県都市計画区域マスタープラン（田平） 長崎県 2015年3月 全般
41 長崎県都市計画区域マスタープラン（郷ノ浦） 長崎県 2015年3月 全般
42 長崎県都市計画区域マスタープラン（大島） 長崎県 2015年3月 全般
43 長崎県都市計画区域マスタープラン（崎戸） 長崎県 2015年3月 全般
44 長崎県都市計画区域マスタープラン（国見） 長崎県 2014年9月 全般
45 長崎県都市計画区域マスタープラン（千々石） 長崎県 2014年9月 全般
46 長崎県都市計画区域マスタープラン（小浜） 長崎県 2014年9月 全般
47 長崎県都市計画区域マスタープラン（加津佐） 長崎県 2015年3月 全般
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No. 論文等の名称 執筆者名 発表年 項目
48 長崎県都市計画区域マスタープラン（口之津） 長崎県 2015年3月 全般
49 長崎県都市計画区域マスタープラン（西有家） 長崎県 2015年3月 全般
50 長崎県都市計画区域マスタープラン（東彼杵） 長崎県 2015年3月 全般
51 長崎県都市計画区域マスタープラン（川棚） 長崎県 2015年3月 全般
52 長崎県都市計画区域マスタープラン（波佐見） 長崎県 2004年5月 全般
53 長崎県都市計画区域マスタープラン（佐々） 長崎県 2015年3月 全般
54 長崎県都市計画区域マスタープラン（上五島） 長崎県 2004年5月 全般
55 長崎県都市計画区域マスタープラン（有川） 長崎県 2004年5月 全般
56 松浦沿岸海岸保全基本計画 長崎県 2005年10月 沿岸域
57 大村湾沿岸海岸保全基本計画 長崎県 2007年3月 沿岸域
58 五島・壱岐・対馬沿岸海岸保全基本計画 長崎県 2004年3月 沿岸域
59 西彼杵沿岸海岸保全基本計画 長崎県 2004年3月 沿岸域

60 有明海沿岸海岸保全基本計画 長崎県 2011年10月 沿岸域

61 橘湾沿岸海岸保全基本計画 長崎県 2007年6月 沿岸域
62 長崎県北部地域森林計画 長崎県 2012年12月 森林
63 長崎南部地域森林計画 長崎県 2010年12月 森林
64 五島壱岐地域森林計画 長崎県 2011年12月 森林
65 対馬地域森林計画 長崎県 2014年12月 森林

66 長崎県水産業進振興基本計画　2011-2015 長崎県 2011年4月 水産業

67 第11次鳥獣保護管理事業計画 長崎県 2012年4月 生態系

68 長崎県生物多様性保全戦略2014-2020 長崎県 2014年12月 生態系

69 ながさき農業農村整備推進計画　2011-2015 長崎県 2011年3月 農業
70 長崎県離島振興計画 長崎県 2013年5月 沿岸域

71
「アジア・国際戦略」行動計画　平成27年度行
動計画

長崎県 2015年3月

水産業
農業
観光業
沿岸域

72
「アジア・国際戦略」行動計画　平成26年度行
動計画

長崎県 2014年3月

水産業
農業
観光業
沿岸域

73
「アジア・国際戦略」行動計画　平成25年度行
動計画

長崎県 2013年3月

水産業
農業
観光業
沿岸域

74
「アジア・国際戦略」行動計画　平成24年度行
動計画

長崎県 2012年3月

水産業
農業
観光業
沿岸域

75
「アジア・国際戦略」行動計画　平成23年度行
動計画

長崎県 2011年3月

水産業
農業
観光業
沿岸域

76 長崎県福祉保健総合計画 長崎県 2011年3月 県民生活
77 平成27年度長崎県重点戦略 長崎県 2015年3月
78 長崎県医療計画 長崎県 2013年3月 感染症

79
第二期長崎県教育振興基本計画[平成26年度
～30年度]

長崎県 2013年12月 その他

80 輝くながさき園芸産地振興計画 長崎県 2011年 農業
81 ながさき２１水ビジョン 長崎県 2011年6月

82

DECREASE OF ABALONE RESOURCES
WITH　DISAPPEARANCE OF MACROALGAL
BEDS　AROUND　THE　OJIKA　ISLANDS，
NAGASAKI，SOUTHWESTERN　JAPAN,,
Journal of Shellfish Research, Vol.32, No.1,
51-58

Kiyomoto et al 2013年 水産業

83
 「長崎県沿岸における水温および漁獲量の経
年変化について」 P8水産開発No.85（2003.9）,
一般社団法人長崎県漁港漁場協会

長崎県総合水産試験場
漁業資源部　海洋資源科
科長　山本　憲一

2003年 水産業

84
Modeling the multiple effects of temperature
and radiation on rice quality

Masashi Okada et.al 2007年 農業

85
九州地方に発生したコヒメビエの小穂と穂の形
態と低温での種子の死亡条件から推定した定
着不可能地点

森田弘彦 1996年 農業
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No. 論文等の名称 執筆者名 発表年 項目

86

Distribution range shift of two allied species,
Nezara viridula and N. antennata (Hemiptera:
Pentatomidae), in Japan,possibly due to global
warming

Yukawa J, Kiritani K, Gyotoku N,
Ueichi N, Yamaguchi D, Kamitani S.

2007年 農業

87
日本の干潟における過去の長期面積変化特性
と海面上昇による将来の浸食予測．土木学会
論文集G(環境)，68，I.279-I.285

有働恵子，武田百合子，吉田惇，真野
明

2012年 沿岸域

88 長崎県における磯焼け対策ガイドライン 長崎県 2012年 水産業

89
長崎港港湾計画（交通政策審議会第56回港湾
分科会資料）

長崎県 2014年 沿岸域

90
平成24年度九州・沖縄地方における気候変動
影響・適応策推進業務報告書

環境省九州地方環境事務所 2013年3月 全般

91
平成23年度九州・沖縄地方における気候変動
影響・適応策検討調査報告書

環境省九州地方環境事務所 2012年3月 全般

92
温暖化がわが国の果樹生育に及ぼしている影
響の現状

杉浦俊彦、黒田治之、杉浦裕義 2007年 果樹

93
Overview of effects of global warming on
agricultural production in Japan. Japan
Agricultural Research Quarterly, 46(1), 7-13

Sugiura, T et al. 2012年 農業

94 長崎市地球温暖化対策実行計画 長崎市 2009年 全般
95 長崎市第二次環境基本計画 長崎市 2011年 全般

96
異常気象による災害対策や地球温暖化対策の
強化・拡充を求める意見書

長崎市議会 2013年 災害

97
搾乳牛の暑熱時における給与飼料中の適正な
NDF含量

長崎県畜産試験場研究報告6号 1997年 畜産

98 種雄豚の暑熱対策 長崎県畜産試験場研究報告5号 1996年 畜産
99 雄豚の暑熱対策 長崎県畜産試験場研究報告3号 1993年 畜産

100
温暖多雨地域における良質粗飼料の生産と搾
乳肥育技術

長崎県畜産試験場研究報告 1991年 畜産

101 蚕舎の高温・多湿環境改善に関する研究 長崎県総合農林試験場研究報告 1991年 養蚕

102
温暖化に対応した茶樹の中切り更新時期と積
算温度を活用した再生芽整技時期

長崎県総合農林試験場ニュースN0.79 2008年 農業

103 対馬でも磯焼け拡大　全国有数の漁場浸す 長崎新聞 2008年11月1日 水産業
104 長崎県野母崎沿岸の浅海魚類相 田和篤史、竹垣毅 2009年 水産業
105 長崎県レッドデータブック2001 長崎県 2001年 生物
106 長崎市レッドデータブック改訂版 長崎市 2012年3月 生物
107 長崎県環境教育等行動計画 長崎県 2014年 その他

108 公益社団法人　日本地下水学会ホームページ - 水資源

109
温暖化による我が国水産生物の分布域の変化
予測

桑原久美, 明田定満, 小林 聡, 竹
下 彰, 山下 洋,城戸勝利地球環境
Vol.11　No.1

2006 年 水産業

110
国立研究開発法人水産総合研究センター西海
区水産研究所ホームページ

- 水産業

111 佐世保市ホームページ - 沿岸域

112
モニタリングサイト1000森林・草原調査とりまとめ
報告書

環境省生物多様性センター 2015年 生態系

113
公益財団法人　日本海事センターホームペー
ジ

- 産業
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No. 計画名 所管課 策定年月 URL 備考

1
長崎県総合計画　チャ
レンジ2020

政策企画課 平成27年12月
https://www.pref.nagasaki.jp/bunru
i/kenseijoho/kennokeikaku-
project/sougou_plan_challenge2020

平成28年度から平成
32年度までの計画

2
平成27年度長崎県重点
戦略

政策企画課 2015年3月

https://www.pref.nagasaki.jp/bunru
i/kenseijoho/kennokeikaku-
project/jyutensen/27jyutensen-
jyutensen/

3
次期「長崎県環境基本
計画」素案

環境政策課
平成27年11月
27日時点

http://www.pref.nagasaki.jp/press-
contents/219376/

平成27年11月27日か
ら12月16日までのパ
ブリックコメント時
の素案

4
長崎県地球温暖化対策
実行計画

未来環境推
進課

平成25年4月

http://www.pref.nagasaki.jp/bunrui
/kurashi-kankyo/kankyohozen-
ondankataisaku/ondanka/ondanka-
actionplan/

5
国土利用計画・長崎県
計画（第4次）

土地対策室 平成20年7月

http://www.pref.nagasaki.jp/bunrui
/machidukuri/tochi-
kensetsugyo/keikaku-tochi-
kensetsugyo/kokudoriyoukeikaku/
5005.html

6
次期「ながさき農林
業・農山村活性化計
画」（仮称）素案

農政課 2011年3月

http://www.pref.nagasaki.jp/bunrui
/kenseijoho/goiken-
gosodanmadoguchi/kocho/217098.
html

平成27年10月7日から
10月30日までのパブ
リックコメント時の
素案

7
長崎県北部地域森林計
画

林政課 平成26年12月
https://www.pref.nagasaki.jp/bunru
i/shigoto-sangyo/shinrin-
ringyo/sinrinkanri/185654.html

8 長崎南部地域森林計画 林政課 平成26年12月
https://www.pref.nagasaki.jp/bunru
i/shigoto-sangyo/shinrin-
ringyo/sinrinkanri/185654.html

9 五島壱岐地域森林計画 林政課 平成26年12月
https://www.pref.nagasaki.jp/bunru
i/shigoto-sangyo/shinrin-
ringyo/sinrinkanri/185654.html

10 対馬地域森林計画 林政課 平成26年12月
https://www.pref.nagasaki.jp/bunru
i/shigoto-sangyo/shinrin-
ringyo/sinrinkanri/185654.html

11
長崎県水産業振興基本
計画（仮称）素案

漁政課 担当課より提供

平成27年11月27日か
ら平成27年12月28日
までのパブリックコ
メント時の素案

12
ながさき２１水ビジョ
ン

水環境対策
課

平成23年6月

https://www.pref.nagasaki.jp/bunru
i/kurashi-
kankyo/mizukankyo/mizu/nagasaki
21/

13
第11次鳥獣保護管理事
業計画

自然環境課 平成27年5月

http://www.pref.nagasaki.jp/bunrui
/kurashi-kankyo/shizenkankyo-
doshokubutsu/infomation/196009.
html

14
長崎県生物多様性保全
戦略2014-2020

自然環境課 平成26年12月
https://www.pref.nagasaki.jp/bunru
i/kurashi-kankyo/shizenkankyo-
doshokubutsu/biodiversity/

15
長崎県国土強靭化地域
計画

政策企画課 平成27年12月
https://www.pref.nagasaki.jp/bunru
i/anzen-anshin/bosai-
kokuminhogo/kyoujinka/

16 長崎県地域防災計画
長崎県危機
管理課

平成25年6月
http://www.pref.nagasaki.jp/sb/pre
paration/001/manual/plan.html

17 長崎県離島振興計画
地域づくり
推進課

平成25年5月
http://www.pref.nagasaki.jp/new_n
aga/html/03/01/002.html

18
松浦沿岸海岸保全基本
計画

漁港漁場課 平成17年10月
http://www.mlit.go.jp/river/kaigan/
main/coastplan/index.html

19
大村湾沿岸海岸保全基
本計画

漁港漁場課 平成19年3月
http://www.mlit.go.jp/river/kaigan/
main/coastplan/index.html

資料２　適応効果を持つと考えられる施策を抽出した既存計画

1



No. 計画名 所管課 策定年月 URL 備考

20
五島・壱岐・対馬沿岸
海岸保全基本計画

漁港漁場課 平成25年12月
http://www.mlit.go.jp/river/kaigan/
main/coastplan/index.html

21
西彼杵沿岸海岸保全基
本計画

漁港漁場課 平成16年3月
http://www.mlit.go.jp/river/kaigan/
main/coastplan/index.html

22
有明海沿岸海岸保全基
本計画

漁港漁場課 平成27年3月
http://www.mlit.go.jp/river/kaigan/
main/coastplan/index.html

23
橘湾沿岸海岸保全基本
計画

漁港漁場課 平成27年4月
http://www.mlit.go.jp/river/kaigan/
main/coastplan/index.html

24 長崎県医療計画 医療政策課 平成25年3月
http://www.pref.nagasaki.jp/bunrui
/hukushi-hoken/iryo/keikaku-
iryo/iryoukeikaku/18574.html

25
次期「長崎県観光振興
基本計画」（素案）

観光振興課
平成27年12月
時点

https://www.pref.nagasaki.jp/bunru
i/kenseijoho/goiken-
gosodanmadoguchi/kocho/224054.
html

平成27年12月4日から
平成28年1月4日まで
のパブリックコメン

ト時の素案

2



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料 3 既存計画に示されている適応効果を 
持つと考えられる施策 
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資料３ 既存計画に示されている適応効果を持つと考えられる施策 

 

長崎県では、平成 27 年 12 月～平成 28 年 1 月にかけて、県内における今後の適応策につい

て庁内照会が行われた。 

今回、庁内照会の結果を踏まえて今後の適応策を整理するにあたり、既存の計画に既に記

述されている適応効果をもちうる施策（あるいは今後、適応の視点を盛りこみうる施策）が、

どのような計画にどの程度含まれているかを把握することとした。 

具体的には、各分野の関連計画を抽出し、その中の施策のうち適応効果をもちうる施策、

今後、適応の視点を盛りこみうる施策を幅広く抽出した。その結果を分野ごとに一覧表にま

とめたものを次ページ以降に示す。分野は、国の気候変動の影響への適応計画の章にあわせ

て分類した。 

この施策一覧は、県内における今後の適応策の検討を行う上で参考になると考えられる。

また、各分野の諸計画・事業の中に適応の視点を組み込んでいく際の基礎資料として活用し

ていくことが望まれる。 

最終的には、平成 27 年 12 月～平成 28 年 1 月にかけて行われた庁内照会シートと統合して

整理することを考えている。 
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1. 農業、森林・林業、水産業 

（1）農業、森林・林業 

計画等名称 大分類 中分類 小分類 No. 施策の詳細 

長崎県総合計画

チャレンジ2020 

元気で豊かな農

林水産業を育て

る 

(3)農林業の収

益性の向上に

向けた生産・流

通・販売対策の

強化 

①品目別戦略

の再構築 

1 高温耐性優良品種の導入拡大。 

2 優良品種・新技術の積極的導入など高品質果実生産、オリ

ジナル品種の育成。 

3 施設の環境制御等新技術の導入。 

②品目別戦略

を支える加工・

流通・販売対策

4 品目別戦略を支える新種の育成、複合環境制御施設を活用

した次世代園芸モデルやロボット技術などの革新的技術

の開発。 

④担い手確保

のための生産

基盤の整備 

5 意欲ある担い手の農業生産性向上につながる農地の基盤

整備や排水対策等の推進。 

(4)地域の活力

と魅力にあふ

れる農山村づ

くり 

②農山村地域

の暮らしを支

える環境整備

6 農山村資源の維持・保全に向けた農業多面的機能の発揮の

ための活動や環境負荷低減へ配慮した農業の実践。 

7 安心して生産活動に取り組むための鳥獣害防止対策や農

山村地域で安心して暮らせるための条件整備の推進。 

地域別計画 

・県北地域 

(5)地域づくり

の方向性 

②県北地域な

らではの優れ

た資源を活用

した力強い産

業拠点づくり

8 産地計画に基づく新品種の導入や技術の高度化による産

地の強化。 

地域別計画 

・対馬地域 

(5)地域づくり

の方向性 

③貴重な動植

物が生息する

「対馬」の豊か

な自然との調

和を図り、地球

環境にやさし

いしまづくり

9 ツシマウラボシシジミの保全対策。 

10 ニホンジカの食害による生態系被害対策。 

平成27年度長崎

県重点戦略 

1 仕事を創り、

支える 

（2）農林業 ①いちごやア

スパラなど、産

地計画の推進

による生産力

の強化 

11 生産性向上に向けた低投資型の暑熱対策資機材の実証試

験の実施。 

産業が輝く長崎

県 

4.力強く豊か

な農林水産業

を育てる 

業として成り

立つ農林業の

所得の確保 

12 鳥獣による農作物等被害を減少させるため、普及指導員・

イノシシ対策A級インストラクターの指導のもと、防護策

の整備や捕獲隊設置など地域ぐるみで取り組む3対策を総

合的に支援します。 

次期「長崎県環

境基本計画」素

案 

２ 気候変動への

適応策の検討及

び推進 

①気候変動に

よる影響の軽

減策等の検討

及び推進 

- 13 主要作目の病害虫の発生状況、気象、農作物の生育状況等

を定期的に調査するとともに、病害虫による被害の発生を

予測し、防除に必要な発生予察情報を提供することによ

り、適時適切な防除を推進します。（農林部） 

14 温暖化への適応技術を開発します。（農林部） 

・温暖化に対応した良食味の水稲品種を育成します。 

・気候温暖化に対応した柑橘（カンキツ）栽培技術を開発

します。 

・肥育豚に対して高い抗酸化活性を有する飼料給与で、暑

熱期に豚のストレスの緩和を図ります。 

・市場性が高く、ブランド化を図るカーネーションの耐暑

性品種を開発します。 

・食味･外観･病害虫抵抗に優れる高品質の暖地二期作用バ

レイショの新品種を開発します。 

長崎県地球温暖

化対策実行計画 

第４章 地球温

暖化対策 

第３節 県の取

り組む地球温

暖化防止策（緩

和策） 

７森林 15 取組１ 森林整備の取組 

地元負担の軽減や林業の担い手対策に取り組むとともに、

作業路と高性能林業機械等の組合せによる生産性の向上

や森林施業プランナーによる施業提案により森林所有者

の意欲喚起等を行い、森林の整備を積極的に推進していき

ます。 
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計画等名称 大分類 中分類 小分類 No. 施策の詳細 

第５節 気候変

動がもたらす

影響と適応策 

４食料 16 ■農作物全般 

①病害虫対策として、防虫ネット、フェロモン剤、防蛾灯、

紫外線除去フィルム等の早期・長期利用について取り組

みます。 

②肥効調節型肥料の効果的な利用について取り組みます。

17 ■水稲 

田植え時期の見直しや高温適応性品種の導入及び普及拡

大に取り組みます。 

18 ■野菜 

①施設内温度の下温対策として、遮光資材による被覆、遮

光剤の塗布、フルオープンハウスの導入等に取り組みま

す。 

②播種や定植時期を調整する等、作期分散に取り組みま

す。 

19 ■果樹 

①みかん類の摘果方法の改良や植物成長調整剤の活用に

よる、日焼けや浮き皮果発生の軽減に取り組みます。 

②ハウス果樹の夏・秋季における寒冷紗被覆による下温対

策に取り組みます。 

20 ■畜産 

①畜舎内の防暑対策（送風細霧装置の設置、屋根散水等）

の実施に取り組みます。 

②飼料作物について、病害虫抵抗性品種の選定や適正な防

除に取り組みます。 

国土利用計画・

長崎県計画（第4

次） 

「第3」に揚げる

事項を達成する

ために必要な措

置の概要 

５土地の有効

利用の促進 

(2）森林 21 森林については、その多面的機能が高度に発揮されるよ

う、適切な整備・保全を行うとともに、林業の持続的かつ

健全な発展を図る。 

次期「ながさき

農林業・農山村

活性化計画」（仮

称）素案 

 

 

Ⅰ－１ 品目別戦

略の再構築 

① 水田をフル

活用した水田

農業の展開 

１ 米・麦・大豆

等の生産性向

上の対策 

22 高品質・多収が期待できる「にこまる」等の高温耐性品種

の適地と適品種を細かく分析し、標高・気象データに基づ

く産地の適地マップをもとに作付拡大を図るとともに、作

期にあわせた新たな高温耐性品種を選定します。 

23 部会や研究会など生産組織を設立し、効率的な技術指導に

より安定的に良食味米を供給できる産地を育成し、現在の

米生産量を維持します。 

24 麦・大豆についても、部会や研究会を組織し、ニーズに沿

った生産拡大を行い、団地化による作業の効率化や暗きょ

整備、本暗渠の洗浄等による排水対策の徹底を推進し、九

州並みの単収を目指します。 

２ ニーズに対

応した産地の

育成及び競争

力の強化 

25 米の流通実態を把握し、県下全域で高温耐性品種への転換

を推進します。 

② 次世代へ継

承する「ながさ

きの果樹」の推

進 

２ ブランド力

の強化による

高単価化、農業

所得の向上 

26 切れ目のないリレー出荷体制を構築するため、産地毎に品

種構成の適正な目標面積を設定し、高糖度みかん「させぼ

温州」、高品質びわ「なつたより」等の優良品種への改植

を推進します。 

27 かんきつやびわのオリジナル品種の育成、地球温暖化に対

応した技術、ICTやアシストスーツ等を活用したスマート

農業の体系化等、革新的技術の開発を国の研究機関とも連

携しながら推進します。 

③ 新技術導入

や低コスト化

等による生産

性が高い施設

野菜産地の育

成・強化 

１ 新技術･新

品種導入など

による収量向

上と安定生産

28 栽培施設に炭酸ガス発生装置や自動開閉装置、ICTを活用

した環境制御技術等を導入し収量の向上を図ります。 

29 いちごについては、多収性品種「ゆめのか」への転換をす

すめるとともに、花芽の分化を早進化する熱線吸収フィル

ムの実証･導入や出荷を平準化させる栽培技術の確立等を

推進します。 

30 アスパラガスについては、新植や改植時の排水対策の徹底

や各地域ごとの管理状況を踏まえたうえでの管理技術の

改善指導等を行います。 
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計画等名称 大分類 中分類 小分類 No. 施策の詳細 

31 いちごやアスパラガスは高温による果実等の品質低下を

抑制する寒冷しゃ設置による下温対策の徹底を推進し、ト

マトでは台風等の天候に左右されない耐候性ハウスの 

導入を推進します。 

２ 栽培方法改

善や施設整備

の工夫による

コスト縮減 

32 土壌分析にもとづく適正施肥や堆肥等の有機資源の活用

を推進します。 

33 被覆資材の多層化やLED、ヒートポンプ、循環扇、多段サー

モ等の省エネ設備の導入による動力光熱費の低減、自動開

閉装置の導入による管理作業等の省力化による労働時間

の低減等を推進します。 

34 ハウス価格の上昇に対応するため、設置するハウス規格の

見直しや導入コストの安いハウスの検討、遊休ハウスの活

用、ハウスの長寿命化の取り組みを推進します。 

４ ニーズの高

い新品種導入

などによるブ

ランド化の推

進 

35 いちごについては、夜冷施設や熱線吸収フィルム等花芽分

化安定技術の導入により作型の分散を図り、安定供給に取

り組みます。 

⑤  活力ある

「ながさきの

花」１００億達

成プラン（仮）

の推進 

１ さらなる経

営規模の拡大

及び生産・品質

の向上対策 

36 国などの事業活用や他県で実施されているリース方式な

ど新たな対策を検討しながら、低コスト耐候性ハウスの導

入推進を図るとともに、小ぎく、アスチルベなど雨よけや

省加温で生産できる品目については、簡易ハウスでの導入

を推進します。 

37 ＩＣＴを活用した施設環境制御技術の実用化による生産

安定、品質向上に取り組んでいきます。 

２ 低コスト生

産技術の普及

などによるコ

スト縮減 

38 ヒートポンプ、保温や遮熱効果が高いなど機能性に優れた

被覆資材、低温開花性品種、電照用ＬＥＤ、日没後短時間

加温技術（ＥＯＤ-heating）の導入などにより燃油の更な

る削減に取り組んでいきます。 

⑥ 地域の特性

を生かした工

芸作物（茶・葉

たばこ）の推進 

３ 優良品種へ

の改植など生

産・品質向上に

向けた対策 

39 地球温暖化により晩霜の危険性が一層増しており、防霜フ

ァンの設置率を高めると共に既存施設の長寿命化を推進

します。 

＜茶＞４ 省エ

ネ製茶機械の

導入などによ

るコスト縮減

40 土壌診断による適正施肥の実施及び液肥や緩効性肥料の

活用によって効率的な施肥体系を確立します。 

＜葉たばこ＞

２ 生産安定、

品質向上技術

の徹底による

単収の向上 

41 土づくりの啓発、排水対策の徹底、土壌分析の実施及び施

肥量の検討、わき芽の除去、心止、防除、収穫などの適正、

適期管理の徹底に取り組みます。 

⑧ 人・牛・飼料

の視点での酪

農経営の基盤

強化 

２ 乳用牛の供

用期間の延長

等による牛群

の整備 

42 乾乳期間を短縮し、泌乳ピークを抑えた飼養管理方法や暑

熱対策を施すなどの飼養環境の改善により、乳用牛のスト

レスを低減し供用年数を延長する技術の導入を推進しま

す。 

⑨ 経営管理能

力を重視した

収益性の高い

養豚経営の確

立 

１ 新たな経営

マネジメント

手法の導入に

よる収益性の

向上 

43 人工授精技術の導入やクーリングパド（水の気化熱を応用

して外気温を引き下げて入気することにより、豚舎内の温

度を下げるシステム）等の暑熱対策により、年間分娩回数

の増加および低コスト生産への取組を推進します。 

⑩特色ある鶏

卵・鶏肉の生産

と雇用就農を

促進する養鶏

経営の育成 

１ 家きんの重

要疾病発生防

止 

44 生産者は適切な飼養管理と、消毒設備や防鳥ネット等飼養

衛生管理基準を遵守しウイルスの進入防止に万全を期す

とともに、県は家畜保健衛生所を中心に高病原性鳥インフ

ルエンザを始めとする重要疾病の発生防止のための指導

を徹底します。 

Ⅰ－２ 品目別戦

略を支える加工・

流通・販売対策

⑤ 品目別戦略

を支える革新

的新技術の開

発 

１ 生産性や品

質を向上し稼

げる経営を推

進する生産技

45 本県の気象条件や限られた農地を効率的に利用し高収益

を実現する統合環境制御技術を活用した太陽光型植物工

場等の次世代園芸施設モデルの開発に取り組みます。 
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計画等名称 大分類 中分類 小分類 No. 施策の詳細 

術・新品種の開

発 

３ 生産を阻害

する地球温暖

化等への対応

技術の開発 

46 安定した農林業生産を確保するため、気候変化や自然災害

に対応する技術を開発します。 

47 野生鳥獣害等の被害軽減対策として、効率的な捕獲技術や

安全な処分方法、利活用技術等の開発を強化します。 

Ⅱ－３ 担い手確

保のための生産

基盤の強化 

① 大規模化・

省力化を支え

る生産基盤整

備の加速化 

３ 畑地かんが

い施設整備の

推進 

48 安定した作物生産、品質向上、多様な品種の栽培、高付加

価値型作物の導入等、収益性の高い営農類型に対応可能な

生産基盤を確立するため、かんがい施設の整備を推進しま

す。 

49 樹園地についても基盤整備と併せ、かんがい施設整備を推

進します。 

Ⅲ－２ 農林業・

農山村の暮らし

を支える環境整

備 

① 農山村の持

つ多面的機能

の維持 

２ 環境保全型

農業の推進 

50 低コスト肥料の利用や施肥改善、IPM を導入した効率的な

病害虫防除など、コスト低減や環境にやさしい栽培体系を

推進します。 

51 環境保全型農業直接支払交付金を活用し、農業生産のあり

方について環境保全を重視したものに転換していくとと

もに、地球温暖化防止や生物多様性保全に貢献していく地

域を育成します。 

長崎県地域防災

計画 

第3編 災害応急

対策計画 

第18章 農林水

産物災害応急

対策計画 

第１節 稲 52 水害技術対策、干害技術対策、風害（大雨）技術対策等を

進める。 

第２節 麦 53 播種期の長雨（播遅れ）技術対策、生育後期の長雨技術対

策を進める。 

第４節 ばれい

しょ 

54 水害技術対策、干害技術対策を進める。 

第５節 園芸作

物 

55 風害技術対策、水害技術対策、干害技術対策を進める。 

第６節 茶 56 風水害技術対策、干害技術対策を進める。 

第７節 畜産 57 風水害技術対策、干害（暑熱）技術対策を進める。 

第８節 林木等 58 苗畑の干害対策、造林木の干害、風害、潮害跡地の復旧対

策を進める。 

第10節 貝類養

殖（真珠養殖を

含む） 

59 水害対策、干害対策を進める。 

第11節 魚類養

殖 

60 水害対策を進める。 

長崎県離島振興

計画 

第２章 講じよう

とする分野別の

施策 

第４節 産業の

振興 

①農林業 61 地域の特性を生かした力強い農林業の確立。 

62 台風などの気象災害に強い肉用牛の振興。 

63 鳥獣被害のうち、イノシシ被害が多発している島では、防

護・棲み分け・捕獲の３対策を徹底し、被害の軽減を図る。

64 鳥獣害に強い地域づくりを進める。 
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（2）水産業 

計画等名称 大分類 中分類 小分類 No. 施策の詳細 

長崎県総合計画

チャレンジ2020 

元気で豊かな農

林水産業を育て

る 

(1)水産業の収

益性向上に向

けた取組の強

化 

①経営改善計

画の策定及び

実行による漁

業者の経営力

強化 

1 漁業者に対して、関係機関が連携して指導・支援を行う体

制の整備。 

2 漁業者と浜を支える漁協の組織と機能の強化。 

(2)活力にあふ

れる浜・地域づ

くりと漁場･漁

村の整備 

①「浜の活力再

生プラン」の作

成と具体化の

推進などによ

る浜と地域の

活性化 

3 「浜の活力再生プラン」を県内全域で作成し、取組の具体

化を推進。 

4 流通など広域で取り組むべき課題を内容とする広域版「浜

の活力再生プラン」の作成と具体化推進。 

③資源管理の

推進 

5 漁業者による資源管理計画の推進。 

6 放流魚の生息環境や経済性を重視した種苗放流技術の確

立と実施。 

④「藻場回復ビ

ジョン（仮称）」

に基づく総合

的な藻場回復

など漁場づく

りの推進 

7 活動組織の育成・強化や藻場造成等の推進。 

⑤漁港整備や

浜の環境整備

の推進 

8 災害に強い漁業地域づくり(災害発生時における水産物の

流通体制確保のための計画策定)。 

地域別計画 

・長崎・西彼地域

(5)地域づくり

の方向性 

③造船業や水

産業など基幹

産業のさらな

る発展と新規

産業への展開

9 イセエビ・アワビ・ウニ等増殖を目指し活動する漁業者等

活動組織の強化と藻場造成等の推進。 

地域別計画 

・県央地域 

(5)地域づくり

の方向性 

②県央の強み

を活かした力

強い産業づく

り 

10 漁場保全活動組織の育成・強化と藻場・浅場・干潟などの

漁場保全活動の推進。 

地域別計画 

・島原半島地域

(5)地域づくり

の方向性 

①島原半島一

体となった力

強い産業づく

り 

11 藻場・干潟など漁場環境の保全に向けた取組の推進。 

地域別計画 

・壱岐地域 

(5)地域づくり

の方向性 

①地域資源を

ごっとり活か

した産業振興

で活力あふれ

るしまづくり

12 島内全域で実施されている藻場回復の取組推進。 

地域別計画 

・対馬地域 

(5)地域づくり

の方向性 

①対馬の海、

森、里の資源を

活かした産業

振興等で活力

あふれるしま

づくり 

13 市町別漁業就業者数県内一を誇る対馬の漁業者が収益性

の高い漁業を目指す計画づくりと、その計画の具体化に向

けた支援。 

14 藻場回復、資源管理の推進、種苗放流、増殖場の造成等に

よる資源の維持・増大。 

平成27年度長崎

県重点戦略 

1 仕事を創り、

支える 

(3)水産業 ①藻場・資源の

回復と漁業・養

殖業の収益性

向上 

15 効果的な資源管理の推進、新たな藻場回復技術の導入。 

16 高級新魚種や優良品種の導入、養殖技術開発等の推進。 

産業が輝く長崎

県 

4.力強く豊か

な農林水産業

を育てる 

収益性の高い、

安定した漁業・

養殖業の実現

17 本県養殖業の収益性向上のため、高級新魚種や優良品種の

導入、県内完結型クロマグロ養殖の技術開発、産学官連携

による餌コスト削減等の取組、冬期加温による飼育期間短

縮技術の開発を行います。 

次世代へつな

ぐ水産資源と

魚場づくり 

18 行政・研究機関・民間・漁業者等が連携し、藻場回復技術

の検証、技術普及開発、漁業者等による活動組織の育成と

取組の支援を行い、藻場回復を推進します。 
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計画等名称 大分類 中分類 小分類 No. 施策の詳細 

19 水産資源の適切な管理を推進するため、漁業者による資源

管理計画の自己点検後、効果的な資源管理の取組導入への

支援等を実施します。 

20 漁場の円滑な利用のための漁業調査の継続に加え、漁業種

類の多角化など収益性向上につながる漁業許可の有効活

用や許可内容の見直しのため漁業協働組合等が実施する

試験操業への支援を行うとともに、必要な調査を大学と連

携し実施します。 

21 本県沿岸域における重要資源（クエ、トラフグ、ガザミ）

について、対象とする魚種や海域の特性に応じた種苗放流

や資源管理を組み合わせた取組を推進することにより、資

源の早期回復を図ります。 

22 ヒラメ資源の回復のため、県内における放流推進体制の再

構築と人口種苗の標識放流を行い、効果的な放流方法の検

討や、将来の関係県と協働放流体制整備に向けたデータ収

集等を実施します。 

次期「長崎県環

境基本計画」素

案 

１ 地球温暖化

防止対策（緩和

策）の推進 

②温室効果ガ

スの吸収機能

の保全と強化 

- 23 「藻場回復ビジョン(仮称)」に基づく総合的な藻場回復等

（活動組織の育成・強化や藻場造成等の推進）を行います。

（水産部） 

24 漁場環境を浄化するとともに、魚介類の産卵、幼稚仔魚の

成育の場としても重要な藻場を回復・拡大するため、着定

基質の設置等により藻場を造成します。（水産部） 

１ 生物多様性の

保全 

②里地・里山・

里海の保全と

活用 

- 25 漁場環境の改善を図ります。（水産部） 

・「藻場回復ビジョン(仮称)」に基づく総合的な藻場回復

等（活動組織の育成・強化や藻場造成等の推進）を行い

ます。 

・漁場環境を浄化するとともに、魚介類の産卵、幼稚仔魚

の成育の場としても重要な藻場を回復・拡大するため、

着定基質の設置等により藻場を造成します。 

・閉鎖的な内湾域等、漁場環境が悪化した海域で海底清掃、

海底耕うん等を行うことにより漁場環境の回復を図り

ます。 

・藻場等の保全に取り組むグループの育成・磯焼け回復活

動への支援を行います。 

26 水質の保全、周辺環境への影響緩和等自然環境との調和に

配慮した漁港施設の整備を図ります。（水産部） 

２ 水環境の保全 ①海域・河川・

湖沼・地下水の

水質保全・改善

対策の推進 

- 27 赤潮発生メカニズムの解明と防除対策に関する研究開発

を推進します。（水産部） 

長崎県地球温暖

化対策実行計画 

第４章 地球温

暖化対策 

第２節 県民・

事業者に期待

される役割と

県の果たす役

割 

６．海洋 28 藻場の維持・保全対策の実施。 

29 海藻が生育しやすい防波堤や護岸の整備。 

第３節 県の取

り組む地球温

暖化防止策（緩

和策） 

６．海洋 30 取組１ 藻場造成の取組。 

長崎県水産業振

興基本計画（仮

称）素案 

第５章 部門別の

取組方針 

１．沿岸漁業 Ⅰ 浜と地域

の生産力を支

える収益性の

高い魅力ある

経営体の育成

31 漁業者に対して、関係機関が連携して指導・支援を行う体

制を整備【養殖共通】。 

32 所得向上に必要な機器整備や活動への支援【養殖共通】。

33 収益性向上に繋がる新技術開発の推進や既存技術の改良・

普及。 

Ⅱ 浜と地域

の活力再生と

漁業就業者の

確保・育成 

34 「浜の活力再生プラン」を県内全域で作成し、取り組みの

具体化を推進。 

35 流通など広域で取り組むべき課題を内容とする広域版「浜

の活力再生プラン」の作成と具体化を推進。 

36 漁業種類に応じた技術習得研修の拡充。 

Ⅲ 漁業者自 37 漁業者による資源管理計画の推進【沖合共通】。 
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計画等名称 大分類 中分類 小分類 No. 施策の詳細 

らが率先し実

践する資源管

理と漁場の高

度利用 

38 放流魚の生息環境や経済性を重視した種苗放流技術の確

立と実施。 

Ⅳ 総合的な

漁場づくりと

漁港や浜の環

境整備の推進

39 活動組織の育成・強化や藻場造成等の推進。 

40 赤潮や有害生物等の対策と沿岸環境の保全。 

41 災害に強い漁業地域づくり（災害発生時における水産物の

流通体制確保のための計画策定）。 

２．養殖業 Ⅰ 収益性の

高い生産体制

の構築 

42 養殖魚の高品質化と養殖業の協業化・省コスト化の推進。

Ⅱ 新魚種の

組み合わせや

輸出に対応し

た魚づくり 

43 市場価値が高い魚種の養殖技術確立と導入による経営安

定化。 

44 新たな養殖手法の導入による経営の安定化。 

Ⅲ 赤潮・魚病

被害の対策や

安全安心な生

産物の供給体

制の確立 

45 赤潮や魚病被害の防止・軽減対策の推進。 

第６章 海区別の

取組方針 

１．西彼海区 ○ 中・小型ま

き網漁業 

46 生産者及び漁協は、蓄養生簀の増加や規模を拡大するとと

もに、行政や研究機関の指導を受け、活魚の品質向上によ

る価格、販売量の向上を目指します。 

47 生産者は、行政や研究機関の指導を受け、鮮魚選別機の改

良等を進め、漁獲物の高鮮度化や漁獲物選別の効率化を図

り、魚価の向上を目指します。 

○ その他の漁

船漁業 

48 漁業協同組合は、投棄されたり、低価格でしか取引されな

いアイゴやイスズミ等未・低利用魚の練り製品化等に試験

研究機関等の指導を受け関係加工業者とともに取り組み

ます。 

49 生産者及び漁業協同組合は、活魚や高鮮度の状態での出

荷、ブランド化等漁獲物の品質向上により魚価の向上に努

めます。 

○ 養殖漁業 50 生産者及び漁業協同組合は、試験研究機関等が行う肉質改

善、餌料添加物等によるコスト削減等に効果的な養殖技術

開発への協力や導入について検討します。 

２．大村湾海区 ○ 小型底びき

網漁業 

51 生産者および漁協は、漁場環境、特に底質環境を改善する

ための海底耕うんや客土・覆砂の実施を検討します。 

52 生産者は、ナマコ天然採苗や種苗放流を実施するととも

に、禁漁期間の設定や総量規制等の資源管理の取り組みを

行います 

53 漁協は県、市の支援により、投石等による漁場造成や幼稚

子生育場の造成を行います。 

54 漁協は、漁獲物の保管・蓄養施設を整備し出荷時期を調整

することにより、漁獲物の価格向上を図ります。 

○ その他の網

漁業 

55 漁協は、浚渫等の漁場環境改善手法の実施を検討します。

○ その他の漁

船漁業 

56 生産者は、クロダイ、スズキ、ヒラメ等、資源量が増えて

いると思われる魚種について、積極的に漁獲を行い収益の

増加を目指します。 

○ 養殖漁業 57 生産者は、日常モニタリングの強化により早期に有害赤潮

の発生を検知し、餌止めを徹底するとともに、漁場環境改

善を行うことで斃死被害軽減を図ります。 

58 県は、実効性のある赤潮被害対策手法の確立に努めます。

59 生産者は、高水温耐性もしくは低水温期に成長する魚種の

導入を検討します。 

３．橘湾海区 ○ 漁船漁業 60 生産者は、堆積ゴミの除去や海底耕うんなど漁場機能の回

復対策により、湾内海底の漁場環境の改善し、資源の回復・

維持を図ります。 



9 

計画等名称 大分類 中分類 小分類 No. 施策の詳細 

61 生産者は、行政や研究機関の指導を受け、産卵や幼稚仔の

育成場である藻場の維持拡大を図ります。 

○ トラフグ養

殖業 

62 生産者は、赤潮による養殖魚へい死被害の防止、軽減を図

るため、赤潮観測体制の強化に取り組みます。 

４．有明海海区 ○ 漁船漁業 63 生産者は、漁場環境の改善を図るため、国および有明海沿

岸４県と連携して、海底耕耘等により漁場機能の保全・回

復を図ります。 

64 生産者は、産卵や幼稚魚の育成場である藻場の維持拡大を

図ります。 

65 生産者は、水産資源の維持・回復を図るため、国県等と連

携しトラフグ、クルマエビ、ヒラメ、ガザミ、ホシガレイ

等有明海の海域特性に合った放流事業の推進を図ります。

66 生産者等は、漁獲物の付加価値向上を図るため、鮮度保持

の技術の取得・普及に取り組み、魚価の向上を図ります。

○ 貝類養殖 67 生産者は、アサリ漁場の底質の泥化や砂れきの逸散等によ

るアサリ生息に不適切な生息環境の改善を図るために、覆

砂、耕うん等の手法により漁場保全を行います。 

５．県北海区 ○ ブリ類・マ

ダイ養殖 

68 行政は、研究機関と連携し、身質改善効果の検証と生産者

へのフィードバック、低魚粉飼料の実用化、魚病対策技術

の開発等とともに、区画漁業権免許設定についても機動的

に対応します。 

○ トラフグ養

殖 

69 行政は、研究機関と連携し、飼料開発、人工種苗の選抜育

種、魚病対策等の技術開発とともに、学習会や講習会等に

より生産者の技術向上を支援します。 

○ カキ養殖 70 行政は、研究機関等と連携し、本県海域に適応した種苗の

生産技術を開発し、種苗生産機関への技術移転により良質

な種苗の安定供給を図るとともに、施設整備や販売促進活

動を支援します。 

71 行政は、養殖生産の技術指導、新商品開発や産地ＰＲ等を

支援し、周年出荷体制の確立による漁業経営の安定化を支

援します。 

６．五島海区 ○  漁船漁業

（ひき縄、一本

釣り、延縄、さ

し網など） 

72 生産者は行政と連携して新漁法、新漁場での操業への取組

を推進し、漁業者への指導、地元調整を図りながら、必要

に応じて許可の有効活用のための検討及び許可手続を行

う。 

73 生産者や漁協は、漁獲物の鮮度保持や神経締め技術の習

得・向上によるブランド品としての出荷・流通体制の向上、

流通経費の削減や五島の強みを活かす事業を推進する。 

74 生産者は行政と連携して、磯焼け対策や種苗放流に継続的

に取り組み、漁業収入の安定・向上を目指す。 

75 行政は、生産者の漁獲物の鮮度保持技術の向上等による品

質向上や魚市等の販売チャネルを活用した輸出促進等、流

通面での取組を総合的に支援する。 

○ 定置網漁業 76 生産者や漁協は、水試の協力を得ながら漁場に応じた定置

網の再設計や網の配置の検討を行う。その結果、新規に漁

業権を免許する必要がある場合には行政は積極的に対応

する。 

77 生産者・漁協は、行政と連携を深め、活魚出荷や鮮度保持

など流通体制の改善や短期養殖の取組及び漁獲物の水揚

げから選別までの取り扱いをマニュアル化し徹底した品

質管理を行う。 

○ 養殖漁業 78 養殖業者は、藻類等の養殖に取組み、漁場の自主的モニタ

リング体制を構築する。行政は赤潮予測技術の開発に取り

組み、実用化を図るとともに、漁協と連携し迅速な赤潮情

報の伝達を行う。 

７．壱岐海区 ○ 釣り漁業 79 漁業者による自主的な資源管理の継続・強化や種苗放流に

よる資源の維持・回復を図ります。 

○ 採介藻漁業 80 漁業者・行政・研究機関が連携した藻場回復の取組を推進

し、資源の維持増大に繋げます。 
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計画等名称 大分類 中分類 小分類 No. 施策の詳細 

81 漁業者はウニ・アワビ等の種苗放流や漁獲サイズ制限等の

資源管理を推進することで、漁獲量の維持・増大を図りま

す。 

８．対馬海区 ○ 釣漁業 82 生産者は行政支援、試験研究機関の指導等を受け、鮮度保

持、ブランド化による魚価向上を図ります。 

○ いかつり漁

業 

83 生産者は漁獲物の規格統一、取り扱いのマニュアル化によ

り価格向上を図るともに、行政支援等も活用し活魚化や冷

凍設備による高付加価値化と出荷調整を行います。 

○ 採介藻漁業 84 生産者はアワビ等の種苗放流や漁獲サイズ制限等の資源

管理を推進することで、漁獲量の増大を図ります。 

85 生産者は行政や試験研究機関の支援・指導のもと、植食性

動物の駆除や母藻設置等の技術改良と継続実施により、魚

介類の産卵、育成、漁獲の場となる藻場の回復・増大に取

り組みます。 

86 生産者は行政や試験研究機関の支援・指導のもと、植食性

動物による食害防止や母藻、種苗の設置などに取り組み、

ヒジキやアラメ等の有用海藻類の増殖を図ります。 

○ クロマグロ

養殖業 

87 生産者は行政、試験研究機関等と連携して赤潮による被害

防止のための監視体制を構築するとともに、養殖漁場の環

境改善や魚病対策に取り組み、被害軽減と収益の向上を図

ります。 

第７章 試験研究

の取組方針 

Ⅰ 資源の的

確な評価と管

理、漁海況情報

等の精度向上 

（１）収益性の

高い魅力ある

経営体の育成

88 地域重要魚種はもとより、低・未利用資源（植食性魚類等）

を含めた資源の総合的な利用に必要な漁獲実態や生態等

の把握に努め、資源評価の精度を高めていきます。 

89 操業現場のニーズに応えた漁海況情報及び漁場予測の精

度向上及び利便性の向上に努めます。 

90 定置網漁業をはじめとした沿岸漁場の漁場診断と現場へ

の情報提供を積極的に行い、漁業生産性の向上に貢献しま

す。 

Ⅱ 効果的な

放流技術の開

発や資源管理

手法の開発 

（４）漁業生産

を支える豊か

な漁場・安全で

快適な漁村の

環境整備 

91 放流対象種の漁獲実態と資源生態を的確に把握し、これら

の結果に基づいた放流方法、資源管理手法を開発するとと

もに、その手法をマニュアル化し普及啓発を図ります。 

92 新しい標識技術（DNA マーカー等）の開発や既存標識の改

良により、放流効果の把握精度を高め、資源の維持・増産、

管理につなげます。 

93 モデル魚種を設定のうえ「資源造成型栽培漁業」の実現に

必要な「再生産貢献度（放流魚の生き残りが、子孫を残し

て天然資源の増加に貢献する度合い。）」の把握に努めま

す。 

Ⅲ 藻場の維

持・回復や赤潮

対策等による

沿岸漁場環境

の機能保全 

（４）漁業生産

を支える豊か

な漁場・安全で

快適な漁村の

環境整備 

94 「磯焼け対策ガイドライン」の実証試験等で得られた成果

について、各現場の実情に応じて技術普及を図るととも

に、小型海藻を用いた藻場造成や植食性魚の効率的な漁獲

方法及びその利用促進など、磯焼け対策にかかる技術開発

についても積極的に取り組みます。 

95 赤潮対策については、養殖被害を最小限に抑えるための赤

潮の発生・消滅の予測技術や、防除技術、赤潮の早期検出

及び被害リスク軽減のための有害・有毒プランクトンの簡

易同定技術の開発を行い、現場への技術導入を進めます。

96 沿岸内湾域の貧酸素状態への対策や、底質改良に関する研

究開発を推進します。 

Ⅳ 有望な放

流種苗・養殖種

苗の生産技術

開発および優

良養殖種苗 

の作出 

（１）収益性の

高い魅力ある

経営体の育成

97 貝類・藻類の増養殖については、市場価値の高い養殖貝類

（アコヤガイ、マガキ等）の生産技術開発や、有明海特産

二枚貝（アサリ、タイラギ等）の増養殖技術の開発、ヒジ

キ種苗の生産技術及び供給手法の確立を図り、それぞれ現

場への技術普及を行います。 

Ⅴ 長崎なら

ではの新しい

水産加工技術

の開発と技術

（３）国内外で

の販路拡大と

価格向上 

98 鮮魚については、鮮度保持技術（血合肉の変色抑制技術等）

を開発するとともに、長崎産の品質の優位性を確立するた

め、「魚用品質状態判別装置」の応用技術を開発します。
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計画等名称 大分類 中分類 小分類 No. 施策の詳細 

支援の充実 

Ⅵ 長崎独自

の新しい養殖

技術の開発と

魚病対策 

（１）収益性の

高い魅力ある

経営体の育成

99 閉鎖循環式陸上養殖システムにおける飼育技術・低コスト

化技術の改良に努めるとともに、クエ等に関して陸上と海

面を併用した養殖技術の確立を図ります。 

100 養殖クロマグロにおける住血吸虫症対策や育種技術を用

いたトラフグ痩せ病対策など、魚病対策向上のための技術

開発に努めます。 

Ⅶ 新しい研

究開発課題へ

の対応 

（１）収益性の

高い魅力ある

経営体の育成

101 海水温の上昇など、気候変動に伴う本県水産資源の動態や

漁場形成要因の把握等を行い、その適応策の一環として、

海水温上昇を踏まえた南方系魚介類の種苗生産・養殖技術

の開発を検討します。 

102 「GCOM-C」などの観測衛星情報の利活用により、漁海況や

赤潮動態等の取得情報の高度化を検討します。 

103 新魚種の人工種苗生産技術開発等、国・大学レベル等で取

り組む水産関係最先端技術開発の動向を的確に把握し、本

県への導入の可否等について検討を進めます。 

Ⅷ 他研究機

関との連携強

化等による研

究開発の充実

強化 

（１）収益性の

高い魅力ある

経営体の育成

104 これまでの技術開発成果に加え、他分野や民間企業等が保

有する技術シーズを積極的に取り込み、現場での活用を促

進します。 

105 外部リソースの活用や、県内公設試や民間企業との連携を

行うことで、研究内容の充実強化と研究開発の効率化を図

ります。 

106 「長崎水産研究三機関連絡会議」により、長崎大学環東シ

ナ海センター、西海区水産研究所との連携活動を強化し、

共同研究の実施等研究活動の充実強化を図ります。 

長崎県生物多様

性 保 全 戦 略

2014-2020 

第2部 行動計画

編 

第2章 行動計

画 

行動目標①：自

然環境の監視

と種の保護・生

態系の保全を

強化する 

107 海域環境の保全・回復。 

・水産環境整備事業 

・漁揚環境保全対策 

・水産多面的機能発揮対策事業 

・離島漁業再生支援交付金 

・資源管理計画の策定 

・藻揚回復技術実証推進事業 

・再生砂による浅揚づくり実証試験事業 

・海砂採取による海域影響調査（モニタリング） 

長崎県生物多様

性 保 全 戦 略

2014-2020 

第2部 行動計画

編 

2.地域の特徴

に応じた取組

（対馬、大村

湾、島原半島〉 

(1)対馬地域 108 水産多面的機能発揮対策事業 

・藻揚－干潟－浅揚の維持－回復等保全活動を行う組織を

支援する。 

109 離島漁業再生支援交付金 

・藻揚－干潟－浅揚の維持－管理等保全活動を行う組織を

支援する。 

(2)大村湾地域

(3)島原半島地

域 

110 水産多面的機能発揮対策事業 

・藻揚－干潟－浅揚の維持－回復等保全活動を行う組織を

支援する。 

長崎県離島振興

計画 

第２章 講じよう

とする分野別の

施策 

第４節 産業の

振興 

②水産業 111 次世代へつなぐ水産資源と漁場づくり。 

・資源管理による水産資源の維持・回復 

・栽培漁業の効率的な推進 

③水産動植物

の生育環境の

保全及び改善

112 資源増殖と沿岸環境の保全をめざす漁場づくり。 

・増殖場や魚礁漁場の整備 

・海藻が着生するコンクリートブロックの設置や自然石の

投入 

・藻場の回復に必要な技術の開発・実証とその普及の推進

・藻場の維持・回復 

・沿岸環境の保全 

・赤潮被害防除技術の開発や監視体制の強化 

第１０節 教育

及び文化の振

興 

③研究機関の

整備等 

113 国や大学等の研究機関等に水産資源の持続的利用に関す

る海洋資源研究の調査・研究のフィールドを提供するとと

もに、連携して研究を行い海洋研究の推進を図る。 

大村湾沿岸海岸

保全基本計画 

第Ⅱ章 海岸の保

全に関する基本

的な事項 

４．海岸環境の

整備及び保全

に関する事項 

4.1 海岸環境

の整備及び保

全に関する施

114 海洋性生物の生息、生育、産卵の場である藻場の保全を推

進するよう「長崎県海の森づくり推進本部」などの関係機

関との連携を図り、藻場の保全に努める。 
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計画等名称 大分類 中分類 小分類 No. 施策の詳細 

策 

五島・壱岐・対馬

沿岸海岸保全基

本計画 

第Ⅱ章 海岸の保

全に関する基本

的な事項 

４．海岸環境の

整備及び保全

に関する事項 

4.1 海岸環境

の整備及び保

全に関する施

策 

115 海洋性生物の生息、生育、産卵の場である藻場の保全を推

進するよう「長崎県海の森づくり推進本部」などの関係機

関との連携を図り、藻場の保全に努める。 

西彼杵沿岸海岸

保全基本計画 

第Ⅱ章 海岸の保

全に関する基本

的な事項 

４．海岸環境の

整備及び保全

に関する事項 

4.1 海岸環境

の整備及び保

全に関する施

策 

116 海洋性生物の生息、生育、産卵の場である藻場の保全を推

進するよう「長崎県海の森づくり推進本部」などの関係機

関との連携を図り、藻場の保全に努める。 

橘湾沿岸海岸保

全基本計画 

第Ⅱ章 海岸の保

全に関する基本

的な事項 

４．海岸環境の

整備及び保全

に関する事項 

4.1 海岸環境

の整備及び保

全に関する施

策 

117 海洋性生物の生息、生育、産卵の場である藻場の保全を推

進するよう「長崎県海の森づくり推進本部」などの関係機

関との連携を図り、藻場の保全に努める。 
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2. 水環境・水資源 

計画等名称 大分類 中分類 小分類 No. 施策の詳細 

長崎県総合計画

チャレンジ2020 

快適で安全・安

心な暮らしをつ

くる 

(5)良好で快適

な環境づくり

の推進 

①汚水処理施

設の普及拡大

と高度処理の

推進 

1 下水道、浄化槽等の整備に対する支援。 

2 下水道施設の高度処理化の推進。 

3 水道質の保全と継続的な監視。 

②大村湾・諫早

湾干拓調整池

の水質改善 

4 貧酸素水塊対策技術の実用化に向けた取組。 

5 大村湾流域別下水道整備総合計画に基づく下水道施設の

高度処理化の推進。 

地域別計画 

・県央地域 

(5)地域づくり

の方向性 

③県央の特性

を活かした住

みやすく、にぎ

わいあふれる

地域づくり 

6 諫早湾干拓調整池水辺環境の保全と創造のための行動計

画に基づく、生活排水の高度処理化、工場・事業場からの

排水対策、農地などの面源負荷対策。 

7 大村湾流域別下水道整備総合計画に基づき、大村湾南部浄

化センターの高度処理化。 

次期「長崎県環

境基本計画」素

案 

２ 水環境の保全 ①海域・河川・

湖沼・地下水の

水質保全・改善

対策の推進 

- 8 生物の力を活用した自律的な環境修復能力を高めるため

の取組による環境改善など、大村湾が自律的な再生能力を

持ち、かつ持続的な活用ができる里海として地域社会の共

有財産となるよう、「みらいにつなぐ”宝の海”大村湾」

づくりに取り組んで行きます。（環境部） 

9 諫早湾干拓調整池の水質保全と自然豊かな水辺づくりを

総合的に推進します。（環境部） 

④健全な水循

環の確保 

- 10 雨水・再生水の利用促進が図られる、健全な水循環系を構

築するため、関連機関等との調整に努めます。（環境部）

- 11 地域ごとの水需給の現状と動向を情報収集し、水資源の有

効利用についてホームページ等を活用し、啓発を行いま

す。（環境部） 

２ 各種施策の

基盤となる施策

の充実 

③調査研究・技

術開発の推進、

監視観測の充

実 

- 12 「長崎県環境情報システム」に大気や水質に関する新たな

モニタリング結果や自然環境に関する情報を追加するな

ど、システムの充実を図るとともに、普及に努めます。（環

境部） 

長崎県地球温暖

化対策実行計画 

第４章 地球温

暖化対策 

第５節 気候変

動がもたらす

影響と適応策 

１水環境・水資

源 

13 「ながさき２１水ビジョン」に基づく安定した水道体制の

構築と施設の整備・管理に取り組みます。 

14 雨水や再生水の活用を通じて、渇水時における水資源の確

保に取り組みます。 

３自然生態系 15 着定基質の設置等による藻場の造成や藻場の維持・回復対

策の実施に取り組みます。 

国土利用計画・

長崎県計画（第4

次） 

「第3」に揚げる

事項を達成する

ために必要な措

置の概要 

３県土の安全

性の確保と美

しい県土の形

成 

(1)県土の保全

と安全性の確

保 

16 均衡ある水需給体制を構築するために、水利用の合理化を

推進し、あるいは節水意識の高揚を図るなど、安定した水

資源の確保等に向けて総合的な対策を推進する。 

(2)環境の保全

と美しい県土

の形成 

17 農用地や森林の適切な維持管理、雨水の地下浸透の促進、

環境用水の確保、都市における下水処理水の効果的利用、

水辺地等の保全による河川、湖沼及び沿岸域の自然浄化能

力の維持・回復、地下水の適正な利用、水道 の取水地点の

再編等を通じ、水環境への負荷を低減し、健全な水環境の

確保を図る。 

５土地の有効

利用の促進 

(3)水面・河川・

水路 

18 水面・河川・水路については、治水及び利水の機能発揮に

留意しつつ、生物の多様な生息・生育環境としての機能も

発揮できるよう必要な水量・水質の確保 や環境の整備を

図る。 

ながさき２１水

ビジョン 

 

 

第６章 水道整

備の方針とその

取り組み 

４.主要な施策

項目ごとの具

体的な取り組

み 

1）安心で良質

な水道 

19 水道水源の環境保全と継続的な監視。 

 

20 原水水質に対応できる浄水処理の導入。 

・高度浄水処理の導入検討。 

21 水源転換を目的とする新規水源の開発。 

・別の水源からの水の融通 

・新規開発に伴う水源の確保 

2）安定した水

道 

22 安定水源の確保。 

・広域的な水道整備の推進 

・本明川ダム、石木ダムなどのダム建設促進 
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計画等名称 大分類 中分類 小分類 No. 施策の詳細 

23 広域的な連携体制の構築・強化。 

・非常用水源の把握 

4）環境に優し

い水道 

24 水循環と水源の保全。 

・健全な水循環系を構築するための関係機関との連携強化

・地下水源の保全 

25 「水」の有効利用。 

・水源の保全 

・漏水箇所の特定と老朽管路の更新による有効率の向上 

・利用者への節水方法の周知、徹底 

26 雨水や再生水の利用促進。 

・雨水の利用促進に向けた情報提供等の実施 

・中水道の供給可能区域の拡張 

長崎県生物多様

性 保 全 戦 略

2014-2020 

第2部 行動計

画編 

第2章 行動計

画 

行動目標①：自

然環境の監視

と種の保護・生

態系の保全を

強化する 

27 水質の保全。 

・汚水処理対策 

・明日の大村湾を創る事業 

2.地域の特徴

に応じた取組

（対馬、大村

湾、島原半島〉 

(2)大村湾地域 28 汚水処理対策。 

・公共用水域の水質改善及び環境保全のため、全県的に汚

水処理施設の普及促進を図る。 

29 明日の大村湾を創る事業 

・大村湾の水質改善及び環境保全のため、貧酸素水塊及び

赤潮対策として工アレーション等を実施する。 

30 大村湾水質保全対策事業 

・環境美化や水質保全等のため、大村湾をきれいにする会

が事業主体となって行う浮遊ごみ除去対策事業への補

助等を行う。 

長崎県国土強靭

化地域計画 

６．施策分野ご

との推進方針 

個別施策分野  ⑥住宅・都市、

環境分野 

31 不足する水道水源等を確保するため水資源関連施設等の

整備を促進する。 

32 大規模災害時に被災した水道施設を速やかに復旧するた

め、九州・山口９県災害時相互応援等の広域的な応援体制

を整えるとともに、貯留施設の設置等による雨水の利用や

下水処理水の再利用等水資源の有効利用等を普及・促進す

る。［環境部］ 

大村湾沿岸海岸

保全基本計画 

第Ⅱ章 海岸の

保全に関する基

本的な事項 

４．海岸環境の

整備及び保全

に関する事項 

4.1 海岸環境

の整備及び保

全に関する施

策 

33 海域、流入河川、海水浴場の水質や沿岸域に生息する動植

物等の海岸環境に関して、関係機関と連携を図り情報収集

に努める。 
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3. 自然生態系 

計画等名称 大分類 中分類 小分類 No. 施策の詳細 

長崎県総合計画

チャレンジ2020 

快適で安全・安

心な暮らしをつ

くる 

(7)人と自然が

共生する地域

づくり 

①多様な主体

による長崎の

生物多様性の

保全 

1 希少野生動植物種保存地域の指定などによる長崎県を特

徴付ける動植物種や生態系の保全。 

2 生物多様性に関する基礎データの収集・整備。 

3 行政、民間、ＮＰＯなど、多様な主体による保全活動の推

進・支援。 

②野生鳥獣と

共存した地域

づくりの推進

4 生態系保全及び景観保護のため、ニホンジカをはじめとし

た捕獲等の管理強化。 

5 食害によって影響を受けている希少野生動植物の生息・生

育地の保全。 

④大村湾周辺

地域の里海づ

くり 

6 希少野生動植物種保存地域の指定。 

7 再生砂による浅場づくり。 

平成27年度長崎

県重点戦略 

2 人を創り、支

える 

(11)消費や食、

環境、防災など

県民生活の安

全・安心の確保 

- 8 効果的・継続的な防除・駆除の推進 

地域が輝く長崎

県 

8.「地域発の地

域づくり」を進

める 

他地域をリー

ドする先進的

な取組の展開

9 ニホンジカによる生態系被害が各地域で顕著化しており、

特に対馬において、被害が大きいため、希少生物の主要な

生育生息地であり、貴重な環境資源を形成している壱岐対

馬国定公園内における生態系被害対策を実施します。 

9.安全・安心で

快適な地域を

つくる 

人と自然が共

生する地域づ

くり 

10 県生物多様性保全戦略に基づいた各種保全対策を県、市

町、民間の各事業主体が連携して推進します。 

次期「長崎県環

境基本計画」素

案 

１ 生物多様性

の保全 

①希少種の保

護や野生鳥獣

等の管理対策 

- 11 生物多様性保全のための各種施策を推進します。（環境部）

・希少野生動植物の生息・生育状況調査を行います。 

・長崎県自然環境保全地域・希少野生動植物種保存地域等

の指定のための調査を行います。 

・長崎県レッドデータブック掲載種等のモニタリングを行

います。 

・ガン・カモ類の調査を行います。 

・ツシマヤマネコの生息状況モニタリング調査を行いま

す。 

・関係機関と連携して危険な外来生物の情報収集や生息確

認時の迅速・的確な対応に取り組みます。 

12 希少野生動植物種保存地域、長崎県自然環境保全地域、国

定公園・県立自然公園、鳥獣保護区の指定・計画変更を検

討するとともに、既指定地域の適切な管理に努めます。（環

境部） 

13 民間団体・市町等が実施する生物多様性保全活動に対する

助成、県自然環境保全地域等での保全事業・保護増殖事業、

傷病鳥獣の救護事業を行います。（環境部） 

14 大村湾において、多様な生物が数多く生息することができ

る豊かな海づくりを進めるとともに、海の恵みを持続的に

活用できる地域づくりに取り組むため、再生砂による浅場

づくりを推進します。（環境部） 

15 「長崎県環境情報システム」での周知や、イベントの開催、

広報等により、生物多様性の普及啓発を図ります。（環境

部） 

16 壱岐対馬国定公園対馬地区でニホンジカの生息状況等の

調査や捕獲方法等の検討、捕獲等事業を実施するなど、野

生鳥獣による自然生態系への被害防止を図ります。（環境

部） 

17 野生鳥獣による農林業被害を防止するために、人の安全に

配慮した防護柵の設置や効果的な捕獲の実施等、被害防止

対策を推進します。（農林部） 

②里地・里山・

里海の保全と

活用 

- 18 農業生産活動を通じ、国土の保全、水源の涵養、良好な景

観形成等の多面的な機能を発揮している中山間地域等に

おける、農業生産活動を行う農業者等を支援します。（農
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計画等名称 大分類 中分類 小分類 No. 施策の詳細 

林部） 

19 農村地域における地域ぐるみでの農地や土地改良施設の

保全活動と併せて、農村の景観や自然環境等の農村環境の

保全活動に対して支援します。（農林部） 

20 生物多様性に効果のある営農活動（有機農業、総合的病害

虫・雑草管理等）を推進します。（農林部） 

21 森林に対する理解を深め県民参加による森林づくりを推

進するため、森林ボランティア等が実施する森林づくり活

動等を支援します。（農林部） 

22 長崎県海域管理条例に基づき、海砂採取の方法や採取する

区域等についての規制を行い、採取量についても県内の需

要量を勘案しながら制限します。（土木部） 

23 海砂採取の水産資源、海域環境への影響に関する調査研究

や代替骨材の確保に関する必要な施策を推進します。（土

木部） 

国土利用計画・

長崎県計画（第4

次） 

「第3」に揚げる

事項を達成する

ために必要な措

置の概要 

3県土の安全性

の確保と美し

い県土の形成 

(2)環境の保全

と美しい県土

の形成 

24 野生生物の生息・生育、自然風景、希少性等の観点からみ

てすぐれている自然については、行為規制等により適正な

保全を図る。 

25 自然が劣化・減少した地域については、自然の再生・創出

により質的向上・量的確保を図る。 

26 生物の多様性を確保する観点から、外来生物の侵入防止や

エコロジカル・ネットワークの 形成に配慮する。 

27 野生鳥獣による被害の防止や健全な地域個体群の維持を

図るため、科学的・計画的な保護管理を図る。 

次期「ながさき

農林業・農山村

活性化計画」（仮

称）素案 

Ⅲ－２ 農林業・

農山村の暮らし

を支える環境整

備 

② 農山村地域

における安全・

安心で快適な

地域づくり 

１ 地域ぐるみ

での防護・棲み

分け・捕獲の3

対策実践によ

る鳥獣被害の

防止 

28 野生鳥獣による農作物被害軽減のために、集落環境点検を

行い、集落内のルールづくりによる防護柵設置や維持管

理、緩衝帯整備、捕獲体制整備などの３対策を推進します。

29 イノシシ対策Ａ級インストラクターや鳥獣被害対策実施

隊員などの人材の更なる育成と活用による指導体制の強

化を図ります。 

30 従来の狩猟免許所持者による捕獲体制に加えて、地域での

捕獲が迅速に行われるよう、捕獲隊の設置を推進します。

31 捕獲個体の有効利用を図るため、食肉利用や飼料、肥料等

への活用方法について研究を進めます。 

32 被害対策を実践する作業者や地域住民の安全のための啓

発活動を行いながら、安全確保対策の徹底を行います。 

長崎県北部地域

森林計画 

第4 森林の保全

に関する事項 

３森林の保護

等に関する事

項 

(2)鳥獣による

森林被害対策

の方針 

33 キュウシュウジカによる森林被害の防止に向けた取組を

進める。また、森林被害のモニタリングを行い、その結果

をふまえて、市町、森林組合及び森林所有者等が協力して

計画的に防除活動等を行う。 

五島壱岐地域森

林計画 

第4 森林の保全

に関する事項 

３森林の保護

等に関する事

項 

（２）鳥獣によ

る森林被害対

策の方針 

34 クリハラリス（タイワンリス）及びキュウシュウジカによ

る森林被害の防止に向けた取組を進める。また、森林被害

のモニタリングを行い、その結果をふまえて、市町、森林

組合及び森林所有者等が協力して計画的に防除活動等を

行う。 

対馬地域森林計

画 

第4 森林の保全

に関する事項 

３森林の保護

等に関する事

項 

（２）鳥獣によ

る森林被害対

策の方針 

35 ツシマジカによる森林被害の防止に向けた取組を進める。

また、森林被害のモニタリングを行い、その結果をふまえ

て、市町、森林組合及び森林所有者等が協力して計画的に

防除活動等を行う。 

第11次鳥獣保護

管理事業計画 

第二 鳥獣保護

区、特別保護地区

及び休猟区に関

する事項 

１ 鳥獣保護区

の指定 

（１）方針 36 地域の鳥獣の保護の見地からその鳥獣の保護のため重要

と認める地域について、鳥獣保護区を指定する。 

37 農林水産業被害等に対しては、鳥獣保護区域内における鳥

獣の管理を目的とした捕獲の適切な実施により、指定に関

する関係者の理解が得られるように適切に対応する。 

第四 鳥獣の捕獲

等及び鳥類の卵

の採取等の許可

に関する事項 

１ 鳥獣の区分

と保護及び管

理の考え方 

（１）希少鳥獣 38 希少鳥獣の適正な保護及び管理のため、生息状況等の調査

により生息状況や生息環境の把握に努める。 

（２）狩猟鳥獣 39 狩猟鳥獣の保護及び管理のため、捕獲数等の調査により生

息状況等の把握に努めるものとする。また、調査結果によ

っては、法に基づく捕獲等の制限等により、持続的な利用
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計画等名称 大分類 中分類 小分類 No. 施策の詳細 

が可能となるよう保護及び管理を図る。 

（３）外来鳥獣 40 アライグマについては、狩猟による捕獲等及び地域ぐるみ

で鳥獣による生活環境、農林水産業及び生態系被害の防止

を図るための捕獲等又は鳥類の卵の採取等を推進し、被害

の防止を図る。 

41 壱岐島及び福江島のクリハラリス（タイワンリス）につい

ては、同法に基づく防除確認を受けて捕獲を進める。 

（４）指定管理

鳥獣 

42 集中的かつ広域的に管理を図る必要がある鳥獣（イノシ

シ、ニホンジカ）の管理に当たっては、地域個体群の存続

に配慮しつつも、必要な捕獲等を積極的に推進するものと

する。 

（５）一般鳥獣 43 希少鳥獣、狩猟鳥獣、外来鳥獣、指定管理鳥獣以外の鳥獣

については、自然環境保全基礎調査等により生息状況の把

握に努める。 

５ 鳥獣の管理

を目的とする

場合 

（１）鳥獣によ

る生活環境、農

林水産業又は

生態系に係る

被害の防止の

目的 

44 農林水産業等の健全な発展と鳥獣の保護及び管理との両

立を図るため、総合的、効果的な防除方法、狩猟を含む個

体群管理等、鳥獣の適正な管理方法を検討し、所要の対策

が講じられるよう努める。 

第七鳥獣の生息

の状況の調査に

関する事項 

２ 鳥獣保護対

策調査 

（１）方針 45 基本方針に基づき、鳥獣生息分布調査、希少鳥獣等保護調

査、ガン・カモ・ハクチョウ類一斉調査、鳥獣保護区等の

指定・管理等に必要な調査を実施するとともに、県内に生

息する鳥獣の種類、分布状況、生息数の推移等を把握する。

４ 狩猟対策調

査 

（２）狩猟鳥獣

生息調査 

46 県内に生息する主な狩猟鳥獣の生息地域、生息概数につい

て調査を行い、その適正な保護対策に資する。 

５ 鳥獣管理対

策調査 

（２）調査の概

要 

47 生活環境、農林水産業又は生態系に係る被害等を及ぼす鳥

獣の分布、密度、行動圏、食性、繁殖状況、生息環境等を

調査し、被害対策技術の開発に資する 

第九その他 ２ 狩猟の適正

管理 

 48 狩猟鳥獣の種類、区域、期間又は猟法の制限、狩猟者の登

録数の制限、狩猟に係る各種規制地域の指定等の各種制度

を総合的に活用することにより、地域の事情に応じた狩猟

を規制する場の設定又は狩猟鳥獣の捕獲数や期間の制限

等を必要に応じてきめ細かに実施する。 

長崎県生物多様

性 保 全 戦 略

2014-2020 

第2部 行動計画

編 

第2章 行動計

画 

行動目標①：自

然環境の監視

と種の保護・生

態系の保全を

強化する 

49 希少種のモ ニタリング と法令に基づく規制制度の運用 

・希少野生動植 物種保全事業費 

50 固有種の保護 

・緑といきもの賑わい事業 

・鳥獣保護費 

51 外来生物・移入種対策 

・緑といきもの賑わい事業 

・鳥獣保護費 

52 鳥獣被害対策 

・鳥獣保護費 

・地域で進める鳥獣対策推進事業 

53 野鳥の鳥イ ンフル工ン ザ対策 

行動目標②：人

とふるさとの

自然とのつな

がりを回復す

る 

54 有害鳥獣、 外来生物に よる被害の 防止 

2.地域の特徴

に応じた取組

（対馬、大村

湾、島原半島〉 

（1〉対馬地域 55 地域で進める鳥獣対策推進事業 

・「防護」「棲み分け」「捕獲」の3対策を地域ぐるみで総

合的に行うことで、農作物等への被害を防止する。また、

鳥獣を適正な個体数に調整することで森林被害や生活

被害の防止にも繋げる。 

56 鳥獣保護費 

・野生鳥獣の保護と適正な管理を図るため、鳥獣保護区の

指定管理、ガン力モ調査、外来生物に係る情報の収集－

発信等を実施する。 
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計画等名称 大分類 中分類 小分類 No. 施策の詳細 

57 再生砂による浅揚づくり実証試験事業 

・陶磁器くすや廃ガラスを原料とした再生砂を用いて人工

的に浅揚を造成し、浅揚 造成の有効性を検証する。 

（2〉大村湾地

域 

（3〉島原半島

地域 

58 ふるさと自然再生事業 

・身近なふるさとの自然環境の保全、再生、活用を図るた

め、生物多様性評価地図を活用し、県立公園の保全手法

の男直し、地域性あふれる自然環境の再生を推進 する。

長崎県離島振興

計画 

第２章 講じよう

とする分野別の

施策 

第13節 自然環

境の保全及び

再生 

- 59 自然環境の監視と種の保護・生態系の保全の強化に努める

とともに、人とふるさとの自然とのつながりの回復を図

る。 

松浦沿岸海岸保

全基本計画 

第1 編 

海岸の保全に関

する事項 

ニ．海岸環境の

整備及び保全

に関する事項 

（1）海岸の環

境整備及び保

全するための

施策 

60 生態系の保全・復元、緑化、藻場の保全等を進める。 
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4. 自然災害・沿岸域 

計画等名称 大分類 中分類 小分類 No. 施策の詳細 

長崎県総合計画

チャレンジ2020 

互いに支えあい

見守る社会をつ

くる 

(1)必要なとき

に必要な医療・

介護・福祉サー

ビスが受けら

れる体制の整

備 

①医療提供体

制の構築 

1 ＤＭＡＴ研修、災害医療コーディネト研修等による災害時

における医療の体制強化。 

(2）誰もが安心

して暮らし、社

会参加のでき

る地域づくり 

①社会的配慮

を必要とする

人たちへ必要

な支援を行う

体制づくり 

2 災害時に要配慮者が安全避難できるよう、迅速に避難支援

等を行える体制の整備。 

次代を担う子ど

もを育む 

(6)子どもたち

が安心して学

べる教育環境

の整備 

①子どもの安

全確保対策の

推進 

3 防災教育の推進。 

快適で安全・安

心な暮らしをつ

くる 

(4) 災 害 に 強 

く、命を守る県

土強靭化の推

進 

①総合的な防

災、危機管理体

制の構築 

4 新たなシステムの構築による各種災害情報の共有及び伝

達体制の強化。 

5 24時間体制の警戒・監視体制、総合防災ネットワークシス

テムの維持。 

6 防災ヘリコプターの運航及び防災航空隊の運営。 

7 防災行政無線の運用、管理、更新 

8 関係団体等との災害協定の締結の促進及び防災推進推員

の養成。 

9 GISを活用した各種災害情報の共有や雨量・水位データ収

集経路の冗長化。 

10 スマートフォンアプリを活用した災害情報の収集。 

11 防災関連イベント等を通じた防災意識の向上。 

④消防団を中

核とした地域

防災力の充実

強化 

12 自主防災組織結成促進のため研修等の実施、地域防災リー

ダの育成。 

13 地域住民への防災知識普及の取組を推進。 

⑤地震、大雨、

台風、高潮など

の自然災害に

備えた施設整

備など防災対

策の推進 

14 道路の防災対策や高規格幹線道路・地域高規格道路の整備

による避難路、輸送路の支援。 

15 道路の無電柱化の推進 

16 防災拠点港における耐震強化岸壁等の整備、人流・物流拠

点となる港湾の防波堤強化の推進 

17 洪水や高潮・波浪等への対策 

18 石木ダム建設促進（洪水対策、水資源確保） 

19 土砂災害警戒区域等指定や避難対策の推進 

20 土石流対策や地すべり対策、急傾斜地崩壊対策施設整備の

推進 

にぎわいと暮ら

しを支える社会

基盤を整備する

(3)インフラの

長寿命化の推

進 

①インフラの

戦略的な維持

管理、更新の推

進 

21 ダム、水門、樋門の維持管理更新。 

戦略10 にぎわ

いと暮らしを支

える社会基盤を

整備する 

(1)九州新幹線

西ルートなど

の人流･物流を

支える交通ネ

ッワークの確

立 

③生活に密着

した道路の整

備による道路

ネットワーク

の拡充 

22 防災事業の推進。 

⑤交流・物流の

拠点となる港

湾の整備 

23 人流・ 物流拠点となる港湾の防波堤強化の推進。 

地域別計画 

・県央地域 

(5)地域づくり

の方向性 

③県央の特性

を活かした住

みやすく、にぎ

24 本明川ダム建設事業及び本明川河川改修事業の推進。 
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計画等名称 大分類 中分類 小分類 No. 施策の詳細 

わいあふれる

地域づくり 

地域別計画 

・島原半島地域

(5)地域づくり

の方向性 

④火山などの

自然と共生し、

安心して暮せ

るまちづくり

25 平松川、石合川、向平川3地区の砂防ダム完成。 

26 島原半島の土砂災害警戒区域等の指定完了。 

27 島原港船津地区高潮対策(海岸事業)完了。 

地域別計画 

・対馬地域 

(5)地域づくり

の方向性 

⑤島民みんな

が安心して暮

せるしまづく

り 

28 水害発生の危険性が高い対馬の急流河川の、河川改修事業

の整備促進。 

29 対馬の多くの集落は背後に渓流や急傾斜地を抱え、土砂災

害等の危険性が高いため、砂防、地すべり、急傾斜地にお

ける対策事業の箇所の整備促進と、対馬島内全域の人家等

が有る箇所における、土砂災害防止法に基づく警戒区域・

特別警戒区域の指定促進。 

平成27年度長崎

県重点戦略 

3 まちを創り、

支える 

(14)地域コミ

ュニティの活

性化、ふるさと

づくりの推進 

- 30 地域の防災体制の充実・確保。 

(15)人・産業・

地域を支える

社会資本の整

備促進 

- 31 災害に対する危機意識向上の推進。 

地域が輝く長崎

県 

9.安全・安心で

快適な地域を

つくる 

災害に強く命

を守るまちづ

くり 

32 災害や有事における防災関係機関等の対応能力の向上を

図るため、自然災害や石油コンビナート区域での災害、原

子力災害、武力攻撃事態等の様々な災害を想定した実践的

な訓練を実施します。 

33 県民の防災意識の向上及び地域の防災力を高めるため、消

防団員確保対策及び自主防災組織率の向上などを実施し

ます。 

34 新県庁舎への防災行政無線設備移設と平行して、老朽化し

た設備の更新・改修等、防災新拠点における防災行政無線

の通信網強化を図るため、実施設計業務を実施します。 

35 テレビ、ラジオ等の事業者を通じ、一元的に各種緊急情報

を配信することが可能なシステムを構築し、各種メディア

に土木部から防災活動に不可欠な情報を随時発信します。

10.地域づくり

を支えるネッ

トワークをつ

る 

高速・広場交通

体系の確立 

36 安全・安心を向上させるための事前防災・減災対策の推進

を図ります。 

次期「長崎県環

境基本計画」素

案 

２ 気候変動への

適応策の検討及

び推進 

①気候変動に

よる影響の軽

減策等の検討

及び推進 

- 37 異常気象も含めた自然災害による土石流、地すべり、がけ

崩れ等の土砂災害から生命財産を守るため、土砂災害防止

施設の整備などのハード対策や、土砂災害警戒区域等の指

定促進、土砂災害警戒情報の周知などのソフト対策に取り

組みます。（土木部） 

１ 生物多様性の

保全 

②里地・里山・

里海の保全と

活用 

- 38 河川環境に配慮した河川整備計画を策定するとともに、洪

水や高潮による浸水被害を軽減するため、環境に配慮した

工法を用いながら河川、海岸の整備を行います。（土木部）

39 ダム事業の実施とあわせた周辺環境の保全を推進します。

（土木部） 

２ 各種施策の基

盤となる施策の

充実 

③調査研究・技

術開発の推進、

監視観測の充

実 

- 40 閉鎖性水域の環境改善を図るため、自然生態系の営みを活

用した環境修復技術を体系化して 

確立します。（環境部） 

長崎県地球温暖

化対策実行計画 

第４章 地球温

暖化対策 

第５節 気候変

動がもたらす

影響と適応策 

２防災 41 河川災害、土砂災害等の防災警戒情報の迅速な提供に取り

組みます。 

42 市町における地域の自主防災組織の結成促進に取り組み

ます。 

43 市町におけるハザードマップや地域における防災マップ

の作成促進に取り組みます。 

44 河川災害や浸水被害等の軽減に向けて、河川・ダム等の的

確な整備、管理、更新に取り組みます。 
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計画等名称 大分類 中分類 小分類 No. 施策の詳細 

45 局地的豪雨等による土砂災害リスクの高まりに対し、土砂

災害防止施設の整備や土砂災 

害防止法による土砂災害警戒区域等の指定に取り組みま

す。 

国土利用計画・

長崎県計画（第4

次） 

「第3」に揚げる

事項を達成する

ために必要な措

置の概要 

３県土の安全

性の確保と美

しい県土の形

成 

(1)県土の保全

と安全性の確

保 

46 県土の保全と安全性の確保のため、がけ崩れ、地滑りまた

は土石流などへの土砂災害対策を図る。 

47 水系ごとの治水施設等の整備と流域内の土地利用との調

和及び地形等自然条件と土地利用配置との適合性、風水

害・高潮、火山噴火及び地震等への対応に配慮する。 

48 流域を基本的な単位とし、地域特性に応じて、間伐等森林

の整備、保安林の適切な管理及び治山施設の整備等を進

め、森林の管理水準の向上を図る。 

49 災害に配慮した県土利用への誘導、国土保全施設や地域防

災拠点の整備、諸機能の分散配置、オープンスペースの確

保、ライフラインの多重化・多元化、危険地域についての

情報の周知、高度情報通信社 会の構築に向け、情報通信基

盤の整備を図る。 

50 津波、高潮、波浪等による災害及び海岸侵食から人命、財

産を守るための 海岸保全施設を自然環境や景観に配慮し

つつその整備を推進する。 

(2)環境の保全

と美しい県土

の形成 

51 安全・環境・景観に配慮しつつ、海岸侵食対策や下流への

土砂供給など山地から海岸までの一貫した総合的な土砂

管理の取組を推進する。 

４土地利用の

転換の適正化 

(3）森林の転換 52 森林の利用の転換については、森林の維持増大と森林経営

の安定等に留意しつつ、災害の発生、環境の悪化等による

公益的機能の低下を防止することに配慮し、周辺の土地利

用との調整を図る。 

次期「ながさき

農林業・農山村

活性化計画」（仮

称）素案 

Ⅲ－２ 農林業・

農山村の暮らし

を支える環境整

備 

① 農山村の持

つ多面的機能

の維持 

３ 森林の公益

的機能の維持・

増進 

53 水源のかん養、山地災害の防止など公益的機能を維持・向

上させるため、特に公益性の高い森林については保安林指

定を推進し、治山事業で保全します。 

54 １ｈａ超える林地開発を伴う行為については「災害の防

止」、「水害の防止」、「水の確保」、「環境の保全」の

許可要件を基準とし林地の無秩序な開発の防止に努める

とともに、無断開発を未然に防止するため伐採届を受理す

る市町と連携して、情報の共有・現地確認等を行います。

次期「ながさき

農林業・農山村

活性化計画」（仮

称）素案 

Ⅲ－２ 農林業・

農山村の暮らし

を支える環境整

備 

② 農山村地域

における安全・

安心で快適な

地域づくり 

２ 老朽ため池

の整備・農山村

集落の防災対

策 

55 築造後の自然的・社会的状況の変化や老朽化等により、人

命、人家若しくは公共施設等に被害を及ぼすおそれがある

ため池の整備を計画的に進め、農地、農業用施設等の災害

を防止し農業生産の維持、農業経営の安定を図ります。 

56 ため池ハザードマップを地域に周知することにより、地域

コミュニティの防災・減災 

力の向上に取り組みます。 

57 災害を未然に防止し、安心して農業ができる生産基盤や生

活環境を維持するため、海岸保全施設の整備、地すべり対

策、橋梁の耐震対策等の防災対策を総合的に進めます。ま

た、自然災害が発生した場合は、速やかに復旧対策を行い

ます。 

３ 山地災害の

防止 

58 山地災害危険地区については、Ａランクの山腹及び渓流の

未着手箇所のうち、計画的に整備するための危険地区判定

集計表と優先表を作成し、事業に対する地元との合意形成

に務めながら事業を進め、着手率の向上を図ります。 

59 台風や集中豪雨などにより発生した山地災害については、

治山事業により早急な災害復旧を推進します。 

60 治山施設の適正な維持管理については「長崎県治山関係施

設維持管理等行動計画」により、今後、老朽化する治山施

設の維持管理・更新の推進に取り組みます 

長崎県北部地域

森林計画 

第4 森林の保全

に関する事項 

１ 森林の土

地の保全に関

する事項 

(3)土地の形質

の変更に当た

って留意すべ

き事項 

61 形質の変更の場合は、土砂の流出・崩壊の防止に必要な施

設を設ける等、適切な保全措置を講じる。 
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２ 保安施設

に関する事項 

(1)保安林の整

備に関する方

針 

62 保安林の指定は、流域における森林に関する自然条件、社

会的要請及び保安林の配備状況等をふまえて行う。 

(3)治山事業に

関する方針 

63 山地災害の減災に向け、事業実施等の効果的な治水事業を

行う。 

長崎南部地域森

林計画 

９ 森林の土地

の保全に関する

事項 

(3)土地の形質

の変更に当た

って留意すべ

き事項 

- 64 形質の変更の場合には、土砂の流出・崩壊の防止に必要な

施設を設ける等、適切な保全措置を講じる。 

１０ 保安施設

に関する事項 

(4)その他必要

な事項 

- 65 多発化する山地災害の予防・復旧のため、その地域の特性

に応じた治山施設整備と森林整備を一体となって実施す

る。 

五島壱岐地域森

林計画 

第４ 森林の保全

に関する事項 

１ 森林の土地

の保全に関す

る事項 

(3) 土地の形

質の変更に当

たって留意す

べき事項 

66 形質の変更の場合には、その態様に応じて土砂の流出崩壊

の防止に必要な施設を設ける等、適切な保全措置を講ずる

ものとする。 

２ 保安施設に

関する事項 

(1)保安林の整

備に関する方

針 

67 保安林の指定は、流域における森林に関する自然条件、社

会的要請及び保安林の配備状況等をふまえて行う。 

(3)治山事業に

関する方針 

68 山地災害の減災に向け、事業実施等の効果的な治水事業を

行う。 

対馬地域森林計

画 

第４ 森林の保全

に関する事項 

１ 森林の土地

の保全に関す

る事項 

(3) 土地の形

質の変更に当

たって留意す

べき事項 

69 土砂の切取り、盛土等を行う場合には、その態様等に応じ、

法面の緑化、土留工等の防災施設及び貯水池等の設置並び

に環境の保全等のための森林の適正な配置等適切な措置

を講ずる。 

２ 保安施設に

関する事項 

(1)保安林の整

備に関する方

針 

70 保安林の指定は、流域における森林に関する自然条件、社

会的要請及び保安林の配備状況等をふまえて行う。 

(3)治山事業に

関する方針 

71 山地災害による被害を防止・軽減する事前防災・減災の考

え方に立ち、治山事業を計画的に推進する。 

ながさき２１水

ビジョン 

第６章 水道整

備の方針とその

取り組み 

４.主要な施策

項目ごとの具

体的な取り組

み 

2）安定した水

道 

72 危機管理マニュアルの充実 

 ・危機管理マニュアルの作成 

長崎県国土強靭

化地域計画 

６．施策分野ごと

の推進方針 

横断的分野 ①リスクコミ

ュニケーショ

ン 

73 総合防災ポータルを充実し、台風・集中豪雨等に対する防

災情報の収集や発信の強化を図る。［危機管理監、土木部］

74 過去に経験した災害から得られた教訓（災害教訓）を家庭

や地域で伝承し、今後の防災対策に活かす方策を推進す

る。［危機管理監］ 

75 災害が起きた時の対応力を向上するため必要なコミュニ

ティ力の構築を促進する。［危機管理監、土木部］ 

76 大規模自然災害時におけるボランティア活動が円滑に行

われるよう、市町、県・市町社会福祉協議会等と連携して、

ボランティアコーディネーターの養成や関係機関・団体と

のネットワークづくり等を行う。［県民生活部］ 

③離島・半島対

策 

77 陸・海空の物資輸送ルートを確実に保するため、陸上輸送

の寸断に備え、防災拠点港における耐震強化岸壁の整備を

着実推進するとともに、県有車両活用民借上げ、定期旅客

航路の予備船等の借上げ、建設業協会と災害支援定に基づ

く航路啓開等の支援、ヘリコプターによる空中輸送体制の

確立、国に対する自衛隊の災害派遣要請、海上保安部への

支援要請、燃料等確保のための関係業界への協力要請等に

より輸送モード間の連携等による複数輸送ルートの確保

を図る。［危機管理監、水産部、土木部］ 

78 離島における交通施設の災害対応力を強化するための対

策（道路の防災、耐震対策、空港・港湾までのアクセス性

の向上等）を推進し、緊急輸送道路の耐災害性の強化を図

ることにより、輸送モード間の連携を確保する。［土木部］

79 災害廃棄物の広域処理に関する国及び他県の検討状況に

ついて、市町と情報共有を図りながら、海上輸送の大量輸
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送特性を活かした離島から本土への災害廃棄物輸送につ

いて検討する。[環境部] 

80 島外から輸送されてくる石油製品に過度に依存すること

なく、災害や有事が発生し、その供給が遮断された場合で

も、安定した県民生活が維持できるよう再生可能エネルギ

ー電気を動力源として利用できるＥＶ・ＰＨＥＶ車の導入

を促進する。［産業労働部］ 

81 電源供給の途絶や通信回線のライフラインの途絶に備え、

耐災害性の強化や代替手段の検討に取り組む。［総務部、

警察本部ほか］ 

82 特に、離島において大規模災害が発生した場合に備え、住

民及び災害応急対策従事者の非常用食糧等について、計画

的な備蓄を行う。[福祉保健部、警察本部ほか] 

83 半島における交通施設の災害対応力を強化するための、西

九州自動車道（高規格幹線道路）、島原道路・西彼杵道路

（地域高規格道路）等の重点的な整備、東彼杵道路の事業

化、島原天草長島連絡道路の早期実現による リダンダン

シーの向上を着実に推進する。さらには、災害時の半島地

域における孤立集落を防ぐため、防災機能策の向上とし

て、未改良区間の整備、防災・老朽化・耐震対策等を実施

し、既存の国県道の強靭化を図る。［企画振興部、土木部］

個別施策分野  ⑤行政機能／

警察、消防分野

84 （行政機能） 

庁舎・施設等の耐震・堅牢化、非常電源の確保、物資の備

蓄、災害用装備資機材の整備拡充、具体的な被害想定に基

づく訓練をおこなう等の取組を推進する。 

85 （警察、消防） 

警察、消防において災害対応力強化のための体制、装備資

機材の充実強化等を推進する。 

⑥住宅・都市、

環境分野 

86 （住宅、建築物） 

学校施設の新築や改築、大規模改造等をおこなう場合は、

バリアフリーに対応した施設・設備の整備に努めている

が、未対応の施設については、市町及び、学校法人等各設

置者に対して国庫補助制度を周知しながらバリアフリー

化の推進を働きかける。 

87 （市街地等） 

河道掘削、築堤、洪水調節施設の整備・機能強化及び排水

ポンプや雨水貯留管等の排水施設の整備等を着実に推進

する。 

88 （市街地等） 

洪水ハザードマップや内水ハザードマップのカバーエリ

アを速やかに拡大するよう市町に働きかけるとともに、浸

水想定区域図等の資料の提供など必要な支援を行ってい

く。 

⑦保険医療・福

祉分野 

89 （医療保険） 

災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）が災害拠点病院等に到達

できるよう、緊急輸送道路の無電柱化、及びリダンダンシ

ーの向上、災害時に緊急輸送機能の軸となる高速交通ネッ

トワークの構築のため西九州自動車道（高規格幹線道路）、

島原道路・西彼杵道路（地域高規格道路）等の重点的な整

備、東彼杵道路の事業化、島原天草長島連絡道路の早期実

現、港湾施設の耐震・耐波性能の強化、洪水・土砂災害・

津波・高潮・高波対策等の着実な進捗と支援物資の物流を

確保する。 

⑧産業分野（情

報通信、エネル

ギー、産業構

造） 

90 河川砂防情報システムについて、民間通信網を活用した通

信経路の冗長化と最新仕様の活用による通信の高速化を

着実に推進する。 

91 土砂災害警戒情報について市町や住民に対し、確実に周知

するとともに、土砂災害のメッシュ毎の危険度について市

町が避難勧告等の地域の絞り込みが可能となるシステム

を構築する。 

⑨農林水産分 92 （海岸堤防等） 
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野 沿岸市町に対して速やかなハザードマップ作成を働きか

けるとともに、浸水想定区域図等の資料の提供など必要な

支援を行っていく。 

93 （生産基盤等） 

農林水産業に係る生産基盤等の災害対応力の強化に向け

て、生産基盤施設等の機能保全計画の策定や耐震対策、施

設管理者の業務継続体制の確立、治山対策、農山漁村の防

災対策等を推進する。 

94 （ダム等水利施設） 

大規模ため池については平成26年度までに一斉点検を完

了したが、その中でも築造年代が古く、大規模地震や台風・

豪雨等により決壊し下流の人家等に影響を与えるリスク

の高いため池の耐震性点検を早急に完了させるとともに、

その結果に基づく対策を推進する。 

95 （山地、森林） 

山地災害のおそれがある箇所の調査結果を関係市町に速

やかに提供することにより、ハザードマップや避難体制の

整備等のソフト対策が図られるように連携するとともに、

未整備森林に対する適切な間伐等の森林整備や総合的か

つ効果的な治山対策など、効果的・効率的な手法による災

害に強い森林づくりを推進し、山地災害に対する未整備山

地災害危険地区の解消に努める。 

⑩国土保全・交

通分野（国土保

全、交通・物流）

96 沿岸市町に対して速やかなハザードマップ作成を働きか

けるとともに、浸水想定区域図等の資料の提供など必要な

支援を行っていく。 

97 津波対策、土砂災害対策を進める。 

98 地震・津波、洪水・高潮等による浸水への対策を着実に推

進するとともに、被害軽減に資する流域減災対策を推進す

る。 

99 地域における食料・燃料等の備蓄・供給拠点となる民間物

流施設等の災害対応力を強化するとともに、各家庭、避難

所等における備蓄量の確保を促進する。 

100 広範囲に被災が及ぶ場合を想定し、原材料の入手や十分な

応急用食料等の調達のための民間備蓄との連携等による

県全体の備蓄の推進や企業連携型ＢＣＰの取組を促進、改

善する。 

101 交通施設の災害対応力を強化する対策（道路・鉄道・港湾・

海岸・空港の防災・震災対策、緊急輸送道路の無電柱化等）、

交通施設を守る周辺対策（水害、土砂災害等に関するリス

クの洗い出し・情報共有・調査研究等、治水・治山・海岸・

砂防等の対策）を推進する。 

長崎県地域防災

計画 

第2編 災害予防

計画 

第４章 県土保

全対策計画 

１ 治山事業 102 一般治山事業、災害関連緊急治山等事業、林地崩壊防止事

業、地すべり等防止事業を進める。 

２ 治水事業 103 河川改修事業、ダム建設事業を行う。 

３ 砂防事業 104 通常砂防事業、火山砂防事業を重点的に進めていく。 

105 地域住民の自主避難や市町村が持つ警戒・避難体制の確立

等に役立つ情報として、土砂災害に関する警戒情報の提

供・伝達を実施するなど、県民を土砂災害から守るためハ

ード・ソフト両面から安全・安心対策を実施する。 

４ 海岸保全施

設整備事業（国

土交通省河川

局所管） 

106 国土交通省河川局所管の海岸保全区域における高潮被害

地区を重点的に整備し、県土の保全、民生の安定に努める。

５ 海岸保全施

設整備事業（国

土交通省港湾

局所管） 

107 高潮対策、侵食対策、海岸保全施設の新設または改良、海

岸環境整備事業等を進める。 

６ 地すべり、

山崩れ等災害

予防対策 

108 地すべり、山崩れ対策、宅地造成対策等を進める。 
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７ 農地防災事

業 

109 農地防災事業、農地保全事業、農村環境保全対策事業、海

岸保全施設整備事業等を進める。 

８ 漁港海岸保

全施設整備事

業 

110 高潮対策事業、侵食対策事業、耐震対策緊急事業、老朽化

対策緊急事業、海岸環境整備事業、津波・高潮危機管理対

策緊急事業等を進める。 

第５章 形態別

災害予防対策 

第４節 都市災

害予防計画 

111 都市の防災構造化の推進、避難地・避難路の確保・整備、

防災拠点の確保・整備等を進める。 

第５節 建築物

災害予防計画

112 特殊建築物の災害予防対策、教育施設の災害予防対策、文

化財の災害予防対策、宅地の災害予防対策、県内における

体制の整備等を進める。 

長崎県離島振興

計画 

第２章 講じよう

とする分野別の

施策 

第４節 産業の

振興 

Ⅶ  森林の整

備・保全および

森林資源の活

用 

113 水源かん養や山地災害の防止機能のある森林の整備、保全

を行う。 

長崎県離島振興

計画 

第２章 講じよう

とする分野別の

施策 

第１５節 防災

対策の推進 

- 114 海岸近くの狭隘な土地を中心に生活が営まれており、特に

水害・土砂災害・高潮・海岸浸食・津波等の自然災害に弱

いため、安全な国土を形成し民生の安定を図る対策を積極

的に推進していく。 

115 河川改修事業を推進する。 

116 土砂災害に対しては、道路防災、砂防、地すべり対策、急

傾斜地崩壊対策事業を積極的に推進する。 

117 既存施設の維持管理、土砂災害防止法に基づく土砂災害警

戒区域等の指定など、ソフト対策にも積極的に取り組むこ

とで安全・安心な地域の創出に貢献する。 

118 高潮・海岸浸食・津波に対しては、海岸保全施設の整備を

推進するとともに、既存施設の適切な維持管理に努める。

松浦沿岸海岸保

全基本計画 

第1 編 

海岸の保全に関

する事項 

ハ．海岸の防護

に関する事項 

（2）防護の目

標を達成する

ための施策 

119 高潮対策、越波対策、減災への取り組みやソフト対策、侵

食対策、防風・防潮林の整備、異常気象・地球温暖化への

対応等を進める。 

大村湾沿岸海岸

保全基本計画 

第Ⅱ章 海岸の保

全に関する基本

的な事項 

３．海岸の防護

に関する事項 

3.2 防護に関

する施策 

120 高潮・越波対策、砂礫浜侵食対策、海面上昇・異常海象へ

の対応を行う。 

五島・壱岐・対馬

沿岸海岸保全基

本計画 

第Ⅱ章 海岸の保

全に関する基本

的な事項 

３．海岸の防護

に関する事項 

3.2 防護に関

する施策 

121 高潮・越波対策、砂礫浜侵食対策、海面上昇・異常海象へ

の対応を行う。 

西彼杵沿岸海岸

保全基本計画 

第Ⅱ章 海岸の保

全に関する基本

的な事項 

３．海岸の防護

に関する事項 

3.2 防護に関

する施策 

122 高潮・越波対策、砂礫浜侵食対策、海面上昇・異常海象へ

の対応を行う。 

有明海沿岸海岸

保全基本計画 

第１編海岸の保

全に関する基本

的な事項 

ロ．海岸の防護

に関する事項 

（１）海岸の防

護の目標 

123 高潮に対する防護、津波に対する防護、侵食に対する防護

等を進める。 

橘湾沿岸海岸保

全基本計画 

第Ⅱ章 海岸の保

全に関する基本

的な事項 

３．海岸の防護

に関する事項 

3.2 防護に関

する施策 

124 砂礫浜侵食対策、高潮・越波対策、海面上昇・異常海象へ

の対応を行う。 
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5. 健康 

計画等名称 大分類 中分類 小分類 No. 施策の詳細 

長崎県総合計画

チャレンジ2020 

互いに支えあい

見守る社会をつ

くる 

(1)必要なとき

に必要な医療・

介護・福祉サー

ビスが受けら

れる体制の整

備 

①医療提供体

制の構築 

1 感染症発生時における行政検査及び情報の提供、医療機関

と連携した入院措置等の実施によるまん延防止。 

平成27年度長崎

県重点戦略 

2 人を創り、支

える 

(9)医療・介護

を支える地域

ネットワーク

の構築 

- 2 地域医療構想の策定 

次期「長崎県環

境基本計画」素

案 

２ 各種施策の

基盤となる施策

の充実 

③調査研究・技

術開発の推進、

監視観測の充

実 

- 3 環境・保健の科学的・技術的中核機関として、多様化、高

度化する諸課題に対し、大学や外部研究機関との連携を更

に緊密にしながら、地域課題の技術的解決に向けて取り組

みます。（環境部） 

長崎県地球温暖

化対策実行計画 

第４章 地球温

暖化対策 

第５節 気候変

動がもたらす

影響と適応策 

５健康 4 マスコミや県広報媒体を活用した注意喚起に取り組みま

す。（熱中症や感染症について） 

第11次鳥獣保護

管理事業計画 

第九その他 ４ 傷病鳥獣救

護の基本的な

対応 

（５） 感染症

対策 

5 収容個体について、人獣共通感染症の感染の可能性が疑わ

れる場合は、関係法令等の規定に従い適切に対処する。ま

た、二次感染を防止するため衛生管理には十分留意する。

6 周囲で家畜伝染病予防法が規定する家畜伝染病が発生し

ている場合には、同病に感受性のある鳥獣の収容個体に同

病の感染が疑われる際は、家畜衛生部局等と調整し、適切

に対処する。 

7 救護に携わるものに対し、人獣共通感染症に関する基本的

な情報を必要に応じて提供する。 

長崎県医療計画 第2章第3節分野

別医療提供体制

4 結核・感染症

対策 

(2）感染症対策 8 感染症が発生してから防疫借置を講ずる事後対応型行政

から、普段から感染症の発生及びまん延を防止していくこ

とに重点を置いた事前対応型の行政に転換レます。 

9 感染症の発生予防やまん延防止のため、感染症に関する人

材育成を図るとともに、感染症に関する正しい知識の普及

啓発や感染症発生の的確な把握や分析を行い、その結果を

県民や医師等医療関係者に対し、報道機関や県 

のホームページ等を通じて情報提供します。 

10 予防接種に関する正レい知識の普及を進め、市町や医師

会、教育関係者等と十分に連携レ、県民の理解を得つつ、

接種率の向上に向けた対策を推進レます。 

11 新型インフルエンザに関する情報を発生前の段階から県

民や医療関係者に対レ、分かりやすく提供できる体制を整

えます。 

12 新型インフル工ンザCA/H1N1 2009）対策時の課題・問題点

や新型インフル工ンザ等対策特別措置法に基づく新たな

国の行動計画及び各種ガイドラインも踏まえ、危機管理体

制の充実強化を図ります。 
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6. 産業・経済活動 

計画等名称 大分類 中分類 小分類 No. 施策の詳細 

長崎県総合計画

チャレンジ2020 

たくましい経済

と良質な雇用を

創出する 

(2)地域経済を

支える産業の

強化 

⑥企業の技術

力向上 

1 工業技術センター、窯業技術研究センターによる研究開

発、技術提供により県内企業の技術力向上を支援。 

2 産学官金連携による大学等との共同研究の推進と新たな

研究分野への取組機会の増進。 

次期「長崎県観

光 振 興 基 本 計

画」（素案） 

２．地域と一体

となった観光ま

ちづくりの推進

とそれを担う人

材の 

育成 

（１）各地域に

おける観光ま

ちづくりの推

進 

④観光客の安

全・安心の確保

3 台風、集中豪雨、地すべり、火山噴火などの災害に対する

備えるなど、観光客の安全・安心の確保に向けた取組を進

めます。併せて、外国人観光客に対する災害時の支援体制

についても検討を進めます。 

 

7. 国民生活・都市生活 

計画等名称 大分類 中分類 小分類 No. 施策の詳細 

長崎県総合計画

チャレンジ2020 

快適で安全・安

心な暮らしをつ

くる 

(6)低炭素・循

環型社会づく

りの推進 

①節電や省エ

ネルギー等の

取組推進 

1 住宅性能向上リフォームの支援 

2 県有施設の省エネルギー化の促進 

3 既存住宅の省エネ化へ支援 

③気候変動へ

の適応策の検

討及び推進 

4 気候変動による影響の将来予測を踏まえた適応計画の策

定。 

5 気候変動適応策の推進。 

次期「長崎県環

境基本計画」素

案 

１ 地球温暖化

防止対策（緩和

策）の推進 

①温室効果ガ

スの排出抑制 

県民総ぐるみ

の対策 

6 住宅性能向上のリフォームや、既存住宅の省エネ化への支

援を行い、断熱性能等の優れた住宅・建築物の普及などに

取り組みます。 

２ 気候変動へ

の適応策の検討

及び推進 

①気候変動に

よる影響の軽

減策等の検討

及び推進 

- 7 温暖化による将来的な影響を予測・分析するとともに、関

係機関等と連携して予防・軽減するための適応計画の策定

を進め、気候変動適応策の取組を推進します。（環境部）

長崎県地球温暖

化対策実行計画 

第４章 地球温

暖化対策 

第２節 県民・

事業者に期待

される役割と

県の果たす役

割 

３．くらし 8 省エネ・省CO2 効果が高い省エネ住宅や家電製品・設備等

の利用促進。 

４．くらし 9 県下一斉ノーマイカー運動の展開等による、公共交通機関

の利用及びエコドライブの普及促進。 

第３節 県の取

り組む地球温

暖化防止策（緩

和策） 

３．くらし 10 取組２ くらしの中の省エネルギーを促進する取組 

11 取組３ 省エネルギー住宅の普及促進の取組 

４．まちづくり 12 取組１ 公共交通機関の利用増進とエコドライブを促進す

る取組 

13 取組３ 緑地や水辺の保全と確保の取組 
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（第 1 回） 

 
  



 



 

資料 4 適応策の庁内照会用資料（第 1 回） 

 

●長崎県の今後の適応策（案）を検討する背景 

政府は、平成 27 年 11 月 27 日に「気候変動の影響への適応計画」（以下、「国の適応計画」

という）を閣議決定した。本県において、適応策を検討する際には、この国の適応計画にあ

る適応策を基礎情報として参照して本県の適応策を検討することが有効と考え、本資料を作

成し、庁内照会をかけることとした。 

 

●本資料の説明 

A 欄は、「長崎県における地球温暖化影響分析及び適応策検討業務報告書」（平成 27 年 3

月、一般財団法人九州環境管理協会）の p.96～109 に挙げられた各分野の適応策の評価の表

のうち「将来の気候変動影響（実行計画の記述）」と「関係課が認識している気候変動影響」、

「将来気候予測」の欄の内容である。 

B 欄は、国の適応計画の本文に沿って適応策に相当する内容を抽出している。本文をすべ

てそのまま引用しているわけではないため、詳細は必ず計画本文を参照されたい。 

気候変動の影響への適応計画 http://www.env.go.jp/earth/tekiou.html 

C 欄は、「長崎県における地球温暖化影響分析及び適応策検討業務報告書」（平成 27 年 3

月、一般財団法人九州環境管理協会）の p.96～109 に挙げられた各分野の適応策の評価の表

のうち「モニタリング」と「既存の適応策」の内容である。 

D 欄は、A・B・C 欄をふまえて長崎県における今後の適応策（案）を記載している。C 欄

の国の適応策をそのまま記載するとともに、C 欄の長崎県の既存の適応策と関連すると考え

られる施策には、C 欄に示した記号を示している。B 欄の国の適応策にはないが、長崎県の

既存の適応策にはあるものには、★をつけている。D 欄を長崎県の今後の適応策（案）とし

て整理したいと考えている。 

 

●各課にお願いししたいこと 

Ｄ欄については、国の適応策を、①そのままとりいれる、②書きぶりを県の特性や実態、

役割をふまえ修正・加筆する、③県の特性や実態、役割にそぐわないため削除する、 

のいずれに相当するかご判断の上、②の場合は赤字で修正・加筆を、③の場合は赤字で取

り消し線を、該当箇所に直接ご記入下さい。 
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表 1 気候変動の影響への適応計画の体系 

分野 項目 1 項目 2 関係府省庁 
第1章農業、
森林・林業、
水産業 

1-1 農業 1 農業生産総論 農林水産省 

2 水稲 農林水産省 

3 果樹 農林水産省 

4 土地利用型作物 農林水産省 

5 園芸作物 農林水産省 

6 畜産 農林水産省 

7 病害虫・雑草・動物感染症 農林水産省 

8 農業生産基盤 農林水産省 

9 食品・飼料の安全確保（穀物等
の農産品及びその加工品、飼料）

農林水産省 

1-2 森林・林業 1 山地災害、治山・林道施設 農林水産省 
2 人工林 農林水産省 
3 天然林 農林水産省、環境省 
4 病害虫 農林水産省 
5 特用林産物 農林水産省 

1-3 水産業 1 海面漁業 農林水産省 
2 海面養殖業 農林水産省 
3 内水面漁業・養殖業 農林水産省 
4 造成漁場 農林水産省 
5 漁港・漁村 農林水産省 

1-4 その他の農業、森
林・林業、水産業 

1 地球温暖化予測研究、技術開発 農林水産省 
2 将来予測に基づいた適応策の
地域への展開 

農林水産省 

3 農林水産業従事者の熱中症 農林水産省 
4 鳥獣害 農林水産省、環境省 
5 世界食料需給予測 農林水産省 

第 2 章水環
境・水資源 

2-1 水環境  国土交通省、環境省 
2-2 水資源  厚生労働省、農林水産省、経済産業省、国

土交通省、環境省 
第 3 章自然
生態系 

3-1 陸域生態系  農林水産省、環境省 
3-2 淡水生態系  農林水産省、国土交通省、環境省 
3-3 沿岸生態系  農林水産省、環境省 
3-4 海洋生態系  農林水産省、環境省 
3-5 生物季節  農林水産省、環境省 
3-6 分布・個体群の変動  農林水産省、環境省 

第 4 章自然
災害・沿岸
域 

4-1 水害  内閣府、警察庁、総務省、農林水産省、国
土交通省 

4-2 高潮、高波等  農林水産省、国土交通省 
4-3 土砂災害  国土交通省 
4-4 その他（強風等）  内閣府、農林水産省、国土交通省、環境省

第 5 章健康 5-1 暑熱  総務省、文部科学省、厚生労働省、農林水
産省、国土交通省、環境省 

5-2 感染症  厚生労働省、環境省 
5-3 その他の健康への
影響 

 国土交通省、環境省 

第6章産業・
経済活動 

6-1 産業・経済活動  厚生労働省、経済産業省、国土交通省、環
境省 

6-2 金融・保険  金融庁、環境省 
6-3 観光業  国土交通省、環境省 
6-4 その他の影響（海外
影響等） 

 経済産業省、国土交通省、環境省 

第 7 章国民
生活・都市
生活 

7-1 インフラ、ライフラ
イン等 

1 水道、交通等 警察庁、厚生労働省、国土交通省、環境省

7-2 文化・歴史などを感
じる暮らし 

1 生物季節、伝統行事、地場産業
等 

国土交通省、環境省 

7-3 その他（暑熱による
生活への影響） 

 警察庁、国土交通省、環境省等 
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適
応
策
の
庁
内
照

会
用

資
料

（
第

1
回

）
○

は
、

便
宜

的
な

分
類

A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

1
第

1
章

 
農

業
、

森
林

・
林

業
、

水
産

業

2
1
-
1
　

農
業

3
1
-
1
-
1
　

農
業

生
産

総
論

4

●
高

温
や

降
水

の
不

順
等

に
よ

る
、

収
量

や
品

質
の

低
下

、
適

応
す

る
た

め
の

生
産

コ
ス

ト
（

薬
剤

費
・

生
産

資
材

費
等

）
の

増
加

が
懸

念
さ

れ
ま

す
。

■
農

作
物

全
般

の
高

温
、

長
雨

等
に

よ
る

病
害

虫
の

多
発

生
【

農
産

園
芸

課
・

農
林

技
術

開
発

セ
ン

タ
ー

茶
業

研
究

室
】

■
茶

や
花

の
気

温
上

昇
に

伴
う

生
育

不
良

や
品

質
低

下
、

害
虫

発
生

量
の

増
加

に
伴

う
生

産
コ

ス
ト

の
上

昇
及

び
収

量
の

減
少

【
農

産
園

芸
課

・
農

林
技

術
開

発
セ

ン
タ

ー
茶

業
研

究
室

】

・
気

候
変

動
影
響
評
価
報
告
書
に
お
い
て
、
重
大

性
が

特
に

大
き
く
、
緊
急
性
及
び
確
信
度
が
高
い

と
さ

れ
た

水
稲
、
果
樹
及
び
病
害
虫
・
雑
草
に
つ

い
て

は
、

よ
り
重
点
的
に
対
策
に
取
り
組
む
。

・
そ

の
他

の
品
目
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
取

り
組

ん
で

き
た
対
策
（
高
温
等
の
影
響
を
回
避
・

軽
減

す
る

適
応
技
術
や
高
温
耐
性
品
種
等
の
導
入

な
ど

適
応

策
の
生
産
現
場
へ
の
普
及
指
導
や
新
た

な
適

応
技

術
の
導
入
実
証
等
）
の
推
進
、
今
後
の

影
響

予
測

を
踏
ま
え
た
新
た
な
適
応
品
種
や
栽
培

管
理

技
術

等
の
開
発
、
ま
た
は
そ
の
た
め
の
基
礎

研
究

に
取

り
組
む
。

・
引

き
続

き
地
方
公
共
団
体
（
も
し
く
は
関
係
機

関
等

）
と

連
携
し
、
温
暖
化
に
よ
る
影
響
等
の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
、
適
応
策
に
関
す
る
情
報
発
信
を
行

う
。

①
＜
農
作
物
全
般
＞
発
生
予
察
等

で
実
施
し
て
い
る
調
査
の
活
用

【
農
産
園
芸
課
】

②
＜
農
作
物
全
般
＞
防
除
指
導

【
農
産
園
芸
課
】

・
①
②
気
候
変
動
影
響
評
価
報
告
書
に
お
い
て
、

重
大
性
が
特
に
大
き
く
、
緊
急
性
及
び
確
信
度
が

高
い
と
さ
れ
た
水
稲
、
果
樹
及
び
病
害
虫
・
雑
草

に
つ
い
て
は
、
よ
り
重
点
的
に
対
策
に
取
り
組

む
。

・
そ
の
他
の
品
目
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
取

り
組
ん
で
き
た
対
策
（
高
温
等
の
影
響
を
回
避
・

軽
減
す
る
適
応
技
術
や
高
温
耐
性
品
種
等
の
導
入

な
ど
適
応
策
の
生
産
現
場
へ
の
普
及
指
導
や
新
た

な
適
応
技
術
の
導
入
実
証
等
）
の
推
進
、
今
後
の

影
響
予
測
を
踏
ま
え
た
新
た
な
適
応
品
種
や
栽
培

管
理
技
術
等
の
開
発
、
ま
た
は
そ
の
た
め
の
基
礎

研
究
に
取
り
組
む
。

・
引
き
続
き
地
方
公
共
団
体
（
も
し
く
は
関
係
機

関
等
）
と
連
携
し
、
温
暖
化
に
よ
る
影
響
等
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
、
適
応
策
に
関
す
る
情
報
発
信
を
行

う
。

農
産
園
芸
課

農
林
技
術
開
発
セ

ン
タ
ー

1
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 5
7
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ー
ジ
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

5
1
-
1
-
2
　

水
稲

6

●
高

温
に

よ
る

、
コ

メ
の

白
未

熟
粒

（
し

ろ
み

じ
ゅ

く
り

ゅ
う

）
や

登
熟

不
良

の
発

生
増

加
が

懸
念

さ
れ

ま
す

。
■

年
次

、
品

種
に

よ
る

白
未

熟
粒

の
多

発
及

び
玄

米
品

質
の

低
下

【
農

林
技

術
開

発
セ

ン
タ

ー
農

産
園

芸
研

究
部

門
作

物
研

究
室

】
■

高
温

適
応

性
品

種
の

低
温

登
熟

に
よ

る
充

実
不

足
【

農
林

技
術

開
発

セ
ン

タ
ー

農
産

園
芸

研
究

部
門

作
物

研
究

】
※

コ
メ

の
収

量
が

減
少

ま
た

は
増

加
す

る
将

来
予

測
が

あ
り

（
別

添
の

N
o
.
7
、

8
参

照
）

○
高

温
対

策
・

高
温

耐
性

品
種
、
高
温
不
稔
耐
性
育
種
素
材
の

開
発

（
白

未
熟
粒
等
の
抑
制
）

・
高

温
に

対
応
し
た
肥
培
管
理
、
水
管
理
等
の
基

本
技

術
の

徹
底

・
実

需
者

の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
形
で
高
温
耐
性
品

種
の

作
付

拡
大
を
図
る
た
め
、
生
産
者
、
米
卸
業

者
、

実
需

者
が
一
体
と
な
っ
た
、
高
温
耐
性
品
種

の
選

定
、

導
入
実
証
、
試
食
等
に
よ
る
消
費
拡
大

等
の

取
組

の
支
援

①
効
率
的
施
肥
技
術
の
確
立
に
関

す
る
試
験
研
究
【
農
産
園
芸
課
】

②
経
常
研
究
「
水
田
機
能
・
生
産

要
因
改
善
」
に
お
い
て
、
主
要
作

付
品
種
の
収
量
性
、
玄
米
品
質
を

毎
年
調
査
【
農
林
技
術
開
発
セ
ン

タ
ー
農
産
園
芸
研
究
部
門
作
物
研

究
室
】

③
「
つ
や
姫
」
の
高
温
登
熟
障
害

を
回
避
で
き
る
気
温
及
び
対
応
し

た
「
つ
や
姫
」
生
育
予
測
式
【
農

林
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
農
産
園
芸

研
究
部
門
作
物
研
究
室
】

④
「
に
こ
ま
る
」
の
低
温
登
熟
障

害
を
避
け
る
温
度
指
標
【
農
林
技

術
開
発
セ
ン
タ
ー
農
産
園
芸
研
究

部
門
作
物
研
究
室
】

⑤
「
お
て
ん
と
そ
だ
ち
」
の
特
性

な
ど
の
研
究
【
農
林
技
術
開
発
セ

ン
タ
ー
農
産
園
芸
研
究
部
門
作
物

研
究
室
】

○
高
温
対
策

・
高
温
耐
性
品
種
、
高
温
不
稔
耐
性
育
種
素
材
の

開
発
（
白
未
熟
粒
等
の
抑
制
）

・
①
高
温
に
対
応
し
た
肥
培
管
理
、
水
管
理
等
の

基
本
技
術
の
徹
底

・
実
需
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
形
で
高
温
耐
性
品

種
の
作
付
拡
大
を
図
る
た
め
、
生
産
者
、
米
卸
業

者
、
実
需
者
が
一
体
と
な
っ
た
、
高
温
耐
性
品
種

の
選
定
、
導
入
実
証
、
試
食
等
に
よ
る
消
費
拡
大

等
の
取
組
の
支
援

★
②
経
常
研
究
「
水
田
機
能
・
生
産
要
因
改
善
」

に
お
い
て
、
主
要
作
付
品
種
の
収
量
性
、
玄
米
品

質
を
毎
年
調
査
【
農
林
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
農
産

園
芸
研
究
部
門
作
物
研
究
室
】

★
③
「
つ
や
姫
」
の
高
温
登
熟
障
害
を
回
避
で
き

る
気
温
及
び
対
応
し
た
「
つ
や
姫
」
生
育
予
測
式

【
農
林
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
農
産
園
芸
研
究
部
門

作
物
研
究
室
】

★
④
「
に
こ
ま
る
」
の
低
温
登
熟
障
害
を
避
け
る

温
度
指
標
【
農
林
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
農
産
園
芸

研
究
部
門
作
物
研
究
室
】

★
⑤
「
お
て
ん
と
そ
だ
ち
」
の
特
性
な
ど
の
研
究

【
農
林
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
農
産
園
芸
研
究
部
門

作
物
研
究
室
】

農
産
園
芸
課

農
林
技
術
開
発
セ

ン
タ
ー
農
産
園
芸

研
究
部
門
作
物
研

究
室

7

○
病

害
虫

対
策

・
発

生
予

察
情
報
等
を
活
用
し
た
適
期
防
除
な
ど

病
害

虫
対

策
の
徹
底

・
温

暖
化

の
進
行
に
伴
い
発
生
増
加
が
予
測
さ
れ

る
イ

ネ
紋

枯
病
や
イ
ネ
縞
葉
枯
病
等
の
病
害
虫
に

対
す

る
被

害
軽
減
技
術
の
開
発
、
普
及

○
病
害
虫
対
策

・
発
生
予
察
情
報
等
を
活
用
し
た
適
期
防
除
な
ど

病
害
虫
対
策
の
徹
底

・
温
暖
化
の
進
行
に
伴
い
発
生
増
加
が
予
測
さ
れ

る
イ
ネ
紋
枯
病
や
イ
ネ
縞
葉
枯
病
等
の
病
害
虫
に

対
す
る
被
害
軽
減
技
術
の
開
発
、
普
及

8
1
-
1
-
3
　

果
樹

9

○
干

ば
つ

対
策
＜
品
目
共
通
＞

・
マ

ル
チ

シ
ー
ト
等
に
よ
る
水
分
蒸
発
抑
制
等
の

普
及

・
土

壌
水

分
を
維
持
す
る
た
め
の
休
眠
期
の
深

耕
・

有
機

物
投
入

・
干

ば
つ

時
に
発
生
し
や
す
い
ハ
ダ
ニ
類
の
適
期

防
除

○
干
ば
つ
対
策
＜
品
目
共
通
＞

・
マ
ル
チ
シ
ー
ト
等
に
よ
る
水
分
蒸
発
抑
制
等
の

普
及

・
土
壌
水
分
を
維
持
す
る
た
め
の
休
眠
期
の
深

耕
・
有
機
物
投
入

・
干
ば
つ
時
に
発
生
し
や
す
い
ハ
ダ
ニ
類
の
適
期

防
除
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

1
0

○
凍

霜
害

対
策
＜
品
目
共
通
＞

・
凍

霜
害

警
戒
体
制
の
整
備

○
凍
霜
害
対
策
＜
品
目
共
通
＞

・
凍
霜
害
警
戒
体
制
の
整
備

1
1

○
着

色
不

良
果
実
発
生
の
対
応
策
＜
品
目
共
通
＞

・
果

汁
用

原
料
と
し
て
の
積
極
的
な
活
用
等
に
よ

る
、

加
工

用
果
実
の
生
産
流
通
体
制
の
整
備

○
着
色
不
良
果
実
発
生
の
対
応
策
＜
品
目
共
通
＞

・
果
汁
用
原
料
と
し
て
の
積
極
的
な
活
用
等
に
よ

る
、
加
工
用
果
実
の
生
産
流
通
体
制
の
整
備

1
2

○
亜

熱
帯

・
熱
帯
果
樹
の
導
入
実
証
＜
品
目
共
通

＞ ・
高

付
加

価
値
な
亜
熱
帯
・
熱
帯
果
樹
の
導
入
実

証
に

取
り

組
み
、
産
地
の
選
択
に
よ
り
、
既
存
果

樹
か

ら
の

転
換
等
を
推
進

○
亜
熱
帯
・
熱
帯
果
樹
の
導
入
実
証
＜
品
目
共
通

＞ ・
高
付
加
価
値
な
亜
熱
帯
・
熱
帯
果
樹
の
導
入
実

証
に
取
り
組
み
、
産
地
の
選
択
に
よ
り
、
既
存
果

樹
か
ら
の
転
換
等
を
推
進

1
3

●
高

温
に

よ
る

、
生

育
障

害
や

果
実

の
品

質
低

下
の

発
生

増
加

が
懸

念
さ

れ
ま

す
。

●
（

な
し

）
高

温
に

よ
る

み
つ

症
等

果
肉

軟
化

の
発

生
増

加
が

懸
念

さ
れ

ま
す

。
■

高
温

に
よ

る
「

巨
峰

」
系

統
品

種
の

着
色

不
良

（
赤

熟
れ

症
状

）
と

品
質

低
下

【
農

産
園

芸
課

・
農

林
技

術
開

発
セ

ン
タ

ー
果

樹
研

究
部

門
】

■
平

成
 
2
5
 
年

夏
の

高
温

少
雨

に
よ

る
ナ

シ
み

つ
症

お
よ

び
ヤ

ケ
果

の
発

生
【

農
産

園
芸

課
・

農
林

技
術

開
発

セ
ン

タ
ー

果
樹

研
究

部
門

】

○
高

温
対

策
＜
品
目
共
通
＞
（
う
ん
し
ゅ
う
み
か

ん
、

り
ん

ご
、
日
本
な
し
）

・
高

温
条

件
に
適
応
す
る
育
種
素
材
の
開
発

・
高

温
条

件
に
適
応
す
る
品
種
の
育
成
、
実
証
導

入

①
温
州
み
か
ん
、
ぶ
ど
う
、
な

し
、
び
わ
の
発
芽
期
、
開
花
期
、

果
実
肥
大
、
成
熟
期
、
果
実
品

質
、
病
害
虫
発
生
状
況
等
調
査

【
農
林
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
果
樹

研
究
部
門
】

○
高
温
対
策
＜
品
目
共
通
＞
（
う
ん
し
ゅ
う
み
か

ん
、
り
ん
ご
、
日
本
な
し
）

・
①
高
温
条
件
に
適
応
す
る
育
種
素
材
の
開
発

・
高
温
条
件
に
適
応
す
る
品
種
の
育
成
、
実
証
導

入

農
林
技
術
開
発
セ

ン
タ
ー

1
4

○
そ

の
他

＜
品
目
共
通
＞

・
栽

培
に

有
利
な
温
度
帯
の
北
上
に
よ
る
新
た
な

産
地

形
成

に
際
し
て
の
、
低
コ
ス
ト
省
力
化
園
地

整
備

等
の

推
進

・
産

地
に

お
い
て
、
温
暖
化
の
影
響
や
そ
の
適
応

策
等

の
情

報
の
共
有
化
や
行
動
計
画
の
検
討
等
が

的
確

に
行

わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
、
主
要
産

地
や

主
要

県
と
の
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
の
整

備

○
そ
の
他
＜
品
目
共
通
＞

・
栽
培
に
有
利
な
温
度
帯
の
北
上
に
よ
る
新
た
な

産
地
形
成
に
際
し
て
の
、
低
コ
ス
ト
省
力
化
園
地

整
備
等
の
推
進

・
産
地
に
お
い
て
、
温
暖
化
の
影
響
や
そ
の
適
応

策
等
の
情
報
の
共
有
化
や
行
動
計
画
の
検
討
等
が

的
確
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
、
主
要
産

地
や
主
要
県
と
の
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
の
整

備

3
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

1
5

●
（

か
ん

き
つ

類
）

高
温

に
よ

る
、

日
焼

け
果

や
浮

き
皮

果
の

発
生

増
加

が
懸

念
さ

れ
ま

す
。

■
（

か
ん

き
つ

類
）

夏
場

の
高

温
に

よ
る

温
州

み
か

ん
、

不
知

火
、

せ
と

か
等

で
日

焼
け

果
発

生
【

農
産

園
芸

課
・

農
林

技
術

開
発

セ
ン

タ
ー

果
樹

研
究

部
門

】
■

（
か

ん
き

つ
類

）
収

穫
前

の
高

温
多

雨
に

よ
り

温
州

み
か

ん
の

浮
皮

果
発

生
【

農
産

園
芸

課
・

農
林

技
術

開
発

セ
ン

タ
ー

果
樹

研
究

部
門

】
※

う
ん

し
ゅ

う
み

か
ん

に
つ

い
て

、
栽

培
が

難
し

く
な

る
可

能
性

の
あ

る
地

域
の

増
加

や
減

少
す

る
将

来
予

測
が

あ
り

（
別

添
の

N
o
.
9
参

照
）

※
タ

ン
カ

ン
に

つ
い

て
、

栽
培

適
地

が
増

加
す

る
将

来
予

測
が

あ
り

（
別

添
の

N
o
.
1
0
参

照
）

○
高

温
対

策
＜
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
＞

・
日

焼
け

果
等
の
発
生
を
軽
減
す
る
た
め
の
樹
幹

上
部

の
摘

果
・

浮
皮

果
の

発
生
を
軽
減
さ
せ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
剤

等
の

植
物

成
長
調
整
剤
の
活
用

・
着

色
不

良
対
策
と
し
て
の
フ
ィ
ガ
ロ
ン
散
布
の

普
及

・
中

晩
柑

（
し
ら
ぬ
ひ
（
デ
コ
ポ
ン
）
、
ブ
ラ
ッ

ド
オ

レ
ン

ジ
等
）
へ
の
転
換
を
図
る
た
め
の
改
植

等 ・
浮

皮
果

の
発
生
を
軽
減
さ
せ
る
ジ
ベ
レ
リ
ン
・

プ
ロ

ヒ
ド

ロ
ジ
ャ
ス
モ
ン
混
用
散
布
の
普
及
の
加

速
化

・
遮

光
資

材
の
積
極
的
活
用
等
に
よ
る
栽
培
管
理

技
術

の
普

及
の
加
速
化

①
後
期
重
点
摘
果
（
樹
冠
の
外
周

部
近
く
に
下
垂
す
る
よ
う
に
な
ら

せ
る
）
に
よ
る
着
色
促
進
、
品
質

向
上
、
日
焼
け
お
よ
び
浮
皮
軽
減

【
農
産
園
芸
課
・
農
林
技
術
開
発

セ
ン
タ
ー
果
樹
研
究
部
門
】

②
＜
か
ん
き
つ
類
＞
植
物
成
長
調

整
剤
の
活
用
に
よ
る
温
州
み
か
ん

浮
皮
軽
減
や
不
知
火
水
腐
れ
防
止

対
策
【
農
産
園
芸
課
】

③
＜
か
ん
き
つ
類
＞
ポ
リ
エ
ス
テ

ル
製
果
実
袋
（
商
品
名
サ
ン
テ
）

で
の
保
護
に
よ
る
不
知
火
や
せ

と
か
等
の
日
焼
け
防
止
対
策
【
農

産
園
芸
課
・
農
林
技
術
開
発
セ
ン

タ
ー
果
樹
研
究
部
門
】

④
＜
ハ
ウ
ス
み
か
ん
＞
夏
場
の
高

温
に
な
る
前
か
ら
寒
冷
紗
に
よ
る

天
井
被
覆
【
農
産
園
芸
課
・
農
林

技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
果
樹
研
究
部

門
】

○
高
温
対
策
＜
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
＞

・
①
日
焼
け
果
等
の
発
生
を
軽
減
す
る
た
め
の
樹

幹
上
部
の
摘
果

・
浮
皮
果
の
発
生
を
軽
減
さ
せ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
剤

等
の
植
物
成
長
調
整
剤
の
活
用

・
着
色
不
良
対
策
と
し
て
の
フ
ィ
ガ
ロ
ン
散
布
の

普
及

・
中
晩
柑
（
し
ら
ぬ
ひ
（
デ
コ
ポ
ン
）
、
ブ
ラ
ッ

ド
オ
レ
ン
ジ
等
）
へ
の
転
換
を
図
る
た
め
の
改
植

等 ・
浮
皮
果
の
発
生
を
軽
減
さ
せ
る
ジ
ベ
レ
リ
ン
・

プ
ロ
ヒ
ド
ロ
ジ
ャ
ス
モ
ン
混
用
散
布
の
普
及
の
加

速
化

・
④
遮
光
資
材
の
積
極
的
活
用
等
に
よ
る
栽
培
管

理
技
術
の
普
及
の
加
速
化

★
②
＜
か
ん
き
つ
類
＞
植
物
成
長
調
整
剤
の
活
用

に
よ
る
温
州
み
か
ん
浮
皮
軽
減
や
不
知
火
水
腐
れ

防
止
対
策
【
農
産
園
芸
課
】

★
③
＜
か
ん
き
つ
類
＞
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
製
果
実
袋

（
商
品
名
サ
ン
テ
）
で
の
保
護
に
よ
る
不
知
火
や

せ
と
か
等
の
日
焼
け
防
止
対
策
【
農
産
園
芸
課
・

農
林
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
果
樹
研
究
部
門
】

農
産
園
芸
課

農
林
技
術
開
発
セ

ン
タ
ー

1
6

○
着

果
安

定
対
策
＜
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
＞

・
施

肥
方

法
、
水
分
管
理
等
の
改
善
に
よ
る
生
産

安
定

技
術

の
開
発
、
実
証
、
普
及

○
着
果
安
定
対
策
＜
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
＞

・
施
肥
方
法
、
水
分
管
理
等
の
改
善
に
よ
る
生
産

安
定
技
術
の
開
発
、
実
証
、
普
及

1
7

○
高

温
対

策
＜
り
ん
ご
＞

・
着

色
不

良
対
策
と
し
て
の
「
秋
映
」
等
の
優
良

着
色

系
品

種
、
黄
色
系
品
種
の
導
入

・
日

焼
け

果
・
着
色
不
良
対
策
と
し
て
の
か
ん
水

や
反

射
シ

ー
ト
の
導
入
等

・
高

温
下

で
の
着
色
不
良
及
び
日
焼
け
果
発
生
を

減
少

さ
せ

る
た
め
の
栽
培
管
理
技
術
の
開
発

○
高
温
対
策
＜
り
ん
ご
＞

・
着
色
不
良
対
策
と
し
て
の
「
秋
映
」
等
の
優
良

着
色
系
品
種
、
黄
色
系
品
種
の
導
入

・
日
焼
け
果
・
着
色
不
良
対
策
と
し
て
の
か
ん
水

や
反
射
シ
ー
ト
の
導
入
等

・
高
温
下
で
の
着
色
不
良
及
び
日
焼
け
果
発
生
を

減
少
さ
せ
る
た
め
の
栽
培
管
理
技
術
の
開
発
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

1
8

○
標

高
差

を
活
用
し
た
新
た
な
園
地
整
備
＜
り
ん

ご
＞

・
標

高
差

を
活
用
し
た
新
た
な
園
地
整
備
に
向
け

た
栽

培
実

証
・

品
種

転
換

の
た
め
の
改
植
に
対
す
る
支
援

・
標

高
の

高
い
地
帯
で
の
大
規
模
園
地
基
盤
整
備

○
標
高
差
を
活
用
し
た
新
た
な
園
地
整
備
＜
り
ん

ご
＞

・
標
高
差
を
活
用
し
た
新
た
な
園
地
整
備
に
向
け

た
栽
培
実
証

・
品
種
転
換
の
た
め
の
改
植
に
対
す
る
支
援

・
標
高
の
高
い
地
帯
で
の
大
規
模
園
地
基
盤
整
備

1
9

○
着

色
不

良
対
策
＜
ぶ
ど
う
＞

・
「

ク
イ

ー
ン
ニ
ー
ナ
」
等
の
優
良
着
色
系
品
種

や
「

シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
等
の
黄
緑
系
品
種

の
導

入
の

推
進

・
環

状
剥

皮
等
の
生
産
安
定
技
術
の
普
及
の
加
速

化

①
果
皮
体
質
強
化
の
た
め
の
カ
ル

シ
ウ
ム
剤
の
散
布
【
農
産
園
芸

課
・
農
林
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
果

樹
研
究
部
門
】

②
高
温
に
よ
る
着
色
不
良
を
引
き

起
こ
さ
な
い
黄
緑
色
系
ブ
ド
ウ

「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
の
導

入
【
農
産
園
芸
課
】

○
着
色
不
良
対
策
＜
ぶ
ど
う
＞

・
②
「
ク
イ
ー
ン
ニ
ー
ナ
」
等
の
優
良
着
色
系
品

種
や
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
等
の
黄
緑
系
品

種
の
導
入
の
推
進

・
環
状
剥
皮
等
の
生
産
安
定
技
術
の
普
及
の
加
速

化 ★
①
果
皮
体
質
強
化
の
た
め
の
カ
ル
シ
ウ
ム
剤
の

散
布
【
農
産
園
芸
課
・
農
林
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー

果
樹
研
究
部
門
】

農
産
園
芸
課

農
林
技
術
開
発
セ

ン
タ
ー

2
0

○
発

芽
不

良
対
策
＜
日
本
な
し
＞

・
発

芽
促

進
剤
の
利
用
、
肥
料
の
施
用
時
期
の
変

更
等

の
技

術
対
策
の
導
入
・
普
及

・
土

壌
改

良
等
に
よ
り
暖
地
に
お
け
る
生
産
安
定

技
術

の
開

発

○
発
芽
不
良
対
策
＜
日
本
な
し
＞

・
発
芽
促
進
剤
の
利
用
、
肥
料
の
施
用
時
期
の
変

更
等
の
技
術
対
策
の
導
入
・
普
及

・
土
壌
改
良
等
に
よ
り
暖
地
に
お
け
る
生
産
安
定

技
術
の
開
発

2
1

●
（

ハ
ウ

ス
び

わ
）

高
温

に
よ

る
、

出
蕾

（
し

ゅ
つ

ら
い

）
、

開
花

、
着

果
遅

延
の

増
加

が
懸

念
さ

れ
ま

す
。

■
（

ハ
ウ

ス
び

わ
）

収
穫

前
の

高
温

に
よ

る
障

害
果

（
し

な
び

果
、

紫
斑

症
等

）
発

生
【

農
産

園
芸

課
・

農
林

技
術

開
発

セ
ン

タ
ー

果
樹

研
究

部
門

】

－

①
＜
ハ
ウ
ス
び
わ
＞
夏
場
の
高
温

に
な
る
前
か
ら
寒
冷
紗
に
よ
る
天

井
被
覆
【
農
産
園
芸
課
・
農
林
技

術
開
発
セ
ン
タ
ー
果
樹
研
究
部

門
】

★
①
＜
ハ
ウ
ス
び
わ
＞
夏
場
の
高
温
に
な
る
前
か

ら
寒
冷
紗
に
よ
る
天
井
被
覆
【
農
産
園
芸
課
・
農

林
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
果
樹
研
究
部
門
】

農
産
園
芸
課

農
林
技
術
開
発
セ

ン
タ
ー

2
2

－

①
ハ
ウ
ス
も
も
の
休
眠
覚
醒
に
必

要
な
低
温
要
求
量
が
低
い
台
木
の

検
討
【
農
林
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー

果
樹
研
究
部
門
】

★
①
ハ
ウ
ス
も
も
の
休
眠
覚
醒
に
必
要
な
低
温
要

求
量
が
低
い
台
木
の
検
討
【
農
林
技
術
開
発
セ
ン

タ
ー
果
樹
研
究
部
門
】

農
林
技
術
開
発
セ

ン
タ
ー
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

2
3
1
-
1
-
4
　

土
地

利
用

型
作

物

2
4

○
多

雨
・

湿
害
対
策
＜
麦
類
＞

・
排

水
対

策
、
赤
か
び
病
等
の
適
期
防
除
、
適
期

収
穫

な
ど

基
本
技
術
の
徹
底

・
赤

か
び

病
、
穂
発
芽
等
の
抵
抗
性
品
種
へ
の
転

換

○
多
雨
・
湿
害
対
策
＜
麦
類
＞

・
排
水
対
策
、
赤
か
び
病
等
の
適
期
防
除
、
適
期

収
穫
な
ど
基
本
技
術
の
徹
底

・
赤
か
び
病
、
穂
発
芽
等
の
抵
抗
性
品
種
へ
の
転

換

2
5

○
凍

霜
害

対
策
＜
麦
類
＞

・
気

候
変

動
に
適
応
し
た
品
種
・
育
種
素
材
、
生

産
安

定
技

術
の
開
発
、
普
及

○
凍
霜
害
対
策
＜
麦
類
＞

・
気
候
変
動
に
適
応
し
た
品
種
・
育
種
素
材
、
生

産
安
定
技
術
の
開
発
、
普
及

2
6

○
多

雨
・

高
温
・
干
ば
つ
等
の
対
策
＜
大
豆
＞

・
排

水
対

策
の
徹
底

・
地

下
水

位
制
御
シ
ス
テ
ム
の
普
及

○
多
雨
・
高
温
・
干
ば
つ
等
の
対
策
＜
大
豆
＞

・
排
水
対
策
の
徹
底

・
地
下
水
位
制
御
シ
ス
テ
ム
の
普
及

2
7

○
病

害
虫

・
雑
草
対
策
＜
大
豆
＞

・
病

害
虫

抵
抗
性
品
種
・
育
種
素
材
や
雑
草
防
除

技
術

等
の

開
発
、
普
及

・
有

機
物

の
施
用
や
病
害
虫
発
生
リ
ス
ク
を
軽
減

す
る

輪
作

体
系
な
ど
気
候
変
動
の
影
響
を
受
け
に

く
い

栽
培

体
系
の
開
発

○
病
害
虫
・
雑
草
対
策
＜
大
豆
＞

・
病
害
虫
抵
抗
性
品
種
・
育
種
素
材
や
雑
草
防
除

技
術
等
の
開
発
、
普
及

・
有
機
物
の
施
用
や
病
害
虫
発
生
リ
ス
ク
を
軽
減

す
る
輪
作
体
系
な
ど
気
候
変
動
の
影
響
を
受
け
に

く
い
栽
培
体
系
の
開
発

2
8

○
高

温
対

策
＜
小
豆
＞

・
高

温
耐

性
品
種
「
き
た
あ
す
か
」
の
普
及

○
高
温
対
策
＜
小
豆
＞

・
高
温
耐
性
品
種
「
き
た
あ
す
か
」
の
普
及

2
9

○
凍

霜
害

対
策
＜
茶
＞

・
省

電
力

防
霜
フ
ァ
ン
シ
ス
テ
ム
等
に
よ
る
防
霜

技
術

の
導

入

○
凍
霜
害
対
策
＜
茶
＞

・
省
電
力
防
霜
フ
ァ
ン
シ
ス
テ
ム
等
に
よ
る
防
霜

技
術
の
導
入

3
0

○
干

ば
つ

対
策
＜
茶
＞

・
敷

草
等

に
よ
る
土
壌
水
分
蒸
発
抑
制
や
か
ん
水

の
実

施

○
干
ば
つ
対
策
＜
茶
＞

・
敷
草
等
に
よ
る
土
壌
水
分
蒸
発
抑
制
や
か
ん
水

の
実
施

6
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

3
1

○
病

害
虫

対
策
＜
茶
＞

・
発

生
予

察
技
術
の
導
入

・
ク

ワ
シ

ロ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
に
抵
抗
性
の
あ
る
品

種
へ

の
改

植
等

①
＜
茶
＞
主
要
病
害
虫
の
発
生
状

況
調
査
【
農
産
園
芸
課
・
農
林
技

術
開
発
セ
ン
タ
ー
茶
業
研

究
室
】

②
＜
茶
＞
フ
ェ
ロ
モ
ン
剤
の
利
用

に
よ
る
防
除
適
期
の
把
握
と
効
率

的
な
農
薬
散
布
【
農
産
園
芸
課
・

農
林
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
茶
業
研

究
室
】

○
病
害
虫
対
策
＜
茶
＞

・
発
生
予
察
技
術
の
導
入

・
ク
ワ
シ
ロ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
に
抵
抗
性
の
あ
る
品

種
へ
の
改
植
等

★
①
＜
茶
＞
主
要
病
害
虫
の
発
生
状
況
調
査
【
農

産
園
芸
課
・
農
林
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
茶
業
研

究
室
】

★
②
＜
茶
＞
フ
ェ
ロ
モ
ン
剤
の
利
用
に
よ
る
防
除

適
期
の
把
握
と
効
率
的
な
農
薬
散
布
【
農
産
園
芸

課
・
農
林
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
茶
業
研
究
室
】

農
産
園
芸
課

農
林
技
術
開
発
セ

ン
タ
ー

3
2

－

①
＜
茶
＞
摘
採
・
生
育
時
期
の
報

告
【
農
産
園
芸
課
・
農
林
技
術
開

発
セ
ン
タ
ー
茶
業
研
究
室
】

★
①
＜
茶
＞
摘
採
・
生
育
時
期
の
報
告
【
農
産
園

芸
課
・
農
林
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
茶
業
研
究
室
】

農
産
園
芸
課

農
林
技
術
開
発
セ

ン
タ
ー

3
3

－

①
＜
茶
＞
高
温
期
に
お
け
る
効
果

的
な
施
肥
【
農
産
園
芸
課
】

★
①
＜
茶
＞
高
温
期
に
お
け
る
効
果
的
な
施
肥

【
農
産
園
芸
課
】

農
産
園
芸
課

3
4

－

①
＜
茶
＞
防
霜
フ
ァ
ン
の
設
置
推

進
に
よ
る
晩
霜
害
の
影
響
軽
減

【
農
産
園
芸
課
】

★
①
防
霜
フ
ァ
ン
の
設
置
推
進
に
よ
る
晩
霜
害
の

影
響
軽
減
【
農
産
園
芸
課
】

農
産
園
芸
課

3
5

○
病

害
虫

対
策
＜
て
ん
菜
＞

・
高

温
で

多
発
が
懸
念
さ
れ
る
病
害
に
対
す
る
耐

病
性

品
種

の
開
発
・
普
及

○
病
害
虫
対
策
＜
て
ん
菜
＞

・
高
温
で
多
発
が
懸
念
さ
れ
る
病
害
に
対
す
る
耐

病
性
品
種
の
開
発
・
普
及

3
6

○
高

温
対

策
＜
て
ん
菜
＞

・
現

場
に

お
け
る
生
産
状
況
の
定
期
的
な
把
握
・

調
査

や
最

適
品
種
を
選
択
す
る
た
め
の
知
見
の
集

積

○
高
温
対
策
＜
て
ん
菜
＞

・
現
場
に
お
け
る
生
産
状
況
の
定
期
的
な
把
握
・

調
査
や
最
適
品
種
を
選
択
す
る
た
め
の
知
見
の
集

積

3
7

○
多

雨
対

策
＜
て
ん
菜
＞

・
多

雨
を

想
定
し
た
排
水
対
策

○
多
雨
対
策
＜
て
ん
菜
＞

・
多
雨
を
想
定
し
た
排
水
対
策
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

3
8
1
-
1
-
5
　

園
芸

作
物

3
9

●
（

に
ん

じ
ん

）
高

温
に

よ
る

、
発

芽
不

良
や

初
期

生
育

の
遅

延
、

規
格

外
品

の
発

生
増

加
が

懸
念

さ
れ

ま
す

。
●

（
い

ん
げ

ん
）

高
温

に
よ

る
、

着
莢

（
さ

や
）

不
良

、
曲

が
り

莢
（

さ
や

）
等

の
発

生
増

加
が

懸
念

さ
れ

ま
す

。

○
高

温
対

策
＜
野
菜
＞

・
高

温
条

件
に
適
応
す
る
育
種
素
材
の
開
発
、
普

及 ・
適

正
な

品
種
選
択
、
栽
培
時
期
の
調
整
、
適
期

防
除

に
よ

る
安
定
供
給

○
高
温
対
策
＜
野
菜
＞

・
高
温
条
件
に
適
応
す
る
育
種
素
材
の
開
発
、
普

及 ・
適
正
な
品
種
選
択
、
栽
培
時
期
の
調
整
、
適
期

防
除
に
よ
る
安
定
供
給

4
0

●
（

ば
れ

い
し

ょ
）

高
温

に
よ

る
、

秋
作

用
種

い
も

の
腐

敗
や

出
芽

不
良

の
発

生
増

加
が

懸
念

さ
れ

ま
す

。
■

（
ば

れ
い

し
ょ

）
高

温
に

よ
る

、
秋

作
用

種
い

も
の

腐
敗

や
出

芽
不

良
の

発
生

増
加

、
高

温
で

発
生

が
増

え
る

ウ
イ

ル
ス

病
や

青
枯

病
の

増
加

【
農

産
園

芸
課

・
農

林
技

術
開

発
セ

ン
タ

ー
馬

鈴
薯

研
究

室
】

－

①
バ
レ
イ
シ
ョ
生
育
追
跡
調
査
を

実
施
【
農
産
園
芸
課
】

②
＜
ば
れ
い
し
ょ
＞
高
温
で
発
生

が
増
え
る
ウ
イ
ル
ス
病
や
青
枯
病

に
抵
抗
性
を
持
つ
品
種
の
育
成

【
農
産
園
芸
課
・
農
林
技
術
開
発

セ
ン
タ
ー
馬
鈴
薯
研
究
室
】

③
＜
ば
れ
い
し
ょ
＞
高
温
に
よ
る

腐
敗
へ
の
強
弱
の
検
定
方
法
の
確

立
と
腐
敗
耐
性
品
種
の
育
成
の
実

施
（
予
定
）
【
農
産
園
芸
課
・
農

林
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
馬
鈴
薯
研

究
室
】

★
①
バ
レ
イ
シ
ョ
生
育
追
跡
調
査
を
実
施
【
農
産

園
芸
課
】

★
②
高
温
で
発
生
が
増
え
る
ウ
イ
ル
ス
病
や
青
枯

病
に
抵
抗
性
を
持
つ
品
種
の
育
成
【
農
産
園
芸

課
・
農
林
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
馬
鈴
薯
研
究
室
】

★
③
高
温
に
よ
る
腐
敗
へ
の
強
弱
の
検
定
方
法
の

確
立
と
腐
敗
耐
性
品
種
の
育
成
の
実
施
（
予
定
）

【
農
産
園
芸
課
・
農
林
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
馬
鈴

薯
研
究
室
】

農
産
園
芸
課

農
林
技
術
開
発
セ

ン
タ
ー

4
1

●
（

い
ち

ご
）

高
温

に
よ

る
、

花
芽

分
化

の
遅

れ
等

で
、

収
穫

時
期

が
遅

延
し

た
り

、
果

実
の

傷
み

等
、

品
質

劣
化

の
増

加
が

懸
念

さ
れ

ま
す

。
■

（
い

ち
ご

）
夏

季
か

ら
定

植
時

の
高

温
に

よ
る

花
芽

分
化

の
遅

延
と

定
植

遅
れ

の
発

生
【

農
産

園
芸

課
】

■
（

い
ち

ご
）

冬
季

の
異

常
低

温
に

よ
る

果
実

や
花

へ
の

寒
害

、
凍

害
の

発
生

【
農

産
園

芸
課

】

－

①
＜
い
ち
ご
＞
花
芽
分
化
状
況
の

調
査
【
農
産
園
芸
課
】

②
＜
い
ち
ご
＞
花
芽
分
化
促
進
技

術
の
開
発
【
農
林
技
術
開
発
セ
ン

タ
ー
野
菜
研
究
室
】

③
＜
い
ち
ご
＞
異
常
低
温
に
よ
る

障
害
防
止
の
た
め
の
生
産
安
定
対

策
温
風
暖
房
機
の
導
入
支
援
【
農

産
園
芸
課
】

④
い
ち
ご
の
作
期
分
散
の
た
め
株

冷
機
材
等
の
導
入
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

★
①
花
芽
分
化
状
況
の
調
査
【
農
産
園
芸
課
】

★
②
花
芽
分
化
促
進
技
術
の
開
発
【
農
林
技
術
開

発
セ
ン
タ
ー
野
菜
研
究
室
】

★
③
異
常
低
温
に
よ
る
障
害
防
止
の
た
め
の
生
産

安
定
対
策
温
風
暖
房
機
の
導
入
支
援
【
農
産
園
芸

課
】

★
④
い
ち
ご
の
作
期
分
散
の
た
め
株
冷
機
材
等
の

導
入
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

農
産
園
芸
課

農
林
技
術
開
発
セ

ン
タ
ー

4
2

○
干

ば
つ

対
策
＜
野
菜
＞

・
か

ん
が

い
施
設
の
整
備
、
マ
ル
チ
シ
ー
ト
等
に

よ
る

土
壌

水
分
蒸
発
抑
制
、
ハ
ダ
ニ
類
等
の
適
期

防
除

○
干
ば
つ
対
策
＜
野
菜
＞

・
か
ん
が
い
施
設
の
整
備
、
マ
ル
チ
シ
ー
ト
等
に

よ
る
土
壌
水
分
蒸
発
抑
制
、
ハ
ダ
ニ
類
等
の
適
期

防
除
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

4
3

●
高

温
や

降
水

の
不

順
等

に
よ

り
、

夏
季

か
ら

秋
季

に
か

け
て

生
育

す
る

野
菜

の
生

産
性

（
収

量
・

商
品

化
率

等
）

の
低

下
が

懸
念

さ
れ

ま
す

。

○
比

較
的

大
き
な
施
設
で
の
高
温
対
策
＜
施
設
野

菜
＞

・
比

較
的

大
き
な
施
設
を
中
心
に
地
温
抑
制
マ
ル

チ
、

遮
光

資
材
、
細
霧
冷
房
、
パ
ッ
ド
&
フ
ァ
ン
、

循
環

扇
、

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
利
用
し
た
低
コ
ス
ト

夜
間

冷
房

技
術
等
の
導
入

①
昇
温
抑
制
資
材
（
寒
冷
し
ゃ
）

の
導
入
や
ハ
ウ
ス
の
フ
ル
オ
ー
プ

ン
化
の
支
援
【
農
産
園
芸
課
】

○
比
較
的
大
き
な
施
設
で
の
高
温
対
策
＜
施
設
野

菜
＞

・
比
較
的
大
き
な
施
設
を
中
心
に
地
温
抑
制
マ
ル

チ
、
遮
光
資
材
、
細
霧
冷
房
、
パ
ッ
ド
&
フ
ァ
ン
、

循
環
扇
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
利
用
し
た
低
コ
ス
ト

夜
間
冷
房
技
術
等
の
導
入

★
①
昇
温
抑
制
資
材
（
寒
冷
し
ゃ
）
の
導
入
や
ハ

ウ
ス
の
フ
ル
オ
ー
プ
ン
化
の
支
援
【
農
産
園
芸

課
】

農
産
園
芸
課

4
4

○
台

風
・

大
雪
対
策
＜
施
設
野
菜
＞

・
災

害
に

強
い
低
コ
ス
ト
耐
候
性
ハ
ウ
ス
の
導

入
、

パ
イ

プ
ハ
ウ
ス
の
補
強
、
補
助
電
源
の
導
入

等

○
台
風
・
大
雪
対
策
＜
施
設
野
菜
＞

・
災
害
に
強
い
低
コ
ス
ト
耐
候
性
ハ
ウ
ス
の
導

入
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
補
強
、
補
助
電
源
の
導
入

等

4
5

●
（

ト
マ

ト
）

高
温

に
よ

る
、

着
果

不
良

、
果

実
の

傷
み

等
、

品
質

劣
化

の
増

加
が

懸
念

さ
れ

ま
す

。
－

4
6

●
（

ア
ス

パ
ラ

ガ
ス

）
高

温
に

よ
る

、
夏

季
の

葉
焼

け
や

異
常

茎
等

の
発

生
増

加
が

懸
念

さ
れ

ま
す

。
－

4
7

○
高

温
対

策
＜
花
き
＞

・
適

切
な

か
ん
水
等
の
実
施

・
高

温
条

件
に
適
応
す
る
品
種
の
普
及

①
＜
花
＞
循
環
扇
の
設
置
に
よ
る

ハ
ウ
ス
内
の
気
温
上
昇
の
軽
減

【
農
産
園
芸
課
】

②
＜
花
＞
品
質
向
上
の
た
め
の
高

温
期
に
お
け
る
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
に

よ
る
夜
間
冷
房
【
農
産
園
芸
課
】

○
高
温
対
策
＜
花
き
＞

・
適
切
な
か
ん
水
等
の
実
施

・
高
温
条
件
に
適
応
す
る
品
種
の
普
及

★
①
循
環
扇
の
設
置
に
よ
る
ハ
ウ
ス
内
の
気
温
上

昇
の
軽
減
【
農
産
園
芸
課
】

★
②
品
質
向
上
の
た
め
の
高
温
期
に
お
け
る
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
に
よ
る
夜
間
冷
房
【
農
産
園
芸
課
】

農
産
園
芸
課

4
8

○
高

温
対

策
＜
施
設
花
き
＞

・
地

温
抑

制
マ
ル
チ
、
遮
光
資
材
、
細
霧
冷
房
、

パ
ッ

ド
&
フ
ァ
ン
、
循
環
扇
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
利

用
し

た
低

コ
ス
ト
夜
間
冷
房
技
術
等
の
導
入
（
施

設
花

き
）

○
高
温
対
策
＜
施
設
花
き
＞

・
地
温
抑
制
マ
ル
チ
、
遮
光
資
材
、
細
霧
冷
房
、

パ
ッ
ド
&
フ
ァ
ン
、
循
環
扇
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
利

用
し
た
低
コ
ス
ト
夜
間
冷
房
技
術
等
の
導
入
（
施

設
花
き
）

4
9

○
台

風
・

大
雪
対
策
＜
施
設
花
き
＞

・
災

害
に

強
い
低
コ
ス
ト
耐
候
性
ハ
ウ
ス
の
導

入
、

パ
イ

プ
ハ
ウ
ス
の
補
強
、
補
助
電
源
の
導
入

等

○
台
風
・
大
雪
対
策
＜
施
設
花
き
＞

・
災
害
に
強
い
低
コ
ス
ト
耐
候
性
ハ
ウ
ス
の
導

入
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
補
強
、
補
助
電
源
の
導
入

等

9
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

5
0

－

①
＜
花
＞
防
虫
ネ
ッ
ト
、
防
蛾

灯
、
紫
外
線
除
去
フ
ィ
ル
ム
等
の

利
用
に
よ
る
農
薬
散
布
の
低
減

【
農
産
園
芸
課
】

★
①
＜
花
＞
防
虫
ネ
ッ
ト
、
防
蛾
灯
、
紫
外
線
除

去
フ
ィ
ル
ム
等
の
利
用
に
よ
る
農
薬
散
布
の
低
減

【
農
産
園
芸
課
】

農
産
園
芸
課

5
1

－

②
＜
花
＞
肥
効
調
節
型
肥
料
に
よ

る
効
果
的
な
施
肥
【
農
産
園
芸

課
】

★
②
肥
効
調
節
型
肥
料
に
よ
る
効
果
的
な
施
肥

【
農
産
園
芸
課
】

農
産
園
芸
課

5
2
1
-
1
-
6
　

畜
産

5
3

●
高

温
に

よ
る

、
家

畜
の

ス
ト

レ
ス

及
び

そ
れ

に
伴

う
飼

料
摂

取
量

の
減

少
等

に
よ

り
、

生
産

性
（

肉
量

、
肉

、
乳

量
、

乳
成

分
、

産
卵

率
等

）
の

低
下

が
懸

念
さ

れ
ま

す
。

■
高

温
に

よ
る

家
畜

の
ス

ト
レ

ス
及

び
そ

れ
に

伴
う

飼
料

摂
取

量
の

減
少

等
に

よ
る

生
産

性
（

肉
量

、
肉

質
、

乳
量

、
乳

成
分

、
産

卵
率

等
）

の
低

下
【

農
産

園
芸

課
・

畜
産

課
】

○
暑

熱
対

策
＜
家
畜
＞

・
栄

養
管

理
の
適
正
化
等
に
よ
る
夏
季
の
増
体
率

や
繁

殖
性

の
低
下
を
防
止
す
る
生
産
性
向
上
技
術

等
の

開
発

・
普
及

・
畜

舎
内

の
散
水
・
散
霧
や
換
気
、
屋
根
へ
の
石

灰
塗

布
や

散
水
等
の
実
施
に
よ
る
適
切
な
畜
舎
環

境
の

確
保

・
密

飼
い

の
回
避
、
毛
刈
り
の
励
行
、
冷
水
や
良

質
飼

料
の

給
与
等
の
適
切
な
飼
養
管
理
技
術
の
指

導
・

徹
底

①
畜
舎
内
の
防
暑
対
策
や
飼
養
環

境
の
改
善
に
よ
る
暑
熱
ス
ト
レ
ス

の
軽
減
【
農
産
園
芸
課
・
畜
産

課
】

②
飼
料
内
容
や
給
与
方
法
の
変
更

に
よ
る
暑
熱
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
の

研
究
【
農
産
園
芸
課
・
畜
産
課
・

農
林
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
畜
産
研

究
部
門
】

○
暑
熱
対
策
＜
家
畜
＞

・
①
栄
養
管
理
の
適
正
化
等
に
よ
る
夏
季
の
増
体

率
や
繁
殖
性
の
低
下
を
防
止
す
る
生
産
性
向
上
技

術
等
の
開
発
・
普
及

・
②
畜
舎
内
の
散
水
・
散
霧
や
換
気
、
屋
根
へ
の

石
灰
塗
布
や
散
水
等
の
実
施
に
よ
る
適
切
な
畜
舎

環
境
の
確
保

農
産
園
芸
課

畜
産
課

農
林
技
術
開
発
セ

ン
タ
ー

5
4

●
高

温
や

少
雨

に
よ

る
、

飼
料

作
物

の
生

育
障

害
や

病
害

虫
の

発
生

増
大

、
飼

料
価

格
の

高
騰

が
懸

念
さ

れ
ま

す
。

■
高

温
や

少
雨

に
よ

る
飼

料
作

物
の

生
育

障
害

や
病

害
虫

の
発

生
増

大
、

飼
料

価
格

の
高

騰
【

農
産

園
芸

課
・

畜
産

課
】

○
暑

熱
対

策
＜
飼
料
作
物
＞

・
気

候
変

動
に
応
じ
た
栽
培
体
系
の
構
築

・
肥

培
管

理
技
術
や
耐
暑
性
品
種
・
育
種
素
材
の

開
発

・
普

及

①
栽
培
試
験
等
に
よ
る
病
害
虫
抵

抗
性
品
種
の
選
定
、
普
及
促
進
の

研
究
【
農
産
園
芸
課
・
畜
産
課
・

農
林
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
畜
産
研

究
部
門
】

○
暑
熱
対
策
＜
飼
料
作
物
＞

・
気
候
変
動
に
応
じ
た
栽
培
体
系
の
構
築

・
肥
培
管
理
技
術
や
耐
暑
性
品
種
・
育
種
素
材
の

開
発
・
普
及

★
①
栽
培
試
験
等
に
よ
る
病
害
虫
抵
抗
性
品
種
の

選
定
、
普
及
促
進
の
研
究
【
農
産
園
芸
課
・
畜
産

課
・
農
林
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
畜
産
研
究
部
門
】

農
産
園
芸
課

畜
産
課

農
林
技
術
開
発
セ

ン
タ
ー

5
5

○
病

害
虫

対
策
＜
飼
料
作
物
＞

・
抵

抗
性

品
種
・
育
種
素
材
の
開
発
・
普
及

○
病
害
虫
対
策
＜
飼
料
作
物
＞

・
抵
抗
性
品
種
・
育
種
素
材
の
開
発
・
普
及

1
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

5
6
1
-
1
-
7
　

病
害

虫
・

雑
草

・
動

物
感

染
症

5
7

●
高

温
に

よ
り

、
収

量
等

に
悪

影
響

を
及

ぼ
す

病
害

虫
の

発
生

時
期

が
早

期
化

し
、

ま
た

、
発

生
期

間
が

長
期

化
す

る
こ

と
が

懸
念

さ
れ

ま
す

。

○
国

内
で

発
生
し
て
い
る
病
害
虫
へ
の
対
策
＜
病

害
虫

＞
・

指
定

有
害

動
植
物
の
発
生
予
察
事
業
の
継
続
実

施
、

適
時

適
切
な
病
害
虫
防
除
の
た
め
の
情
報
発

信 ・
発

生
予

察
の
指
定
有
害
動
植
物
の
見
直
し

・
気

候
変

動
に
対
応
し
た
病
害
虫
防
除
体
系
の
確

立
へ

の
着

手
・

重
要

病
害

虫
に
つ
い
て
の
未
発
生
地
域
に
お
け

る
侵

入
警

戒
調
査
の
精
度
向
上
や
、
防
除
技
術
の

高
度

化
等

に
向
け
た
技
術
開
発

①
発
生
予
察
等
で
の
調
査
を
活
用

【
農
産
園
芸
課
・
農
業
経
営
課
】

○
国
内
で
発
生
し
て
い
る
病
害
虫
へ
の
対
策
＜
病

害
虫
＞

・
指
定
有
害
動
植
物
の
発
生
予
察
事
業
の
継
続
実

施
、
適
時
適
切
な
病
害
虫
防
除
の
た
め
の
情
報
発

信 ・
発
生
予
察
の
指
定
有
害
動
植
物
の
見
直
し

・
気
候
変
動
に
対
応
し
た
病
害
虫
防
除
体
系
の
確

立
へ
の
着
手

・
重
要
病
害
虫
に
つ
い
て
の
未
発
生
地
域
に
お
け

る
侵
入
警
戒
調
査
の
精
度
向
上
や
、
防
除
技
術
の

高
度
化
等
に
向
け
た
技
術
開
発

★
①
発
生
予
察
等
で
の
調
査
を
活
用
【
農
産
園
芸

課
・
農
業
経
営
課
】

農
産
園
芸
課

農
業
経
営
課

5
8

●
高

温
に

よ
り

、
今

ま
で

生
息

し
て

い
な

か
っ

た
害

虫
（

カ
ン

キ
ツ

の
害

虫
ミ

カ
ン

キ
ジ

ラ
ミ

等
）

の
侵

入
定

着
や

今
ま

で
大

き
な

問
題

に
な

っ
て

い
な

か
っ

た
害

虫
（

カ
ン

キ
ツ

の
ミ

ナ
ミ

ト
ゲ

ヘ
リ

カ
メ

ム
シ

等
）

の
被

害
拡

大
が

懸
念

さ
れ

ま
す

。

○
国

内
で

未
発
生
も
し
く
は
一
部
の
み
で
発
生
し

て
い

る
重

要
病
害
虫
の
侵
入
へ
の
対
策
＜
病
害
虫

＞ ・
海

外
か

ら
の
侵
入
を
防
止
す
る
た
め
の
輸
入
検

疫
、

国
内

で
の
ま
ん
延
を
防
ぐ
た
め
の
国
内
検

疫
、

侵
入

警
戒
調
査
及
び
侵
入
病
害
虫
の
防
除
の

継
続

実
施

・
国

内
外

の
情
報
に
基
づ
い
た
病
害
虫
の
リ
ス
ク

評
価

・
病

害
虫

の
リ
ス
ク
の
検
証
・
評
価
、
及
び
そ
の

結
果

に
基

づ
い
た
検
疫
措
置
の
検
討
へ
の
着
手

○
国
内
で
未
発
生
も
し
く
は
一
部
の
み
で
発
生
し

て
い
る
重
要
病
害
虫
の
侵
入
へ
の
対
策
＜
病
害
虫

＞ ・
海
外
か
ら
の
侵
入
を
防
止
す
る
た
め
の
輸
入
検

疫
、
国
内
で
の
ま
ん
延
を
防
ぐ
た
め
の
国
内
検

疫
、
侵
入
警
戒
調
査
及
び
侵
入
病
害
虫
の
防
除
の

継
続
実
施

・
国
内
外
の
情
報
に
基
づ
い
た
病
害
虫
の
リ
ス
ク

評
価

・
病
害
虫
の
リ
ス
ク
の
検
証
・
評
価
、
及
び
そ
の

結
果
に
基
づ
い
た
検
疫
措
置
の
検
討
へ
の
着
手

5
9

○
長

距
離

移
動
性
害
虫
へ
の
対
策
＜
病
害
虫
＞

・
海

外
か

ら
の
飛
来
状
況
の
変
動
把
握
技
術
や
、

国
内

に
お

け
る
分
布
域
変
動
の
将
来
予
測
技
術
の

確
立

へ
の

着
手

○
長
距
離
移
動
性
害
虫
へ
の
対
策
＜
病
害
虫
＞

・
海
外
か
ら
の
飛
来
状
況
の
変
動
把
握
技
術
や
、

国
内
に
お
け
る
分
布
域
変
動
の
将
来
予
測
技
術
の

確
立
へ
の
着
手

6
0

○
水

田
等

の
病
害
虫
へ
の
対
策
＜
病
害
虫
＞

・
水

田
等

で
発
生
増
加
が
予
測
さ
れ
る
イ
ネ
紋
枯

病
等

の
病

害
虫
の
水
稲
収
量
等
へ
の
影
響
の
解
明

と
対

策
技

術
の
開
発

○
水
田
等
の
病
害
虫
へ
の
対
策
＜
病
害
虫
＞

・
水
田
等
で
発
生
増
加
が
予
測
さ
れ
る
イ
ネ
紋
枯

病
等
の
病
害
虫
の
水
稲
収
量
等
へ
の
影
響
の
解
明

と
対
策
技
術
の
開
発

6
1

＜
雑

草
＞

・
大

豆
収

穫
期
ま
で
残
存
す
る
雑
草
量
の
増
加
に

よ
る

汚
損

粒
の
発
生
リ
ス
ク
の
評
価
と
被
害
軽
減

技
術

の
確

立
へ
の
着
手

＜
雑
草
＞

・
大
豆
収
穫
期
ま
で
残
存
す
る
雑
草
量
の
増
加
に

よ
る
汚
損
粒
の
発
生
リ
ス
ク
の
評
価
と
被
害
軽
減

技
術
の
確
立
へ
の
着
手

1
1
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

6
2

＜
動

物
感

染
症
＞

・
節

足
動

物
が
媒
介
す
る
家
畜
の
伝
染
性
疾
病
に

対
す

る
ワ

ク
チ
ン
候
補
株
の
選
定

・
効

果
的

な
防
疫
対
策
等
の
リ
ス
ク
管
理
の
検
討

・
鳥

イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
侵
入
要
因
と
考
え
ら
れ

る
渡

り
鳥

の
リ
ス
ク
等
に
係
る
調
査

＜
動
物
感
染
症
＞

・
節
足
動
物
が
媒
介
す
る
家
畜
の
伝
染
性
疾
病
に

対
す
る
ワ
ク
チ
ン
候
補
株
の
選
定

・
効
果
的
な
防
疫
対
策
等
の
リ
ス
ク
管
理
の
検
討

・
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
侵
入
要
因
と
考
え
ら
れ

る
渡
り
鳥
の
リ
ス
ク
等
に
係
る
調
査

6
3
1
-
1
-
8
　

農
業

生
産

基
盤

6
4

○
気

温
の

上
昇
、
融
雪
流
出
量
の
現
象
等
へ
の
対

策 ・
ハ

ー
ド

・
ソ
フ
ト
対
策
の
適
切
な
組
合
せ
等
に

よ
る

効
率

的
な
農
業
用
水
の
確
保
・
利
活
用
（
用

水
管

理
の

自
動
化
や
用
水
路
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化

等
に

よ
る

用
水
量
の
節
減
、
た
め
池
・
農
業
用
ダ

ム
の

運
用

変
更
に
よ
る
既
存
水
源
の
有
効
活
用
な

ど
）

○
気
温
の
上
昇
、
融
雪
流
出
量
の
現
象
等
へ
の
対

策 ・
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
対
策
の
適
切
な
組
合
せ
等
に

よ
る
効
率
的
な
農
業
用
水
の
確
保
・
利
活
用
（
用

水
管
理
の
自
動
化
や
用
水
路
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化

等
に
よ
る
用
水
量
の
節
減
、
た
め
池
・
農
業
用
ダ

ム
の
運
用
変
更
に
よ
る
既
存
水
源
の
有
効
活
用
な

ど
）

6
5

○
集

中
豪

雨
の
増
加
等
へ
の
対
策

・
ハ

ー
ド

・
ソ
フ
ト
対
策
の
適
切
な
組
み
合
わ

せ
、

農
村

地
域
の
防
災
・
減
災
機
能
の
維
持
・
向

上
（

排
水

機
場
や
排
水
路
等
の
整
備
に
よ
る
農
地

の
湛

水
被

害
等
の
防
止
、
湛
水
に
対
す
る
脆
弱
性

が
高

い
施

設
や
地
域
の
把
握
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

策
定

な
ど

の
リ
ス
ク
評
価
の
実
施
、
施
設
管
理
者

に
よ

る
業

務
継
続
計
画
の
策
定
の
推
進
な
ど
）

○
集
中
豪
雨
の
増
加
等
へ
の
対
策

・
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
対
策
の
適
切
な
組
み
合
わ

せ
、
農
村
地
域
の
防
災
・
減
災
機
能
の
維
持
・
向

上
（
排
水
機
場
や
排
水
路
等
の
整
備
に
よ
る
農
地

の
湛
水
被
害
等
の
防
止
、
湛
水
に
対
す
る
脆
弱
性

が
高
い
施
設
や
地
域
の
把
握
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

策
定
な
ど
の
リ
ス
ク
評
価
の
実
施
、
施
設
管
理
者

に
よ
る
業
務
継
続
計
画
の
策
定
の
推
進
な
ど
）

6
6

○
新

た
な

科
学
的
知
見
等
を
踏
ま
え
た
中
長
期
的

な
影

響
の

予
測
・
評
価

○
新
た
な
科
学
的
知
見
等
を
踏
ま
え
た
中
長
期
的

な
影
響
の
予
測
・
評
価

6
7

○
（

新
た

な
科
学
的
知
見
や
気
候
モ
デ
ル
、
農
業

生
産

基
盤

へ
の
影
響
評
価
手
法
の
精
度
向
上
等
に

よ
り

、
将

来
予
測
に
基
づ
く
施
設
整
備
を
行
う
根

拠
が

明
確

と
な
っ
た
場
合
）
施
設
整
備
の
あ
り
方

の
検

討

○
（
新
た
な
科
学
的
知
見
や
気
候
モ
デ
ル
、
農
業

生
産
基
盤
へ
の
影
響
評
価
手
法
の
精
度
向
上
等
に

よ
り
、
将
来
予
測
に
基
づ
く
施
設
整
備
を
行
う
根

拠
が
明
確
と
な
っ
た
場
合
）
施
設
整
備
の
あ
り
方

の
検
討

1
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

6
8
1
-
1
-
9
　

食
品

・
飼

料
の

安
全

確
保

（
穀

物
等

の
農

産
品
及
び
そ
の
加
工
品
、
飼
料
）

6
9

・
国

内
ほ

場
土
壌
等
の
か
び
毒
産
生
菌
の
分
布

や
、

国
産

農
産
物
や
飼
料
の
か
び
毒
汚
染
の
調
査

の
継

続
・

か
び

毒
汚

染
を
低
減
す
る
技
術
の
開
発
、
農
産

物
や

飼
料

の
生
産
者
へ
の
普
及

・
か

び
毒

汚
染
の
低
減
対
策
の
定
期
的
な
検
証

と
、

新
た

な
知
見
の
考
慮
に
よ
る
見
直
し

・
国
内
ほ
場
土
壌
等
の
か
び
毒
産
生
菌
の
分
布

や
、
国
産
農
産
物
や
飼
料
の
か
び
毒
汚
染
の
調
査

の
継
続

・
か
び
毒
汚
染
を
低
減
す
る
技
術
の
開
発
、
農
産

物
や
飼
料
の
生
産
者
へ
の
普
及

・
か
び
毒
汚
染
の
低
減
対
策
の
定
期
的
な
検
証

と
、
新
た
な
知
見
の
考
慮
に
よ
る
見
直
し

7
0
1
-
2
　

森
林

・
林
業

7
1
1
-
2
-
1
　

山
地

災
害

、
治

山
・

林
道

施
設

7
2

○
山

地
災

害
対
策

・
森

林
の

公
益
的
機
能
を
高
度
に
発
揮
さ
せ
る
た

め
の

保
安

林
の
配
備
の
計
画
的
推
進

・
治

山
施

設
の
整
備
や
森
林
の
整
備
等
に
よ
る
山

地
災

害
の

防
止
、
地
域
の
安
全
性
の
向
上

・
治

山
・

林
道
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
・
更
新

等
（

林
野

庁
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
計
画
（
行
動
計

画
）

策
定

）
・

山
地

災
害

が
発
生
す
る
危
険
性
の
高
い
地
区

（
山

地
災

害
危
険
地
区
）
に
係
る
情
報
の
提
供
等

を
通

じ
た

、
地
域
に
お
け
る
避
難
体
制
の
整
備
等

と
の

連
携

、
減
災
に
向
け
た
効
果
的
な
事
業
の
実

施
（

現
地

の
実
情
を
踏
ま
え
、
治
山
施
設
へ
の
魚

道
の

設
置

な
ど
の
生
物
多
様
性
の
保
全
に
努
め

る
）

・
山

地
災

害
危
険
地
区
の
調
査
基
準
の
見
直
し

・
山

地
災

害
が
発
生
す
る
危
険
の
高
い
地
区
の
よ

り
的

確
な

把
握

・
土

砂
流

出
防
備
保
安
林
の
計
画
的
な
配
備
、
伐

採
・

開
発

等
に
対
す
る
一
定
の
規
制
措
置

・
土

石
流

や
流
木
の
発
生
を
想
定
し
た
治
山
施
設

の
整

備
や

健
全
な
森
林
の
整
備
、
そ
れ
ら
整
備
に

必
要

な
林

道
施
設
の
整
備
を
通
じ
た
、
森
林
の
土

砂
崩

壊
・

流
出
防
止
機
能
の
向
上

○
山
地
災
害
対
策

・
森
林
の
公
益
的
機
能
を
高
度
に
発
揮
さ
せ
る
た

め
の
保
安
林
の
配
備
の
計
画
的
推
進

・
治
山
施
設
の
整
備
や
森
林
の
整
備
等
に
よ
る
山

地
災
害
の
防
止
、
地
域
の
安
全
性
の
向
上

・
治
山
・
林
道
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
・
更
新

等
（
林
野
庁
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
計
画
（
行
動
計

画
）
策
定
）

・
山
地
災
害
が
発
生
す
る
危
険
性
の
高
い
地
区

（
山
地
災
害
危
険
地
区
）
に
係
る
情
報
の
提
供
等

を
通
じ
た
、
地
域
に
お
け
る
避
難
体
制
の
整
備
等

と
の
連
携
、
減
災
に
向
け
た
効
果
的
な
事
業
の
実

施
（
現
地
の
実
情
を
踏
ま
え
、
治
山
施
設
へ
の
魚

道
の
設
置
な
ど
の
生
物
多
様
性
の
保
全
に
努
め

る
）

・
山
地
災
害
危
険
地
区
の
調
査
基
準
の
見
直
し

・
山
地
災
害
が
発
生
す
る
危
険
の
高
い
地
区
の
よ

り
的
確
な
把
握

・
土
砂
流
出
防
備
保
安
林
の
計
画
的
な
配
備
、
伐

採
・
開
発
等
に
対
す
る
一
定
の
規
制
措
置

・
土
石
流
や
流
木
の
発
生
を
想
定
し
た
治
山
施
設

の
整
備
や
健
全
な
森
林
の
整
備
、
そ
れ
ら
整
備
に

必
要
な
林
道
施
設
の
整
備
を
通
じ
た
、
森
林
の
土

砂
崩
壊
・
流
出
防
止
機
能
の
向
上

1
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

7
3

○
良

質
な

水
の
安
定
的
な
供
給
等
の
対
策

・
ダ

ム
上

流
等
の
重
要
な
水
源
地
や
集
落
の
水
源

と
な

っ
て

い
る
保
安
林
に
お
い
て
、
浸
透
・
保
水

能
力

の
高

い
森
林
土
壌
を
有
す
る
森
林
の
維
持
・

造
成

○
良
質
な
水
の
安
定
的
な
供
給
等
の
対
策

・
ダ
ム
上
流
等
の
重
要
な
水
源
地
や
集
落
の
水
源

と
な
っ
て
い
る
保
安
林
に
お
い
て
、
浸
透
・
保
水

能
力
の
高
い
森
林
土
壌
を
有
す
る
森
林
の
維
持
・

造
成

7
4

○
潮

害
対

策
・

海
岸

防
災

林
の
整
備

・
地

域
の

実
情
等
を
踏
ま
え
た
、
高
潮
や
海
岸
侵

食
に

対
す

る
被
害
軽
減
効
果
を
考
慮
し
た
生
育
基

盤
の

造
成

等
、
防
潮
堤
な
ど
の
機
能
強
化
等

○
潮
害
対
策

・
海
岸
防
災
林
の
整
備

・
地
域
の
実
情
等
を
踏
ま
え
た
、
高
潮
や
海
岸
侵

食
に
対
す
る
被
害
軽
減
効
果
を
考
慮
し
た
生
育
基

盤
の
造
成
等
、
防
潮
堤
な
ど
の
機
能
強
化
等

7
5

○
集

中
豪

雨
対
策

・
集

中
豪

雨
の
発
生
頻
度
の
増
加
を
考
慮
し
た
林

道
施

設
の

整
備
に
よ
る
施
設
の
減
災
機
能
の
向
上

○
集
中
豪
雨
対
策

・
集
中
豪
雨
の
発
生
頻
度
の
増
加
を
考
慮
し
た
林

道
施
設
の
整
備
に
よ
る
施
設
の
減
災
機
能
の
向
上

7
6

○
渇

水
リ

ス
ク
対
策

・
森

林
の

水
源
涵
養
機
能
の
適
切
な
発
揮
の
た
め

の
、

流
域

特
性
に
応
じ
た
森
林
の
整
備
・
保
全
、

そ
れ

ら
の

整
備
に
必
要
な
林
道
施
設
の
整
備

○
渇
水
リ
ス
ク
対
策

・
森
林
の
水
源
涵
養
機
能
の
適
切
な
発
揮
の
た
め

の
、
流
域
特
性
に
応
じ
た
森
林
の
整
備
・
保
全
、

そ
れ
ら
の
整
備
に
必
要
な
林
道
施
設
の
整
備

7
7

○
研

究
開

発
等

・
山

地
災

害
危
険
地
区
の
把
握
精
度
の
向
上

・
災

害
リ

ス
ク
に
対
応
す
る
た
め
の
施
設
整
備
や

森
林

の
防

災
・
減
災
機
能
を
活
用
し
た
森
林
管
理

の
検

討

○
研
究
開
発
等

・
山
地
災
害
危
険
地
区
の
把
握
精
度
の
向
上

・
災
害
リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た
め
の
施
設
整
備
や

森
林
の
防
災
・
減
災
機
能
を
活
用
し
た
森
林
管
理

の
検
討

7
8
1
-
2
-
2
　

人
工

林

7
9

・
主

要
造

林
樹
種
に
つ
い
て
産
地
が
異
な
る
種
苗

の
植

栽
試

験
の
広
域
で
の
推
進

・
気

候
変

動
が
造
林
樹
種
の
成
長
や
下
層
植
生
な

ど
の

周
辺

環
境
に
与
え
る
影
響
の
継
続
的
な
モ
ニ

タ
リ

ン
グ

と
影
響
評
価

・
造

林
樹

種
の
成
長
や
下
層
植
生
な
ど
の
樹
木
の

周
辺

環
境

に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
の
継
続
的
な

モ
ニ

タ
リ

ン
グ
と
影
響
評
価

・
長

伐
期

林
に
も
た
ら
す
リ
ス
ク
の
評
価

・
高

温
、

乾
燥
ス
ト
レ
ス
等
に
適
応
し
た
品
種
開

発
へ

の
着

手

・
主
要
造
林
樹
種
に
つ
い
て
産
地
が
異
な
る
種
苗

の
植
栽
試
験
の
広
域
で
の
推
進

・
気
候
変
動
が
造
林
樹
種
の
成
長
や
下
層
植
生
な

ど
の
周
辺
環
境
に
与
え
る
影
響
の
継
続
的
な
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
と
影
響
評
価

・
造
林
樹
種
の
成
長
や
下
層
植
生
な
ど
の
樹
木
の

周
辺
環
境
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
の
継
続
的
な

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
影
響
評
価

・
長
伐
期
林
に
も
た
ら
す
リ
ス
ク
の
評
価

・
高
温
、
乾
燥
ス
ト
レ
ス
等
に
適
応
し
た
品
種
開

発
へ
の
着
手

1
4
 /

 5
7
 ペ

ー
ジ

16



A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

8
0
1
-
2
-
3
　

天
然

林

8
1

・
保

護
林

や
緑
の
回
廊
に
お
け
る
継
続
的
な
モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査
等
を
通
じ
た
状
況
の
的
確
な
把
握

や
、

渓
流

と
一
体
と
な
っ
た
森
林
生
態
系
ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成
に
よ
る
、
適
切
な
保
全
・
管
理
の

推
進

・
世

界
自

然
遺
産
の
森
林
生
態
系
に
お
け
る
気
候

変
動

の
影

響
に
関
す
る
デ
ー
タ
収
集
、
将
来
予

測
、

脆
弱

性
の
評
価
等
に
よ
る
適
応
策
の
検
討

・
気

候
変

動
に
よ
る
樹
木
や
下
層
植
生
な
ど
の
周

辺
環

境
へ

の
影
響
に
関
す
る
長
期
的
な
モ
ニ
タ
リ

ン
グ

を
実

施
す
る
た
め
の
体
制
構
築

・
保
護
林
や
緑
の
回
廊
に
お
け
る
継
続
的
な
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
等
を
通
じ
た
状
況
の
的
確
な
把
握

や
、
渓
流
と
一
体
と
な
っ
た
森
林
生
態
系
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
に
よ
る
、
適
切
な
保
全
・
管
理
の

推
進

・
世
界
自
然
遺
産
の
森
林
生
態
系
に
お
け
る
気
候

変
動
の
影
響
に
関
す
る
デ
ー
タ
収
集
、
将
来
予

測
、
脆
弱
性
の
評
価
等
に
よ
る
適
応
策
の
検
討

・
気
候
変
動
に
よ
る
樹
木
や
下
層
植
生
な
ど
の
周

辺
環
境
へ
の
影
響
に
関
す
る
長
期
的
な
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
実
施
す
る
た
め
の
体
制
構
築

8
2
1
-
2
-
4
　

病
害

虫

8
3

・
森

林
病

害
虫
等
防
除
法
に
基
づ
く
、
都
道
府
県

等
と

の
連

携
に
よ
る
防
除
の
継
続

・
気

候
変

動
の
影
響
及
び
被
害
対
策
等
に
つ
い
て

の
継

続
的

な
研
究
の
推
進
と
、
森
林
被
害
の
モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
継
続

・
病

害
虫

へ
の
よ
り
強
い
抵
抗
性
を
有
す
る
品
種

の
開

発
、

抵
抗
性
の
効
率
的
な
判
定
手
法
の
開
発

等

・
森
林
病
害
虫
等
防
除
法
に
基
づ
く
、
都
道
府
県

等
と
の
連
携
に
よ
る
防
除
の
継
続

・
気
候
変
動
の
影
響
及
び
被
害
対
策
等
に
つ
い
て

の
継
続
的
な
研
究
の
推
進
と
、
森
林
被
害
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
の
継
続

・
病
害
虫
へ
の
よ
り
強
い
抵
抗
性
を
有
す
る
品
種

の
開
発
、
抵
抗
性
の
効
率
的
な
判
定
手
法
の
開
発

等

8
4
1
-
2
-
5
　

特
用

林
産

物

8
5

・
し

い
た

け
の
原
木
栽
培
に
お
け
る
気
候
変
動
に

よ
る

影
響

把
握
（
病
原
菌
に
よ
る
被
害
状
況
や
感

染
経

路
の

推
定
、
キ
ノ
コ
バ
エ
に
よ
る
被
害
発
生

状
況

の
把

握
、
夏
場
の
高
温
環
境
で
の
収
穫
量
へ

の
影

響
等

）
・

日
光

を
遮

断
す
る
寒
冷
紗
の
使
用
に
よ
る
ほ
だ

場
内

の
温

度
上
昇
を
抑
え
る
栽
培
手
法
の
検
討
等

・
温

暖
化

の
進
行
に
よ
る
病
原
菌
等
の
発
生
や
収

穫
量

等
に

関
す
る
デ
ー
タ
の
蓄
積

・
温

暖
化

に
適
応
し
た
し
い
た
け
の
栽
培
技
術
や

品
種

等
の

開
発
・
実
証
・
普
及

・
し
い
た
け
の
原
木
栽
培
に
お
け
る
気
候
変
動
に

よ
る
影
響
把
握
（
病
原
菌
に
よ
る
被
害
状
況
や
感

染
経
路
の
推
定
、
キ
ノ
コ
バ
エ
に
よ
る
被
害
発
生

状
況
の
把
握
、
夏
場
の
高
温
環
境
で
の
収
穫
量
へ

の
影
響
等
）

・
日
光
を
遮
断
す
る
寒
冷
紗
の
使
用
に
よ
る
ほ
だ

場
内
の
温
度
上
昇
を
抑
え
る
栽
培
手
法
の
検
討
等

・
温
暖
化
の
進
行
に
よ
る
病
原
菌
等
の
発
生
や
収

穫
量
等
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
蓄
積

・
温
暖
化
に
適
応
し
た
し
い
た
け
の
栽
培
技
術
や

品
種
等
の
開
発
・
実
証
・
普
及
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

8
6
1
-
3
　

水
産

業

8
7
1
-
3
-
1
　

海
面

漁
業

8
8

●
海

水
温

の
上

昇
に

よ
り

、
漁

獲
対

象
魚

種
の

漁
場

や
産

卵
場

所
の

位
置

、
漁

獲
時

期
等

の
変

化
が

懸
念

さ
れ

ま
す

。

○
海

洋
環

境
の
変
動
が
水
産
資
源
に
与
え
る
影
響

の
把

握
と

対
応

・
海

洋
環

境
の
変
動
等
に
よ
る
水
産
資
源
へ
の
影

響
等

の
把

握
・

様
々

な
観

測
デ
ー
タ
を
同
化
す
る
手
法
の
高
度

化
、

海
況

予
測
モ
デ
ル
の
精
度
向
上

・
資

源
量

の
把
握
や
予
測
、
漁
場
予
測
の
高
精
度

化
・

効
率

化
に
よ
り
、
順
応
的
な
漁
業
生
産
活
動

を
可

能
と

す
る
施
策
の
検
討

・
有

害
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
大
発
生
の
要
因
と
な
る
気

象
条

件
、

海
洋
環
境
条
件
の
特
定
、
衛
星
情
報
や

各
種

沿
岸

観
測
情
報
の
利
用
に
よ
る
、
リ
ア
ル
タ

イ
ム

モ
ニ

タ
リ
ン
グ
情
報
を
速
や
か
に
提
供
す
る

シ
ス

テ
ム

の
構
築

①
調
査
船
観
測
な
ど
の
海
況
調
査

や
人
工
衛
星
デ
ー
タ
の
利
用
に
よ

る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
継
続
的
に
実

施

○
海
洋
環
境
の
変
動
が
水
産
資
源
に
与
え
る
影
響

の
把
握
と
対
応

・
海
洋
環
境
の
変
動
等
に
よ
る
水
産
資
源
へ
の
影

響
等
の
把
握

・
様
々
な
観
測
デ
ー
タ
を
同
化
す
る
手
法
の
高
度

化
、
海
況
予
測
モ
デ
ル
の
精
度
向
上

・
資
源
量
の
把
握
や
予
測
、
漁
場
予
測
の
高
精
度

化
・
効
率
化
に
よ
り
、
順
応
的
な
漁
業
生
産
活
動

を
可
能
と
す
る
施
策
の
検
討

・
①
有
害
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
大
発
生
の
要
因
と
な
る

気
象
条
件
、
海
洋
環
境
条
件
の
特
定
、
衛
星
情
報

や
各
種
沿
岸
観
測
情
報
の
利
用
に
よ
る
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
情
報
を
速
や
か
に
提
供
す

る
シ
ス
テ
ム
の
構
築

8
9

■
回

遊
魚

（
ク

ロ
マ

グ
ロ

幼
魚

、
ケ

ン
サ

キ
イ

カ
）

の
資

源
調

査
等

に
よ

り
、

漁
獲

時
期

の
変

化
が

見
ら

れ
て

い
る

。

○
マ

グ
ロ

や
カ
ツ
オ
等
の
高
度
回
遊
性
魚
類
へ
の

対
応

・
環

境
収

容
力
等
の
推
定
を
目
的
と
し
た
多
用
な

デ
ー

タ
（

資
源
情
報
、
ゲ
ノ
ム
情
報
、
海
洋
情
報

等
）

の
収

集
と
、
そ
れ
ら
デ
ー
タ
の
統
合
・
解
析

シ
ス

テ
ム

の
開
発

○
マ
グ
ロ
や
カ
ツ
オ
等
の
高
度
回
遊
性
魚
類
へ
の

対
応

・
環
境
収
容
力
等
の
推
定
を
目
的
と
し
た
多
用
な

デ
ー
タ
（
資
源
情
報
、
ゲ
ノ
ム
情
報
、
海
洋
情
報

等
）
の
収
集
と
、
そ
れ
ら
デ
ー
タ
の
統
合
・
解
析

シ
ス
テ
ム
の
開
発

9
0

○
気

候
変

動
に
適
応
し
た
放
流
手
法
の
改
良

・
環

境
の

変
化
に
対
応
し
う
る
サ
ケ
稚
魚
等
の
放

流
手

法
等

の
開
発

○
気
候
変
動
に
適
応
し
た
放
流
手
法
の
改
良

・
環
境
の
変
化
に
対
応
し
う
る
サ
ケ
稚
魚
等
の
放

流
手
法
等
の
開
発

9
1
1
-
3
-
2
　

海
面

養
殖

業

9
2

○
赤

潮
の

発
生
へ
の
影
響
の
把
握
と
対
応

・
赤

潮
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
の
発
生
に
つ
い
て
、
気
候

変
動

と
の

関
連
性
に
関
す
る
調
査
・
研
究
の
継
続

・
熱

帯
、

亜
熱
帯
性
赤
潮
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
出
現

を
高

感
度

で
探
知
で
き
る
手
法
の
開
発

・
熱

帯
、

亜
熱
帯
性
赤
潮
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
生

理
・

生
態

的
特
性
の
把
握
、
発
生
予
察
、
予
防
技

術
、

対
策

技
術
の
開
発

○
赤
潮
の
発
生
へ
の
影
響
の
把
握
と
対
応

・
赤
潮
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
発
生
に
つ
い
て
、
気
候

変
動
と
の
関
連
性
に
関
す
る
調
査
・
研
究
の
継
続

・
熱
帯
、
亜
熱
帯
性
赤
潮
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
出
現

を
高
感
度
で
探
知
で
き
る
手
法
の
開
発

・
熱
帯
、
亜
熱
帯
性
赤
潮
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
生

理
・
生
態
的
特
性
の
把
握
、
発
生
予
察
、
予
防
技

術
、
対
策
技
術
の
開
発

1
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

9
3

○
海

面
養

殖
漁
場
に
お
け
る
成
長
の
鈍
化
・
疾
病

の
発

生
等

へ
の
対
応

・
高

水
温

耐
性
等
を
有
す
る
養
殖
品
種
の
開
発

・
細

胞
融

合
技
術
等
に
よ
る
ノ
リ
の
新
規
育
種
技

術
を

用
い

た
、
高
水
温
耐
性
育
種
素
材
の
開
発

（
海

藻
類

）
・

高
温

耐
性

株
の
分
離
等
に
よ
る
育
種
技
術
の
開

発
（

ワ
カ

メ
等
の
大
型
藻
類
）

・
高

水
温

に
由
来
す
る
魚
病
へ
の
対
策
指
針
の
作

成
と

各
種

対
策
技
術
の
開
発

・
病

原
体

が
不
明
の
感
染
症
に
つ
い
て
、
病
原
体

の
特

定
、

診
断
、
対
策
等
、
一
連
の
技
術
開
発
の

体
系

化
・

強
化

・
さ

ら
に

多
く
の
魚
病
に
対
応
可
能
な
ワ
ク
チ
ン

の
開

発
、

普
及

・
各

種
魚

病
へ
の
抵
抗
性
を
示
す
家
系
の
作
出
と

養
殖

現
場

へ
の
導
入

・
病

原
体

の
特
性
、
ワ
ク
チ
ン
の
作
用
幾
序
、
耐

病
性

・
抵

抗
性
の
分
子
機
構
等
の
解
明

○
海
面
養
殖
漁
場
に
お
け
る
成
長
の
鈍
化
・
疾
病

の
発
生
等
へ
の
対
応

・
高
水
温
耐
性
等
を
有
す
る
養
殖
品
種
の
開
発

・
細
胞
融
合
技
術
等
に
よ
る
ノ
リ
の
新
規
育
種
技

術
を
用
い
た
、
高
水
温
耐
性
育
種
素
材
の
開
発

（
海
藻
類
）

・
高
温
耐
性
株
の
分
離
等
に
よ
る
育
種
技
術
の
開

発
（
ワ
カ
メ
等
の
大
型
藻
類
）

・
高
水
温
に
由
来
す
る
魚
病
へ
の
対
策
指
針
の
作

成
と
各
種
対
策
技
術
の
開
発

・
病
原
体
が
不
明
の
感
染
症
に
つ
い
て
、
病
原
体

の
特
定
、
診
断
、
対
策
等
、
一
連
の
技
術
開
発
の

体
系
化
・
強
化

・
さ
ら
に
多
く
の
魚
病
に
対
応
可
能
な
ワ
ク
チ
ン

の
開
発
、
普
及

・
各
種
魚
病
へ
の
抵
抗
性
を
示
す
家
系
の
作
出
と

養
殖
現
場
へ
の
導
入

・
病
原
体
の
特
性
、
ワ
ク
チ
ン
の
作
用
幾
序
、
耐

病
性
・
抵
抗
性
の
分
子
機
構
等
の
解
明

9
4

●
海

水
温

の
上

昇
に

よ
り

、
貝

類
を

食
す

る
ナ

ル
ト

ビ
エ

イ
等

の
活

動
の

長
期

化
、

そ
の

こ
と

に
よ

る
ア

サ
リ

等
水

産
資

源
へ

の
影

響
が

懸
念

さ
れ

ま
す

。
■

有
明

海
に

お
け

る
ナ

ル
ト

ビ
エ

イ
に

よ
る

ア
サ

リ
、

サ
ル

ボ
ウ

等
の

相
当

量
の

捕
食

○
水

温
上

昇
に
伴
い
出
現
す
る
種
へ
の
対
応
（
ナ

ル
ト

ビ
エ

イ
な
ど
）

・
モ

ニ
タ

リ
ン
グ
、
生
態
調
査
の
実
施

・
生

態
系

や
養
殖
へ
の
悪
影
響
を
防
ぐ
た
め
の
管

理
技

術
の

開
発

・
地

域
振

興
に
資
す
る
効
率
的
な
捕
獲
方
法
や
利

用
技

術
、

高
付
加
価
値
化
技
術
の
開
発

①
「
有
明
海
に
お
け
る
ナ
ル
ト
ビ

エ
イ
の
生
態
調
査
」
（
水
産
庁
）

【
資
源
管
理
課
】

②
ナ
ル
ト
ビ
エ
イ
駆
除
の
委
託

【
資
源
管
理
課
】

○
水
温
上
昇
に
伴
い
出
現
す
る
種
へ
の
対
応
（
ナ
ル
ト

ビ
エ
イ
な
ど
）

・
①

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
生

態
調

査
の
実

施
・
生

態
系

や
養

殖
へ

の
悪

影
響

を
防

ぐ
た
め
の
管

理
技
術
の
開
発

・
地
域
振
興
に
資
す
る
効
率
的
な
捕
獲
方
法
や
利
用

技
術

、
高

付
加

価
値

化
技

術
の
開

発
・
②

ナ
ル
ト
ビ
エ
イ
駆

除
の
委

託

資
源
管
理
課

9
5

○
沿

岸
域

の
対
策

・
二

枚
貝

養
殖
等
へ
の
酸
性
化
の
影
響
予
測
、
予

測
に

基
づ

い
た
対
策
技
術
の
開
発

○
沿
岸
域
の
対
策

・
二
枚
貝
養
殖
等
へ
の
酸
性
化
の
影
響
予
測
、
予

測
に
基
づ
い
た
対
策
技
術
の
開
発

1
7
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7
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

9
6
1
-
3
-
3
　

内
水

面
漁

業
・

養
殖

業
＞

9
7

・
河

川
湖

沼
の
環
境
変
動
が
サ
ケ
科
魚
類
や
ア
ユ

等
の

内
水

面
に
お
け
る
重
要
資
源
の
生
息
域
や
資

源
量

に
及

ぼ
す
影
響
の
評
価

・
餌

料
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
の
効
率
的
生
産
技
術
の
開

発
、

種
病

生
産
時
の
最
適
な
飼
育
密
度
・
餌
料
密

度
の

解
明

、
粗
放
的
か
つ
大
量
生
産
可
能
な
種
苗

生
産

技
術

の
開
発
（
ワ
カ
サ
ギ
）

・
高

水
温

耐
性
等
を
有
す
る
養
殖
品
種
の
開
発
、

家
系

の
作

出
等

・
高

水
温

に
由
来
す
る
疾
病
の
発
生
等
に
関
す
る

情
報

の
収

集
・

病
原

体
特

性
及
び
発
症
要
因
の
研
究
と
そ
れ
を

利
用

し
た

防
除
対
策
技
術
の
開
発

・
河
川
湖
沼
の
環
境
変
動
が
サ
ケ
科
魚
類
や
ア
ユ

等
の
内
水
面
に
お
け
る
重
要
資
源
の
生
息
域
や
資

源
量
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価

・
餌
料
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
効
率
的
生
産
技
術
の
開

発
、
種
病
生
産
時
の
最
適
な
飼
育
密
度
・
餌
料
密

度
の
解
明
、
粗
放
的
か
つ
大
量
生
産
可
能
な
種
苗

生
産
技
術
の
開
発
（
ワ
カ
サ
ギ
）

・
高
水
温
耐
性
等
を
有
す
る
養
殖
品
種
の
開
発
、

家
系
の
作
出
等

・
高
水
温
に
由
来
す
る
疾
病
の
発
生
等
に
関
す
る

情
報
の
収
集

・
病
原
体
特
性
及
び
発
症
要
因
の
研
究
と
そ
れ
を

利
用
し
た
防
除
対
策
技
術
の
開
発

9
8
1
-
3
-
4
　

造
成

漁
場

9
9

●
海

水
温

の
上

昇
や

そ
れ

に
伴

う
海

藻
食

害
動

物
（

ア
イ

ゴ
、

ノ
ト

イ
ス

ズ
ミ

、
ガ

ン
ガ

ゼ
等

）
の

活
動

の
長

期
化

に
よ

る
磯

焼
け

の
進

行
（

藻
場

の
減

少
）

が
懸

念
さ

れ
ま

す
。

■
1
9
9
0
 
年

代
後
半

以
降

の
藻

場
の

構
成

種
や

分
布

の
変

化
、

秋
か

ら
冬

の
魚

類
に

よ
る

大
型

海
藻

の
食

害
の

顕
著

化
【

資
源

管
理

課
】

■
福

江
島

周
辺

の
小

島
し

ょ
群

や
岩

礁
に

お
け

る
オ

ニ
ヒ

ト
デ

の
分

布
【

自
然

環
境

課
】

■
ノ

リ
養

殖
に

お
け

る
採

苗
日

の
遅

延
、

平
成

1
0
年

以
降

の
ワ

カ
メ

養
殖

に
お

け
る

魚
類

に
よ

る
食

害
の

発
生

【
総

合
水

産
試

験
場

】

○
海

水
温

上
昇
へ
の
対
応

・
気

候
変

動
に
よ
る
海
洋
生
物
の
分
布
域
・
生
息

場
所

の
変

化
の
的
確
な
把
握
及
び
そ
れ
に
対
応
し

た
漁

場
整

備
・

高
水

温
耐

性
種
の
播
種
・
移
植
と
藻
の
繁
茂
状

況
、

植
食

性
動
物
の
動
向
等
に
つ
い
て
の
モ
ニ
タ

リ
ン

グ
の

実
施
、
状
況
に
応
じ
て
食
害
生
物
対
策

を
実

施
す

る
な
ど
順
応
的
管
理
手
法
を
導
入
し
た

効
果

的
な

対
策
の
推
進
（
藻
場
）

①
野
母
崎
地
区
の
藻
場
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
【
総
合
水
産
試
験
場
】

②
ア
ラ
メ
・
カ
ジ
メ
類
の
流
出
に

よ
る
減
少
の
調
査
【
総
合
水
産
試

験
場
】

○
海
水
温
上
昇
へ
の
対
応

・
気
候
変
動
に
よ
る
海
洋
生
物
の
分
布
域
・
生
息
場
所

の
変

化
の
的

確
な
把

握
及

び
そ
れ
に
対

応
し
た
漁

場
整
備

・
①
②
高
水
温
耐
性
種
の
播
種
・
移
植
と
藻
の
繁
茂
状

況
、
植
食
性
動
物
の
動
向
等
に
つ
い
て
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
の
実

施
、
状

況
に
応

じ
て
食

害
生

物
対

策
を
実

施
す

る
な
ど
順

応
的

管
理

手
法

を
導

入
し
た
効

果
的

な
対
策
の
推
進
（
藻
場
）

総
合
水
産
試
験
場

資
源
管
理
課

自
然
環
境
課

1
0
0

○
漁

場
造

成
・

気
候

変
動

が
地
先
ご
と
の
沿
岸
資
源
に
及
ぼ
す

影
響

を
評

価
す
る
手
法
の
開
発

○
漁
場
造
成

・
気
候
変
動
が
地
先
ご
と
の
沿
岸
資
源
に
及
ぼ
す

影
響
を
評
価
す
る
手
法
の
開
発

1
8
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7
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

1
0
1

○
磯

焼
け

へ
の
対
応

・
原

因
生

物
の
分
布
特
性
、
食
性
、
季
節
変
化
等

の
把

握
、

温
暖
化
予
測
モ
デ
ル
を
活
用
し
た
分
布

域
や

影
響

の
変
化
の
予
測

・
食

害
に

比
較
的
強
い
海
藻
の
選
定
、
そ
の
増
殖

手
法

の
開

発
・

食
害

に
よ

り
藻
場
内
に
生
じ
た
空
地
に
短
時
間

で
藻

場
を

再
生
で
き
る
よ
う
な
混
成
藻
場
等
の
造

成
手

法
の

開
発

①
環
境
の
変
化
に
応
じ
た
よ
り
効

果
的
な
藻
類
の
増
養
殖
の
基
礎
技

術
開
発
【
総
合
水
産
試
験
場
】

②
「
長
崎
県
に
お
け
る
磯
焼
け
対

策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
H
2
4
 
年
7

月
水
産
部
公
開
）
に
基
づ
く
普

及
・
指
導
・
効
果
調
査
等
を
実
施

【
総
合
水
産
試
験
場
】

○
磯
焼
け
へ
の
対
応

・
原
因
生
物
の
分
布
特
性
、
食
性
、
季
節
変
化
等

の
把
握
、
温
暖
化
予
測
モ
デ
ル
を
活
用
し
た
分
布

域
や
影
響
の
変
化
の
予
測

・
①
食
害
に
比
較
的
強
い
海
藻
の
選
定
、
そ
の
増

殖
手
法
の
開
発

・
食
害
に
よ
り
藻
場
内
に
生
じ
た
空
地
に
短
時
間

で
藻
場
を
再
生
で
き
る
よ
う
な
混
成
藻
場
等
の
造

成
手
法
の
開
発

・
②
「
長
崎
県
に
お
け
る
磯
焼
け
対
策
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
（
H
2
4
 
年
7
 
月
水
産
部
公
開
）
に
基
づ
く

普
及
・
指
導
・
効
果
調
査
等
を
実
施

総
合
水
産
試
験
場

1
0
2
1
-
3
-
5
　

漁
港

・
漁

村

1
0
3

・
気

候
変

動
に
よ
る
影
響
の
兆
候
を
的
確
に
捉
え

る
た

め
の

潮
位
や
波
浪
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施

・
防

波
堤

、
物
揚
場
等
の
漁
港
施
設
の
嵩
上
げ
や

粘
り

強
い

構
造
を
持
つ
海
岸
保
全
施
設
の
整
備
の

継
続

的
・

計
画
的
な
推
進

・
背

後
地

の
社
会
経
済
活
動
及
び
土
地
利
用
の
中

長
期

的
な

動
向
を
勘
案
し
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の

施
策

の
最

適
な
組
み
合
わ
せ
（
ベ
ス
ト
・
ミ
ッ
ク

ス
）

に
よ

る
戦
略
的
か
つ
順
応
的
な
対
応

・
水

位
上

昇
や
高
波
の
増
加
に
対
応
し
た
イ
ン
フ

ラ
施

設
の

設
計
条
件
と
低
コ
ス
ト
な
既
存
施
設
の

改
良

手
法

の
開
発

・
気
候
変
動
に
よ
る
影
響
の
兆
候
を
的
確
に
捉
え

る
た
め
の
潮
位
や
波
浪
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施

・
防
波
堤
、
物
揚
場
等
の
漁
港
施
設
の
嵩
上
げ
や

粘
り
強
い
構
造
を
持
つ
海
岸
保
全
施
設
の
整
備
の

継
続
的
・
計
画
的
な
推
進

・
背
後
地
の
社
会
経
済
活
動
及
び
土
地
利
用
の
中

長
期
的
な
動
向
を
勘
案
し
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の

施
策
の
最
適
な
組
み
合
わ
せ
（
ベ
ス
ト
・
ミ
ッ
ク

ス
）
に
よ
る
戦
略
的
か
つ
順
応
的
な
対
応

・
水
位
上
昇
や
高
波
の
増
加
に
対
応
し
た
イ
ン
フ

ラ
施
設
の
設
計
条
件
と
低
コ
ス
ト
な
既
存
施
設
の

改
良
手
法
の
開
発

1
0
4
1
-
4
　

そ
の

他
の
農

業
、

森
林

・
林

業
、

水
産

業

1
0
5
1
-
4
-
1
　

地
球

温
暖

化
予

測
研

究
、

技
術

開
発

1
0
6

・
気

候
変

動
が
農
林
水
産
業
に
与
え
る
影
響
等
に

関
し

て
よ

り
精
度
の
高
い
予
測
研
究
が
必
要
な
項

目
に

お
け

る
強
化
、
地
域
へ
の
情
報
提
供
の
充
実

・
予

測
研

究
等
に
基
づ
く
中
長
期
的
視
点
を
踏
ま

え
た

品
種

・
育
種
素
材
や
生
産
安
定
技
術
の
開
発

・
気

候
変

動
が
も
た
ら
す
機
会
を
活
用
す
る
た
め

の
技

術
開

発
・

気
候

変
動

に
適
応
す
る
た
め
栽
培
技
術
や
干
ば

つ
に

強
い

作
物
の
開
発
等

・
国

際
貢

献
に
資
す
る
技
術
開
発
及
び
そ
の
支
援

の
継

続

・
気
候
変
動
が
農
林
水
産
業
に
与
え
る
影
響
等
に

関
し
て
よ
り
精
度
の
高
い
予
測
研
究
が
必
要
な
項

目
に
お
け
る
強
化
、
地
域
へ
の
情
報
提
供
の
充
実

・
予
測
研
究
等
に
基
づ
く
中
長
期
的
視
点
を
踏
ま

え
た
品
種
・
育
種
素
材
や
生
産
安
定
技
術
の
開
発

・
気
候
変
動
が
も
た
ら
す
機
会
を
活
用
す
る
た
め

の
技
術
開
発

・
気
候
変
動
に
適
応
す
る
た
め
栽
培
技
術
や
干
ば

つ
に
強
い
作
物
の
開
発
等

・
国
際
貢
献
に
資
す
る
技
術
開
発
及
び
そ
の
支
援

の
継
続
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

1
0
7
1
-
4
-
2
　

将
来

予
測

に
基

づ
い

た
適

応
策

の
地

域
へ

の
展
開

1
0
8

・
よ

り
精

緻
な
影
響
予
測
と
本
計
画
に
示
さ
れ
た

適
応

策
等

を
、
共
通
性
が
あ
る
地
域
ご
と
に
わ
か

り
や

す
く

分
析
、
整
理
し
た
情
報
の
提
供
に
よ

る
、

産
地

等
の
適
応
策
の
実
践
・
推
進
の
支
援

・
農

林
水

産
物
の
利
用
者
や
消
費
者
等
の
国
民
各

層
へ

の
普

及
啓
発
活
動
の
推
進

・
よ
り
精
緻
な
影
響
予
測
と
本
計
画
に
示
さ
れ
た

適
応
策
等
を
、
共
通
性
が
あ
る
地
域
ご
と
に
わ
か

り
や
す
く
分
析
、
整
理
し
た
情
報
の
提
供
に
よ

る
、
産
地
等
の
適
応
策
の
実
践
・
推
進
の
支
援

・
農
林
水
産
物
の
利
用
者
や
消
費
者
等
の
国
民
各

層
へ
の
普
及
啓
発
活
動
の
推
進

1
0
9
1
-
4
-
3
　

農
林

水
産

業
従

事
者

の
熱

中
症

1
1
0

○
政

府
全

体
の
取
組

・
熱

中
症

予
防
強
化
月
間
（
7
月
）
の
設
定
、
熱
中

症
関

係
省

庁
連
絡
会
議
の
設
置
に
よ
る
、
熱
中
症

予
防

に
向

け
た
対
策
の
集
中
的
実
施

○
政
府
全
体
の
取
組

・
熱
中
症
予
防
強
化
月
間
（
7
月
）
の
設
定
、
熱
中

症
関
係
省
庁
連
絡
会
議
の
設
置
に
よ
る
、
熱
中
症

予
防
に
向
け
た
対
策
の
集
中
的
実
施

1
1
1

○
農

林
水

産
省
の
取
組

・
都

道
府

県
や
関
係
団
体
等
に
対
す
る
、
水
分
の

こ
ま

め
な

摂
取
な
ど
の
注
意
事
項
に
つ
い
て
の
農

林
水

産
業

従
事
者
へ
の
周
知
依
頼

・
官

民
連

携
の
「
熱
中
症
予
防
声
か
け
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

」
を

通
じ
た
、
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
の
作

成
・

啓
発

・
新

し
い

技
術
・
用
具
の
活
用
等
も
含
む
、
農
林

水
産

業
従

事
者
へ
の
熱
中
症
予
防
対
策
に
つ
い

て
、

関
係

省
庁
と
の
連
携
、
都
道
府
県
や
関
係
団

体
等

と
の

協
力
に
よ
る
、
周
知
や
指
導
の
推
進

・
機

械
の

高
性
能
化
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
I
C
T
の
積

極
的

な
導

入
に
よ
る
、
炎
天
下
や
急
斜
面
等
の
作

業
の

軽
労

化

○
農
林
水
産
省
の
取
組

・
都
道
府
県
や
関
係
団
体
等
に
対
す
る
、
水
分
の

こ
ま
め
な
摂
取
な
ど
の
注
意
事
項
に
つ
い
て
の
農

林
水
産
業
従
事
者
へ
の
周
知
依
頼

・
官
民
連
携
の
「
熱
中
症
予
防
声
か
け
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
通
じ
た
、
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
の
作

成
・
啓
発

・
新
し
い
技
術
・
用
具
の
活
用
等
も
含
む
、
農
林

水
産
業
従
事
者
へ
の
熱
中
症
予
防
対
策
に
つ
い

て
、
関
係
省
庁
と
の
連
携
、
都
道
府
県
や
関
係
団

体
等
と
の
協
力
に
よ
る
、
周
知
や
指
導
の
推
進

・
機
械
の
高
性
能
化
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
I
C
T
の
積

極
的
な
導
入
に
よ
る
、
炎
天
下
や
急
斜
面
等
の
作

業
の
軽
労
化

1
1
2
1
-
4
-
4
　

鳥
獣

害

1
1
3

・
侵

入
防

止
策
の
設
置
、
捕
獲
活
動
等
の
強
化
、

捕
獲

・
被

害
対
策
技
術
の
高
度
化
等
の
継
続

・
野

生
鳥

獣
の
生
息
状
況
等
に
関
す
る
情
報
の
把

握 ・
農

林
水

産
業
へ
の
被
害
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
継

続 ・
都

道
府

県
に
よ
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
等
の
捕
獲
の
強

化
、

鳥
獣

の
捕
獲
の
担
い
手
の
育
成
等
、
鳥
獣
の

科
学

的
・

計
画
的
な
保
護
・
管
理

・
侵
入
防
止
策
の
設
置
、
捕
獲
活
動
等
の
強
化
、

捕
獲
・
被
害
対
策
技
術
の
高
度
化
等
の
継
続

・
野
生
鳥
獣
の
生
息
状
況
等
に
関
す
る
情
報
の
把

握 ・
農
林
水
産
業
へ
の
被
害
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
継

続 ・
都
道
府
県
に
よ
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
等
の
捕
獲
の
強

化
、
鳥
獣
の
捕
獲
の
担
い
手
の
育
成
等
、
鳥
獣
の

科
学
的
・
計
画
的
な
保
護
・
管
理
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

1
1
4
1
-
4
-
5
　

世
界

食
料

需
給

予
測

1
1
5

・
気

候
変

動
が
世
界
の
食
料
需
給
に
及
ぼ
す
最
新

の
影

響
評

価
結
果
に
基
づ
く
、
世
界
の
超
長
期
的

な
食

料
需

給
予
測
シ
ス
テ
ム
の
構
築

・
世

界
情

勢
の
変
化
を
踏
ま
え
た
中
長
期
的
な
世

界
の

食
料

需
給
予
測
の
農
林
水
産
政
策
研
究
所
と

の
連

携
に

よ
る
継
続
実
施

・
海

外
の

食
料
需
給
及
び
我
が
国
に
お
け
る
食
料

安
定

供
給

へ
の
影
響
の
要
因
分
析
、
そ
れ
ら
情
報

の
継

続
的

な
幅
広
い
提
供

・
土

壌
水

分
等
の
衛
星
に
よ
る
地
球
観
測
デ
ー
タ

の
、

J
A
X
A
と

の
連
携
に
よ
る
入
手
・
蓄
積
、
分

析
・

活
用

の
可
否
の
検
討

・
気
候
変
動
が
世
界
の
食
料
需
給
に
及
ぼ
す
最
新

の
影
響
評
価
結
果
に
基
づ
く
、
世
界
の
超
長
期
的

な
食
料
需
給
予
測
シ
ス
テ
ム
の
構
築

・
世
界
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
た
中
長
期
的
な
世

界
の
食
料
需
給
予
測
の
農
林
水
産
政
策
研
究
所
と

の
連
携
に
よ
る
継
続
実
施

・
海
外
の
食
料
需
給
及
び
我
が
国
に
お
け
る
食
料

安
定
供
給
へ
の
影
響
の
要
因
分
析
、
そ
れ
ら
情
報

の
継
続
的
な
幅
広
い
提
供

・
土
壌
水
分
等
の
衛
星
に
よ
る
地
球
観
測
デ
ー
タ

の
、
J
A
X
A
と
の
連
携
に
よ
る
入
手
・
蓄
積
、
分

析
・
活
用
の
可
否
の
検
討

1
1
6
第

2
章

 
水

環
境

・
水

資
源

1
1
7
2
-
1
　

水
環

境

1
1
8

●
公

共
用

水
域

の
水

温
上

昇
に

よ
る

水
質

の
悪

化
が

懸
念

さ
れ

ま
す

。
＜

水
環

境
全

般
＞

・
水

質
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
将
来
予
測
に
関
す
る

研
究

調
査

の
継
続
的
な
実
施
（
具
体
例
：
流
域
か

ら
の

栄
養

塩
類
等
の
流
出
特
性
の
変
化
に
関
す
る

調
査

）
・

下
水

道
の

高
度
処
理
、
合
流
式
下
水
道
改
善
対

策
等

の
水

質
保
全
対
策
の
継
続
的
な
推
進

①
水
道
水
源
水
質
調
査

②
水
質
汚
濁
防
止
法
に
基
づ
き
、

公
共
用
水
域
の
水
質
測
定
調
査
を

行
っ
て
い
る
。
【
環
境
政
策
課
】

＜
水
環
境
全
般
＞

・
①
②
水
質
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
将
来
予
測
に
関

す
る
研
究
調
査
の
継
続
的
な
実
施
（
具
体
例
：
流

域
か
ら
の
栄
養
塩
類
等
の
流
出
特
性
の
変
化
に
関

す
る
調
査
）

・
下
水
道
の
高
度
処
理
、
合
流
式
下
水
道
改
善
対

策
等
の
水
質
保
全
対
策
の
継
続
的
な
推
進

環
境
政
策
課
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

1
1
9

＜
湖

沼
・

ダ
ム
湖
に
お
け
る
取
組
＞

・
工

場
・

事
業
場
排
水
対
策
、
生
活
排
水
対
策
な

ど
の

流
入

負
荷
量
の
低
減
対
策
の
推
進

・
植

物
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
の
変
動
を
適
切
に
把
握
す

る
た

め
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
の
強
化

・
湖

沼
に

お
け
る
水
温
変
化
に
伴
う
底
層
環
境
変

化
の

検
討

、
底
層
貧
酸
素
化
や
赤
潮
、
青
潮
の
発

生
リ

ス
ク

に
関
す
る
将
来
予
測

・
冬

季
の

全
循
環
不
全
が
予
測
さ
れ
る
場
合
の
、

底
層

溶
存

酸
素
の
改
善
の
た
め
の
適
切
な
対
策
の

検
討

・
上

記
検

討
を
踏
ま
え
た
、
全
国
の
湖
沼
を
対
象

と
す

る
適

切
な
適
応
策
の
検
討
、
最
新
の
科
学
的

知
見

の
把

握
・
予
測
の
精
度
向
上
、
必
要
に
応
じ

た
追

加
的

措
置
の
検
討

・
貯

水
池

（
ダ
ム
湖
）
に
お
け
る
、
選
択
取
水
設

備
、

曝
気

循
環
設
備
等
の
水
質
保
全
対
策
の
継
続

実
施

、
水

質
の
変
化
に
応
じ
た
水
質
保
全
設
備
の

運
用

方
法

の
見
直
し
等
の
検
討

＜
湖
沼
・
ダ
ム
湖
に
お
け
る
取
組
＞

・
工
場
・
事
業
場
排
水
対
策
、
生
活
排
水
対
策
な

ど
の
流
入
負
荷
量
の
低
減
対
策
の
推
進

・
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
変
動
を
適
切
に
把
握
す

る
た
め
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
の
強
化

・
湖
沼
に
お
け
る
水
温
変
化
に
伴
う
底
層
環
境
変

化
の
検
討
、
底
層
貧
酸
素
化
や
赤
潮
、
青
潮
の
発

生
リ
ス
ク
に
関
す
る
将
来
予
測

・
冬
季
の
全
循
環
不
全
が
予
測
さ
れ
る
場
合
の
、

底
層
溶
存
酸
素
の
改
善
の
た
め
の
適
切
な
対
策
の

検
討

・
上
記
検
討
を
踏
ま
え
た
、
全
国
の
湖
沼
を
対
象

と
す
る
適
切
な
適
応
策
の
検
討
、
最
新
の
科
学
的

知
見
の
把
握
・
予
測
の
精
度
向
上
、
必
要
に
応
じ

た
追
加
的
措
置
の
検
討

・
貯
水
池
（
ダ
ム
湖
）
に
お
け
る
、
選
択
取
水
設

備
、
曝
気
循
環
設
備
等
の
水
質
保
全
対
策
の
継
続

実
施
、
水
質
の
変
化
に
応
じ
た
水
質
保
全
設
備
の

運
用
方
法
の
見
直
し
等
の
検
討

1
2
0

＜
河

川
に

お
け
る
取
組
＞

・
水

質
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
継
続
等
に
よ
る
、
科

学
的

知
見

の
集
積

＜
河
川
に
お
け
る
取
組
＞

・
水
質
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
継
続
等
に
よ
る
、
科

学
的
知
見
の
集
積

1
2
1

■
大

村
湾

の
水

温
成

層
が

現
在

よ
り

一
層

強
ま

り
、

貧
酸

素
水

塊
の

規
模

や
発

生
期

間
が

長
期

化
す

る
こ

と
で

水
質

に
も

影
響

を
与

え
る

こ
と

が
懸

念
さ

れ
る

。
【

環
境

政
策

課
】

※
土

砂
生

産
量

が
増

加
す

る
将

来
予

測
あ

り
（

別
添

の
N
o
.
3
参

照
）

＜
沿

岸
域

及
び
閉
鎖
性
海
域
に
お
け
る
取
組
＞

・
気

候
変

動
が
水
質
、
生
物
多
様
性
等
に
与
え
る

影
響

や
適

応
策
に
関
す
る
調
査
研
究
の
推
進
、
科

学
的

知
見

の
集
積

・
港

湾
域

、
内
湾
域
に
お
け
る
水
温
変
化
に
伴
う

底
層

環
境

変
化
の
検
討
、
底
層
貧
酸
素
化
や
赤

潮
、

青
潮

の
発
生
リ
ス
ク
の
将
来
予
測
に
関
す
る

検
討

①
貧
酸
素
対
策
と
し
て
、
海
底
か

ら
空
気
を
送
り
込
む
こ
と
で
成
層

を
解
消
す
る
実
証
試
験
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
【
環
境
政
策
課
】

＜
沿
岸
域
及
び
閉
鎖
性
海
域
に
お
け
る
取
組
＞

・
気
候
変
動
が
水
質
、
生
物
多
様
性
等
に
与
え
る

影
響
や
適
応
策
に
関
す
る
調
査
研
究
の
推
進
、
科

学
的
知
見
の
集
積

・
①
港
湾
域
、
内
湾
域
に
お
け
る
水
温
変
化
に
伴

う
底
層
環
境
変
化
の
検
討
、
底
層
貧
酸
素
化
や
赤

潮
、
青
潮
の
発
生
リ
ス
ク
の
将
来
予
測
に
関
す
る

検
討

環
境
政
策
課
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

1
2
2
2
-
2
　

水
資

源

1
2
3

＜
適

応
策

の
基
本
的
な
考
え
方
＞

・
既

存
施

設
の
水
供
給
の
安
全
度
と
渇
水
リ
ス
ク

の
評

価
、

国
・
地
方
公
共
団
体
・
利
水
者
・
企

業
・

住
民

等
の
各
主
体
に
よ
る
渇
水
リ
ス
ク
情
報

の
共

有
・

関
係

者
の

連
携
に
よ
る
渇
水
に
よ
る
影
響
・
被

害
の

想
定

や
、
渇
水
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
た

め
の

対
策

等
を
定
め
る
渇
水
対
応
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

（
時

系
列

の
行
動
計
画
）
の
作
成
の
促
進

＜
適
応
策
の
基
本
的
な
考
え
方
＞

・
既
存
施
設
の
水
供
給
の
安
全
度
と
渇
水
リ
ス
ク

の
評
価
、
国
・
地
方
公
共
団
体
・
利
水
者
・
企

業
・
住
民
等
の
各
主
体
に
よ
る
渇
水
リ
ス
ク
情
報

の
共
有

・
関
係
者
の
連
携
に
よ
る
渇
水
に
よ
る
影
響
・
被

害
の
想
定
や
、
渇
水
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
た

め
の
対
策
等
を
定
め
る
渇
水
対
応
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

（
時
系
列
の
行
動
計
画
）
の
作
成
の
促
進

1
2
4

＜
災

害
リ

ス
ク
の
評
価
＞

・
既

存
施

設
の
水
供
給
の
安
全
度
の
評
価

・
関

係
者

間
で
渇
水
の
初
期
か
ら
徐
々
に
深
刻
化

し
て

い
く

状
況
と
そ
れ
に
応
じ
た
社
会
経
済
活

動
、

福
祉

・
医
療
、
公
共
施
設
サ
ー
ビ
ス
、
個
人

生
活

等
へ

の
影
響
・
被
害
の
想
定
な
ど
の
渇
水
リ

ス
ク

の
評

価
、
こ
れ
ら
の
分
か
り
や
す
い
表
現
に

よ
る

提
示

、
国
・
地
方
公
共
団
体
・
利
水
者
・
企

業
・

住
民

等
に
よ
る
共
有

＜
災
害
リ
ス
ク
の
評
価
＞

・
既
存
施
設
の
水
供
給
の
安
全
度
の
評
価

・
関
係
者
間
で
渇
水
の
初
期
か
ら
徐
々
に
深
刻
化

し
て
い
く
状
況
と
そ
れ
に
応
じ
た
社
会
経
済
活

動
、
福
祉
・
医
療
、
公
共
施
設
サ
ー
ビ
ス
、
個
人

生
活
等
へ
の
影
響
・
被
害
の
想
定
な
ど
の
渇
水
リ

ス
ク
の
評
価
、
こ
れ
ら
の
分
か
り
や
す
い
表
現
に

よ
る
提
示
、
国
・
地
方
公
共
団
体
・
利
水
者
・
企

業
・
住
民
等
に
よ
る
共
有

1
2
5

●
少

雨
化

・
降

水
量

の
変

動
幅

の
増

大
に

よ
り

、
水

道
用

水
の

安
定

的
な

水
源

確
保

が
困

難
に

な
る

こ
と

が
懸

念
さ

れ
ま

す
。

■
少

雨
化

・
降

水
量

の
変

動
幅

の
増

大
に

よ
り

、
農

業
用

水
の

安
定

的
な

水
源

確
保

の
懸

念
【

農
村

整
備

課
】

○
既

存
施

設
の
徹
底
活
用
等
＜
比
較
的
発
生
頻
度

の
高

い
渇

水
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
対
策
＞

・
水

資
源

開
発
の
取
組

・
ダ

ム
の

嵩
上
げ
、
貯
水
池
の
堆
積
土
砂
の
掘

削
・

浚
渫

等
に
よ
る
既
存
施
設
の
機
能
向
上
等
の

可
能

性
の

検
討

・
老

朽
化

対
策
等
の
着
実
な
実
施
な
ど
計
画
的
な

維
持

管
理

・
更
新
に
よ
る
既
存
施
設
の
機
能
維
持

・
同

一
流

域
内
の
複
数
の
ダ
ム
の
投
合
運
用
等
、

ダ
ム

の
効

率
的
な
運
用
の
可
能
性
の
検
討

①
新
た
な
水
源
確
保
や
小
規
模
水

道
事
業
の
統
合
【
水
環
境
対
策

課
】

○
既
存
施
設
の
徹
底
活
用
等
＜
比
較
的
発
生
頻
度

の
高
い
渇
水
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
対
策
＞

・
①
水
資
源
開
発
の
取
組

・
ダ
ム
の
嵩
上
げ
、
貯
水
池
の
堆
積
土
砂
の
掘

削
・
浚
渫
等
に
よ
る
既
存
施
設
の
機
能
向
上
等
の

可
能
性
の
検
討

・
老
朽
化
対
策
等
の
着
実
な
実
施
な
ど
計
画
的
な

維
持
管
理
・
更
新
に
よ
る
既
存
施
設
の
機
能
維
持

・
同
一
流
域
内
の
複
数
の
ダ
ム
の
投
合
運
用
等
、

ダ
ム
の
効
率
的
な
運
用
の
可
能
性
の
検
討

水
環
境
対
策
課
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

1
2
6

■
全

国
的

な
傾

向
と

し
て

、
降

雨
量

の
変

動
幅

の
増

大
や

小
雨

時
の

年
降

水
量

の
減

少
の

継
続

【
水

環
境

対
策

課
】

※
無

降
水

日
数

が
増

加
す

る
将

来
予

測
あ

り
（

別
添

の
N
o
.
2
参

照
）

○
雨

水
・

再
生
水
の
利
用
＜
比
較
的
発
生
頻
度
の

高
い

渇
水

に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
対
策
＞

・
雨

水
の

利
用
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
施
行
等

を
踏

ま
え

た
、
雨
水
利
用
の
た
め
の
施
設
の
設
置

を
促

進
す

る
た
め
の
、
計
画
、
設
計
に
か
か
る
技

術
基

準
類

の
改
定
に
向
け
た
検
討

・
地

域
の

ニ
ー
ズ
等
に
応
じ
た
下
水
処
理
場
へ
の

給
水

栓
等

の
設
置
、
緊
急
時
の
下
水
処
理
水
の
利

用
の

促
進

・
水

の
再

利
用
技
術
の
国
際
標
準
化
を
含
め
た
規

格
化

の
検

討
に
よ
る
水
の
再
利
用
の
促
進

①
雨
水
・
再
生
水
利
用
実
態
の
調

査
【
水
環
境
対
策
課
】

②
雨
水
の
利
用
に
関
す
る
法
律
に

関
す
る
国
の
動
向
の
把
握
【
水
環

境
対
策
課
】

③
降
雨
量
調
査

○
雨
水
・
再
生
水
の
利
用
＜
比
較
的
発
生
頻
度
の

高
い
渇
水
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
対
策
＞

・
②
雨
水
の
利
用
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
施
行

等
を
踏
ま
え
た
、
雨
水
利
用
の
た
め
の
施
設
の
設

置
を
促
進
す
る
た
め
の
、
計
画
、
設
計
に
か
か
る

技
術
基
準
類
の
改
定
に
向
け
た
検
討

・
地
域
の
ニ
ー
ズ
等
に
応
じ
た
下
水
処
理
場
へ
の

給
水
栓
等
の
設
置
、
緊
急
時
の
下
水
処
理
水
の
利

用
の
促
進

・
水
の
再
利
用
技
術
の
国
際
標
準
化
を
含
め
た
規

格
化
の
検
討
に
よ
る
水
の
再
利
用
の
促
進

★
①
雨
水
・
再
生
水
利
用
実
態
の
調
査
【
水
環
境

対
策
課
】

★
③
降
雨
量
調
査

水
環
境
対
策
課

1
2
7

○
情

報
提

供
・
普
及
啓
発
＜
比
較
的
発
生
頻
度
の

高
い

渇
水

に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
対
策
＞

・
関

係
機

関
や
報
道
機
関
と
連
携
し
た
、
通
常
時

及
び

渇
水

の
お
そ
れ
の
あ
る
早
い
段
階
か
ら
の
情

報
発

信
と

節
水
の
呼
び
か
け
の
促
進

・
水

の
有

効
利
用
を
促
進
す
る
た
め
の
教
育
、
普

及
啓

発
活

動
等

○
情
報
提
供
・
普
及
啓
発
＜
比
較
的
発
生
頻
度
の

高
い
渇
水
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
対
策
＞

・
関
係
機
関
や
報
道
機
関
と
連
携
し
た
、
通
常
時

及
び
渇
水
の
お
そ
れ
の
あ
る
早
い
段
階
か
ら
の
情

報
発
信
と
節
水
の
呼
び
か
け
の
促
進

・
水
の
有
効
利
用
を
促
進
す
る
た
め
の
教
育
、
普

及
啓
発
活
動
等

1
2
8

○
関

係
者

が
連
携
し
た
渇
水
対
策
の
体
制
整
備
等

＜
施

設
の

能
力
を
上
回
る
渇
水
に
よ
る
被
害
を
軽

減
す

る
対

策
＞

・
関

係
者

間
で
、
渇
水
時
に
お
け
る
水
融
通
・
応

援
給

水
体

制
を
あ
ら
か
じ
め
検
討
す
る
ほ
か
、
渇

水
対

策
の

検
討
を
支
援
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作

成
す

る
こ

と
に
よ
る
、
関
係
者
の
連
携
、
徐
々
に

深
刻

化
し

て
い
く
渇
水
の
被
害
を
軽
減
す
る
た
め

の
対

策
等

を
定
め
る
渇
水
対
応
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の

策
定

の
促

進
・

中
長

期
的

な
降
水
等
の
予
測
技
術
の
活
用
を
含

め
た

渇
水

予
測
技
術
の
向
上

・
渇

水
対

応
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
渇
水
に
よ
る
影

響
、

被
害

想
定
等
に
基
づ
く
、
状
況
に
応
じ
た
取

水
制

限
の

前
倒
し
実
施
等
の
可
能
性
の
検
討

○
関
係
者
が
連
携
し
た
渇
水
対
策
の
体
制
整
備
等

＜
施
設
の
能
力
を
上
回
る
渇
水
に
よ
る
被
害
を
軽

減
す
る
対
策
＞

・
関
係
者
間
で
、
渇
水
時
に
お
け
る
水
融
通
・
応

援
給
水
体
制
を
あ
ら
か
じ
め
検
討
す
る
ほ
か
、
渇

水
対
策
の
検
討
を
支
援
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作

成
す
る
こ
と
に
よ
る
、
関
係
者
の
連
携
、
徐
々
に

深
刻
化
し
て
い
く
渇
水
の
被
害
を
軽
減
す
る
た
め

の
対
策
等
を
定
め
る
渇
水
対
応
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の

策
定
の
促
進

・
中
長
期
的
な
降
水
等
の
予
測
技
術
の
活
用
を
含

め
た
渇
水
予
測
技
術
の
向
上

・
渇
水
対
応
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
渇
水
に
よ
る
影

響
、
被
害
想
定
等
に
基
づ
く
、
状
況
に
応
じ
た
取

水
制
限
の
前
倒
し
実
施
等
の
可
能
性
の
検
討
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

1
2
9

○
危

機
的

な
渇
水
の
被
害
を
最
小
と
す
る
た
め
の

対
策

＜
施

設
の
能
力
を
上
回
る
渇
水
に
よ
る
被
害

を
軽

減
す

る
対
策
＞

・
政

府
一

体
と
な
っ
た
対
応
や
企
業
等
に
お
け
る

渇
水

の
対

応
、
応
援
給
水
な
ど
の
供
給
先
の
優
先

順
位

の
設

定
等
の
検
討

○
危
機
的
な
渇
水
の
被
害
を
最
小
と
す
る
た
め
の

対
策
＜
施
設
の
能
力
を
上
回
る
渇
水
に
よ
る
被
害

を
軽
減
す
る
対
策
＞

・
政
府
一
体
と
な
っ
た
対
応
や
企
業
等
に
お
け
る

渇
水
の
対
応
、
応
援
給
水
な
ど
の
供
給
先
の
優
先

順
位
の
設
定
等
の
検
討

1
3
0

※
河

川
流

量
が

増
加

す
る

将
来

予
測

あ
り

（
別

添
の

N
o
.
1
参

照
）

○
渇

水
時

の
河
川
環
境
に
関
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

と
知

見
の

蓄
積
＜
施
設
の
能
力
を
上
回
る
渇
水
に

よ
る

被
害

を
軽
減
す
る
対
策
＞

・
渇

水
時

の
河
川
環
境
に
関
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
実

施
、

知
見
の
蓄
積

○
渇
水
時
の
河
川
環
境
に
関
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

と
知
見
の
蓄
積
＜
施
設
の
能
力
を
上
回
る
渇
水
に

よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
対
策
＞

・
渇
水
時
の
河
川
環
境
に
関
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
実
施
、
知
見
の
蓄
積

1
3
1

○
渇

水
時

の
地
下
水
の
利
用
と
実
態
把
握
＜
施
設

の
能

力
を

上
回
る
渇
水
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る

対
策

＞
・

地
方

公
共

団
体
等
の
地
域
の
関
係
者
が
主
体
と

な
っ

た
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
持
続
可
能
な
地

下
水

の
保

全
や
利
用
の
た
め
の
ル
ー
ル
の
検
討
な

ど
、

地
下

水
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
取
組
み

・
（

国
）

緊
急
的
な
代
替
水
源
と
し
て
の
地
下
水

利
用

に
つ

い
て
検
討
で
き
る
よ
う
、
地
下
水
の
実

態
把

握
に

関
す
る
技
術
開
発

・
（

国
）

国
や
地
方
公
共
団
体
等
が
収
集
す
る
地

下
水

の
各

種
デ
ー
タ
を
相
互
に
活
用
す
る
た
め
の

共
通

ル
ー

ル
の
作
成
等
の
環
境
整
備

・
地

下
水

の
各
種
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
、
地
下
水

収
支

や
地

下
水
挙
動
、
地
下
水
採
取
量
と
地
盤
沈

下
や

塩
水

化
等
の
関
係
の
把
握

①
干
ば
つ
被
害
発
生
時
の
水
源

ボ
ー
リ
ン
グ
等
の
工
事
費
の
一
部

助
成
【
農
村
整
備
課
】

○
渇
水
時
の
地
下
水
の
利
用
と
実
態
把
握
＜
施
設

の
能
力
を
上
回
る
渇
水
に
よ
る
被
害
を
軽
減
す
る

対
策
＞

・
地
方
公
共
団
体
等
の
地
域
の
関
係
者
が
主
体
と

な
っ
た
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
持
続
可
能
な
地

下
水
の
保
全
や
利
用
の
た
め
の
ル
ー
ル
の
検
討
な

ど
、
地
下
水
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
取
組
み

・
（
国
）
緊
急
的
な
代
替
水
源
と
し
て
の
地
下
水

利
用
に
つ
い
て
検
討
で
き
る
よ
う
、
地
下
水
の
実

態
把
握
に
関
す
る
技
術
開
発

・
（
国
）
国
や
地
方
公
共
団
体
等
が
収
集
す
る
地

下
水
の
各
種
デ
ー
タ
を
相
互
に
活
用
す
る
た
め
の

共
通
ル
ー
ル
の
作
成
等
の
環
境
整
備

・
地
下
水
の
各
種
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
、
地
下
水

収
支
や
地
下
水
挙
動
、
地
下
水
採
取
量
と
地
盤
沈

下
や
塩
水
化
等
の
関
係
の
把
握

★
①
干
ば
つ
被
害
発
生
時
の
水
源
ボ
ー
リ
ン
グ
等

の
工
事
費
の
一
部
助
成
【
農
村
整
備
課
】

農
村
整
備
課
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

1
3
2

＜
農

業
、

森
林
・
林
業
分
野
に
お
け
る
対
策
＞

・
用

水
管

理
の
自
動
化
や
用
水
路
の
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
化

等
に

よ
る
用
水
量
の
節
減
、
た
め
池
・
農
業

用
ダ

ム
の

運
用
変
更
に
よ
る
既
存
水
源
の
有
効
活

用
な

ど
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
対
策
を
適
切
に
組
合

せ
た

効
率

的
な
農
業
用
水
の
確
保
・
利
活
用
等

・
保

安
林

に
お
け
る
、
浸
透
・
保
水
能
力
の
高
い

森
林

土
壌

を
有
す
る
森
林
の
維
持
・
造
成

・
森

林
の

水
源
涵
養
機
能
が
適
切
に
発
揮
さ
れ
る

よ
う

、
流

域
特
性
に
応
じ
た
森
林
の
整
備
・
保

全
、

そ
れ

ら
の
整
備
に
必
要
な
林
道
施
設
の
整
備

＜
農
業
、
森
林
・
林
業
分
野
に
お
け
る
対
策
＞

・
用
水
管
理
の
自
動
化
や
用
水
路
の
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
化
等
に
よ
る
用
水
量
の
節
減
、
た
め
池
・
農
業

用
ダ
ム
の
運
用
変
更
に
よ
る
既
存
水
源
の
有
効
活

用
な
ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
対
策
を
適
切
に
組
合

せ
た
効
率
的
な
農
業
用
水
の
確
保
・
利
活
用
等

・
保
安
林
に
お
け
る
、
浸
透
・
保
水
能
力
の
高
い

森
林
土
壌
を
有
す
る
森
林
の
維
持
・
造
成

・
森
林
の
水
源
涵
養
機
能
が
適
切
に
発
揮
さ
れ
る

よ
う
、
流
域
特
性
に
応
じ
た
森
林
の
整
備
・
保

全
、
そ
れ
ら
の
整
備
に
必
要
な
林
道
施
設
の
整
備

1
3
3

＜
調

査
研

究
の
推
進
＞

・
気

候
変

動
に
よ
る
水
資
源
へ
の
影
響
や
社
会
へ

の
影

響
を

含
め
た
渇
水
リ
ス
ク
に
つ
い
て
の
調

査
・

研
究

の
推
進

・
地

下
水

の
賦
存
状
況
、
収
支
や
挙
動
、
地
表
水

と
地

下
水

の
関
係
等
、
未
解
明
な
部
分
の
研
究
の

推
進

、
気

候
変
動
に
よ
る
地
下
水
へ
の
影
響
の
調

査
・

研
究

・
諸

外
国

の
水
銀
行
制
度
や
緊
急
の
節
水
策
等
の

課
金

制
度

に
つ
い
て
の
現
状
の
調
査
、
そ
の
適
用

性
の

調
査

・
研
究

＜
調
査
研
究
の
推
進
＞

・
気
候
変
動
に
よ
る
水
資
源
へ
の
影
響
や
社
会
へ

の
影
響
を
含
め
た
渇
水
リ
ス
ク
に
つ
い
て
の
調

査
・
研
究
の
推
進

・
地
下
水
の
賦
存
状
況
、
収
支
や
挙
動
、
地
表
水

と
地
下
水
の
関
係
等
、
未
解
明
な
部
分
の
研
究
の

推
進
、
気
候
変
動
に
よ
る
地
下
水
へ
の
影
響
の
調

査
・
研
究

・
諸
外
国
の
水
銀
行
制
度
や
緊
急
の
節
水
策
等
の

課
金
制
度
に
つ
い
て
の
現
状
の
調
査
、
そ
の
適
用

性
の
調
査
・
研
究
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

1
3
4
第

3
章

 
自

然
生

態
系

1
3
5
3
-
0
　

共
通

的
な
取

組
・

気
候

変
動

に
よ
る
生
態
系
や
種
の
分
布
等
の
変

化
を

よ
り

的
確
に
把
握
す
る
た
め
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を

強
化

・
拡
充
す
る
。

・
気

候
変

動
に
よ
る
生
物
多
様
性
及
び
生
態
系

サ
ー

ビ
ス

へ
の
影
響
に
つ
い
て
把
握
す
る
た
め
の

調
査

・
研

究
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
人
材
の
確

保
・

育
成

に
も
努
め
る
。

・
気

候
変

動
以
外
の
ス
ト
レ
ス
（
開
発
、
環
境
汚

染
、

過
剰

利
用
、
外
来
種
侵
入
な
ど
）
の
低
減
に

引
き

続
き

取
り
組
む
。
ま
た
、
適
応
策
の
実
施
に

当
た

っ
て

も
、
生
物
多
様
性
へ
の
負
の
影
響
や
最

小
化

に
努

め
る
。

・
生

物
が

移
動
・
分
散
す
る
経
路
を
確
保
す
る
の

み
な

ら
ず

、
多
面
的
な
機
能
の
発
揮
が
期
待
さ
れ

る
生

態
系

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
推
進
す
る
。

ま
た

、
必

要
に
応
じ
て
、
劣
化
し
た
生
態
系
の
再

生
を

推
進

す
る
。

・
生

態
系

の
保
全
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
、
気

候
変

動
の

影
響
を
考
慮
し
て
、
保
全
目
標
、
保
全

対
象

、
保

全
手
法
等
の
見
直
し
を
検
討
す
る
と
と

も
に

、
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
等
を
踏
ま
え
、
順

応
的

な
適

応
策
を
検
討
・
実
施
す
る
た
め
の
体
制

構
築

を
行

う
。

・
生

物
多

様
性
の
損
失
と
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
に

よ
る

悪
影
響
が
著
し
い
場
合
に
限
り
、
限
定

的
な

範
囲

で
、
現
在
の
生
態
系
・
種
を
維
持
す
る

た
め

の
管

理
、
生
育
域
外
保
全
、
気
候
変
動
へ
の

順
応

を
促

す
管
理
等
の
積
極
的
な
干
渉
の
実
施
に

つ
い

て
検

討
す
る
。
そ
の
検
討
は
生
態
系
等
へ
の

影
響

や
管

理
の
負
担
を
考
慮
し
て
、
慎
重
に
行

う
。

・
適

応
策

の
実
施
に
関
す
る
具
体
的
な
方
針
、
手

法
、

技
術

に
関
す
る
調
査
研
究
を
推
進
す
る
。

・
調

査
研

究
に
よ
り
、
生
態
系
を
活
用
し
た
適
応

策
に

関
す

る
知
見
や
事
例
、
機
能
評
価
手
法
等
を

収
集

す
る

。
・

気
候

変
動

と
生
物
多
様
性
及
び
生
態
系
サ
ー
ビ

ス
の

関
係

に
関
す
る
情
報
の
共
有
と
普
及
啓
発
の

実
施

や
人

材
の
確
保
・
育
成
を
行
う
。

1
3
6

・
気
候
変
動
に
よ
る
生
態
系
や
種
の
分
布
等
の
変

化
を
よ
り
的
確
に
把
握
す
る
た
め
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
強
化
・
拡
充
す
る
。

・
気
候
変
動
に
よ
る
生
物
多
様
性
及
び
生
態
系

サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
に
つ
い
て
把
握
す
る
た
め
の

調
査
・
研
究
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
人
材
の
確

保
・
育
成
に
も
努
め
る
。

・
気
候
変
動
以
外
の
ス
ト
レ
ス
（
開
発
、
環
境
汚

染
、
過
剰
利
用
、
外
来
種
侵
入
な
ど
）
の
低
減
に

引
き
続
き
取
り
組
む
。
ま
た
、
適
応
策
の
実
施
に

当
た
っ
て
も
、
生
物
多
様
性
へ
の
負
の
影
響
や
最

小
化
に
努
め
る
。

・
生
物
が
移
動
・
分
散
す
る
経
路
を
確
保
す
る
の

み
な
ら
ず
、
多
面
的
な
機
能
の
発
揮
が
期
待
さ
れ

る
生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
、
劣
化
し
た
生
態
系
の
再

生
を
推
進
す
る
。

・
生
態
系
の
保
全
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
、
気

候
変
動
の
影
響
を
考
慮
し
て
、
保
全
目
標
、
保
全

対
象
、
保
全
手
法
等
の
見
直
し
を
検
討
す
る
と
と

も
に
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
等
を
踏
ま
え
、
順

応
的
な
適
応
策
を
検
討
・
実
施
す
る
た
め
の
体
制

構
築
を
行
う
。

・
生
物
多
様
性
の
損
失
と
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
に
よ
る
悪
影
響
が
著
し
い
場
合
に
限
り
、
限
定

的
な
範
囲
で
、
現
在
の
生
態
系
・
種
を
維
持
す
る

た
め
の
管
理
、
生
育
域
外
保
全
、
気
候
変
動
へ
の

順
応
を
促
す
管
理
等
の
積
極
的
な
干
渉
の
実
施
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の
検
討
は
生
態
系
等
へ
の

影
響
や
管
理
の
負
担
を
考
慮
し
て
、
慎
重
に
行

う
。

・
適
応
策
の
実
施
に
関
す
る
具
体
的
な
方
針
、
手

法
、
技
術
に
関
す
る
調
査
研
究
を
推
進
す
る
。

・
調
査
研
究
に
よ
り
、
生
態
系
を
活
用
し
た
適
応

策
に
関
す
る
知
見
や
事
例
、
機
能
評
価
手
法
等
を

収
集
す
る
。

・
気
候
変
動
と
生
物
多
様
性
及
び
生
態
系
サ
ー
ビ

ス
の
関
係
に
関
す
る
情
報
の
共
有
と
普
及
啓
発
の

実
施
や
人
材
の
確
保
・
育
成
を
行
う
。
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

1
3
7
3
-
1
　

陸
域

生
態
系

1
3
8

・
基

本
的

な
考
え
方
を
踏
ま
え
、
共
通
的
な
取
組

を
実

施
・

影
響

が
生

じ
る
可
能
性
の
高
い
高
山
帯
な
ど
に

お
け

る
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
重
点
的
な
実
施
、
評
価

・
世

界
自

然
遺
産
、
国
立
公
園
、
国
有
林
野
の
保

護
林

等
や

野
生
生
物
に
つ
い
て
も
継
続
的
な
モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
実
施
、
影
響
の
把
握

・
順

応
性

の
高
い
健
全
な
生
態
系
を
保
全
・
再
生

す
る

た
め

、
従
来
行
っ
て
き
た
、
国
立
・
国
定
公

園
等

の
保

護
地
域
の
見
直
し
と
適
切
な
管
理
、
野

生
生

物
の

個
体
群
管
理
、
野
性
鳥
獣
被
害
防
止
対

策
、

外
来

種
の
防
除
と
水
際
対
策
、
希
少
種
の
保

護
増

殖
等

の
、
気
候
変
動
の
影
響
を
考
慮
し
た
よ

り
一

層
の

推
進

・
国

立
・

国
定
公
園
や
国
指
定
鳥
獣
保
護
区
、
国

有
林

野
の

保
護
林
等
を
骨
格
と
し
た
生
態
系
ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
形
成
、
渓
流
と
一
体
と
な
っ
た
森
林

生
態

系
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
の
推
進

・
基
本
的
な
考
え
方
を
踏
ま
え
、
共
通
的
な
取
組

を
実
施

・
影
響
が
生
じ
る
可
能
性
の
高
い
高
山
帯
な
ど
に

お
け
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
重
点
的
な
実
施
、
評
価

・
世
界
自
然
遺
産
、
国
立
公
園
、
国
有
林
野
の
保

護
林
等
や
野
生
生
物
に
つ
い
て
も
継
続
的
な
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
の
実
施
、
影
響
の
把
握

・
順
応
性
の
高
い
健
全
な
生
態
系
を
保
全
・
再
生

す
る
た
め
、
従
来
行
っ
て
き
た
、
国
立
・
国
定
公

園
等
の
保
護
地
域
の
見
直
し
と
適
切
な
管
理
、
野

生
生
物
の
個
体
群
管
理
、
野
性
鳥
獣
被
害
防
止
対

策
、
外
来
種
の
防
除
と
水
際
対
策
、
希
少
種
の
保

護
増
殖
等
の
、
気
候
変
動
の
影
響
を
考
慮
し
た
よ

り
一
層
の
推
進

・
国
立
・
国
定
公
園
や
国
指
定
鳥
獣
保
護
区
、
国

有
林
野
の
保
護
林
等
を
骨
格
と
し
た
生
態
系
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、
渓
流
と
一
体
と
な
っ
た
森
林

生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
の
推
進

1
3
9
3
-
2
　

淡
水

生
態
系

1
4
0

・
基

本
的

な
考
え
方
を
踏
ま
え
、
共
通
的
な
取
組

を
実

施
・

必
要

に
応

じ
た
重
要
な
陸
水
域
の
特
定
、
モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
拡
充
、
調
査
研
究
の
推
進
、
気
候
変

動
の

影
響

把
握

・
順

応
性

の
高
い
健
全
な
生
態
系
を
保
全
・
再
生

す
る

た
め

、
従
来
行
っ
て
き
た
、
国
立
・
国
定
公

園
等

の
保

護
地
域
の
見
直
し
と
適
切
な
管
理
、
野

生
生

物
の

個
体
群
管
理
、
外
来
種
の
防
除
と
水
際

対
策

、
希

少
種
の
保
護
増
殖
な
ど
の
、
気
候
変
動

の
影

響
を

考
慮
し
た
よ
り
一
層
の
推
進
、
必
要
に

応
じ

て
湿

地
な
ど
の
生
態
系
の
再
生

・
河

川
、

湖
沼
、
湿
原
、
湧
水
、
た
め
池
、
水

路
、

水
田

な
ど
の
連
続
性
の
確
保
、
生
物
が
往
来

で
き

る
水

系
を
基
軸
と
し
た
生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の

形
成

・
水

温
上

昇
に
よ
り
被
害
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る

内
水

面
魚

類
の
疾
病
に
つ
い
て
、
病
原
体
特
性
及

び
発

症
要

因
の
研
究
と
そ
れ
を
利
用
し
た
防
除
対

策
技

術
の

開
発

・
基
本
的
な
考
え
方
を
踏
ま
え
、
共
通
的
な
取
組

を
実
施

・
必
要
に
応
じ
た
重
要
な
陸
水
域
の
特
定
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
の
拡
充
、
調
査
研
究
の
推
進
、
気
候
変

動
の
影
響
把
握

・
順
応
性
の
高
い
健
全
な
生
態
系
を
保
全
・
再
生

す
る
た
め
、
従
来
行
っ
て
き
た
、
国
立
・
国
定
公

園
等
の
保
護
地
域
の
見
直
し
と
適
切
な
管
理
、
野

生
生
物
の
個
体
群
管
理
、
外
来
種
の
防
除
と
水
際

対
策
、
希
少
種
の
保
護
増
殖
な
ど
の
、
気
候
変
動

の
影
響
を
考
慮
し
た
よ
り
一
層
の
推
進
、
必
要
に

応
じ
て
湿
地
な
ど
の
生
態
系
の
再
生

・
河
川
、
湖
沼
、
湿
原
、
湧
水
、
た
め
池
、
水

路
、
水
田
な
ど
の
連
続
性
の
確
保
、
生
物
が
往
来

で
き
る
水
系
を
基
軸
と
し
た
生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
形
成

・
水
温
上
昇
に
よ
り
被
害
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る

内
水
面
魚
類
の
疾
病
に
つ
い
て
、
病
原
体
特
性
及

び
発
症
要
因
の
研
究
と
そ
れ
を
利
用
し
た
防
除
対

策
技
術
の
開
発

2
8
 /

 5
7
 ペ

ー
ジ

30



A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

1
4
1
3
-
3
　

沿
岸

生
態
系

1
4
2

・
基

本
的

な
考
え
方
を
踏
ま
え
、
共
通
的
な
取
組

を
実

施
・

必
要

に
応

じ
た
重
要
な
陸
水
域
の
特
定
、
モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
拡
充
、
調
査
研
究
の
推
進
、
気
候
変

動
の

影
響

把
握

・
順

応
性

の
高
い
健
全
な
生
態
系
を
保
全
・
再
生

す
る

た
め

、
従
来
行
っ
て
き
た
、
国
立
・
国
定
公

園
等

の
保

護
地
域
の
見
直
し
と
適
切
な
管
理
、
野

生
生

物
の

個
体
群
管
理
、
外
来
種
の
防
除
と
水
際

対
策

、
希

少
種
の
保
護
増
殖
な
ど
の
、
気
候
変
動

の
影

響
を

考
慮
し
た
よ
り
一
層
の
推
進
、
必
要
に

応
じ

て
湿

地
な
ど
の
生
態
系
の
再
生

・
河

川
、

湖
沼
、
湿
原
、
湧
水
、
た
め
池
、
水

路
、

水
田

な
ど
の
連
続
性
の
確
保
、
生
物
が
往
来

で
き

る
水

系
を
基
軸
と
し
た
生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の

形
成

・
水

温
上

昇
に
よ
り
被
害
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る

内
水

面
魚

類
の
疾
病
に
つ
い
て
、
病
原
体
特
性
及

び
発

症
要

因
の
研
究
と
そ
れ
を
利
用
し
た
防
除
対

策
技

術
の

開
発

・
基
本
的
な
考
え
方
を
踏
ま
え
、
共
通
的
な
取
組

を
実
施

・
必
要
に
応
じ
た
重
要
な
陸
水
域
の
特
定
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
の
拡
充
、
調
査
研
究
の
推
進
、
気
候
変

動
の
影
響
把
握

・
順
応
性
の
高
い
健
全
な
生
態
系
を
保
全
・
再
生

す
る
た
め
、
従
来
行
っ
て
き
た
、
国
立
・
国
定
公

園
等
の
保
護
地
域
の
見
直
し
と
適
切
な
管
理
、
野

生
生
物
の
個
体
群
管
理
、
外
来
種
の
防
除
と
水
際

対
策
、
希
少
種
の
保
護
増
殖
な
ど
の
、
気
候
変
動

の
影
響
を
考
慮
し
た
よ
り
一
層
の
推
進
、
必
要
に

応
じ
て
湿
地
な
ど
の
生
態
系
の
再
生

・
河
川
、
湖
沼
、
湿
原
、
湧
水
、
た
め
池
、
水

路
、
水
田
な
ど
の
連
続
性
の
確
保
、
生
物
が
往
来

で
き
る
水
系
を
基
軸
と
し
た
生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
形
成

・
水
温
上
昇
に
よ
り
被
害
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る

内
水
面
魚
類
の
疾
病
に
つ
い
て
、
病
原
体
特
性
及

び
発
症
要
因
の
研
究
と
そ
れ
を
利
用
し
た
防
除
対

策
技
術
の
開
発

1
4
3
3
-
4
　

海
洋

生
態
系

1
4
4

・
基

本
的

な
考
え
方
を
踏
ま
え
、
共
通
的
な
取
組

を
実

施
・

重
要

な
海

域
を
特
定
し
た
重
点
的
な
モ
ニ
タ
リ

ン
グ

の
実

施
・

赤
潮

プ
ラ

ン
ク
ト
ン
発
生
と
気
候
変
動
と
の
関

連
性

に
関

す
る
調
査
研
究
の
継
続

・
基
本
的
な
考
え
方
を
踏
ま
え
、
共
通
的
な
取
組

を
実
施

・
重
要
な
海
域
を
特
定
し
た
重
点
的
な
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
の
実
施

・
赤
潮
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
発
生
と
気
候
変
動
と
の
関

連
性
に
関
す
る
調
査
研
究
の
継
続

1
4
5
3
-
5
　

生
物

季
節

1
4
6

・
基

本
的

な
考
え
方
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
植
物

の
開

花
等

の
生
物
季
節
の
変
化
を
把
握
す
る
た
め

の
モ

ニ
タ

リ
ン
グ
の
実
施

・
人

材
の

確
保
・
育
成
、
研
究
機
関
や
N
P
O
等
の
協

力
を

得
て

行
う
参
加
型
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施

・
基
本
的
な
考
え
方
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
植
物

の
開
花
等
の
生
物
季
節
の
変
化
を
把
握
す
る
た
め

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施

・
人
材
の
確
保
・
育
成
、
研
究
機
関
や
N
P
O
等
の
協

力
を
得
て
行
う
参
加
型
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

1
4
7
3
-
6
　

分
布

・
個
体

群
の

変
動

1
4
8

●
多

良
山

系
や

雲
仙

山
系

に
お

け
る

ブ
ナ

群
落

の
衰

退
が

懸
念

さ
れ

ま
す

。
※

ブ
ナ

の
潜

在
生

育
域

が
減

少
・

消
失

す
る

将
来

予
測

あ
り

（
別

添
の

N
o
.
6
参

照
）

・
基

本
的

な
考
え
方
を
踏
ま
え
、
共
通
的
な
取
組

を
実

施
・

種
の

分
布

や
個
体
群
の
変
化
を
よ
り
的
確
に
把

握
す

る
た

め
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
拡
充

・
特

に
影

響
が
生
じ
る
可
能
性
の
高
い
高
山
帯
や

沿
岸

域
に

生
息
す
る
種
、
個
体
数
が
増
加
し
生
態

系
に

影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
等
野
生

動
物

、
外

来
種
な
ど
に
つ
い
て
重
点
的
な
モ
ニ
タ

リ
ン

グ
の

実
施
、
評
価

・
健

全
な

生
態
系
を
保
全
・
再
生
す
る
た
め
、
従

来
実

施
し

て
き
た
、
野
生
生
物
の
個
体
群
管
理
、

外
来

種
の

防
除
と
水
際
対
策
、
希
少
種
の
保
護
増

殖
な

ど
の

、
気
候
変
動
の
影
響
を
考
慮
し
た
よ
り

一
層

の
推

進
・

生
物

が
移

動
・
分
散
す
る
経
路
を
確
保
す
る
た

め
生

態
系

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
（
外
来
種
や
ニ

ホ
ン

ジ
カ

の
分
布
拡
大
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
と
そ

れ
に

よ
る

在
来
種
へ
の
影
響
に
つ
い
て
の
考
慮
）

・
国

内
希

少
野
生
動
植
物
種
の
保
護
増
殖
事
業
計

画
等

、
国

の
計
画
に
つ
い
て
、
次
の
見
直
し
に
お

け
る

、
気

候
変
動
の
影
響
の
考
慮
、
目
標
や
対
策

が
従

来
の

ま
ま
で
よ
い
か
な
ど
の
確
認

・
基
本
的
な
考
え
方
を
踏
ま
え
、
共
通
的
な
取
組

を
実
施

・
種
の
分
布
や
個
体
群
の
変
化
を
よ
り
的
確
に
把

握
す
る
た
め
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
拡
充

・
特
に
影
響
が
生
じ
る
可
能
性
の
高
い
高
山
帯
や

沿
岸
域
に
生
息
す
る
種
、
個
体
数
が
増
加
し
生
態

系
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
等
野
生

動
物
、
外
来
種
な
ど
に
つ
い
て
重
点
的
な
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
の
実
施
、
評
価

・
健
全
な
生
態
系
を
保
全
・
再
生
す
る
た
め
、
従

来
実
施
し
て
き
た
、
野
生
生
物
の
個
体
群
管
理
、

外
来
種
の
防
除
と
水
際
対
策
、
希
少
種
の
保
護
増

殖
な
ど
の
、
気
候
変
動
の
影
響
を
考
慮
し
た
よ
り

一
層
の
推
進

・
生
物
が
移
動
・
分
散
す
る
経
路
を
確
保
す
る
た

め
生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
（
外
来
種
や
ニ

ホ
ン
ジ
カ
の
分
布
拡
大
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
と
そ

れ
に
よ
る
在
来
種
へ
の
影
響
に
つ
い
て
の
考
慮
）

・
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
の
保
護
増
殖
事
業
計

画
等
、
国
の
計
画
に
つ
い
て
、
次
の
見
直
し
に
お

け
る
、
気
候
変
動
の
影
響
の
考
慮
、
目
標
や
対
策

が
従
来
の
ま
ま
で
よ
い
か
な
ど
の
確
認
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

1
4
9
第

4
章

 
自

然
災

害
・

沿
岸

域

1
5
0
4
-
1
　

水
害

1
5
1

＜
適

応
策

の
基
本
的
な
考
え
方
＞

・
比

較
的

発
生
頻
度
の
高
い
外
力
に
対
し
て
は
、

こ
れ

ま
で

進
め
て
き
て
い
る
堤
防
や
洪
水
調
節
施

設
、

下
水

道
等
の
整
備
の
着
実
な
継
続
実
施
、
適

切
な

維
持

管
理
・
更
新
。
そ
の
際
、
諸
外
国
の
施

策
も

参
考

に
、
気
候
変
動
に
よ
る
将
来
の
外
力
の

増
大

の
可

能
性
も
考
慮
し
、
で
き
る
だ
け
手
戻
り

が
な

く
追

加
の
対
策
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
順

応
的

な
整

備
・
維
持
管
理
等

・
施

設
の

能
力
を
上
回
る
外
力
に
対
し
て
は
、
施

設
の

運
用

、
構
造
、
整
備
手
順
等
の
工
夫
に
よ
る

減
災

、
災

害
リ
ス
ク
を
考
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
・

地
域

づ
く

り
の
促
進
、
避
難
・
応
急
活
動
・
事
業

継
続

等
の

た
め
の
備
え
の
充
実
を
図
り
、
こ
れ
ら

に
よ

り
、

人
命
・
資
産
・
社
会
経
済
の
被
害
を
出

来
る

限
り

軽
減
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
や
避
難
等

に
係

る
対

策
を
促
進
す
る
に
あ
た
っ
て
、
様
々
な

外
力

に
対

す
る
浸
水
想
定
に
基
づ
き
、
地
方
公
共

団
体

、
企

業
、
住
民
等
が
ど
の
よ
う
な
被
害
が
発

生
す

る
か

を
認
識
し
て
対
策
を
推
進

・
施

設
の

能
力
を
大
幅
に
上
回
る
外
力
に
対
し
て

は
、

最
悪

の
事
態
を
想
定
し
、
国
、
地
方
公
共
団

体
、

公
益

事
業
者
、
企
業
等
が
、
主
体
的
に
連
携

し
て

、
ソ

フ
ト
対
策
に
重
点
を
お
い
て
対
応
す
る

こ
と

に
よ

り
、
一
人
で
も
多
く
の
命
を
守
り
、
社

会
経

済
の

壊
滅
的
な
被
害
を
回
避

＜
適
応
策
の
基
本
的
な
考
え
方
＞

・
比
較
的
発
生
頻
度
の
高
い
外
力
に
対
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
進
め
て
き
て
い
る
堤
防
や
洪
水
調
節
施

設
、
下
水
道
等
の
整
備
の
着
実
な
継
続
実
施
、
適

切
な
維
持
管
理
・
更
新
。
そ
の
際
、
諸
外
国
の
施

策
も
参
考
に
、
気
候
変
動
に
よ
る
将
来
の
外
力
の

増
大
の
可
能
性
も
考
慮
し
、
で
き
る
だ
け
手
戻
り

が
な
く
追
加
の
対
策
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
順

応
的
な
整
備
・
維
持
管
理
等

・
施
設
の
能
力
を
上
回
る
外
力
に
対
し
て
は
、
施

設
の
運
用
、
構
造
、
整
備
手
順
等
の
工
夫
に
よ
る

減
災
、
災
害
リ
ス
ク
を
考
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
・

地
域
づ
く
り
の
促
進
、
避
難
・
応
急
活
動
・
事
業

継
続
等
の
た
め
の
備
え
の
充
実
を
図
り
、
こ
れ
ら

に
よ
り
、
人
命
・
資
産
・
社
会
経
済
の
被
害
を
出

来
る
限
り
軽
減
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
や
避
難
等

に
係
る
対
策
を
促
進
す
る
に
あ
た
っ
て
、
様
々
な

外
力
に
対
す
る
浸
水
想
定
に
基
づ
き
、
地
方
公
共

団
体
、
企
業
、
住
民
等
が
ど
の
よ
う
な
被
害
が
発

生
す
る
か
を
認
識
し
て
対
策
を
推
進

・
施
設
の
能
力
を
大
幅
に
上
回
る
外
力
に
対
し
て

は
、
最
悪
の
事
態
を
想
定
し
、
国
、
地
方
公
共
団

体
、
公
益
事
業
者
、
企
業
等
が
、
主
体
的
に
連
携

し
て
、
ソ
フ
ト
対
策
に
重
点
を
お
い
て
対
応
す
る

こ
と
に
よ
り
、
一
人
で
も
多
く
の
命
を
守
り
、
社

会
経
済
の
壊
滅
的
な
被
害
を
回
避
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

1
5
2

＜
災

害
リ

ス
ク
の
評
価
＞

・
対

策
の

主
体
と
な
る
地
方
公
共
団
体
、
企
業
、

住
民

等
が

ど
の
程
度
の
発
生
頻
度
で
ど
の
よ
う
な

被
害

が
発

生
す
る
可
能
性
が
あ
る
か
認
識
し
て
対

策
を

進
め

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
各
主
体
か
ら
見

て
わ

か
り

や
す
く
、
き
め
細
か
い
災
害
リ
ス
ク
情

報
の

提
示

・
様

々
な

規
模
の
外
力
に
つ
い
て
浸
水
想
定
を
作

成
し

て
提

示
・

床
上

浸
水

の
発
生
頻
度
や
人
命
に
関
わ
る
リ
ス

ク
の

有
無

、
施
設
の
能
力
や
整
備
状
況
等
の
提
示

・
各

主
体

が
参
画
す
る
様
々
な
協
議
会
等
を
活
用

し
た

災
害

リ
ス
ク
情
報
の
共
有
と
対
策
の
促
進

・
氾

濫
域

に
お
け
る
人
口
や
資
産
の
集
積
状
況
、

イ
ン

フ
ラ

・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
病
院
・
福
祉
施
設

等
の

立
地

状
況
、
産
業
構
造
・
産
業
立
地
の
状

況
、

高
齢

化
の
状
況
等
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

被
害

想
定

の
検
討

・
最

悪
の

事
態
も
想
定
し
た
対
策
の
検
討
の
た

め
、

浸
水

想
定
区
域
の
指
定
の
対
象
と
す
る
外
力

を
、

想
定

し
得
る
最
大
規
模
の
も
の
と
す
る
と
と

も
に

、
洪

水
だ
け
で
な
く
、
内
水
、
高
潮
も
対
象

と
し

て
検

討
。
そ
の
際
、
地
方
公
共
団
体
、
企

業
、

自
治

組
織
、
住
民
等
が
避
難
等
の
検
討
が
で

き
る

よ
う

、
必
要
に
応
じ
て
、
浸
水
深
だ
け
で
な

く
浸

水
継

続
時
間
を
提
示

＜
災
害
リ
ス
ク
の
評
価
＞

・
対
策
の
主
体
と
な
る
地
方
公
共
団
体
、
企
業
、

住
民
等
が
ど
の
程
度
の
発
生
頻
度
で
ど
の
よ
う
な

被
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
か
認
識
し
て
対

策
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
各
主
体
か
ら
見

て
わ
か
り
や
す
く
、
き
め
細
か
い
災
害
リ
ス
ク
情

報
の
提
示

・
様
々
な
規
模
の
外
力
に
つ
い
て
浸
水
想
定
を
作

成
し
て
提
示

・
床
上
浸
水
の
発
生
頻
度
や
人
命
に
関
わ
る
リ
ス

ク
の
有
無
、
施
設
の
能
力
や
整
備
状
況
等
の
提
示

・
各
主
体
が
参
画
す
る
様
々
な
協
議
会
等
を
活
用

し
た
災
害
リ
ス
ク
情
報
の
共
有
と
対
策
の
促
進

・
氾
濫
域
に
お
け
る
人
口
や
資
産
の
集
積
状
況
、

イ
ン
フ
ラ
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
病
院
・
福
祉
施
設

等
の
立
地
状
況
、
産
業
構
造
・
産
業
立
地
の
状

況
、
高
齢
化
の
状
況
等
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

被
害
想
定
の
検
討

・
最
悪
の
事
態
も
想
定
し
た
対
策
の
検
討
の
た

め
、
浸
水
想
定
区
域
の
指
定
の
対
象
と
す
る
外
力

を
、
想
定
し
得
る
最
大
規
模
の
も
の
と
す
る
と
と

も
に
、
洪
水
だ
け
で
な
く
、
内
水
、
高
潮
も
対
象

と
し
て
検
討
。
そ
の
際
、
地
方
公
共
団
体
、
企

業
、
自
治
組
織
、
住
民
等
が
避
難
等
の
検
討
が
で

き
る
よ
う
、
必
要
に
応
じ
て
、
浸
水
深
だ
け
で
な

く
浸
水
継
続
時
間
を
提
示
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

1
5
3

＜
比

較
的

発
生
頻
度
の
高
い
外
力
に
対
す
る
防
災

対
策

＞
○

施
設

の
着

実
な
整
備

・
引

き
続

き
堤
防
や
洪
水
調
節
施
設
、
下
水
道
等

の
施

設
の

整
備
の
着
実
な
実
施
（
災
害
リ
ス
ク
を

踏
ま

え
、

効
果
的
・
効
率
的
な
整
備
促
進
）

・
施

設
計

画
の
目
標
や
内
容
等
を
、
近
年
の
大
雨

等
の

発
生

頻
度
の
増
加
等
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応

じ
て

見
直

し

＜
比
較
的
発
生
頻
度
の
高
い
外
力
に
対
す
る
防
災

対
策
＞

○
施
設
の
着
実
な
整
備

・
引
き
続
き
堤
防
や
洪
水
調
節
施
設
、
下
水
道
等

の
施
設
の
整
備
の
着
実
な
実
施
（
災
害
リ
ス
ク
を

踏
ま
え
、
効
果
的
・
効
率
的
な
整
備
促
進
）

・
施
設
計
画
の
目
標
や
内
容
等
を
、
近
年
の
大
雨

等
の
発
生
頻
度
の
増
加
等
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応

じ
て
見
直
し

1
5
4

○
既

存
施

設
の
機
能
向
上

・
治

水
機

能
の
増
強
等
を
行
う
ダ
ム
再
生
、
既
存

の
下

水
道

施
設
の
増
補
管
や
貯
留
施
設
の
整
備
な

ど
、

既
存

ス
ト
ッ
ク
の
よ
り
一
層
の
機
能
向
上

○
既
存
施
設
の
機
能
向
上

・
治
水
機
能
の
増
強
等
を
行
う
ダ
ム
再
生
、
既
存

の
下
水
道
施
設
の
増
補
管
や
貯
留
施
設
の
整
備
な

ど
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
よ
り
一
層
の
機
能
向
上

1
5
5

○
維

持
管

理
・
更
新
の
充
実

・
I
C
T
等

を
活
用
し
、
河
川
や
下
水
道
の
施
設
の
状

況
の

き
め

細
か
な
把
握
、
C
C
T
V
等
を
活
用
し
た
洪

水
や

内
水

に
関
す
る
情
報
の
把
握

・
必

要
な

貯
水
池
容
量
を
維
持
・
確
保
す
る
た
め

の
、

ダ
ム

の
堆
砂
対
策
の
継
続

○
維
持
管
理
・
更
新
の
充
実

・
I
C
T
等
を
活
用
し
、
河
川
や
下
水
道
の
施
設
の
状

況
の
き
め
細
か
な
把
握
、
C
C
T
V
等
を
活
用
し
た
洪

水
や
内
水
に
関
す
る
情
報
の
把
握

・
必
要
な
貯
水
池
容
量
を
維
持
・
確
保
す
る
た
め

の
、
ダ
ム
の
堆
砂
対
策
の
継
続

1
5
6

○
水

門
等

の
施
設
操
作
の
遠
隔
化
等

・
水

門
等

の
施
設
操
作
の
遠
隔
化
・
自
動
化
等

○
水
門
等
の
施
設
操
作
の
遠
隔
化
等

・
水
門
等
の
施
設
操
作
の
遠
隔
化
・
自
動
化
等

1
5
7

○
総

合
的

な
土
砂
管
理

・
流

砂
系

全
体
と
し
て
持
続
可
能
な
土
砂
管
理
の

目
標

の
検

討
・

ダ
ム

か
ら

の
土
砂
供
給
、
掘
削
土
の
養
浜
材
へ

の
活

用
、

沿
岸
漂
砂
の
連
続
性
を
確
保
す
る
サ
ン

ド
バ

イ
パ

ス
な
ど
、
総
合
的
な
土
砂
管
理
の
取
組

の
推

進

○
総
合
的
な
土
砂
管
理

・
流
砂
系
全
体
と
し
て
持
続
可
能
な
土
砂
管
理
の

目
標
の
検
討

・
ダ
ム
か
ら
の
土
砂
供
給
、
掘
削
土
の
養
浜
材
へ

の
活
用
、
沿
岸
漂
砂
の
連
続
性
を
確
保
す
る
サ
ン

ド
バ
イ
パ
ス
な
ど
、
総
合
的
な
土
砂
管
理
の
取
組

の
推
進

1
5
8

○
で

き
る

だ
け
手
戻
り
の
な
い
施
設
の
設
計

・
気

候
変

動
に
よ
り
外
力
が
増
大
し
、
将
来
、
施

設
の

改
造

等
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
で
き

る
限

り
容

易
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
改
造
等
が
容

易
な

構
造

形
式
の
選
定
や
基
礎
部
等
を
あ
ら
か
じ

め
補

強
し

て
お
く
こ
と
な
ど
、
外
力
の
増
大
に
柔

軟
に

追
随

で
き
る
で
き
る
だ
け
手
戻
り
の
な
い
設

計

○
で
き
る
だ
け
手
戻
り
の
な
い
施
設
の
設
計

・
気
候
変
動
に
よ
り
外
力
が
増
大
し
、
将
来
、
施

設
の
改
造
等
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
で
き

る
限
り
容
易
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
改
造
等
が
容

易
な
構
造
形
式
の
選
定
や
基
礎
部
等
を
あ
ら
か
じ

め
補
強
し
て
お
く
こ
と
な
ど
、
外
力
の
増
大
に
柔

軟
に
追
随
で
き
る
で
き
る
だ
け
手
戻
り
の
な
い
設

計
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

1
5
9

○
施

設
計

画
、
設
計
等
の
た
め
の
気
候
変
動
予
測

技
術

の
向

上
・

で
き

る
だ

け
手
戻
り
の
な
い
施
設
の
設
計
を
行

う
た

め
の

、
気
候
変
動
予
測
技
術
の
向
上
等

○
施
設
計
画
、
設
計
等
の
た
め
の
気
候
変
動
予
測

技
術
の
向
上

・
で
き
る
だ
け
手
戻
り
の
な
い
施
設
の
設
計
を
行

う
た
め
の
、
気
候
変
動
予
測
技
術
の
向
上
等

1
6
0

●
海

面
水

位
の

上
昇

に
よ

り
、

浸
水

域
の

拡
大

や
砂

浜
の

喪
失

等
が

懸
念

さ
れ

ま
す

。

○
海

面
水

位
の
上
昇
、
土
砂
や
流
木
の
影
響
検
討

・
海

面
水

位
の
上
昇
に
伴
う
高
潮
・
高
波
に
よ
る

被
災

リ
ス

ク
の
上
昇
や
、
内
水
の
排
水
条
件
が
厳

し
く

な
る

こ
と
に
伴
う
浸
水
な
ど
へ
の
影
響
の
解

明 ・
気

候
変

動
に
伴
う
土
砂
や
流
木
の
流
出
量
の
変

化
や

、
こ

れ
ら
が
河
道
等
に
及
ぼ
す
影
響
の
解
明

○
海
面
水
位
の
上
昇
、
土
砂
や
流
木
の
影
響
検
討

・
海
面
水
位
の
上
昇
に
伴
う
高
潮
・
高
波
に
よ
る

被
災
リ
ス
ク
の
上
昇
や
、
内
水
の
排
水
条
件
が
厳

し
く
な
る
こ
と
に
伴
う
浸
水
な
ど
へ
の
影
響
の
解

明 ・
気
候
変
動
に
伴
う
土
砂
や
流
木
の
流
出
量
の
変

化
や
、
こ
れ
ら
が
河
道
等
に
及
ぼ
す
影
響
の
解
明

1
6
1

○
河

川
や

下
水
道
の
施
設
の
一
体
的
な
運
用

・
河

川
及

び
下
水
道
の
既
存
施
設
を
接
続
す
る
連

続
管

や
兼

用
の
貯
留
施
設
等
の
整
備

○
河
川
や
下
水
道
の
施
設
の
一
体
的
な
運
用

・
河
川
及
び
下
水
道
の
既
存
施
設
を
接
続
す
る
連

続
管
や
兼
用
の
貯
留
施
設
等
の
整
備

1
6
2

＜
施

設
の

能
力
を
上
回
る
外
力
に
対
す
る
減
災
対

策
＞

①
施

設
の

運
用
、
構
造
、
整
備
手
順
等
の
工
夫

○
観

測
等

の
充
実

・
河

川
や

下
水
道
等
の
水
位
等
の
観
測
機
器
の
改

良
や

配
備

の
充
実

＜
施
設
の
能
力
を
上
回
る
外
力
に
対
す
る
減
災
対

策
＞

①
施
設
の
運
用
、
構
造
、
整
備
手
順
等
の
工
夫

○
観
測
等
の
充
実

・
河
川
や
下
水
道
等
の
水
位
等
の
観
測
機
器
の
改

良
や
配
備
の
充
実

1
6
3

○
水

防
体

制
の
充
実
・
強
化

・
き

め
細

か
く
設
定
し
た
重
要
水
防
箇
所
や
危
険

箇
所

の
洪

水
時
の
情
報
の
水
防
管
理
者
へ
の
提
示

・
洪

水
だ

け
で
な
く
、
内
水
及
び
高
潮
に
つ
い
て

の
水

位
の

周
知

・
洪

水
や

内
水
に
関
す
る
活
動
拠
点
の
整
備
や
水

防
資

機
材

の
備
蓄

○
水
防
体
制
の
充
実
・
強
化

・
き
め
細
か
く
設
定
し
た
重
要
水
防
箇
所
や
危
険

箇
所
の
洪
水
時
の
情
報
の
水
防
管
理
者
へ
の
提
示

・
洪
水
だ
け
で
な
く
、
内
水
及
び
高
潮
に
つ
い
て

の
水
位
の
周
知

・
洪
水
や
内
水
に
関
す
る
活
動
拠
点
の
整
備
や
水

防
資
機
材
の
備
蓄

1
6
4

○
河

川
管

理
施
設
等
を
活
用
し
た
避
難
場
所
等
の

確
保

・
堤

防
や

河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
河
川
管

理
施

設
等

を
活
用
し
た
、
避
難
場
所
や
避
難
路
の

確
保

○
河
川
管
理
施
設
等
を
活
用
し
た
避
難
場
所
等
の

確
保

・
堤
防
や
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
河
川
管

理
施
設
等
を
活
用
し
た
、
避
難
場
所
や
避
難
路
の

確
保
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

1
6
5

○
様

々
な

外
力
に
対
す
る
災
害
リ
ス
ク
に
基
づ
く

河
川

整
備

計
画
等
の
点
検
・
見
直
し

・
想

定
最

大
外
力
ま
で
の
様
々
な
規
模
の
外
力
に

対
し

て
、

上
下
流
・
本
支
川
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
に

留
意

し
、

減
災
の
観
点
も
考
慮
し
た
最
適
な
河
川

整
備

の
内

容
、
手
順
と
な
る
よ
う
に
、
必
要
に
応

じ
て

河
川

整
備
計
画
の
見
直
し

・
激

甚
化

、
頻
発
化
す
る
局
地
的
な
大
雨
等
に
対

応
す

る
た

め
、
浸
水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
に
よ

る
き

め
細

や
か
な
災
害
リ
ス
ク
評
価
に
基
づ
き
、

下
水

道
に

よ
る
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
の
浸

水
対

策
計

画
の
策
定

○
様
々
な
外
力
に
対
す
る
災
害
リ
ス
ク
に
基
づ
く

河
川
整
備
計
画
等
の
点
検
・
見
直
し

・
想
定
最
大
外
力
ま
で
の
様
々
な
規
模
の
外
力
に

対
し
て
、
上
下
流
・
本
支
川
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
に

留
意
し
、
減
災
の
観
点
も
考
慮
し
た
最
適
な
河
川

整
備
の
内
容
、
手
順
と
な
る
よ
う
に
、
必
要
に
応

じ
て
河
川
整
備
計
画
の
見
直
し

・
激
甚
化
、
頻
発
化
す
る
局
地
的
な
大
雨
等
に
対

応
す
る
た
め
、
浸
水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
に
よ

る
き
め
細
や
か
な
災
害
リ
ス
ク
評
価
に
基
づ
き
、

下
水
道
に
よ
る
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
の
浸

水
対
策
計
画
の
策
定

1
6
6

○
決

壊
に

至
る
時
間
を
引
き
延
ば
す
堤
防
の
構
造

・
既

に
築

造
さ
れ
て
い
る
堤
防
の
信
頼
性
を
向
上

さ
せ

る
観

点
も
含
め
、
堤
防
が
決
壊
に
至
る
ま
で

の
時

間
を

引
き
延
ば
し
、
避
難
等
の
た
め
の
時
間

を
で

き
る

限
り
確
保
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
堤

防
の

構
造

の
検
討

○
決
壊
に
至
る
時
間
を
引
き
延
ば
す
堤
防
の
構
造

・
既
に
築
造
さ
れ
て
い
る
堤
防
の
信
頼
性
を
向
上

さ
せ
る
観
点
も
含
め
、
堤
防
が
決
壊
に
至
る
ま
で

の
時
間
を
引
き
延
ば
し
、
避
難
等
の
た
め
の
時
間

を
で
き
る
限
り
確
保
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
堤

防
の
構
造
の
検
討

1
6
7

○
既

存
施

設
の
機
能
を
最
大
限
活
用
す
る
運
用

・
既

設
ダ

ム
の
洪
水
調
節
機
能
を
最
大
限
活
用
す

る
た

め
の

操
作
の
方
法
の
検
討

・
ダ

ム
上

流
域
の
降
雨
量
や
ダ
ム
へ
の
流
入
量
の

予
測

精
度

の
向
上
に
よ
る
、
ダ
ム
操
作
の
更
な
る

高
度

化
・

内
水

対
策

に
つ
い
て
、
水
位
情
報
等
を
活
用
し

た
下

水
道

管
渠
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
排
水
ポ
ン
プ

の
運

用
方

法
の
検
討

○
既
存
施
設
の
機
能
を
最
大
限
活
用
す
る
運
用

・
既
設
ダ
ム
の
洪
水
調
節
機
能
を
最
大
限
活
用
す

る
た
め
の
操
作
の
方
法
の
検
討

・
ダ
ム
上
流
域
の
降
雨
量
や
ダ
ム
へ
の
流
入
量
の

予
測
精
度
の
向
上
に
よ
る
、
ダ
ム
操
作
の
更
な
る

高
度
化

・
内
水
対
策
に
つ
い
て
、
水
位
情
報
等
を
活
用
し

た
下
水
道
管
渠
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
排
水
ポ
ン
プ

の
運
用
方
法
の
検
討

1
6
8

○
大

規
模

な
構
造
物
の
点
検

・
ダ

ム
・

堰
な
ど
の
大
規
模
な
構
造
物
に
つ
い

て
、

想
定

最
大
外
力
な
ど
、
設
計
外
力
を
上
回
る

外
力

が
発

生
し
た
場
合
を
想
定
し
、
構
造
物
の
損

傷
な

ど
の

有
無
や
、
損
傷
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て

点
検

し
、

必
要
に
応
じ
て
対
策
を
実
施

○
大
規
模
な
構
造
物
の
点
検

・
ダ
ム
・
堰
な
ど
の
大
規
模
な
構
造
物
に
つ
い

て
、
想
定
最
大
外
力
な
ど
、
設
計
外
力
を
上
回
る

外
力
が
発
生
し
た
場
合
を
想
定
し
、
構
造
物
の
損

傷
な
ど
の
有
無
や
、
損
傷
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て

点
検
し
、
必
要
に
応
じ
て
対
策
を
実
施

1
6
9

②
ま

ち
づ

く
り
・
地
域
づ
く
り
と
の
連
携

○
総

合
的

な
浸
水
対
策

・
流

域
の

も
つ
保
水
・
遊
水
機
能
を
確
保
す
る
な

ど
の

総
合

的
な
浸
水
対
策
の
推
進

②
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
と
の
連
携

○
総
合
的
な
浸
水
対
策

・
流
域
の
も
つ
保
水
・
遊
水
機
能
を
確
保
す
る
な

ど
の
総
合
的
な
浸
水
対
策
の
推
進

3
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

1
7
0

○
土

地
利

用
状
況
を
考
慮
し
た
治
水
対
策

・
輪

中
堤

等
に
よ
る
ハ
ー
ド
整
備
と
土
地
利
用
規

制
等

に
よ

る
ソ
フ
ト
対
策
を
組
み
合
わ
せ
る
な

ど
、

地
域

の
意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
土
地
利
用
状

況
を

考
慮

し
た
治
水
対
策

○
土
地
利
用
状
況
を
考
慮
し
た
治
水
対
策

・
輪
中
堤
等
に
よ
る
ハ
ー
ド
整
備
と
土
地
利
用
規

制
等
に
よ
る
ソ
フ
ト
対
策
を
組
み
合
わ
せ
る
な

ど
、
地
域
の
意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
土
地
利
用
状

況
を
考
慮
し
た
治
水
対
策

1
7
1

○
地

下
空

間
の
浸
水
対
策

・
地

下
空

間
の
重
要
施
設
の
浸
水
防
止
や
、
地
下

空
間

か
ら

の
避
難
行
動
の
時
間
の
確
保
等
の
た

め
、

地
下

街
等
の
施
設
管
理
者
に
よ
る
止
水
板
等

の
設

置
や

適
切
な
避
難
誘
導
な
ど
、
地
下
空
間
へ

の
浸

水
防

止
対
策
や
避
難
確
保
対
策
を
促
進

○
地
下
空
間
の
浸
水
対
策

・
地
下
空
間
の
重
要
施
設
の
浸
水
防
止
や
、
地
下

空
間
か
ら
の
避
難
行
動
の
時
間
の
確
保
等
の
た

め
、
地
下
街
等
の
施
設
管
理
者
に
よ
る
止
水
板
等

の
設
置
や
適
切
な
避
難
誘
導
な
ど
、
地
下
空
間
へ

の
浸
水
防
止
対
策
や
避
難
確
保
対
策
を
促
進

1
7
2

○
災

害
リ

ス
ク
情
報
の
き
め
細
か
い
提
示
・
共
有

等 ・
ま

ち
づ

く
り
・
地
域
づ
く
り
や
民
間
投
資
の
検

討
、

住
ま

い
方
の
工
夫
に
資
す
る
よ
う
、
災
害
リ

ス
ク

情
報

の
受
け
手
に
わ
か
り
や
す
い
形
で
の
提

示
（

関
係

機
関
の
協
力
を
得
つ
つ
様
々
な
機
会
を

捉
え

て
提

示
）

○
災
害
リ
ス
ク
情
報
の
き
め
細
か
い
提
示
・
共
有

等 ・
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
や
民
間
投
資
の
検

討
、
住
ま
い
方
の
工
夫
に
資
す
る
よ
う
、
災
害
リ

ス
ク
情
報
の
受
け
手
に
わ
か
り
や
す
い
形
で
の
提

示
（
関
係
機
関
の
協
力
を
得
つ
つ
様
々
な
機
会
を

捉
え
て
提
示
）

1
7
3

○
災

害
リ

ス
ク
情
報
の
提
示
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
・

住
ま

い
方

・
災

害
リ

ス
ク
の
高
い
地
域
を
提
示
す
る
こ
と
に

よ
る

、
災

害
リ
ス
ク
の
低
い
地
域
へ
の
居
住
や
都

市
機

能
の

誘
導

○
災
害
リ
ス
ク
情
報
の
提
示
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
・
住
ま
い
方
の
誘
導

・
災
害
リ
ス
ク
の
高
い
地
域
を
提
示
す
る
こ
と
に

よ
る
、
災
害
リ
ス
ク
の
低
い
地
域
へ
の
居
住
や
都

市
機
能
の
誘
導

1
7
4

○
ま

ち
づ

く
り
・
地
域
づ
く
り
と
連
携
し
た
浸
水

軽
減

対
策

・
既

に
都

市
機
能
や
住
宅
等
が
集
積
し
て
い
る
地

域
は

、
災

害
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
の
河
川
の

整
備

、
複

数
の
都
市
が
共
同
し
て
効
率
的
に
行
う

下
水

道
等

の
整
備
や
民
間
に
よ
る
雨
水
貯
留
浸
透

施
設

、
止

水
板
の
設
置
な
ど
を
重
点
的
に
推
進

○
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
と
連
携
し
た
浸
水

軽
減
対
策

・
既
に
都
市
機
能
や
住
宅
等
が
集
積
し
て
い
る
地

域
は
、
災
害
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
の
河
川
の

整
備
、
複
数
の
都
市
が
共
同
し
て
効
率
的
に
行
う

下
水
道
等
の
整
備
や
民
間
に
よ
る
雨
水
貯
留
浸
透

施
設
、
止
水
板
の
設
置
な
ど
を
重
点
的
に
推
進

1
7
5

○
ま

ち
づ

く
り
・
地
域
づ
く
り
と
連
携
し
た
浸
水

拡
大

の
抑

制
・

二
線

堤
、

自
然
堤
防
、
連
続
盛
土
等
の
保
全
、

市
町

村
等

に
よ
る
二
線
堤
等
の
築
造
な
ど
、
ま
ち

づ
く

り
・

地
域
づ
く
り
と
連
携
し
た
氾
濫
の
拡
大

を
抑

制
す

る
た
め
の
仕
組
み
の
検
討

○
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
と
連
携
し
た
浸
水

拡
大
の
抑
制

・
二
線
堤
、
自
然
堤
防
、
連
続
盛
土
等
の
保
全
、

市
町
村
等
に
よ
る
二
線
堤
等
の
築
造
な
ど
、
ま
ち

づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
と
連
携
し
た
氾
濫
の
拡
大

を
抑
制
す
る
た
め
の
仕
組
み
の
検
討

3
6
 /
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7
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

1
7
6

③
避

難
、

応
急
活
動
、
事
業
継
続
等
の
た
め
の
備

え ○
避

難
勧

告
の
的
確
な
発
令
の
た
め
の
市
町
村
長

へ
の

支
援

・
非

常
時

に
国
・
都
道
府
県
が
市
町
村
を
サ
ポ
ー

ト
す

る
体

制
・
制
度
の
充
実

・
平

常
時

か
ら
、
危
険
箇
所
等
の
災
害
リ
ス
ク
に

関
す

る
情

報
の
提
供

③
避
難
、
応
急
活
動
、
事
業
継
続
等
の
た
め
の
備

え ○
避
難
勧
告
の
的
確
な
発
令
の
た
め
の
市
町
村
長

へ
の
支
援

・
非
常
時
に
国
・
都
道
府
県
が
市
町
村
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
体
制
・
制
度
の
充
実

・
平
常
時
か
ら
、
危
険
箇
所
等
の
災
害
リ
ス
ク
に

関
す
る
情
報
の
提
供

1
7
7

○
避

難
を

促
す
わ
か
り
や
す
い
情
報
の
提
供

・
雨

量
の

増
大
や
洪
水
に
よ
る
河
川
水
位
の
上

昇
、

台
風

・
低
気
圧
に
よ
る
高
潮
等
の
危
険
の
切

迫
度

が
住

民
に
伝
わ
り
や
す
く
な
る
よ
う
、
防
災

情
報

と
危

険
の
切
迫
度
と
の
関
係
を
分
り
や
す
く

整
理

す
る

な
ど
、
受
け
手
に
わ
か
り
や
す
い
情
報

の
提

供

○
避
難
を
促
す
わ
か
り
や
す
い
情
報
の
提
供

・
雨
量
の
増
大
や
洪
水
に
よ
る
河
川
水
位
の
上

昇
、
台
風
・
低
気
圧
に
よ
る
高
潮
等
の
危
険
の
切

迫
度
が
住
民
に
伝
わ
り
や
す
く
な
る
よ
う
、
防
災

情
報
と
危
険
の
切
迫
度
と
の
関
係
を
分
り
や
す
く

整
理
す
る
な
ど
、
受
け
手
に
わ
か
り
や
す
い
情
報

の
提
供

1
7
8

○
避

難
の

円
滑
化
、
迅
速
化
を
図
る
た
め
の
事
前

の
取

組
の

充
実

・
住

民
に

分
り
や
す
い
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
表
示

・
想

定
さ

れ
る
浸
水
深
、
そ
の
場
所
の
標
高
、
退

避
の

方
向

、
避
難
場
所
の
名
称
や
距
離
等
を
記
載

し
た

標
識

の
設
置
の
促
進

○
避
難
の
円
滑
化
、
迅
速
化
を
図
る
た
め
の
事
前

の
取
組
の
充
実

・
住
民
に
分
り
や
す
い
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
表
示

・
想
定
さ
れ
る
浸
水
深
、
そ
の
場
所
の
標
高
、
退

避
の
方
向
、
避
難
場
所
の
名
称
や
距
離
等
を
記
載

し
た
標
識
の
設
置
の
促
進

1
7
9

○
避

難
や

救
助
等
へ
の
備
え
の
充
実

・
大

規
模

水
害
時
に
お
け
る
死
者
数
・
孤
立
者
等

の
被

害
想

定
の
作
成

・
関

係
機

関
が
連
携
し
た
避
難
、
救
助
・
救
急
、

緊
急

輸
送

等
が
で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関
が
協
働

し
て

タ
イ

ム
ラ
イ
ン
（
時
系
列
の
行
動
計
画
）
を

策
定

○
避
難
や
救
助
等
へ
の
備
え
の
充
実

・
大
規
模
水
害
時
に
お
け
る
死
者
数
・
孤
立
者
等

の
被
害
想
定
の
作
成

・
関
係
機
関
が
連
携
し
た
避
難
、
救
助
・
救
急
、

緊
急
輸
送
等
が
で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関
が
協
働

し
て
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
時
系
列
の
行
動
計
画
）
を

策
定

1
8
0

○
災

害
時

の
市
町
村
へ
の
支
援
体
制
の
強
化

・
緊

急
災

害
対
策
派
遣
隊
（
T
E
C
-
F
O
R
C
E
）
等
が
実

施
す

る
市

町
村
の
支
援
体
制
の
強
化

○
災
害
時
の
市
町
村
へ
の
支
援
体
制
の
強
化

・
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
（
T
E
C
-
F
O
R
C
E
）
等
が
実

施
す
る
市
町
村
の
支
援
体
制
の
強
化
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

1
8
1

○
防

災
関

係
機
関
、
公
益
事
業
者
等
の
業
務
継
続

計
画

策
定

等
・

市
役

所
等

の
庁
舎
や
消
防
署
、
警
察
署
、
病
院

等
の

重
要

施
設
の
浸
水
防
止
対
策
の
実
施
や
バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

機
能
の
確
保
、
業
務
継
続
計
画
の
策
定

促
進

方
策

の
検
討

・
公

益
事

業
者
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
へ
の
参
加
を
促

進
す

る
方

策
の
検
討

○
防
災
関
係
機
関
、
公
益
事
業
者
等
の
業
務
継
続

計
画
策
定
等

・
市
役
所
等
の
庁
舎
や
消
防
署
、
警
察
署
、
病
院

等
の
重
要
施
設
の
浸
水
防
止
対
策
の
実
施
や
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
機
能
の
確
保
、
業
務
継
続
計
画
の
策
定

促
進
方
策
の
検
討

・
公
益
事
業
者
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
へ
の
参
加
を
促

進
す
る
方
策
の
検
討

1
8
2

○
氾

濫
拡

大
の
抑
制
と
氾
濫
水
の
排
除

・
氾

濫
水

排
除
に
係
る
計
画
の
あ
ら
か
じ
め
の
検

討 ・
氾

濫
水

を
早
期
に
排
除
す
る
た
め
の
排
水
門
の

整
備

や
排

水
機
場
等
の
耐
水
化
、
燃
料
補
給
等
の

た
め

の
ア

ク
セ
ス
路
の
確
保
、
予
備
電
源
や
備
蓄

燃
料

の
確

保
等

○
氾
濫
拡
大
の
抑
制
と
氾
濫
水
の
排
除

・
氾
濫
水
排
除
に
係
る
計
画
の
あ
ら
か
じ
め
の
検

討 ・
氾
濫
水
を
早
期
に
排
除
す
る
た
め
の
排
水
門
の

整
備
や
排
水
機
場
等
の
耐
水
化
、
燃
料
補
給
等
の

た
め
の
ア
ク
セ
ス
路
の
確
保
、
予
備
電
源
や
備
蓄

燃
料
の
確
保
等

1
8
3

○
企

業
の

防
災
意
識
の
向
上
、
水
害
B
C
P
の
作
成
等

・
水

害
を

対
象
と
し
た
事
業
継
続
計
画
（
B
C
P
）
の

作
成

・
浸

水
防

止
対
策
の
実
施
を
促
進
す
る
た
め
の
方

策
の

検
討

○
企
業
の
防
災
意
識
の
向
上
、
水
害
B
C
P
の
作
成
等

・
水
害
を
対
象
と
し
た
事
業
継
続
計
画
（
B
C
P
）
の

作
成

・
浸
水
防
止
対
策
の
実
施
を
促
進
す
る
た
め
の
方

策
の
検
討

1
8
4

○
各

主
体

が
連
携
し
た
災
害
対
応
の
体
制
等
の
整

備 ・
施

設
の

能
力
を
大
幅
に
上
回
る
外
力
に
よ
り
大

規
模

な
氾

濫
等
が
発
生
し
た
場
合
を
想
定
し
、

国
、

地
方

公
共
団
体
、
公
益
事
業
者
等
が
連
携
し

て
対

応
す

る
た
め
の
関
係
者
一
体
型
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
の

策
定

○
各
主
体
が
連
携
し
た
災
害
対
応
の
体
制
等
の
整

備 ・
施
設
の
能
力
を
大
幅
に
上
回
る
外
力
に
よ
り
大

規
模
な
氾
濫
等
が
発
生
し
た
場
合
を
想
定
し
、

国
、
地
方
公
共
団
体
、
公
益
事
業
者
等
が
連
携
し

て
対
応
す
る
た
め
の
関
係
者
一
体
型
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
の
策
定

1
8
5

○
調

査
研

究
の
推
進

・
増

大
す

る
外
力
に
つ
い
て
の
定
量
的
な
評
価
や

確
率

規
模

の
取
扱
い
、
想
定
最
大
外
力
の
設
定
手

法
の

高
度

化
、
新
た
な
治
水
計
画
論
等
の
研
究
の

推
進

・
土

砂
流

出
量
の
変
化
が
河
道
等
に
お
よ
ぼ
す
影

響
の

研
究

・
水

害
リ

ス
ク
の
増
大
に
対
し
、
既
存
の
制
度
・

手
法

等
に

と
ら
わ
れ
な
い
新
た
な
適
応
策
の
可
能

性
に

つ
い

て
の
研
究

○
調
査
研
究
の
推
進

・
増
大
す
る
外
力
に
つ
い
て
の
定
量
的
な
評
価
や

確
率
規
模
の
取
扱
い
、
想
定
最
大
外
力
の
設
定
手

法
の
高
度
化
、
新
た
な
治
水
計
画
論
等
の
研
究
の

推
進

・
土
砂
流
出
量
の
変
化
が
河
道
等
に
お
よ
ぼ
す
影

響
の
研
究

・
水
害
リ
ス
ク
の
増
大
に
対
し
、
既
存
の
制
度
・

手
法
等
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
た
な
適
応
策
の
可
能

性
に
つ
い
て
の
研
究
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

1
8
6

＜
農

業
分

野
に
お
け
る
対
策
＞

・
排

水
機

場
や
排
水
路
等
の
整
備
に
よ
る
農
地
の

湛
水

被
害

等
の
防
止

・
湛

水
に

対
す
る
脆
弱
性
が
高
い
施
設
や
地
域
の

把
握

、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定
な
ど
の
リ
ス
ク
評

価
の

実
施

、
施
設
管
理
者
に
よ
る
業
務
継
続
計
画

の
策

定
の

推
進
な
ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
対
策
の

適
切

な
組

み
合
わ
せ
、
農
村
地
域
の
防
災
・
減
災

機
能

の
維

持
・
向
上
（
既
存
施
設
の
有
効
活
用
や

地
域

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
発
揮
等
に
よ
る
効
率

的
な

対
策

の
実
施
）

・
新

た
な

科
学
的
知
見
等
を
踏
ま
え
た
、
中
長
期

的
な

影
響

の
予
測
・
評
価

＜
農
業
分
野
に
お
け
る
対
策
＞

・
排
水
機
場
や
排
水
路
等
の
整
備
に
よ
る
農
地
の

湛
水
被
害
等
の
防
止

・
湛
水
に
対
す
る
脆
弱
性
が
高
い
施
設
や
地
域
の

把
握
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定
な
ど
の
リ
ス
ク
評

価
の
実
施
、
施
設
管
理
者
に
よ
る
業
務
継
続
計
画

の
策
定
の
推
進
な
ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
対
策
の

適
切
な
組
み
合
わ
せ
、
農
村
地
域
の
防
災
・
減
災

機
能
の
維
持
・
向
上
（
既
存
施
設
の
有
効
活
用
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
発
揮
等
に
よ
る
効
率

的
な
対
策
の
実
施
）

・
新
た
な
科
学
的
知
見
等
を
踏
ま
え
た
、
中
長
期

的
な
影
響
の
予
測
・
評
価

1
8
7
4
-
2
　

高
潮

・
高
波

等

1
8
8

＜
港

湾
＞

○
適

応
策

の
基
本
的
な
考
え
方

・
「

地
球

温
暖
化
に
起
因
す
る
気
候
変
動
に
対
す

る
港

湾
政

策
の
あ
り
方
」
（
平
成
2
1
年
3
月
）
を
踏

ま
え

、
軽

減
す
べ
き
リ
ス
ク
の
優
先
度
に
応
じ
、

ハ
ー

ド
・

ソ
フ
ト
の
適
応
策
を
組
み
合
わ
せ
て
戦

略
的

か
つ

順
応
的
に
推
進
し
、
堤
外
地
・
堤
内
地

に
お

け
る

高
潮
等
の
リ
ス
ク
増
大
の
抑
制
、
及
び

港
湾

活
動

の
維
持

・
各

種
制

度
・
計
画
に
適
応
策
を
組
み
込
み
、
適

応
策

の
効

果
的
な
実
施
（
適
応
策
の
主
流
化
）
を

促
進

＜
港
湾
＞

○
適
応
策
の
基
本
的
な
考
え
方

・
「
地
球
温
暖
化
に
起
因
す
る
気
候
変
動
に
対
す

る
港
湾
政
策
の
あ
り
方
」
（
平
成
2
1
年
3
月
）
を
踏

ま
え
、
軽
減
す
べ
き
リ
ス
ク
の
優
先
度
に
応
じ
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
適
応
策
を
組
み
合
わ
せ
て
戦

略
的
か
つ
順
応
的
に
推
進
し
、
堤
外
地
・
堤
内
地

に
お
け
る
高
潮
等
の
リ
ス
ク
増
大
の
抑
制
、
及
び

港
湾
活
動
の
維
持

・
各
種
制
度
・
計
画
に
適
応
策
を
組
み
込
み
、
適

応
策
の
効
果
的
な
実
施
（
適
応
策
の
主
流
化
）
を

促
進
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

1
8
9

●
台

風
の

強
大

化
に

伴
う

高
潮

の
増

大
に

よ
り

、
浸

水
被

害
等

の
拡

大
が

懸
念

さ
れ

ま
す

。

○
港

湾
に

関
す
る
共
通
事
項
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

影
響

評
価

、
情
報
提
供
等
）

・
気

象
・

海
象
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
高
潮
・
高
波

浸
水

予
測

等
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
、
気

候
変

動
影

響
の
定
期
的
な
評
価
し
、
関
係
機
関
へ

の
情

報
提

供
・

強
い

台
風

の
増
加
に
伴
う
災
害
リ
ス
ク
の
高
ま

り
の

、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
に
よ
る
港
湾
の
利
用

者
等

へ
の

周
知

・
海

面
水

位
の
上
昇
に
伴
う
荷
役
効
率
の
低
下
等

の
影

響
の

評
価

・
堤

外
地

の
企
業
等
や
背
後
地
の
住
民
の
避
難
に

関
す

る
計

画
の
作
成
、
訓
練
の
実
施
等
の
促
進

・
堤

外
地

で
、
避
難
と
陸
閘
の
操
作
規
則
（
海
岸

管
理

者
が

策
定
）
と
の
整
合
を
は
か
り
、
利
用
者

等
の

円
滑

な
避
難
活
動
を
支
援

○
港
湾
に
関
す
る
共
通
事
項
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

影
響
評
価
、
情
報
提
供
等
）

・
気
象
・
海
象
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
高
潮
・
高
波

浸
水
予
測
等
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
、
気

候
変
動
影
響
の
定
期
的
な
評
価
し
、
関
係
機
関
へ

の
情
報
提
供

・
強
い
台
風
の
増
加
に
伴
う
災
害
リ
ス
ク
の
高
ま

り
の
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
に
よ
る
港
湾
の
利
用

者
等
へ
の
周
知

・
海
面
水
位
の
上
昇
に
伴
う
荷
役
効
率
の
低
下
等

の
影
響
の
評
価

・
堤
外
地
の
企
業
等
や
背
後
地
の
住
民
の
避
難
に

関
す
る
計
画
の
作
成
、
訓
練
の
実
施
等
の
促
進

・
堤
外
地
で
、
避
難
と
陸
閘
の
操
作
規
則
（
海
岸

管
理
者
が
策
定
）
と
の
整
合
を
は
か
り
、
利
用
者

等
の
円
滑
な
避
難
活
動
を
支
援

1
9
0

○
防

波
堤

等
外
郭
施
設
及
び
港
湾
機
能
へ
の
影
響

に
対

す
る

適
応
策

・
モ

ニ
タ

リ
ン
グ
の
結
果
等
を
踏
ま
え
た
外
力
の

見
直

し
が

必
要
と
な
る
場
合
、
そ
れ
に
対
応
し
た

構
造

の
見

直
し
に
よ
る
係
留
施
設
や
防
波
堤
の
所

要
の

機
能

の
維
持

・
設

計
外

力
を
超
え
る
規
模
の
外
力
に
対
し
て
も

減
災

効
果

を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
粘
り
強
い
構
造

に
係

る
整

備
等
を
推
進

・
気

候
変

動
の
影
響
で
航
路
・
泊
地
の
埋
没
の
可

能
性

が
懸

念
さ
れ
る
場
合
、
防
砂
提
等
を
設
置
す

る
な

ど
の

埋
没
対
策
の
実
施

・
港

湾
の

事
業
継
続
計
画
（
港
湾
B
C
P
）
の
策
定
に

関
係

者
が

協
働
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
適
宜

見
直

し
な

が
ら
拡
充

○
防
波
堤
等
外
郭
施
設
及
び
港
湾
機
能
へ
の
影
響

に
対
す
る
適
応
策

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
等
を
踏
ま
え
た
外
力
の

見
直
し
が
必
要
と
な
る
場
合
、
そ
れ
に
対
応
し
た

構
造
の
見
直
し
に
よ
る
係
留
施
設
や
防
波
堤
の
所

要
の
機
能
の
維
持

・
設
計
外
力
を
超
え
る
規
模
の
外
力
に
対
し
て
も

減
災
効
果
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
粘
り
強
い
構
造

に
係
る
整
備
等
を
推
進

・
気
候
変
動
の
影
響
で
航
路
・
泊
地
の
埋
没
の
可

能
性
が
懸
念
さ
れ
る
場
合
、
防
砂
提
等
を
設
置
す

る
な
ど
の
埋
没
対
策
の
実
施

・
港
湾
の
事
業
継
続
計
画
（
港
湾
B
C
P
）
の
策
定
に

関
係
者
が
協
働
し
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
適
宜

見
直
し
な
が
ら
拡
充
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

1
9
1

○
堤

外
地

（
埠
頭
・
荷
さ
ば
き
地
、
産
業
用
地

等
）

へ
の

影
響
に
対
す
る
適
応
策

・
海

岸
保

全
施
設
や
港
湾
施
設
の
機
能
の
把
握
・

評
価

、
リ

ス
ク
の
高
い
箇
所
の
検
討
等
に
資
す
る

情
報

の
整

備
・

気
候

変
動

に
よ
る
漸
進
的
な
外
力
増
加
に
対
し

て
大

幅
追

加
コ
ス
ト
を
要
し
な
い
段
階
的
な
適
応

を
行

え
る

よ
う
、
最
適
な
更
新
等
を
行
う
考
え
方

の
検

討
・

避
難

判
断

に
資
す
る
た
め
の
、
観
測
潮
位
や
波

浪
に

係
る

情
報
の
地
域
と
の
共
有

・
企

業
等

に
よ
る
自
衛
防
災
投
資
の
促
進
な
ど
を

図
る

た
め

、
災
害
リ
ス
ク
に
関
す
る
き
め
細
か
な

情
報

提
供

を
検
討

・
将

来
の

海
面
水
位
の
上
昇
が
有
意
に
認
め
ら
れ

る
場

合
、

埋
立
地
造
成
の
際
に
、
岸
壁
等
の
水
際

線
の

利
用

や
一
連
の
物
流
動
線
と
の
整
合
を
考
慮

し
つ

つ
、

強
い
台
風
の
増
加
に
伴
う
高
潮
偏
差
の

増
大

・
波

浪
の
強
大
化
を
あ
ら
か
じ
め
考
慮
し
た

地
盤

高
を

確
保
し
、
浸
水
リ
ス
ク
を
軽
減

・
気

候
変

動
に
よ
る
風
況
の
変
化
に
備
え
、
ク

レ
ー

ン
等

逸
走
対
策
の
推
進

○
堤
外
地
（
埠
頭
・
荷
さ
ば
き
地
、
産
業
用
地

等
）
へ
の
影
響
に
対
す
る
適
応
策

・
海
岸
保
全
施
設
や
港
湾
施
設
の
機
能
の
把
握
・

評
価
、
リ
ス
ク
の
高
い
箇
所
の
検
討
等
に
資
す
る

情
報
の
整
備

・
気
候
変
動
に
よ
る
漸
進
的
な
外
力
増
加
に
対
し

て
大
幅
追
加
コ
ス
ト
を
要
し
な
い
段
階
的
な
適
応

を
行
え
る
よ
う
、
最
適
な
更
新
等
を
行
う
考
え
方

の
検
討

・
避
難
判
断
に
資
す
る
た
め
の
、
観
測
潮
位
や
波

浪
に
係
る
情
報
の
地
域
と
の
共
有

・
企
業
等
に
よ
る
自
衛
防
災
投
資
の
促
進
な
ど
を

図
る
た
め
、
災
害
リ
ス
ク
に
関
す
る
き
め
細
か
な

情
報
提
供
を
検
討

・
将
来
の
海
面
水
位
の
上
昇
が
有
意
に
認
め
ら
れ

る
場
合
、
埋
立
地
造
成
の
際
に
、
岸
壁
等
の
水
際

線
の
利
用
や
一
連
の
物
流
動
線
と
の
整
合
を
考
慮

し
つ
つ
、
強
い
台
風
の
増
加
に
伴
う
高
潮
偏
差
の

増
大
・
波
浪
の
強
大
化
を
あ
ら
か
じ
め
考
慮
し
た

地
盤
高
を
確
保
し
、
浸
水
リ
ス
ク
を
軽
減

・
気
候
変
動
に
よ
る
風
況
の
変
化
に
備
え
、
ク

レ
ー
ン
等
逸
走
対
策
の
推
進

1
9
2

○
背

後
地

（
堤
内
地
）
へ
の
影
響
に
対
す
る
適
応

策 ・
海

岸
保

全
施
設
や
港
湾
施
設
の
機
能
の
把
握
・

評
価

、
リ

ス
ク
の
高
い
箇
所
の
検
討
等
に
資
す
る

情
報

の
整

備
・

気
候

変
動

に
よ
る
漸
進
的
な
外
力
増
加
に
対
し

て
大

幅
追

加
コ
ス
ト
を
要
し
な
い
段
階
的
な
適
応

を
行

え
る

よ
う
、
最
適
な
更
新
等
を
行
う
考
え
方

の
検

討
・

民
有

施
設

（
胸
壁
、
上
屋
、
倉
庫
、
緑
地
帯

等
）

を
避

難
や
海
水
侵
入
防
止
・
軽
減
の
た
め
の

施
設

と
し

て
活
用
を
図
る
た
め
の
検
討

・
中

長
期

的
に
は
、
臨
海
部
に
お
け
る
土
地
利
用

の
再

編
等

の
機
会
を
捉
え
た
防
護
ラ
イ
ン
の
再
構

築
と

と
も

に
、
高
潮
等
の
災
害
リ
ス
ク
の
低
い
土

地
利

用
へ

の
転
換
を
進
め
る

○
背
後
地
（
堤
内
地
）
へ
の
影
響
に
対
す
る
適
応

策 ・
海
岸
保
全
施
設
や
港
湾
施
設
の
機
能
の
把
握
・

評
価
、
リ
ス
ク
の
高
い
箇
所
の
検
討
等
に
資
す
る

情
報
の
整
備

・
気
候
変
動
に
よ
る
漸
進
的
な
外
力
増
加
に
対
し

て
大
幅
追
加
コ
ス
ト
を
要
し
な
い
段
階
的
な
適
応

を
行
え
る
よ
う
、
最
適
な
更
新
等
を
行
う
考
え
方

の
検
討

・
民
有
施
設
（
胸
壁
、
上
屋
、
倉
庫
、
緑
地
帯

等
）
を
避
難
や
海
水
侵
入
防
止
・
軽
減
の
た
め
の

施
設
と
し
て
活
用
を
図
る
た
め
の
検
討

・
中
長
期
的
に
は
、
臨
海
部
に
お
け
る
土
地
利
用

の
再
編
等
の
機
会
を
捉
え
た
防
護
ラ
イ
ン
の
再
構

築
と
と
も
に
、
高
潮
等
の
災
害
リ
ス
ク
の
低
い
土

地
利
用
へ
の
転
換
を
進
め
る
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

1
9
3

○
桁

下
空

間
へ
の
影
響
に
対
す
る
適
応
策

・
将

来
の

海
面
水
位
の
上
昇
が
有
意
に
認
め
ら
れ

る
場

合
、

海
面
水
位
の
上
昇
量
の
適
切
な
把
握
、

通
行

禁
止

区
間
・
時
間
の
明
示
、
橋
梁
・
水
門
等

と
船

舶
と

の
衝
突
防
止
、
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
に
課
題

の
生

じ
る

お
そ
れ
の
あ
る
橋
梁
の
沖
側
に
係
留
施

設
を

配
置

す
る
な
ど
港
湾
機
能
の
再
配
置

○
桁
下
空
間
へ
の
影
響
に
対
す
る
適
応
策

・
将
来
の
海
面
水
位
の
上
昇
が
有
意
に
認
め
ら
れ

る
場
合
、
海
面
水
位
の
上
昇
量
の
適
切
な
把
握
、

通
行
禁
止
区
間
・
時
間
の
明
示
、
橋
梁
・
水
門
等

と
船
舶
と
の
衝
突
防
止
、
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
に
課
題

の
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
橋
梁
の
沖
側
に
係
留
施

設
を
配
置
す
る
な
ど
港
湾
機
能
の
再
配
置

1
9
4

＜
海

岸
＞

○
適

応
策

の
基
本
的
考
え
方

・
海

象
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い
な
が
ら
気
候
変

動
に

よ
る

影
響
の
兆
候
を
的
確
に
捉
え
、
背
後
地

の
社

会
経

済
活
動
及
び
土
地
利
用
の
中
長
期
的
な

動
向

を
勘

案
し
て
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
施
策
の

最
適

な
組

み
合
わ
せ
に
よ
り
戦
略
的
か
つ
順
応
的

に
推

進

＜
海
岸
＞

○
適
応
策
の
基
本
的
考
え
方

・
海
象
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い
な
が
ら
気
候
変

動
に
よ
る
影
響
の
兆
候
を
的
確
に
捉
え
、
背
後
地

の
社
会
経
済
活
動
及
び
土
地
利
用
の
中
長
期
的
な

動
向
を
勘
案
し
て
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
施
策
の

最
適
な
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
戦
略
的
か
つ
順
応
的

に
推
進

1
9
5

○
災

害
リ

ス
ク
の
評
価
と
災
害
リ
ス
ク
に
応
じ
た

対
策

・
気

候
変

動
も
一
因
と
な
っ
て
引
き
起
こ
す
と
考

え
ら

れ
る

強
い
台
風
の
増
加
等
に
よ
る
高
潮
偏
差

の
増

大
及

び
波
浪
の
強
大
化
に
対
応
し
て
い
く
た

め
、

背
後

地
の
利
用
状
況
や
海
岸
保
全
施
設
の
整

備
状

況
を

踏
ま
え
、
一
連
の
防
護
ラ
イ
ン
の
中
で

災
害

リ
ス

ク
の
高
い
箇
所
を
把
握
し
、
災
害
リ
ス

ク
を

明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
災
害
リ
ス
ク
に

応
じ

た
ハ

ー
ド
・
ソ
フ
ト
施
策
の
最
適
な
組
み
合

わ
せ

に
よ

る
対
策
を
推
進

○
災
害
リ
ス
ク
の
評
価
と
災
害
リ
ス
ク
に
応
じ
た

対
策

・
気
候
変
動
も
一
因
と
な
っ
て
引
き
起
こ
す
と
考

え
ら
れ
る
強
い
台
風
の
増
加
等
に
よ
る
高
潮
偏
差

の
増
大
及
び
波
浪
の
強
大
化
に
対
応
し
て
い
く
た

め
、
背
後
地
の
利
用
状
況
や
海
岸
保
全
施
設
の
整

備
状
況
を
踏
ま
え
、
一
連
の
防
護
ラ
イ
ン
の
中
で

災
害
リ
ス
ク
の
高
い
箇
所
を
把
握
し
、
災
害
リ
ス

ク
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
災
害
リ
ス
ク
に

応
じ
た
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
施
策
の
最
適
な
組
み
合

わ
せ
に
よ
る
対
策
を
推
進

1
9
6

○
防

護
水

準
等
を
超
え
た
超
過
外
力
へ
の
対
応

・
高

潮
に

よ
り
超
過
外
力
が
作
用
し
た
場
合
の
海

岸
保

全
施

設
の
安
定
性
の
低
下
な
ど
へ
の
影
響
等

に
関

す
る

調
査
研
究
の
推
進

・
背

後
地

の
状
況
等
を
考
慮
し
つ
つ
粘
り
強
い
構

造
の

堤
防

等
の
整
備
を
推
進

・
高

潮
等

に
対
す
る
適
切
な
避
難
の
た
め
の
迅
速

な
情

報
伝

達
等
ソ
フ
ト
面
の
対
策
の
実
施

○
防
護
水
準
等
を
超
え
た
超
過
外
力
へ
の
対
応

・
高
潮
に
よ
り
超
過
外
力
が
作
用
し
た
場
合
の
海

岸
保
全
施
設
の
安
定
性
の
低
下
な
ど
へ
の
影
響
等

に
関
す
る
調
査
研
究
の
推
進

・
背
後
地
の
状
況
等
を
考
慮
し
つ
つ
粘
り
強
い
構

造
の
堤
防
等
の
整
備
を
推
進

・
高
潮
等
に
対
す
る
適
切
な
避
難
の
た
め
の
迅
速

な
情
報
伝
達
等
ソ
フ
ト
面
の
対
策
の
実
施
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

1
9
7

○
増

大
す

る
外
力
に
対
す
る
施
策
の
戦
略
的
展
開

・
海

面
水

位
の
上
昇
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
あ
ら

か
じ

め
海

面
水
位
上
昇
へ
の
対
応
を
考
慮
し
た
整

備
や

施
設

更
新
を
行
う
な
ど
、
順
応
的
な
対
策
の

実
施

・
気

候
変

動
に
よ
る
漸
進
的
な
外
力
の
増
加
に
対

し
て

、
あ

ら
か
じ
め
将
来
の
嵩
上
げ
荷
重
を
考
慮

し
た

構
造

物
の
基
礎
を
整
備
す
る
こ
と
で
順
応
的

な
嵩

上
げ

を
可
能
に
す
る
な
ど
、
適
応
に
関
す
る

技
術

開
発

等
を
検
討

○
増
大
す
る
外
力
に
対
す
る
施
策
の
戦
略
的
展
開

・
海
面
水
位
の
上
昇
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
あ
ら

か
じ
め
海
面
水
位
上
昇
へ
の
対
応
を
考
慮
し
た
整

備
や
施
設
更
新
を
行
う
な
ど
、
順
応
的
な
対
策
の

実
施

・
気
候
変
動
に
よ
る
漸
進
的
な
外
力
の
増
加
に
対

し
て
、
あ
ら
か
じ
め
将
来
の
嵩
上
げ
荷
重
を
考
慮

し
た
構
造
物
の
基
礎
を
整
備
す
る
こ
と
で
順
応
的

な
嵩
上
げ
を
可
能
に
す
る
な
ど
、
適
応
に
関
す
る

技
術
開
発
等
を
検
討

1
9
8

○
進

行
す

る
海
岸
侵
食
へ
の
対
応
の
強
化

・
沿

岸
漂

砂
に
よ
る
土
砂
の
収
支
が
適
切
と
な
る

よ
う

構
造

物
の
工
夫
等
を
含
む
取
組
を
推
進

・
気

候
変

動
に
よ
っ
て
増
大
す
る
可
能
性
の
あ
る

沖
向

き
漂

砂
に
対
応
し
た
取
組
を
必
要
に
応
じ
て

実
施

・
河

川
の

上
流
か
ら
海
岸
ま
で
の
流
砂
系
に
お
け

る
総

合
的

な
土
砂
管
理
対
策
と
の
連
携
等
、
広
域

的
・

総
合

的
な
対
策
の
推
進

○
進
行
す
る
海
岸
侵
食
へ
の
対
応
の
強
化

・
沿
岸
漂
砂
に
よ
る
土
砂
の
収
支
が
適
切
と
な
る

よ
う
構
造
物
の
工
夫
等
を
含
む
取
組
を
推
進

・
気
候
変
動
に
よ
っ
て
増
大
す
る
可
能
性
の
あ
る

沖
向
き
漂
砂
に
対
応
し
た
取
組
を
必
要
に
応
じ
て

実
施

・
河
川
の
上
流
か
ら
海
岸
ま
で
の
流
砂
系
に
お
け

る
総
合
的
な
土
砂
管
理
対
策
と
の
連
携
等
、
広
域

的
・
総
合
的
な
対
策
の
推
進
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

1
9
9

○
他

分
野

の
施
策
や
関
係
者
と
の
連
携
等

・
各

種
制

度
・
計
画
に
気
候
変
動
へ
の
適
応
策
の

組
み

込
み

、
様
々
な
政
策
や
取
組
と
の
連
携
に
よ

る
適

応
策

の
効
果
的
な
実
施
（
適
応
策
の
主
流

化
）

（
具

体
例
：
避
難
・
土
地
利
用
計
画
や
他
の

防
災

・
減

災
対
策
な
ど
海
岸
の
背
後
地
域
を
担
う

関
係

行
政

分
野
、
民
間
企
業
及
び
国
民
等
と
の
連

携
を

図
り

つ
つ
、
災
害
か
ら
の
海
岸
の
防
護
、
海

岸
環

境
の

整
備
と
保
全
及
び
公
衆
の
海
岸
の
適
正

な
利

用
の

調
和
の
と
れ
た
、
総
合
的
で
効
率
的
、

効
果

的
な

施
策
の
展
開
）

・
海

外
に

お
け
る
適
応
策
の
先
進
事
例
の
把
握
、

我
が

国
に

お
い
て
も
適
用
可
能
な
施
策
の
導
入
の

検
討

○
他
分
野
の
施
策
や
関
係
者
と
の
連
携
等

・
各
種
制
度
・
計
画
に
気
候
変
動
へ
の
適
応
策
の

組
み
込
み
、
様
々
な
政
策
や
取
組
と
の
連
携
に
よ

る
適
応
策
の
効
果
的
な
実
施
（
適
応
策
の
主
流

化
）
（
具
体
例
：
避
難
・
土
地
利
用
計
画
や
他
の

防
災
・
減
災
対
策
な
ど
海
岸
の
背
後
地
域
を
担
う

関
係
行
政
分
野
、
民
間
企
業
及
び
国
民
等
と
の
連

携
を
図
り
つ
つ
、
災
害
か
ら
の
海
岸
の
防
護
、
海

岸
環
境
の
整
備
と
保
全
及
び
公
衆
の
海
岸
の
適
正

な
利
用
の
調
和
の
と
れ
た
、
総
合
的
で
効
率
的
、

効
果
的
な
施
策
の
展
開
）

・
海
外
に
お
け
る
適
応
策
の
先
進
事
例
の
把
握
、

我
が
国
に
お
い
て
も
適
用
可
能
な
施
策
の
導
入
の

検
討

2
0
0

＜
漁

港
・

漁
村
・
海
岸
防
災
林
＞

・
防

波
堤

、
物
揚
場
等
の
漁
港
施
設
の
嵩
上
げ
や

粘
り

強
い

構
造
を
持
つ
海
岸
保
全
施
設
の
整
備
等

の
継

続
的

・
計
画
的
な
推
進

・
海

岸
防

災
林
の
整
備
に
お
け
る
、
高
潮
や
海
岸

侵
食

に
対

す
る
被
害
軽
減
効
果
も
考
慮
し
た
生
育

基
盤

の
造

成
等
や
防
潮
堤
な
ど
の
機
能
強
化
等

＜
漁
港
・
漁
村
・
海
岸
防
災
林
＞

・
防
波
堤
、
物
揚
場
等
の
漁
港
施
設
の
嵩
上
げ
や

粘
り
強
い
構
造
を
持
つ
海
岸
保
全
施
設
の
整
備
等

の
継
続
的
・
計
画
的
な
推
進

・
海
岸
防
災
林
の
整
備
に
お
け
る
、
高
潮
や
海
岸

侵
食
に
対
す
る
被
害
軽
減
効
果
も
考
慮
し
た
生
育

基
盤
の
造
成
等
や
防
潮
堤
な
ど
の
機
能
強
化
等

2
0
1

＜
調

査
研

究
・
技
術
開
発
の
推
進
＞

・
超

過
外

力
が
作
用
す
る
場
合
の
施
設
へ
の
影
響

を
踏

ま
え

た
、
堤
防
等
の
技
術
開
発

・
海

岸
侵

食
対
策
に
か
か
る
新
技
術
の
開
発
の
推

進 ・
沿

岸
域

に
お
け
る
生
態
系
に
よ
る
減
災
機
能
の

定
量

評
価

手
法
の
開
発
な
ど
、
沿
岸
分
野
の
適
応

に
関

す
る

調
査
研
究
の
推
進

＜
調
査
研
究
・
技
術
開
発
の
推
進
＞

・
超
過
外
力
が
作
用
す
る
場
合
の
施
設
へ
の
影
響

を
踏
ま
え
た
、
堤
防
等
の
技
術
開
発

・
海
岸
侵
食
対
策
に
か
か
る
新
技
術
の
開
発
の
推

進 ・
沿
岸
域
に
お
け
る
生
態
系
に
よ
る
減
災
機
能
の

定
量
評
価
手
法
の
開
発
な
ど
、
沿
岸
分
野
の
適
応

に
関
す
る
調
査
研
究
の
推
進
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

2
0
2
4
-
3
　

土
砂

災
害

2
0
3

●
記

録
的

な
大

雨
の

頻
度

の
増

加
に

よ
り

、
河

川
災

害
、

土
砂

災
害

、
浸

水
被

害
等

の
発

生
頻

度
の

増
加

と
被

害
の

拡
大

が
懸

念
さ

れ
ま

す
。

※
大

雨
・

短
時

間
強

雨
の

年
間

発
生

回
数

が
増

加
す

る
予

測
あ

り
（

別
添

の
N
o
.
5
参

照
）

※
河

川
流

量
が

1
.
1
倍

に
増

加
す

る
予

測
あ

り
（

別
添

の
N
o
.
4
参

照
）

■
平

成
 
2
5
 
年

の
大

島
の

土
砂

災
害

、
平

成
2
6
 
年
の

広
島

の
土

砂
災

害
。

【
砂

防
課

】
■

大
雨

に
伴

う
農

地
、

農
業

用
施

設
及

び
山

地
災

害
の

増
加

【
農

村
整

備
課

・
森

林
整

備
室

】

○
土

砂
災

害
の
発
生
頻
度
の
増
加
へ
の
対
策

・
人

命
を

守
る
効
果
の
高
い
箇
所
に
お
け
る
施
設

整
備

の
重

点
的
な
推
進

・
避

難
場

所
・
経
路
や
公
共
施
設
、
社
会
経
済
活

動
を

守
る

施
設
の
整
備

・
砂

防
堰

堤
の
適
切
な
除
石
を
行
う
な
ど
既
存
施

設
の

有
効

活
用

・
施

設
の

計
画
・
設
計
方
法
や
使
用
材
料
に
つ
い

て
、

よ
り

合
理
的
な
も
の
の
検
討

・
土

砂
災

害
防
止
法
の
改
正
を
踏
ま
え
た
、
土
砂

災
害

警
戒

区
域
等
の
指
定
の
促
進
、
指
定
の
前
段

階
に

お
け

る
基
礎
調
査
結
果
の
公
表
、
住
民
に
対

す
る

早
期

の
土
砂
災
害
の
危
険
性
の
周
知

・
ハ

ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
支

援
等

を
通

じ
た
警
戒
避
難
体
制
の
強
化
、
住
民
や

地
方

公
共

団
体
職
員
に
対
す
る
普
及
啓
発
に
よ
る

土
砂

災
害

に
関
す
る
知
識
を
持
っ
た
人
材
の
育
成

の
推

進

①
水
防
計
画
書
に
基
づ
く
河
川
情

報
の
発
信
【
河
川
課
】

②
市
町
地
域
防
災
計
画
策
定
時
の

情
報
提
供
【
農
村
整
備
課
・
森
林

整
備
室
】

③
市
町
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成

の
た
め
の
浸
水
想
定
区
域
図
の
提

供
【
河
川
課
】

④
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
支
援
シ

ス
テ
ム
の
運
用
に
よ
る
市
町
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
防
災
マ
ッ
プ
の

作
成
支
援

【
砂
防
課
】

⑤
海
岸
保
全
施
設
の
整
備
【
港
湾

課
】

⑥
海
岸
保
全
施
設
の
維
持
管
理

【
港
湾
課
】

⑦
河
川
・
ダ
ム
等
の
整
備
工
事
の

実
施
【
河
川
課
】

⑧
河
川
・
ダ
ム
等
の
定
期
点
検
等

管
理
業
務
の
実
施
【
河
川
課
】

⑨
山
地
災
害
危
険
地
区
に
お
け
る

着
手
率
の
向
上
【
農
村
整
備
課
・

森
林
整
備
室
】

⑩
砂
防
施
設
、
地
す
べ
り
防
止
施

設
、
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
施
設
の

整
備
【
砂
防
課
】

⑪
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
指
定

の
た
め
の
基
礎
調
査
【
砂
防
課
】

⑫
災
害
復
旧
事
業
の
活
用
【
関
係

各
課
】

⑬
土
砂
災
害
防
止
等
の
周
知
啓
発

【
砂
防
課
】

○
土
砂
災
害
の
発
生
頻
度
の
増
加
へ
の
対
策

・
⑤
⑦
⑩
人
命
を
守
る
効
果
の
高
い
箇
所
に
お
け

る
施
設
整
備
の
重
点
的
な
推
進

・
避
難
場
所
・
経
路
や
公
共
施
設
、
社
会
経
済
活

動
を
守
る
施
設
の
整
備

・
⑥
⑧
砂
防
堰
堤
の
適
切
な
除
石
を
行
う
な
ど
既

存
施
設
の
有
効
活
用

・
施
設
の
計
画
・
設
計
方
法
や
使
用
材
料
に
つ
い

て
、
よ
り
合
理
的
な
も
の
の
検
討

・
①
②
⑪
土
砂
災
害
防
止
法
の
改
正
を
踏
ま
え

た
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
指
定
の
促
進
、
指

定
の
前
段
階
に
お
け
る
基
礎
調
査
結
果
の
公
表
、

住
民
に
対
す
る
早
期
の
土
砂
災
害
の
危
険
性
の
周

知 ・
③
④
⑬
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の

作
成
支
援
等
を
通
じ
た
警
戒
避
難
体
制
の
強
化
、

住
民
や
地
方
公
共
団
体
職
員
に
対
す
る
普
及
啓
発

に
よ
る
土
砂
災
害
に
関
す
る
知
識
を
持
っ
た
人
材

の
育
成
の
推
進

・
⑨
山
地
災
害
危
険
地
区
に
お
け
る
着
手
率
の
向

上 ・
⑫
災
害
復
旧
事
業
の
活
用
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

2
0
4

○
警

戒
避

難
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
短
い
土
砂
災
害

へ
の

対
策

・
実

践
的

な
防
災
訓
練
、
防
災
教
育
を
通
じ
た
、

土
砂

災
害

に
対
す
る
正
確
な
知
識
の
普
及

・
土

砂
災

害
警
戒
情
報
の
改
善
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ

デ
ィ

ア
等

に
よ
る
情
報
収
集
・
共
有
手
段
の
活
用

等
の

検
討

①
避
難
判
断
の
た
め
の
情
報
発
信

【
河
川
課
】

②
長
崎
県
河
川
情
報
シ
ス
テ
ム

（
N
A
K
S
S
）
に
よ
る
雨
量
、
河

川
、
水
位
、
土
砂
災
害
危
険
度
情

報
の
県
民
へ
の
情
報
提
供
【
河
川

課
・
砂
防
課
】

③
土
砂
災
害
警
戒
情
報
発
令
時
に

市
町
へ
の
F
A
X
 
で
の
情
報
提
供

【
砂
防
課
】

④
山
地
災
害
危
険
地
区
に
お
け
る

の
情
報
提
供
、
警
戒
避
難
体
制
の

確
立
支
援
【
農
村
整
備
課
・
森
林

整
備
室
】

○
警
戒
避
難
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
短
い
土
砂
災
害

へ
の
対
策

・
④
実
践
的
な
防
災
訓
練
、
防
災
教
育
を
通
じ

た
、
土
砂
災
害
に
対
す
る
正
確
な
知
識
の
普
及

・
①
②
③
土
砂
災
害
警
戒
情
報
の
改
善
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
等
に
よ
る
情
報
収
集
・
共
有
手

段
の
活
用
等
の
検
討

2
0
5

○
計

画
規

模
を
上
回
る
土
砂
移
動
現
象
へ
の
対
策

・
砂

防
堰

堤
等
が
少
し
で
も
長
い
時
間
減
災
機
能

を
発

揮
で

き
る
よ
う
な
、
施
設
の
配
置
や
構
造
の

検
討

・
住

民
の

避
難
時
間
確
保
や
避
難
場
所
・
経
路
を

保
全

す
る

な
ど
、
ハ
ー
ド
対
策
と
ソ
フ
ト
対
策
の

連
携

方
策

の
検
討

○
計
画
規
模
を
上
回
る
土
砂
移
動
現
象
へ
の
対
策

・
砂
防
堰
堤
等
が
少
し
で
も
長
い
時
間
減
災
機
能

を
発
揮
で
き
る
よ
う
な
、
施
設
の
配
置
や
構
造
の

検
討

・
住
民
の
避
難
時
間
確
保
や
避
難
場
所
・
経
路
を

保
全
す
る
な
ど
、
ハ
ー
ド
対
策
と
ソ
フ
ト
対
策
の

連
携
方
策
の
検
討

2
0
6

○
深

層
崩

壊
等
へ
の
対
策

・
人

工
衛

星
等
の
活
用
に
よ
る
国
土
監
視
体
制
の

強
化

、
深

層
崩
壊
等
の
発
生
や
河
道
閉
塞
の
有
無

を
い

ち
早

く
把
握
で
き
る
危
機
管
理
体
制
の
整
備

の
推

進
・

空
中

電
磁

探
査
な
ど
の
新
た
な
技
術
の
活
用
の

推
進

・
河

道
閉

塞
等
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
懸
念
さ
れ

る
場

合
の

緊
急
調
査
及
び
そ
の
結
果
の
市
町
村
へ

の
情

報
提

供
・

関
係

機
関

と
連
携
し
た
よ
り
実
践
的
な
訓
練
の

実
施

・
無

人
航

空
機
（
U
A
V
）
の
導
入

○
深
層
崩
壊
等
へ
の
対
策

・
人
工
衛
星
等
の
活
用
に
よ
る
国
土
監
視
体
制
の

強
化
、
深
層
崩
壊
等
の
発
生
や
河
道
閉
塞
の
有
無

を
い
ち
早
く
把
握
で
き
る
危
機
管
理
体
制
の
整
備

の
推
進

・
空
中
電
磁
探
査
な
ど
の
新
た
な
技
術
の
活
用
の

推
進

・
河
道
閉
塞
等
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
懸
念
さ
れ

る
場
合
の
緊
急
調
査
及
び
そ
の
結
果
の
市
町
村
へ

の
情
報
提
供

・
関
係
機
関
と
連
携
し
た
よ
り
実
践
的
な
訓
練
の

実
施

・
無
人
航
空
機
（
U
A
V
）
の
導
入
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

2
0
7

○
不

明
瞭

な
谷
地
形
を
呈
す
る
箇
所
で
の
土
砂
災

害
へ

の
対

策
・

重
点

的
に

対
策
す
べ
き
箇
所
を
抽
出
す
る
た
め

の
危

険
度

評
価
手
法
の
検
討
、
よ
り
合
理
的
な
施

設
の

構
造

の
検
討

○
不
明
瞭
な
谷
地
形
を
呈
す
る
箇
所
で
の
土
砂
災

害
へ
の
対
策

・
重
点
的
に
対
策
す
べ
き
箇
所
を
抽
出
す
る
た
め

の
危
険
度
評
価
手
法
の
検
討
、
よ
り
合
理
的
な
施

設
の
構
造
の
検
討

2
0
8

○
土

石
流

が
流
域
界
を
乗
り
越
え
る
現
象
へ
の
対

策 ・
流

域
界

を
乗
り
越
え
る
土
砂
量
や
範
囲
の
適
切

な
推

定
、

そ
の
結
果
の
ハ
ー
ド
対
策
、
ソ
フ
ト
対

策
へ

の
活

用
の
検
討

○
土
石
流
が
流
域
界
を
乗
り
越
え
る
現
象
へ
の
対

策 ・
流
域
界
を
乗
り
越
え
る
土
砂
量
や
範
囲
の
適
切

な
推
定
、
そ
の
結
果
の
ハ
ー
ド
対
策
、
ソ
フ
ト
対

策
へ
の
活
用
の
検
討

2
0
9

○
流

木
災

害
へ
の
対
策

・
流

木
捕

捉
効
果
の
高
い
透
過
型
堰
堤
の
採
用
、

流
木

止
め

の
設
置
、
既
存
の
不
透
過
型
堰
堤
の
透

過
型

堰
堤

へ
の
改
良
な
ど
の
検
討

○
流
木
災
害
へ
の
対
策

・
流
木
捕
捉
効
果
の
高
い
透
過
型
堰
堤
の
採
用
、

流
木
止
め
の
設
置
、
既
存
の
不
透
過
型
堰
堤
の
透

過
型
堰
堤
へ
の
改
良
な
ど
の
検
討

2
1
0

○
上

流
域

の
管
理

・
人

工
衛

星
や
航
空
レ
ー
ザ
測
量
に
よ
っ
て
得
ら

れ
る

詳
細

な
地
形
デ
ー
タ
等
の
定
常
的
な
蓄
積
に

よ
る

国
土

監
視
体
制
の
強
化

・
国

土
管

理
の
観
点
か
ら
、
上
流
域
の
荒
廃
を
防

ぐ
た

め
、

里
山
砂
防
事
業
や
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
整

備
事

業
の

推
進

○
上
流
域
の
管
理

・
人
工
衛
星
や
航
空
レ
ー
ザ
測
量
に
よ
っ
て
得
ら

れ
る
詳
細
な
地
形
デ
ー
タ
等
の
定
常
的
な
蓄
積
に

よ
る
国
土
監
視
体
制
の
強
化

・
国
土
管
理
の
観
点
か
ら
、
上
流
域
の
荒
廃
を
防

ぐ
た
め
、
里
山
砂
防
事
業
や
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
整

備
事
業
の
推
進

2
1
1

○
災

害
リ

ス
ク
を
考
慮
し
た
土
地
利
用
、
住
ま
い

方 ・
土

砂
災

害
警
戒
区
域
の
指
定
や
基
礎
調
査
結
果

の
公

表
を

推
進
す
る
こ
と
に
よ
る
、
よ
り
安
全
な

土
地

利
用

の
促
進

・
特

に
、

要
配
慮
者
利
用
施
設
や
防
災
拠
点
の
安

全
確

保
の

促
進

・
災

害
リ

ス
ク
が
特
に
高
い
地
域
に
つ
い
て
、
土

砂
災

害
特

別
警
戒
区
域
の
指
定
に
よ
る
建
築
物
の

構
造

規
制

や
宅
地
開
発
等
の
抑
制
、
が
け
地
近
接

等
危

険
住

宅
移
転
事
業
等
に
よ
る
当
該
区
域
か
ら

安
全

な
地

域
へ
の
移
転
の
促
進

○
災
害
リ
ス
ク
を
考
慮
し
た
土
地
利
用
、
住
ま
い

方 ・
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
や
基
礎
調
査
結
果

の
公
表
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
る
、
よ
り
安
全
な

土
地
利
用
の
促
進

・
特
に
、
要
配
慮
者
利
用
施
設
や
防
災
拠
点
の
安

全
確
保
の
促
進

・
災
害
リ
ス
ク
が
特
に
高
い
地
域
に
つ
い
て
、
土

砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
に
よ
る
建
築
物
の

構
造
規
制
や
宅
地
開
発
等
の
抑
制
、
が
け
地
近
接

等
危
険
住
宅
移
転
事
業
等
に
よ
る
当
該
区
域
か
ら

安
全
な
地
域
へ
の
移
転
の
促
進
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

2
1
2

○
調

査
研

究
の
推
進

・
発

生
情

報
と
降
雨
状
況
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域

等
を

組
合

せ
、
災
害
リ
ス
ク
の
切
迫
性
を
よ
り
確

実
に

当
該

市
町
村
や
住
民
に
知
ら
せ
る
防
災
情
報

に
つ

い
て

の
研
究
の
推
進

・
雪

崩
災

害
に
つ
い
て
、
降
雪
・
積
雪
等
に
関
す

る
観

測
の

継
続
、
大
雪
や
雪
崩
に
よ
る
災
害
へ
の

影
響

に
つ

い
て
の
さ
ら
な
る
研
究
の
推
進

○
調
査
研
究
の
推
進

・
発
生
情
報
と
降
雨
状
況
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域

等
を
組
合
せ
、
災
害
リ
ス
ク
の
切
迫
性
を
よ
り
確

実
に
当
該
市
町
村
や
住
民
に
知
ら
せ
る
防
災
情
報

に
つ
い
て
の
研
究
の
推
進

・
雪
崩
災
害
に
つ
い
て
、
降
雪
・
積
雪
等
に
関
す

る
観
測
の
継
続
、
大
雪
や
雪
崩
に
よ
る
災
害
へ
の

影
響
に
つ
い
て
の
さ
ら
な
る
研
究
の
推
進

2
1
3
4
-
4
　

そ
の

他
（
強

風
等

）

2
1
4

●
台

風
の

強
大

化
に

伴
う

高
潮

の
増

大
に

よ
り

、
浸

水
被

害
等

の
拡

大
が

懸
念

さ
れ

ま
す

。

・
気

候
変

動
に
伴
う
強
い
台
風
に
対
し
て
、
引
き

続
き

災
害

に
強
い
低
コ
ス
ト
耐
候
性
ハ
ウ
ス
の
導

入
等

の
推

進
・

竜
巻

に
対

し
て
、
竜
巻
等
の
激
し
い
突
風
が
起

き
や

す
い

気
象
状
況
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
情

報
の

活
用

や
、
自
ら
身
の
安
全
を
確
保
す
る
行
動

の
促

進
・

気
候

変
動

が
強
風
等
に
与
え
る
影
響
や
適
応
策

に
関

す
る

調
査
研
究
の
推
進
、
科
学
的
知
見
の
集

積

・
気
候
変
動
に
伴
う
強
い
台
風
に
対
し
て
、
引
き

続
き
災
害
に
強
い
低
コ
ス
ト
耐
候
性
ハ
ウ
ス
の
導

入
等
の
推
進

・
竜
巻
に
対
し
て
、
竜
巻
等
の
激
し
い
突
風
が
起

き
や
す
い
気
象
状
況
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
情

報
の
活
用
や
、
自
ら
身
の
安
全
を
確
保
す
る
行
動

の
促
進

・
気
候
変
動
が
強
風
等
に
与
え
る
影
響
や
適
応
策

に
関
す
る
調
査
研
究
の
推
進
、
科
学
的
知
見
の
集

積
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

2
1
5
第

5
章

 
健

康

2
1
6
5
-
1
　

暑
熱

2
1
7

●
高

温
環

境
下

で
の

熱
中

症
に

よ
る

救
急

搬
送

人
員

数
の

増
加

が
懸

念
さ

れ
ま

す
。

※
熱

中
症

搬
送

者
数

及
び

熱
ス

ト
レ

ス
超

過
死

亡
数

が
増

加
す

る
予

測
あ

り
（

別
添

の
N
o
.
1
1
、

1
2
）

※
真

夏
日

、
猛

暑
日

、
熱

帯
夜

が
増

加
す

る
予

測
あ

り
（

別
添

の
N
o
.
1
3
）

■
平

成
 
2
2
 
年

以
降

の
救

急
搬

送
人

員
数

の
増

加
を

確
認

【
福

祉
保

健
課

】

・
気

温
上

昇
と
死
亡
リ
ス
ク
の
関
係
に
つ
い
て
、

引
き

続
き

科
学
的
知
見
の
集
積

・
熱

中
症

関
係
省
庁
連
絡
会
議
の
も
と
で
、
関
係

省
庁

が
連

携
し
、
救
急
、
教
育
、
医
療
、
労
働
、

農
林

水
産

業
、
日
常
生
活
等
の
各
場
面
に
お
い

て
、

気
象

情
報
の
提
供
や
注
意
喚
起
、
予
防
・
対

処
法

の
普

及
啓
発
、
発
生
状
況
等
に
係
る
情
報
提

供
等

を
適

切
に
実
施
（
具
体
的
に
は
、
熱
中
症
に

よ
る

救
急

搬
送
人
員
数
の
調
査
・
公
表
や
、
予
防

の
た

め
の

普
及
啓
発
の
継
続
）

・
学

校
に

お
け
る
熱
中
症
対
策
と
し
て
、
熱
中
症

事
故

の
防

止
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
等
に
注
意

喚
起

等
の

継
続

・
農

林
水

産
業
に
お
け
る
作
業
に
お
い
て
、
機
械

の
高

性
能

化
と
と
も
に
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
I
C
T
の
積

極
的

な
導

入
に
よ
る
作
業
の
軽
労
化

・
製

造
業

や
建
設
業
等
の
職
場
に
お
け
る
熱
中
症

対
策

の
推

進
の
継
続

①
マ
ス
コ
ミ
や
県
広
報
媒
体
を
活

用
し
た
注
意
喚
起
【
福
祉
保
健

課
】

②
市
町
、
関
係
各
課
へ
の
啓
発
資

材
の
配
布
に
よ
る
県
民
、
関
係
団

体
へ
の
周
知
・
啓
発
【
福
祉
保
健

課
】

・
気
温
上
昇
と
死
亡
リ
ス
ク
の
関
係
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
科
学
的
知
見
の
集
積

・
①
熱
中
症
関
係
省
庁
連
絡
会
議
の
も
と
で
、
関

係
省
庁
が
連
携
し
、
救
急
、
教
育
、
医
療
、
労

働
、
農
林
水
産
業
、
日
常
生
活
等
の
各
場
面
に
お

い
て
、
気
象
情
報
の
提
供
や
注
意
喚
起
、
予
防
・

対
処
法
の
普
及
啓
発
、
発
生
状
況
等
に
係
る
情
報

提
供
等
を
適
切
に
実
施
（
具
体
的
に
は
、
熱
中
症

に
よ
る
救
急
搬
送
人
員
数
の
調
査
・
公
表
や
、
予

防
の
た
め
の
普
及
啓
発
の
継
続
）

・
学
校
に
お
け
る
熱
中
症
対
策
と
し
て
、
熱
中
症

事
故
の
防
止
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
等
に
注
意

喚
起
等
の
継
続

・
農
林
水
産
業
に
お
け
る
作
業
に
お
い
て
、
機
械

の
高
性
能
化
と
と
も
に
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
I
C
T
の
積

極
的
な
導
入
に
よ
る
作
業
の
軽
労
化

・
製
造
業
や
建
設
業
等
の
職
場
に
お
け
る
熱
中
症

対
策
の
推
進
の
継
続

・
②
市
町
、
関
係
各
課
へ
の
啓
発
資
材
の
配
布
に

よ
る
県
民
、
関
係
団
体
へ
の
周
知
・
啓
発

福
祉

保
健

課

2
1
8
5
-
2
　

感
染

症

2
1
9

●
気

温
上

昇
に

よ
る

感
染

症
発

生
の

増
加

及
び

拡
大

が
懸

念
さ

れ
ま

す
。

・
気

温
の

上
昇
と
感
染
症
の
発
生
リ
ス
ク
の
変
化

の
関

係
等

に
つ
い
て
科
学
的
知
見
の
集
積

・
蚊

媒
介

感
染
症
の
発
生
の
予
防
と
ま
ん
延
の
防

止
の

た
め

、
「
蚊
媒
介
感
染
症
に
関
す
る
特
定
感

染
症

予
防

指
針
」
（
平
成
2
7
年
4
月
2
8
日
）
に
基
づ

き
、

都
道

府
県
等
に
お
い
て
、
感
染
症
の
媒
介
蚊

が
発

生
す

る
地
域
に
お
け
る
継
続
的
な
定
点
観

測
、

幼
虫

の
発
生
源
の
対
策
お
よ
び
成
虫
の
駆

除
、

防
蚊

対
策
に
関
す
る
注
意
喚
起
等
の
対
策
、

感
染

症
の

発
生
動
向
の
把
握

・
気
温
の
上
昇
と
感
染
症
の
発
生
リ
ス
ク
の
変
化

の
関
係
等
に
つ
い
て
科
学
的
知
見
の
集
積

・
蚊
媒
介
感
染
症
の
発
生
の
予
防
と
ま
ん
延
の
防

止
の
た
め
、
「
蚊
媒
介
感
染
症
に
関
す
る
特
定
感

染
症
予
防
指
針
」
（
平
成
2
7
年
4
月
2
8
日
）
に
基
づ

き
、
都
道
府
県
等
に
お
い
て
、
感
染
症
の
媒
介
蚊

が
発
生
す
る
地
域
に
お
け
る
継
続
的
な
定
点
観

測
、
幼
虫
の
発
生
源
の
対
策
お
よ
び
成
虫
の
駆

除
、
防
蚊
対
策
に
関
す
る
注
意
喚
起
等
の
対
策
、

感
染
症
の
発
生
動
向
の
把
握

4
9
 /

 5
7
 ペ

ー
ジ

51



A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

2
2
0
5
-
3
　

そ
の

他
の
健

康
へ

の
影

響

2
2
1

・
温

暖
化

と
大
気
汚
染
の
複
合
影
響
及
び
局
地
的

豪
雨

に
よ

る
合
流
式
下
水
道
で
の
越
流
が
起
こ
る

と
閉

鎖
性

水
域
や
河
川
の
下
流
に
お
け
る
水
質
が

汚
染

さ
れ

下
痢
症
発
症
を
も
た
ら
す
こ
と
に
つ
い

て
は

、
大

気
汚
染
対
策
や
合
流
式
下
水
道
改
善
対

策
等

の
水

質
改
善
対
策
を
引
き
続
き
推
進
す
る
と

と
も

に
、

科
学
的
知
見
を
集
積

・
脆

弱
集

団
へ
の
影
響
、
臨
床
症
状
に
至
ら
な
い

影
響

に
つ

い
て
、
科
学
的
知
見
を
集
積

・
温
暖
化
と
大
気
汚
染
の
複
合
影
響
及
び
局
地
的

豪
雨
に
よ
る
合
流
式
下
水
道
で
の
越
流
が
起
こ
る

と
閉
鎖
性
水
域
や
河
川
の
下
流
に
お
け
る
水
質
が

汚
染
さ
れ
下
痢
症
発
症
を
も
た
ら
す
こ
と
に
つ
い

て
は
、
大
気
汚
染
対
策
や
合
流
式
下
水
道
改
善
対

策
等
の
水
質
改
善
対
策
を
引
き
続
き
推
進
す
る
と

と
も
に
、
科
学
的
知
見
を
集
積

・
脆
弱
集
団
へ
の
影
響
、
臨
床
症
状
に
至
ら
な
い

影
響
に
つ
い
て
、
科
学
的
知
見
を
集
積

2
2
2
第

6
章

 
産

業
・

経
済

活
動

2
2
3
6
-
1
　

産
業

・
経
済

活
動

2
2
4

○
基

本
的

な
施
策

・
現

時
点

で
気
候
変
動
が
お
よ
ぼ
す
影
響
に
つ
い

て
の

研
究

事
例
が
少
な
い
た
め
、
科
学
的
知
見
の

集
積

を
図

る
・

得
ら

れ
た

知
見
を
踏
ま
え
、
情
報
等
の
提
供
を

通
じ

、
官

民
連
携
に
よ
り
事
業
社
に
お
け
る
適
応

へ
の

取
組

や
、
適
応
技
術
の
開
発
を
促
進
す
る

○
基
本
的
な
施
策

・
現
時
点
で
気
候
変
動
が
お
よ
ぼ
す
影
響
に
つ
い

て
の
研
究
事
例
が
少
な
い
た
め
、
科
学
的
知
見
の

集
積
を
図
る

・
得
ら
れ
た
知
見
を
踏
ま
え
、
情
報
等
の
提
供
を

通
じ
、
官
民
連
携
に
よ
り
事
業
社
に
お
け
る
適
応

へ
の
取
組
や
、
適
応
技
術
の
開
発
を
促
進
す
る

2
2
5

○
物

流
に

お
け
る
適
応
策

・
荷

主
と

物
流
事
業
者
が
連
携
し
た
事
業
継
続
計

画
（

B
C
P
）

の
策
定
を
促
進
す
る
た
め
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン

（
2
0
1
4
年
）
を
周
知

・
災

害
時

に
支
援
物
資
の
保
管
を
円
滑
に
行
う
た

め
の

、
地

方
公
共
団
体
と
倉
庫
業
者
等
と
の
支
援

物
資

保
管

協
定
の
締
結
の
促
進
、
民
間
物
資
拠
点

の
リ

ス
ト

の
拡
充
・
見
直
し

・
鉄

道
貨

物
輸
送
を
推
進
し
て
い
く
観
点
か
ら
、

台
風

・
雪

崩
・
土
砂
災
害
等
に
よ
り
貨
物
輸
送
に

障
害

が
発

生
し
た
場
合
、
関
係
者
の
連
携
に
よ
る

対
策

の
実

施

○
物
流
に
お
け
る
適
応
策

・
荷
主
と
物
流
事
業
者
が
連
携
し
た
事
業
継
続
計

画
（
B
C
P
）
の
策
定
を
促
進
す
る
た
め
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
（
2
0
1
4
年
）
を
周
知

・
災
害
時
に
支
援
物
資
の
保
管
を
円
滑
に
行
う
た

め
の
、
地
方
公
共
団
体
と
倉
庫
業
者
等
と
の
支
援

物
資
保
管
協
定
の
締
結
の
促
進
、
民
間
物
資
拠
点

の
リ
ス
ト
の
拡
充
・
見
直
し

・
鉄
道
貨
物
輸
送
を
推
進
し
て
い
く
観
点
か
ら
、

台
風
・
雪
崩
・
土
砂
災
害
等
に
よ
り
貨
物
輸
送
に

障
害
が
発
生
し
た
場
合
、
関
係
者
の
連
携
に
よ
る

対
策
の
実
施

2
2
6
6
-
2
　

金
融

・
保
険

2
2
7

○
基

本
的

な
施
策

・
損

害
保

険
各
社
に
お
け
る
リ
ス
ク
管
理
の
高
度

化
に

向
け

た
取
組
や
、
損
害
保
険
協
会
に
お
け
る

取
組

等
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
注
視

・
気

候
変

動
の
影
響
に
関
す
る
科
学
的
知
見
の
集

積

○
基
本
的
な
施
策

・
損
害
保
険
各
社
に
お
け
る
リ
ス
ク
管
理
の
高
度

化
に
向
け
た
取
組
や
、
損
害
保
険
協
会
に
お
け
る

取
組
等
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
注
視

・
気
候
変
動
の
影
響
に
関
す
る
科
学
的
知
見
の
集

積
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

2
2
8
6
-
3
　

観
光

業

2
2
9

・
外

国
人

を
含
む
旅
行
社
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、

地
域

の
観
光
協
会
と
国
際
交
流
団
体
等
が
連

携
し

た
災

害
時
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

・
観

光
施

設
・
宿
泊
施
設
に
お
け
る
災
害
時
避
難

誘
導

計
画

の
作
成
促
進
、
情
報
発
信
ア
プ
リ
や

ポ
ー

タ
ル

サ
イ
ト
等
に
よ
る
災
害
情
報
・
警
報
、

被
害

情
報

、
避
難
方
法
等
の
提
供

・
災

害
時

に
宿
泊
施
設
を
避
難
所
と
し
て
活
用
す

る
内

容
の

協
定
締
結
を
促
進
す
べ
く
、
関
係
府
省

と
連

携
し

、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
防
災
担
当

部
局

に
働

き
か
け

・
風

評
被

害
防
止
の
た
め
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
海

外
の

旅
行

博
、
誘
客
促
進
支
援
事
業
等
を
通
じ

た
、

被
災

状
況
、
交
通
情
報
等
の
正
確
な
提
供
等

に
よ

る
、

被
災
地
域
の
周
辺
地
域
の
社
会
経
済
被

害
の

最
小

化
・

ス
キ

ー
、

海
岸
部
の
レ
ジ
ャ
ー
等
の
観
光
業
に

つ
い

て
、

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
適
応
計
画
の

策
定

等
の

促
進

・
外
国
人
を
含
む
旅
行
社
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
地
域
の
観
光
協
会
と
国
際
交
流
団
体
等
が
連

携
し
た
災
害
時
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

・
観
光
施
設
・
宿
泊
施
設
に
お
け
る
災
害
時
避
難

誘
導
計
画
の
作
成
促
進
、
情
報
発
信
ア
プ
リ
や

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
等
に
よ
る
災
害
情
報
・
警
報
、

被
害
情
報
、
避
難
方
法
等
の
提
供

・
災
害
時
に
宿
泊
施
設
を
避
難
所
と
し
て
活
用
す

る
内
容
の
協
定
締
結
を
促
進
す
べ
く
、
関
係
府
省

と
連
携
し
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
防
災
担
当

部
局
に
働
き
か
け

・
風
評
被
害
防
止
の
た
め
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
海

外
の
旅
行
博
、
誘
客
促
進
支
援
事
業
等
を
通
じ

た
、
被
災
状
況
、
交
通
情
報
等
の
正
確
な
提
供
等

に
よ
る
、
被
災
地
域
の
周
辺
地
域
の
社
会
経
済
被

害
の
最
小
化

・
ス
キ
ー
、
海
岸
部
の
レ
ジ
ャ
ー
等
の
観
光
業
に

つ
い
て
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
適
応
計
画
の

策
定
等
の
促
進

2
3
0
6
-
4
　

そ
の

他
の
影

響
（

海
外

影
響

等
）

2
3
1

○
基

本
的

な
施
策

・
科

学
的

知
見
の
集
積

○
基
本
的
な
施
策

・
科
学
的
知
見
の
集
積

2
3
2

○
北

極
海

航
路
の
利
活
用

・
海

運
企

業
等
の
北
極
海
航
路
の
利
活
用
に
向
け

た
環

境
整

備
・

日
中

韓
物

流
大
臣
会
合
の
枠
組
み
に
基
づ
く
、

北
極

海
航

路
に
関
す
る
情
報
交
換
を
通
じ
た
相
互

協
力

○
北
極
海
航
路
の
利
活
用

・
海
運
企
業
等
の
北
極
海
航
路
の
利
活
用
に
向
け

た
環
境
整
備

・
日
中
韓
物
流
大
臣
会
合
の
枠
組
み
に
基
づ
く
、

北
極
海
航
路
に
関
す
る
情
報
交
換
を
通
じ
た
相
互

協
力
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

2
3
3
第

7
章

 
国

民
生

活
・

都
市

生
活

2
3
4
7
-
1
　

イ
ン

フ
ラ
、

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

等

2
3
5
7
-
1
-
1
　

水
道

、
交

通
等

2
3
6

○
物

流
に

お
け
る
適
応
策

・
荷

主
と

物
流
事
業
社
が
連
携
し
た
事
業
継
続
計

画
（

B
C
P
）

の
策
定
を
促
進
す
る
た
め
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン

（
2
0
1
4
年
）
の
周
知

・
災

害
時

に
支
援
物
資
の
保
管
を
円
滑
に
行
う
た

め
の

、
地

方
公
共
団
体
と
倉
庫
業
者
等
と
の
支
援

物
資

保
管

協
定
の
締
結
の
促
進
、
民
間
物
資
拠
点

の
リ

ス
ト

の
拡
充
・
見
直
し

・
鉄

道
貨

物
輸
送
を
推
進
し
て
い
く
観
点
か
ら
、

台
風

・
雪

崩
・
土
砂
災
害
等
に
よ
り
貨
物
輸
送
に

障
害

が
発

生
し
た
場
合
、
関
係
者
の
連
携
に
よ
る

対
策

の
実

施

○
物
流
に
お
け
る
適
応
策

・
荷
主
と
物
流
事
業
社
が
連
携
し
た
事
業
継
続
計

画
（
B
C
P
）
の
策
定
を
促
進
す
る
た
め
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
（
2
0
1
4
年
）
の
周
知

・
災
害
時
に
支
援
物
資
の
保
管
を
円
滑
に
行
う
た

め
の
、
地
方
公
共
団
体
と
倉
庫
業
者
等
と
の
支
援

物
資
保
管
協
定
の
締
結
の
促
進
、
民
間
物
資
拠
点

の
リ
ス
ト
の
拡
充
・
見
直
し

・
鉄
道
貨
物
輸
送
を
推
進
し
て
い
く
観
点
か
ら
、

台
風
・
雪
崩
・
土
砂
災
害
等
に
よ
り
貨
物
輸
送
に

障
害
が
発
生
し
た
場
合
、
関
係
者
の
連
携
に
よ
る

対
策
の
実
施

2
3
7

○
鉄

道
に

お
け
る
適
応
策

・
ハ

ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
基
づ
き
、
浸
水
被
害
が
想

定
さ

れ
る

地
下
駅
等
に
つ
い
て
、
出
入
口
、
ト
ン

ネ
ル

等
の

浸
水
対
策
の
推
進

・
鉄

道
施

設
に
お
け
る
大
雨
災
害
の
深
刻
化
に
よ

る
土

砂
災

害
等
、
高
潮
・
高
波
リ
ス
ク
の
増
加
に

よ
る

海
岸

侵
食
等
を
防
止
す
る
た
め
、
落
石
・
雪

崩
対

策
及

び
海
岸
等
保
全
の
推
進

○
鉄
道
に
お
け
る
適
応
策

・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
基
づ
き
、
浸
水
被
害
が
想

定
さ
れ
る
地
下
駅
等
に
つ
い
て
、
出
入
口
、
ト
ン

ネ
ル
等
の
浸
水
対
策
の
推
進

・
鉄
道
施
設
に
お
け
る
大
雨
災
害
の
深
刻
化
に
よ

る
土
砂
災
害
等
、
高
潮
・
高
波
リ
ス
ク
の
増
加
に

よ
る
海
岸
侵
食
等
を
防
止
す
る
た
め
、
落
石
・
雪

崩
対
策
及
び
海
岸
等
保
全
の
推
進

2
3
8

○
港

湾
に

お
け
る
適
応
策

・
浸

水
被

害
や
海
面
水
位
の
上
昇
に
伴
う
荷
役
効

率
の

低
下

等
に
対
し
て
、
係
留
施
設
、
防
波
堤
、

防
潮

堤
等

の
所
要
の
機
能
の
維
持

・
気

候
変

動
に
よ
る
風
況
の
変
化
に
備
え
、
ク

レ
ー

ン
等

逸
走
対
策
の
推
進

・
災

害
時

に
お
い
て
港
湾
の
物
流
機
能
を
維
持

し
、

背
後

産
業
へ
の
影
響
を
最
小
化
す
る
た
め
、

施
設

に
つ

い
て
の
所
要
の
機
能
の
維
持
、
企
業
等

に
対

す
る

リ
ス
ク
情
報
の
提
供
や
港
湾
の
事
業
継

続
計

画
（

港
湾
B
C
P
）
の
策
定
等

○
港
湾
に
お
け
る
適
応
策

・
浸
水
被
害
や
海
面
水
位
の
上
昇
に
伴
う
荷
役
効

率
の
低
下
等
に
対
し
て
、
係
留
施
設
、
防
波
堤
、

防
潮
堤
等
の
所
要
の
機
能
の
維
持

・
気
候
変
動
に
よ
る
風
況
の
変
化
に
備
え
、
ク

レ
ー
ン
等
逸
走
対
策
の
推
進

・
災
害
時
に
お
い
て
港
湾
の
物
流
機
能
を
維
持

し
、
背
後
産
業
へ
の
影
響
を
最
小
化
す
る
た
め
、

施
設
に
つ
い
て
の
所
要
の
機
能
の
維
持
、
企
業
等

に
対
す
る
リ
ス
ク
情
報
の
提
供
や
港
湾
の
事
業
継

続
計
画
（
港
湾
B
C
P
）
の
策
定
等
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

2
3
9

○
空

港
に

お
け
る
適
応
策

・
沿

岸
部

の
空
港
に
つ
い
て
、
高
潮
等
に
関
す
る

浸
水

想
定

に
基
づ
く
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

・
災

害
リ

ス
ク
に
関
す
る
情
報
提
供
の
た
め
の
仕

組
み

の
検

討
、
空
港
利
用
者
等
へ
の
周
知
等

・
近

年
の

雪
質
の
変
化
等
を
踏
ま
え
た
空
港
除
雪

体
制

の
検

討
、
再
構
築

○
空
港
に
お
け
る
適
応
策

・
沿
岸
部
の
空
港
に
つ
い
て
、
高
潮
等
に
関
す
る

浸
水
想
定
に
基
づ
く
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

・
災
害
リ
ス
ク
に
関
す
る
情
報
提
供
の
た
め
の
仕

組
み
の
検
討
、
空
港
利
用
者
等
へ
の
周
知
等

・
近
年
の
雪
質
の
変
化
等
を
踏
ま
え
た
空
港
除
雪

体
制
の
検
討
、
再
構
築

2
4
0

○
道

路
に

お
け
る
適
応
策

・
緊

急
輸

送
道
路
と
し
て
警
察
、
消
防
、
自
衛
隊

等
の

実
働

部
隊
が
迅
速
に
活
動
で
き
る
よ
う
、
安

全
性

、
信

頼
性
の
高
い
道
路
網
の
整
備
、
無
電
柱

化
等

の
推

進
・

「
道

の
駅

」
に
お
け
る
、
防
災
機
能
の
強
化

・
災

害
時

の
早
急
な
被
害
状
況
の
把
握
、
道
路
啓

開
や

応
急

復
旧
等
に
よ
る
人
命
救
助
や
緊
急
物
資

輸
送

の
支

援
・

通
行

規
制

等
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
、
I
C
T
技
術

を
活

用
し

た
、
迅
速
な
情
報
提
供

○
道
路
に
お
け
る
適
応
策

・
緊
急
輸
送
道
路
と
し
て
警
察
、
消
防
、
自
衛
隊

等
の
実
働
部
隊
が
迅
速
に
活
動
で
き
る
よ
う
、
安

全
性
、
信
頼
性
の
高
い
道
路
網
の
整
備
、
無
電
柱

化
等
の
推
進

・
「
道
の
駅
」
に
お
け
る
、
防
災
機
能
の
強
化

・
災
害
時
の
早
急
な
被
害
状
況
の
把
握
、
道
路
啓

開
や
応
急
復
旧
等
に
よ
る
人
命
救
助
や
緊
急
物
資

輸
送
の
支
援

・
通
行
規
制
等
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
、
I
C
T
技
術

を
活
用
し
た
、
迅
速
な
情
報
提
供

2
4
1

○
水

道
イ

ン
フ
ラ
に
お
け
る
適
応
策

・
水

の
相

互
融
通
を
含
め
た
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制

の
確

保
や

老
朽
管
の
耐
震
管
へ
の
更
新
等
、
水
道

の
強

靭
化

に
向
け
た
施
設
整
備
の
推
進

・
施

設
の

損
壊
等
に
伴
う
減
断
水
が
発
生
し
た
場

合
に

お
け

る
迅
速
で
適
切
な
応
急
措
置
及
び
復
旧

が
行

え
る

体
制
の
整
備

・
総

合
的

な
水
質
管
理
の
徹
底

○
水
道
イ
ン
フ
ラ
に
お
け
る
適
応
策

・
水
の
相
互
融
通
を
含
め
た
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制

の
確
保
や
老
朽
管
の
耐
震
管
へ
の
更
新
等
、
水
道

の
強
靭
化
に
向
け
た
施
設
整
備
の
推
進

・
施
設
の
損
壊
等
に
伴
う
減
断
水
が
発
生
し
た
場

合
に
お
け
る
迅
速
で
適
切
な
応
急
措
置
及
び
復
旧

が
行
え
る
体
制
の
整
備

・
総
合
的
な
水
質
管
理
の
徹
底

2
4
2

○
廃

棄
物

処
理
施
設
に
お
け
る
適
応
策

・
平

時
か

ら
の
備
え
と
し
て
、
地
域
の
廃
棄
物
処

理
シ

ス
テ

ム
を
強
靭
化
す
る
観
点
か
ら
、
市
町
村

等
に

よ
る

水
害
等
の
自
然
災
害
に
も
強
い
廃
棄
物

処
理

施
設

の
整
備
や
、
地
域
に
お
け
る
地
方
公
共

団
体

お
よ

び
関
係
機
関
間
の
連
携
・
支
援
体
制
の

構
築

の
推

進

○
廃
棄
物
処
理
施
設
に
お
け
る
適
応
策

・
平
時
か
ら
の
備
え
と
し
て
、
地
域
の
廃
棄
物
処

理
シ
ス
テ
ム
を
強
靭
化
す
る
観
点
か
ら
、
市
町
村

等
に
よ
る
水
害
等
の
自
然
災
害
に
も
強
い
廃
棄
物

処
理
施
設
の
整
備
や
、
地
域
に
お
け
る
地
方
公
共

団
体
お
よ
び
関
係
機
関
間
の
連
携
・
支
援
体
制
の

構
築
の
推
進
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

2
4
3

○
交

通
安

全
施
設
等
に
お
け
る
適
応
策

・
災

害
が

発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
安
全
で
円

滑
な

道
路

交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
交
通
管
制
セ

ン
タ

ー
、

交
通
監
視
カ
メ
ラ
、
車
両
感
知
器
、
交

通
情

報
板

等
の
交
通
安
全
施
設
の
整
備
、
通
行
止

め
等

の
交

通
規
制
の
迅
速
か
つ
効
果
的
な
実
施

・
災

害
発

生
時
の
停
電
に
よ
る
信
号
機
の
機
能
停

止
を

防
止

す
る
信
号
機
電
源
付
加
装
置
の
整
備

○
交
通
安
全
施
設
等
に
お
け
る
適
応
策

・
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
安
全
で
円

滑
な
道
路
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
交
通
管
制
セ

ン
タ
ー
、
交
通
監
視
カ
メ
ラ
、
車
両
感
知
器
、
交

通
情
報
板
等
の
交
通
安
全
施
設
の
整
備
、
通
行
止

め
等
の
交
通
規
制
の
迅
速
か
つ
効
果
的
な
実
施

・
災
害
発
生
時
の
停
電
に
よ
る
信
号
機
の
機
能
停

止
を
防
止
す
る
信
号
機
電
源
付
加
装
置
の
整
備

2
4
4

○
調

査
・

研
究

・
イ

ン
フ

ラ
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
等
に
及
ぼ
す
影
響

に
つ

い
て

、
調
査
研
究
の
推
進
、
科
学
的
知
見
の

集
積

○
調
査
・
研
究

・
イ
ン
フ
ラ
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
等
に
及
ぼ
す
影
響

に
つ
い
て
、
調
査
研
究
の
推
進
、
科
学
的
知
見
の

集
積

2
4
5
7
-
2
　

文
化

・
歴
史

な
ど

を
感

じ
る

暮
ら

し

2
4
6
7
-
2
-
1
　

生
物

季
節

、
伝

統
行

事
・

地
場

産
業

等

2
4
7

・
関

連
す

る
情
報
の
地
域
へ
の
提
供
や
関
係
者
間

で
の

共
有

・
植

物
の

開
花
や
紅
葉
な
ど
の
生
物
季
節
観
測
の

実
施

・
気

候
変

動
が
伝
統
行
事
・
地
場
産
業
に
及
ぼ
す

影
響

に
つ

い
て
、
調
査
研
究
の
推
進
、
科
学
的
知

見
の

集
積

・
関
連
す
る
情
報
の
地
域
へ
の
提
供
や
関
係
者
間

で
の
共
有

・
植
物
の
開
花
や
紅
葉
な
ど
の
生
物
季
節
観
測
の

実
施

・
気
候
変
動
が
伝
統
行
事
・
地
場
産
業
に
及
ぼ
す

影
響
に
つ
い
て
、
調
査
研
究
の
推
進
、
科
学
的
知

見
の
集
積

2
4
8
7
-
3
　

そ
の

他
（
暑

熱
に

よ
る

生
活

へ
の

影
響

）

2
4
9

○
適

応
策

の
基
本
的
考
え
方

・
ヒ

ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
を
緩
和
す
る
た
め
、

実
行

可
能

な
対
策
を
継
続
的
に
進
め
る
と
と
も

に
、

短
期

的
に
効
果
が
現
れ
や
す
い
対
策
を
併
せ

て
実

施
す

る
。

・
ヒ

ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
実
態
監
視
や
ヒ
ー

ト
ア

イ
ラ

ン
ド
対
策
の
技
術
調
査
研
究
を
行
う
。

○
適
応
策
の
基
本
的
考
え
方

・
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
を
緩
和
す
る
た
め
、

実
行
可
能
な
対
策
を
継
続
的
に
進
め
る
と
と
も

に
、
短
期
的
に
効
果
が
現
れ
や
す
い
対
策
を
併
せ

て
実
施
す
る
。

・
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
実
態
監
視
や
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
の
技
術
調
査
研
究
を
行
う
。
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

2
5
0

○
緑

化
や

水
の
活
用
に
よ
る
地
表
面
被
覆
の
改
善

・
大

規
模

な
敷
地
の
建
築
物
の
新
築
や
増
築
を
行

う
場

合
に

一
定
割
合
以
上
の
緑
化
を
義
務
付
け
る

緑
化

地
域

制
度
等
の
活
用
や
、
住
宅
や
建
築
物
の

整
備

に
関

す
る
補
助
事
業
等
に
お
け
る
緑
化
の
推

進
、

一
定

割
合
の
空
地
を
有
す
る
大
規
模
建
築
物

に
つ

い
て

容
積
率
の
割
増
等
を
行
う
総
合
設
計
制

度
等

の
活

用
に
よ
り
、
民
有
地
や
民
間
建
築
物
等

の
緑

化
を

推
進

・
都

市
公

園
の
整
備
、
道
路
、
下
水
処
理
場
等
の

公
共

空
間

の
緑
化
、
官
庁
施
設
構
内
の
緑
化
、
新

た
に

建
て

替
え
る
都
市
機
構
賃
貸
住
宅
の
屋
上
に

お
け

る
緑

化
を
推
進

・
都

市
地

域
及
び
そ
の
周
辺
の
地
域
の
都
市
農
地

の
保

全
の

推
進

・
下

水
処

理
水
の
せ
せ
ら
ぎ
用
水
、
河
川
維
持
用

水
等

へ
の

さ
ら
な
る
利
用
拡
大
に
向
け
た
地
方
公

共
団

体
の

取
組
の
支
援
、
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の

設
置

の
推

進
等
に
よ
る
、
水
面
積
の
拡
大

・
路

面
温

度
上
昇
抑
制
機
能
を
有
す
る
舗
装
技
術

等
の

効
果

検
証
の
実
施

・
快

適
な

環
境
の
提
供
に
資
す
る
道
路
緑
化
等
を

含
む

総
合

的
な
道
路
空
間
の
温
度
上
昇
抑
制
に
向

け
た

取
組

の
具
体
化

○
緑
化
や
水
の
活
用
に
よ
る
地
表
面
被
覆
の
改
善

・
大
規
模
な
敷
地
の
建
築
物
の
新
築
や
増
築
を
行

う
場
合
に
一
定
割
合
以
上
の
緑
化
を
義
務
付
け
る

緑
化
地
域
制
度
等
の
活
用
や
、
住
宅
や
建
築
物
の

整
備
に
関
す
る
補
助
事
業
等
に
お
け
る
緑
化
の
推

進
、
一
定
割
合
の
空
地
を
有
す
る
大
規
模
建
築
物

に
つ
い
て
容
積
率
の
割
増
等
を
行
う
総
合
設
計
制

度
等
の
活
用
に
よ
り
、
民
有
地
や
民
間
建
築
物
等

の
緑
化
を
推
進

・
都
市
公
園
の
整
備
、
道
路
、
下
水
処
理
場
等
、

公
共
空
間
、
官
庁
施
設
構
内
の
緑
化
、
新
た
に
建

て
替
え
る
都
市
機
構
賃
貸
住
宅
の
屋
上
に
お
け
る

緑
化
を
推
進

・
都
市
地
域
及
び
そ
の
周
辺
の
地
域
の
都
市
農
地

の
保
全
の
推
進

・
下
水
処
理
水
の
せ
せ
ら
ぎ
用
水
、
河
川
維
持
用

水
等
へ
の
さ
ら
な
る
利
用
拡
大
に
向
け
た
地
方
公

共
団
体
の
取
組
の
支
援
、
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の

設
置
の
推
進
等
に
よ
る
、
水
面
積
の
拡
大

・
路
面
温
度
上
昇
抑
制
機
能
を
有
す
る
舗
装
技
術

等
の
効
果
検
証
の
実
施

・
快
適
な
環
境
の
提
供
に
資
す
る
道
路
緑
化
等
を

含
む
総
合
的
な
道
路
空
間
の
温
度
上
昇
抑
制
に
向

け
た
取
組
の
具
体
化

2
5
1

○
人

間
活

動
か
ら
排
出
さ
れ
る
人
工
排
熱
の
低
減

・
住

宅
・

建
築
物
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
推
進

・
自

動
車

か
ら
の
排
熱
減
少
に
資
す
る
環
境
性
能

に
優

れ
た

自
動
車
の
普
及
拡
大
、
都
市
鉄
道
・
都

市
モ

ノ
レ

ー
ル
・
新
交
通
シ
ス
テ
ム
・
路
面
電
車

等
の

整
備

に
よ
る
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
消
費
機
器
等
の
効
率
化

・
交

通
流

対
策
の
推
進

・
ト

ラ
ッ

ク
に
よ
る
貨
物
輸
送
か
ら
、
鉄
道
・
内

航
海

運
に

よ
る
貨
物
輸
送
へ
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト

の
推

進
・

ト
ラ

ッ
ク

輸
送
に
つ
い
て
協
同
輸
配
送
等
を
通

じ
た

輸
送

の
効
率
化

・
官

民
連

携
協
議
会
を
推
進
母
体
と
す
る
、
下
水

熱
の

有
効

利
用
の
推
進

○
人
間
活
動
か
ら
排
出
さ
れ
る
人
工
排
熱
の
低
減

・
住
宅
・
建
築
物
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
推
進

・
自
動
車
か
ら
の
排
熱
減
少
に
資
す
る
環
境
性
能

に
優
れ
た
自
動
車
の
普
及
拡
大
、
都
市
鉄
道
・
都

市
モ
ノ
レ
ー
ル
・
新
交
通
シ
ス
テ
ム
・
路
面
電
車

等
の
整
備
に
よ
る
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
機
器
等
の
効
率
化

・
交
通
流
対
策
の
推
進

・
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
貨
物
輸
送
か
ら
、
鉄
道
・
内

航
海
運
に
よ
る
貨
物
輸
送
へ
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト

の
推
進

・
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
つ
い
て
協
同
輸
配
送
等
を
通

じ
た
輸
送
の
効
率
化

・
官
民
連
携
協
議
会
を
推
進
母
体
と
す
る
、
下
水

熱
の
有
効
利
用
の
推
進
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

2
5
2

○
都

市
形

態
の
改
善
（
緑
地
や
水
面
か
ら
の
風
の

通
り

道
の

確
保
等
）

・
「

ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
緩
和
に
向
け
た
都

市
づ

く
り

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
活
用
を
促
進
し
、

都
市

形
態

の
改
善
や
地
表
面
被
覆
の
改
善
及
び
人

工
排

熱
の

低
減
等
の
対
策
が
適
切
に
行
わ
れ
る
都

市
づ

く
り

の
推
進

・
「

首
都

圏
の
都
市
環
境
イ
ン
フ
ラ
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ

イ
ン

」
及
び
「
近
畿
圏
の
都
市
環
境
イ
ン
フ

ラ
の

グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
に
基
づ
く
取
組
の
推

進
、

特
別

緑
地
保
全
地
区
制
度
等
に
よ
る
緑
地
の

保
全

、
都

市
山
麓
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
整
備
や
、

雨
水

、
下

水
再
生
水
利
用
に
よ
る
せ
せ
ら
ぎ
整
備

等
に

よ
り

、
都
市
に
お
け
る
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成
の
推
進

○
都
市
形
態
の
改
善
（
緑
地
や
水
面
か
ら
の
風
の

通
り
道
の
確
保
等
）

・
「
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
緩
和
に
向
け
た
都

市
づ
く
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
活
用
を
促
進
し
、

都
市
形
態
の
改
善
や
地
表
面
被
覆
の
改
善
及
び
人

工
排
熱
の
低
減
等
の
対
策
が
適
切
に
行
わ
れ
る
都

市
づ
く
り
の
推
進

・
「
首
都
圏
の
都
市
環
境
イ
ン
フ
ラ
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
」
及
び
「
近
畿
圏
の
都
市
環
境
イ
ン
フ

ラ
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
に
基
づ
く
取
組
の
推

進
、
特
別
緑
地
保
全
地
区
制
度
等
に
よ
る
緑
地
の

保
全
、
都
市
山
麓
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
整
備
や
、

雨
水
、
下
水
再
生
水
利
用
に
よ
る
せ
せ
ら
ぎ
整
備

等
に
よ
り
、
都
市
に
お
け
る
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
の
推
進

2
5
3

○
ラ

イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
改
善
等

・
都

市
の

熱
の
発
生
抑
制
を
図
る
観
点
で
の
ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
の
改
善
に
向
け
た
取
組
の
推
進
（
市

民
活

動
に

よ
る
打
ち
水
の
実
施
、
緑
の
カ
ー
テ
ン

等
の

普
及

推
進
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
製
品
の
導
入
促

進
、

夏
の

軽
装
推
進
等
）

・
自

動
車

の
効
率
的
利
用
（
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
推

進
）

○
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
改
善
等

・
都
市
の
熱
の
発
生
抑
制
を
図
る
観
点
で
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
改
善
に
向
け
た
取
組
の
推
進
（
市

民
活
動
に
よ
る
打
ち
水
の
実
施
、
緑
の
カ
ー
テ
ン

等
の
普
及
推
進
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
製
品
の
導
入
促

進
、
夏
の
軽
装
推
進
等
）

・
自
動
車
の
効
率
的
利
用
（
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
推

進
）

2
5
4

○
観

測
・

監
視
体
制
の
強
化
及
び
調
査
研
究
の
推

進 ・
ヒ

ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
観
測
・
監
視
と
要

因
分

析
、

そ
れ
ら
の
結
果
の
「
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
監

視
報

告
」
等
と
し
て
の
提
供
、
内
容
の
充
実

・
建

築
環

境
総
合
性
能
評
価
シ
ス
テ
ム

（
C
A
S
B
E
E
）
の
開
発
・
普
及
促
進
、
効
果
的
な

ヒ
ー

ト
ア

イ
ラ
ン
ド
対
策
の
た
め
の
都
市
計
画
に

関
す

る
技

術
の
調
査
研
究

・
地

球
観

測
衛
星
「
だ
い
ち
」
の
デ
ー
タ
の
活

用
、

ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
の
更
新
等
に
よ
る
土
地
被
覆

分
類

図
の

高
精
度
化
の
推
進

○
観
測
・
監
視
体
制
の
強
化
及
び
調
査
研
究
の
推

進 ・
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
観
測
・
監
視
と
要

因
分
析
、
そ
れ
ら
の
結
果
の
「
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
監
視
報
告
」
等
と
し
て
の
提
供
、
内
容
の
充
実

・
建
築
環
境
総
合
性
能
評
価
シ
ス
テ
ム

（
C
A
S
B
E
E
）
の
開
発
・
普
及
促
進
、
効
果
的
な

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
の
た
め
の
都
市
計
画
に

関
す
る
技
術
の
調
査
研
究

・
地
球
観
測
衛
星
「
だ
い
ち
」
の
デ
ー
タ
の
活

用
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
更
新
等
に
よ
る
土
地
被
覆

分
類
図
の
高
精
度
化
の
推
進

5
6
 /

 5
7
 ペ

ー
ジ
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A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

課
が

認
識

し
て

い
る

気
候

変
動

影
響

（
■

）
B
.
 
国

の
適
応
計
画
の
基
本
的
な
施
策

C
.
長
崎
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

既
存
の
適
応
策

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

★
：

長
崎

県
独

自
の

施
策

担
当

課

2
5
5

○
人

の
健

康
へ
の
影
響
等
を
軽
減
す
る
適
応
策
の

推
進

・
気

象
デ

ー
タ
よ
る
全
国
各
地
に
お
け
る
暑
さ
指

数
（

W
B
G
T
）

の
実
況
値
・
予
測
値
の
算
出
、
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
の
他
の
熱
中
症
予
防
情
報
と
併
せ
た

公
表

○
人
の
健
康
へ
の
影
響
等
を
軽
減
す
る
適
応
策
の

推
進

・
気
象
デ
ー
タ
よ
る
全
国
各
地
に
お
け
る
暑
さ
指

数
（
W
B
G
T
）
の
実
況
値
・
予
測
値
の
算
出
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
他
の
熱
中
症
予
防
情
報
と
併
せ
た

公
表

5
7
 /

 5
7
 ペ

ー
ジ

59



（別添）長崎県における気候変動影響評価結果

No. 分野 予測の内容

1

≪S-8研究の気候変動影響評価結果(AR5)≫
〇RCP2.6、RCP8.5のいずれも21 世紀末(2081～2100年)に河川流量が1.1倍に増加
　・河川流量が多い地域（1,250t/㎢/m以上）：県北地域の佐々川流域、県央地域の諫早市周辺
　・河川流量が少ない地域（500t/㎢/m未満）：対馬地域、五島地域

2
≪気象庁の地域気候モデル≫
〇九州・山口県のほとんどの地域で、将来気候(2076～2095  年)では、無降水日数が増加する

3
≪参考：簡易推計ツール(AR4)≫
〇MRI-CGCM2.3.2、MIROC3.2hires のいずれも 21 世紀末(2081～2100 年)に年間土砂生産量が増加

4

≪S-8 研究の気候変動影響評価結果(AR5)≫
＜河川流量＞
〇RCP2.6、RCP8.5 のいずれも 21 世紀末(2081～2100 年)には河川流量が 1.1 倍に増加
・河川流量が多い地域（1,250t/㎢/m 以上）：県北地域の笹川流域、 県央地域の諫早市周辺
・河川流量が少ない地域（500t/㎢/m 未満）：対馬地域、五島地域
＜斜面崩壊発生確率＞
〇21 世紀末(2081～2100 年)の斜面崩壊発生確率は、RCP2.6 では 1.8％増加し、RCP8.5 では 2.3％増加する
・約半数のメッシュの発生確率が高まる
・発生確率の高いメッシュ（70％以上）： 対馬地域南部、五島地域、島原地域南部

5

≪気象庁の地域気候モデル≫
〇大雨・短時間強雨の年間発生回数が将来気候（2076～2095 年）では、以下のとおり増加する
・1 時間降水量 30mm 以上の雨： 1.7 回増加
・1 時間降水量 50mm 以上の雨： 0.8 回増加
・1 時間降水量 80mm 以上の雨： 0.3 回増加
・日降水量 50mm 以上の雨： 3.0 回増加
・日降水量 100mm 以上の雨： 1.4 回増加

6 自然生態系
≪S-8研究の気候変動影響評価結果(AR5)≫
〇RCP2.6では、21世紀末(2081～2100年)にはブナの潜在生育域が島原地域雲仙山頂の一部のみに減少
〇RCP8.5では、21世紀末(2081～2100年)にはブナの潜在生育域が消失

7
≪S-8 研究の気候変動影響評価結果(AR5)≫
〇RCP2.6、RCP8.5 ともに、21 世紀末(2081～2100 年)にコメの収量が減少するメッシュが全体の 85％程度

8

≪参考：簡易推計ツール(AR4)≫
〇21 世紀末(2081～2100 年)にヒノヒカリの収量が増加する生産地は県北地域のみ
〇CSIRO-MK3.2 の場合、21 世紀末(2081～2100 年)には、コシヒカリの生産地の多くで収量が増加する
MIROC3.2hires の場合、21 世紀末(2081～2100 年)には、生産地の中で五島地域の収量が減少する

9

≪S-8 研究の気候変動影響評価結果(AR5)≫
＜温州みかん＞
〇RCP2.6 では、21 世紀末(2081～2100 年)には栽培適地が全メッシュの 75.0％になる
〇RCP8.5 では、21 世紀末(2081～2100 年)には栽培適地が全メッシュの 6.2％に激減する
〇現在の栽培適地である海岸沿いは、高温のため栽培適地から外れる

10

≪S-8 研究の気候変動影響評価結果(AR5)≫
＜タンカン＞
〇RCP2.6 では、21 世紀末(2081～2100 年)には栽培適地が全メッシュの 50.5％に増える
〇RCP8.5 では、21 世紀末(2081～2100 年)には栽培適地が全メッシュの 89.7％に増える

11

≪S-8 研究の気候変動影響評価結果(AR5)≫
＜熱中症搬送者数＞
〇RCP2.6 では、21 世紀末(2081～2100 年)に 1.4 倍に増加（対 20 世紀末）
〇RCP8.5 では、21 世紀末(2081～2100 年)に 2.9 倍に増加（対 20 世紀末）

12

≪S-8 研究の気候変動影響評価結果(AR5)≫
＜熱ストレス超過死亡数＞
〇RCP2.6 では、21 世紀末(2081～2100 年)に 1.90 倍に増加（対 20 世紀末）
〇RCP8.5 では、21 世紀末(2081～2100 年)に 6.30 倍に増加（対 20 世紀末）

13

≪気象庁の地域気候モデル≫
〇階級別日数が将来気候（2076～2095 年）では、以下のとおり変化する
・真夏日：約 39 日増加
・猛暑日：約７日増加
・熱帯夜：約 37 日増加

※「長崎県における地球温暖化影響分析及び適応策検討業務報告書」（平成27年3月、一般財団法人九州環境管理協会）のp.96～109に挙げられた各分野の適応策
の評価の表のうち「将来気候予測」欄の内容を抽出している。

水環境・水資源

防災

食料分野（１）
［農作物全般、コメ］

食料分野（３）
［果樹］

 健康分野（１）
［熱中症］
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資料 5 適応策の庁内照会用資料案 
（第 2 回）※健康分野 

 

 

  



 



資
料

５
　

適
応

策
の

庁
内

照
会

用
資

料
案

（
第

2
回

）
※

健
康

分
野

の
み

○
は

、
便

宜
的

な
分

類

A
.
 
将

来
の

気
候

変
動

影
響

（
●

）
、

関
係

所
属

が
認

識
し

て
い

る
気

候
変

動
影

響
（

■
）

B
.
 
国

の
適

応
計

画
の

基
本

的
な

施
策

C
.
長

崎
県

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
、

既
存

の
適

応
策

(
黒
字
は
H
2
6
報
告
書
よ
り
、

青
字
は
既
存
計
画
よ
り
)

D
.長

崎
県

の
今

後
の

適
応

策
（

案
）

（
現
時
点
で
は
、
国
の
適
応
策
を
ベ
ー
ス
と
し
た
関

係
課
の
回
答
を
そ
の
ま
ま

 掲
載
）

★
：
長
崎
県
独
自
の
施
策

担
当

所
属

分
野

第
5
章

 
健

康

項
目

1
5
-
1
　

暑
熱

1
7
0

●
高

温
環
境
下
で
の
熱
中
症
に
よ
る

救
急

搬
送
人
員
数
の
増
加
が
懸
念
さ

れ
ま

す
。

※
熱

中
症
搬
送
者
数
及
び
熱
ス
ト
レ

ス
超

過
死
亡
数
が
増
加
す
る
予
測
あ

り
（

別
添
の
N
o
.
1
1
、
1
2
）

※
真

夏
日
、
猛
暑
日
、
熱
帯
夜
が
増

加
す

る
予
測
あ
り
（
別
添
の
N
o
.
1
3
）

■
平

成
 
2
2
 
年
以
降
の
救
急
搬
送
人

員
数

の
増
加
を
確
認
【
福
祉
保
健

課
】

・
気
温
上
昇
と
死
亡
リ
ス
ク
の
関
係
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
科
学
的
知
見
の
集
積

・
熱
中
症
関
係
省
庁
連
絡
会
議
の
も
と
で
、
関
係
省

庁
が
連
携
し
、
救
急
、
教
育
、
医
療
、
労
働
、
農
林

水
産
業
、
日
常
生
活
等
の
各
場
面
に
お
い
て
、
気
象

情
報
の
提
供
や
注
意
喚
起
、
予
防
・
対
処
法
の
普
及

啓
発
、
発
生
状
況
等
に
係
る
情
報
提
供
等
を
適
切
に

実
施
（
具
体
的
に
は
、
熱
中
症
に
よ
る
救
急
搬
送
人

員
数
の
調
査
・
公
表
や
、
予
防
の
た
め
の
普
及
啓
発

の
継
続
）

・
学
校
に
お
け
る
熱
中
症
対
策
と
し
て
、
熱
中
症
事

故
の
防
止
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
等
に
注
意
喚
起

等
の
継
続

・
農
林
水
産
業
に
お
け
る
作
業
に
お
い
て
、
機
械
の

高
性
能
化
と
と
も
に
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
I
C
T
の
積
極

的
な
導
入
に
よ
る
作
業
の
軽
労
化

・
製
造
業
や
建
設
業
等
の
職
場
に
お
け
る
熱
中
症
対

策
の
推
進
の
継
続

①
マ
ス
コ
ミ
や
県
広
報
媒
体
を
活
用
し
た
注
意
喚
起

【
福
祉
保
健
課
】

②
市
町
、
関
係
各
課
へ
の
啓
発
資
材
の
配
布
に
よ
る

県
民
、
関
係
団
体
へ
の
周
知
・
啓
発
【
福
祉
保
健

課
】

③
地
域
医
療
構
想
の
策
定
【
平
成
2
7
年
度
長
崎
県
重

点
戦
略
　
P
2
0
】

④
大
学
や
外
部
研
究
機
関
と
の
連
携
し
な
が
ら
、
地

域
課
題
の
技
術
的
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
【
次
期

「
長
崎
県
環
境
基
本
計
画
」
素
案
　
P
7
6
】

・
①
マ
ス
コ
ミ
や
県
広
報
媒
体
を
活
用
し
た
注
意
喚

起 ・
②
市
町
、
関
係
各
課
へ
の
啓
発
資
材
の
配
布
に
よ

る
県
民
、
関
係
団
体
へ
の
周
知
・
啓
発

福
祉
保
健
課

項
目

1
5
-
2
　

感
染
症

1
7
1

●
気

温
上
昇
に
よ
る
感
染
症
発
生
の

増
加

及
び
拡
大
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

・
気
温
の
上
昇
と
感
染
症
の
発
生
リ
ス
ク
の
変
化
の

関
係
等
に
つ
い
て
科
学
的
知
見
の
集
積

・
蚊
媒
介
感
染
症
の
発
生
の
予
防
と
ま
ん
延
の
防
止

の
た
め
、
「
蚊
媒
介
感
染
症
に
関
す
る
特
定
感
染
症

予
防
指
針
」
（
平
成
2
7
年
4
月
2
8
日
）
に
基
づ
き
、

都
道
府
県
等
に
お
い
て
、
感
染
症
の
媒
介
蚊
が
発
生

す
る
地
域
に
お
け
る
継
続
的
な
定
点
観
測
、
幼
虫
の

発
生
源
の
対
策
お
よ
び
成
虫
の
駆
除
、
防
蚊
対
策
に

関
す
る
注
意
喚
起
等
の
対
策
、
感
染
症
の
発
生
動
向

の
把
握

①
感
染
症
発
生
時
に
お
け
る
行
政
検
査
及
び
情
報
の

提
供
、
医
療
機
関
と
連
携
し
た
入
院
措
置
等
の
実
施

に
よ
る
ま
ん
延
防
止
【
長
崎
県
総
合
計
画
チ
ャ
レ
ン

ジ
2
0
2
0
　
P
3
9
】

②
注
意
喚
起
（
熱
中
症
や
感
染
症
に
つ
い
て
）
【
長

崎
県
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
　
P
9
6
】

③
人
獣
共
通
感
染
症
の
感
染
の
可
能
性
が
疑
わ
れ
る

場
合
の
適
切
対
処
・
情
報
提
供
【
第
1
1
次
鳥
獣
保
護

管
理
事
業
計
画
　
P
5
0
】

④
感
染
症
の
発
生
及
び
ま
ん
延
を
防
止
し
て
い
く
こ

と
に
重
点
を
置
い
た
事
前
対
応
型
の
行
政
へ
の
転
換

【
長
崎
県
医
療
計
画
　
P
1
8
6
】

⑤
感
染
症
に
関
す
る
人
材
育
成
、
正
し
い
知
識
の
普

及
啓
発
や
感
染
症
発
生
の
的
確
な
把
握
や
分
析
、
結

果
の
情
報
提
供
【
長
崎
県
医
療
計
画
　
P
1
8
6
】

⑥
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
情
報
を
分
か
り

や
す
く
提
供
で
き
る
体
制
の
整
備
【
長
崎
県
医
療
計

画
　
P
1
8
6
】

⑦
危
機
管
理
体
制
の
充
実
強
化
【
長
崎
県
医
療
計
画

P
1
8
6
】

・
蚊
媒
介
感
染
症
の
発
生
の
予
防
と
ま
ん
延
の
防
止

の
た
め
、
「
蚊
媒
介
感
染
症
に
関
す
る
特
定
感
染
症

予
防
指
針
」
（
平
成
2
7
年
4
月
2
8
日
）
に
基
づ
き
、

市
町
等
と
連
携
し
、

感
染
症
の
媒
介
蚊
が
発
生
す
る

地
域
に
お
け
る
継
続
的
な
定
点
観
測
、
幼
虫
の
発
生

源
の
対
策
お
よ
び
成
虫
の
駆
除
、
防
蚊
対
策
に
関
す

る
注
意
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資料 6 長崎県において今後取り組むべき 
適応策の例（2015.9.30） 

（平成 27 年度 第 1 回 地球温暖化適応策 
検討庁内会議の参考資料） 

 

 

 



 



 

資料６ 長崎県において今後取り組むべき適応策の例（2015.9.30） 

（平成 27 年度 第 1 回 地球温暖化適応策検討庁内会議の参考資料） 

 

 国の気候変動による影響への適応計画については、現在、関係府省による検討がなされて

いるところであるが、影響の各分野に関連する適応策については、既に、以下のような計画

が公表されている。 

 「農林水産省気候変動適応計画」（平成 27 年 8 月、農林水産省）→農業・林業・水産業

分野 

 「国土交通省気候変動適応計画（案）」（平成 27 年 7 月、国土交通省）→水環境・水資

源分野、防災分野、国民生活・都市生活分野、産業・経済活動分野 

 

ここでは、「長崎県における地球温暖化影響分析及び適応策検討業務報告書」（平成 27 年

3 月、一般財団法人九州環境管理協会）の p.96～109 に挙げられた各分野の適応策の評価の

表から、特に、水環境・水資源分野、防災分野、食料分野、自然生態系の水産業に関連する

部分の「将来の気候変動影響（実行計画の記述）」欄及び「既存の適応策」欄の内容を抽出す

るとともに、上記の国の計画や基本的考え方より、これらの内容に対応する適応策を抽出し

た。抽出結果を p.3 以降に一覧として示す。 

 

「農林水産省気候変動適応計画」では、表 1 の分野・品目別の対策を、計画本文において

記述するとともに、計画巻末に、今世紀末までの影響評価を踏まえつつ、当面 10 年程度に

必要な取組を中心に分野・品目ごとに整理をしている。表中、太字の項目が、本資料 p.3以
降で長崎県において現時点で挙げられている影響や既存適応策と関連する項目である。 

「国土交通省気候変動適応計画（案）」では、計画本文の「Ⅲ.適応に関する施策」で、表

2 に示す分野ごとに、適応策を記述している。表中、太字の項目が、本資料 p.3以降で長崎

県において現時点で挙げられている影響や既存適応策と関連する項目である。 

 

なお、各省の気候変動適応計画の本文中では、p.3 以降の一覧で抽出した適応策の内容に

ついてさらに具体的に記述されているため、適応策の詳細については、計画本文を参照され

たい。 
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表 1 農林水産省気候変動適応計画の体系 

分野 項目 
農業 農業生産総論  

農業生産の分野・品目別 水稲 
果樹（品目共通、みかん、りんご、ぶどう、日本なし）

土地利用型作物（麦類、大豆、小豆、茶、てん菜） 
園芸作物（野菜、花き） 
畜産（家畜、飼料作物） 

病害虫・雑草・動物感染症  
農業生産基盤  
食品・飼料の安全確保  

森林・
林業 

山地災害、治山・林道施設  
人工林  
天然林  
病害虫  
特用林産物  

水産資
源・漁
業・漁
港 

海面漁業  
海面養殖業  
内水面漁業・養殖業  
造成漁場  
漁港・漁村  

分野共
通項目 

地球温暖化予測研究、技術開発  
将来予測に基づいた適応策の地域
への展開 

 

農林水産業従事者の熱中症  
鳥獣害  
世界食料需給予測  
適応計画の継続的な見直しと取組
の進捗管理 

 

※本表は、農林水産省気候変動適応計画の目次及び工程表に基づき作成。 
※太字は、次頁以降でとり上げた項目。 
 

表 2 国土交通省気候変動適応計画（案）の体系 

分野 項目 
自然災害 洪水、内水 

土砂災害 
高潮・高波等 

水資源・水環境 水環境 

水資源 

国民生活・都市生活 交通インフラ 
 ヒートアイランド 
産業・経済活動  
基盤的な取組 普及啓発・情報提供 

観測・調査研究・技術開発等 
国際貢献 

※本表は、国土交通省気候変動適応計画（案）の目次に基づき作成。 
※太字は、次頁以降でとり上げた項目。 
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高
温

に
よ

る
、

夏
季
の

葉
焼

け
や

異
常

茎
等

の
発

生
増

加
が

懸
念

さ
れ

ま
す

。
 

な
し

 

＜
野

菜
＞
 

○
高

温
や
降

水
の

不
順

等
に

よ
り

、
夏

季
か

ら
秋

季
に

か
け

て
生

育
す

る
野

菜
の

生
産

性
（

収
量

・
商

品
化

率
等

）
の

低
下

が
懸

念
さ

れ
ま

す
。

 

○
昇

温
抑

制
資
材
（
寒
冷
し
ゃ
）
の
導
入
や
ハ
ウ
ス
の
フ
ル

オ
ー

プ
ン
化
の
支
援
【
農
産
園
芸
課
】

 

＜
果

樹
＞

 
○

高
温

に
よ

る
、

生
育

障
害

や
果

実
の

品
質

低
下

の
発

生
増

加
が

懸
念

さ
れ
ま

す
。

 
○

（
な

し
）

高
温

に
よ

る
み

つ
症

等
果

肉
軟

化
の

発
生

増
加

が
懸

念
さ

れ
ま
す

。
 

○
後

期
重

点
摘
果
（
樹
冠
の
外
周
部
近
く
に
下
垂
す
る
よ
う

に
な

ら
せ
る
）
に
よ
る
着
色
促
進
、
品
質
向
上
、
日
焼
け

お
よ

び
浮
皮
軽
減
【
農
産
園
芸
課
・
農
林
技
術
開
発
セ
ン

タ
ー

果
樹
研
究
部
門
】
 

○
果

皮
体

質
強
化
の
た
め
の
カ
ル
シ
ウ
ム
剤
の
散
布
【
農
産

園
芸

課
・
農
林
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
果
樹
研
究
部
門
】
 

○
高

温
に

よ
る
着
色
不
良
を
引
き
起
こ
さ
な
い
黄
緑
色
系
ブ

ド
ウ
「

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
の
導
入
【
農
産
園
芸
課
】

○
ハ

ウ
ス

も
も
の
休
眠
覚
醒
に
必
要
な
低
温
要
求
量
が
低
い

台
木

の
検
討
【
農
林
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
果
樹
研
究
部
門
】

＜
果
樹
（
品
目
共

通
）

＞
 

○
干
ば
つ
対
策

 
・
マ
ル
チ
シ
ー
ト

等
に

よ
る

水
分

蒸
発

抑
制

等
の

普
及

 
・
土
壌
水
分
を
維

持
す

る
た

め
の

休
眠

期
の

深
耕

・
有

機
物

投
入

 
・
干
ば
つ
時
に
発

生
し

や
す

い
ハ

ダ
ニ

類
の

適
期

防
除

 
○
凍
霜
害
対
策

 
・
凍
霜
害
警
戒
体

制
の

整
備

 
○
着
色
不
良
果
実

発
生

の
対

応
策

 
・
果
汁
用
原
料
と

し
て

積
極

的
に

活
用

す
る

等
に

よ
る
、
加

工
用

果
実

の
生

産
流

通
体
制
の
整
備

 
○
高
付
加
価
値
な

亜
熱

帯
・
熱
帯

果
樹

の
導

入
実

証
【

気
候

変
動

適
応

産
地

づ
く

り
支
援
事
業
の
活
用

】
 

・
既
存
果
樹
か
ら

優
良

品
種

へ
の

転
換

、
導

入
実

証
結

果
を

踏
ま

え
た

亜
熱

帯
・
熱

帯
果
樹
へ
の
転
換

 
○
高
温
対
策
（
み

か
ん

、
り

ん
ご

、
な

し
）

 
・
高
温
条
件
に
適

応
す

る
育

種
素

材
の

開
発

 
・
高
温
条
件
に
適

応
す

る
品

種
の

育
成

、
導

入
実

証
、

普
及

 
＜
果
樹
（
ぶ
ど
う

）
＞

 
○
着
色
不
良
対
策

 
・
優
良
着
色
系
品

種
や

黄
緑

系
品

種
の

導
入

推
進
【

果
樹

経
営
支

援
対

策
事

業
等

の
活
用
】

 
・
環
状
剥
皮
等
の

生
産

安
定

技
術

の
普

及
の

加
速

化
 

＜
果
樹
（
日
本
な

し
）

＞
 

○
発
芽
不
良
対
策
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長
崎

県
の
将

来
の

気
候

変
動

影
響

 
長
崎
県
の
既
存
の
適
応
策

 
（

参
考

）
農

林
水

産
省

の
適

応
計

画
の

適
応

策
 

・
発
芽
促
進
剤
の

利
用

、
肥

料
の

施
用

時
期

の
変

更
等

の
技

術
対

策
の

導
入
・
普

及
 

・
土
壌
改
良
等
に

よ
り

暖
地

に
お

け
る

生
産

安
定

技
術

の
開

発
、

実
証

、
普

及
 

＜
果

樹
＞

 
○
（

か
ん

き
つ
類

）
高

温
に
よ
る

、
日

焼
け

果
や

浮
き

皮
果

の
発

生
増

加
が

懸
念

さ
れ

ま
す

。
 

＜
か

ん
き
つ
類
＞
 

○
植

物
成
長
調
整
剤
の
活
用
に
よ
る
温
州
み
か
ん
浮
皮
軽
減

や
不

知
火
水
腐
れ
防
止
対
策
【
農
産
園
芸
課
】
 

○
ポ

リ
エ
ス
テ
ル
製
果
実
袋
（
商
品
名
サ
ン
テ
）
で
の
保
護

に
よ

る
不
知
火
や
せ
と
か
等
の
日
焼
け
防
止
対
策
【
農
産

園
芸

課
・
農
林
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
果
樹
研
究
部
門
】
 

＜
ハ

ウ
ス
び
わ
、
ハ
ウ
ス
み
か
ん
＞
 

○
夏

場
の
高
温
に
な
る
前
か
ら
寒
冷
紗
に
よ
る
天
井
被
覆

【
農

産
園
芸
課
・
農
林
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー
果
樹
研
究
部

門
】

 

＜
み
か
ん
＞

 
○
高
温
対
策

 
・
日
焼
け
果
等
の

発
生

を
軽

減
す

る
た

め
、

樹
幹

上
部

の
摘

果
 

・
浮
皮
果
の
発
生

を
軽

減
さ

せ
る

カ
ル

シ
ウ

ム
剤

等
の

活
用

 
・
着
色
不
良
対
策

と
し

て
、

フ
ィ

ガ
ロ

ン
散

布
の

普
及

 
・
中
晩
柑
へ
の
改

植
等

【
果

樹
経

営
支

援
対

策
事

業
等

の
活

用
】

 
・
浮
皮
果
の
発
生

を
軽

減
さ

せ
る

ジ
ベ

レ
リ

ン
・
プ

ロ
ヒ

ド
ロ
ジ

ャ
ス

モ
ン

混
用

散
布
の
普
及
の

加
速

化
 

・
遮
光
資
材
の
積

極
的

活
用

等
に

よ
る

栽
培

管
理

技
術

の
普

及
の

加
速

化
 

○
着
果
安
定
対
策

 
・
施
肥
方
法
、
水

分
管

理
法

等
の

改
善

に
よ

る
生

産
安

定
技

術
の

開
発

、
実

証
、
普

及
 

＜
果

樹
＞

 
○

（
ハ

ウ
ス

び
わ

）
高

温
に

よ
る

出
ら

い
、

開
花

、
摘

果
遅

延
の

増
加

が
懸
念

さ
れ

ま
す

。
 

＜
畜

産
・
飼

料
作

物
＞

 
○

高
温

に
よ

る
、

家
畜

の
ス

ト
レ

ス
及

び
そ

れ
に

伴
う

飼
料

摂
取

量
の

減
少

等
に

よ
り

、
生

産
性

（
肉

量
、

肉
質

、
乳

量
、

乳
成

分
、

産
卵

率
等

）
の

低
下

が
懸

念
さ

れ
ま
す

。
 

○
畜

舎
内
の
防
暑
対
策
や
飼
養
環
境
の
改
善
に
よ
る
暑
熱
ス

ト
レ

ス
の
軽
減
【
農
産
園
芸
課
・
畜
産
課
】
 

○
飼

料
内
容
や
給
与
方
法
の
変
更
に
よ
る
暑
熱
ス
ト
レ
ス
の

軽
減

の
研
究
【
農
産
園
芸
課
・
畜
産
課
・
農
林
技
術
発
セ

ン
タ

ー
畜
産
研
究
部
門
】

 

＜
畜
産
（
家
畜
）

＞
 

○
暑
熱
対
策

 
・
夏
季
の
繁
殖
性

の
低

下
防

止
等

の
生

産
性

向
上

技
術

等
の

開
発

 
・
畜
舎
内
の
散
水

・
散

霧
や

換
気

、
屋

根
散

水
等

の
実

施
 

・
適
切
な
飼
養
管

理
の

実
施

や
畜

舎
環

境
の

改
善

等
の

基
本

技
術

の
指

導
・

徹
底

 
・
夏
季
の
繁
殖
性

の
低

下
防

止
等

の
生

産
性

向
上

技
術

等
の

普
及

 
 

＜
畜

産
・
飼

料
作

物
＞

 
○

高
温

や
少

雨
に

よ
る

、
飼

料
作

物
の

生
育

障
害

や
病

害
虫

の
発

生
増

大
、

飼
料

価
格

の
高

騰
が

懸
念

さ
れ
ま

す
。

 

○
栽

培
試
験
等
に
よ
る
病
害
虫
抵
抗
性
品
種
の
選
定
、
普
及

促
進

の
研
究
【
農
産
園
芸
課
・
畜
産
課
・
農
林
技
術
開
発

セ
ン

タ
ー
畜
産
研
究
部
門
】

 

＜
畜
産
（
飼
料
作

物
）

＞
 

○
暑
熱
対
策

 
・
肥
培
管
理
技
術

、
耐

暑
性

品
種

の
開

発
・

普
及

 
・
育
種
素
材
の
開

発
 

○
病
害
虫
対
策

 
・
抵
抗
性
品
種
・

育
種

素
材

の
開

発
 

・
抵
抗
性
品
種
の

普
及

 
＜

病
害

虫
＞

 
○

高
温

に
よ

り
、

収
量

等
に

悪
影

響
を

及
ぼ

す
病

害
虫

の
発

生
時

期
が

早
期

化
し

、
ま

た
、

発
生

期
間

が
長

期
化

す
る

こ
と

が
懸

念
さ

れ
ま
す

。
 

な
し

 
＜
病
害
虫
＞

 
○
国
内
既
発
生
病

害
虫

へ
の

対
策

 
・
指
定
有
害
動
植

物
の

発
生

予
察

事
業

 
・
指
定
有
害
動
植

物
の

見
直

し
 

・
気
候
変
動
に
対

応
し

た
病

害
虫

防
除

体
系

の
確

立
 

・
イ

ネ
紋

枯
病

等
の

病
害

虫
の

水
稲

収
量

等
へ

の
影

響
の

解
明

と
対

策
技

術
の

開
発

 
○
国
内
未
発
生
病

害
虫

の
侵

入
へ

の
対

策
 

＜
病

害
虫
＞

 
な

し
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長
崎

県
の
将

来
の

気
候

変
動

影
響

 
長
崎
県
の
既
存
の
適
応
策

 
（

参
考

）
農

林
水

産
省

の
適

応
計

画
の

適
応

策
 

○
高

温
に

よ
り

、
今

ま
で

生
息

し
て

い
な

か
っ

た
害

虫
（

カ
ン

キ
ツ

の
害

虫
ミ

カ
ン

キ
ジ

ラ
ミ

等
）

の
侵

入
定

着
や

今
ま

で
大

き
な

問
題

に
な

っ
て

い
な

か
っ

た
害

虫
（

カ
ン

キ
ツ

の
ミ

ナ
ミ

ト
ゲ

ヘ
リ

カ
メ

ム
シ

等
）

の
被

害
拡

大
が
懸

念
さ

れ
ま

す
。

 

・
病
害
虫
の
リ
ス

ク
評

価
、

輸
入

検
疫

の
実

施
 

・
気
候
変
動
に
応

じ
た

リ
ス

ク
評

価
・

検
証

、
検

疫
措

置
の

検
討

 
○
長
距
離
移
動
性

害
虫

へ
の

対
策

 
・
海
外
か
ら
の
飛

来
状

況
の

変
動
・
国

内
に

お
け

る
分

布
域

の
変

動
の

予
測

技
術

の
確
立

 
○
国
内
の
一
部
に

発
生

し
て

い
る

病
害

虫
へ

の
対

策
 

・
防
除
、
国
内
検

疫
、

侵
入

警
戒

調
査

の
実

施
 

・
気
候
変
動
に
応

じ
た

侵
入

警
戒

調
査

の
高

度
化

等
の

研
究

、
効

果
的

な
防

除
技

術
の
確
立
等

 
＜
雑
草
＞

 
○
雑
草
対
策

 
・
大
豆
生
産
地
に

お
け

る
汚

損
粒

発
生

の
リ

ス
ク

評
価

と
被

害
軽

減
技

術
の

確
立

 
＜
動
物
感
染
症
＞

 
○
家
畜
に
お
け
る

節
足

動
物

媒
介

性
感

染
症

対
策

 
・
抗
体
調
査
、
発

生
予

防
対

策
の

実
施

、
監

視
予

察
技

術
の

高
度

化
 

・
新
た
な
節
足
動

物
媒

介
性

疾
病

に
対

す
る

効
果

的
な

ワ
ク

チ
ン

、
防

疫
対

策
、
予

察
手
法
の
開

発
 

○
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ

対
策

 
・
家
き
ん
及
び
野

生
動

物
に

お
け

る
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
 

・
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ

の
効

果
的

な
発

生
予

防
、
ま

ん
延

リ
ス
ク

の
低

減
手

法
の

開
発
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水
産

業
 

長
崎

県
の
将

来
の

気
候

変
動

影
響

 
長

崎
県
の
既
存
の
適
応
策

 
（
参
考
）
農

林
水

産
省

の
適

応
計

画
の

適
応

策
 

○
海

水
温
の

上
昇

に
よ

り
、

貝
類

を
食

す
る
ナ

ル
ト

ビ
エ

イ
等

の

活
動

の
長
期

化
、

そ
の

こ
と

に

よ
る

ア
サ
リ

等
水

産
資

源
へ

の

影
響

が
懸
念

さ
れ

ま
す

。
 

○
「

有
明
海
に
お
け
る
ナ
ル
ト
ビ

エ
イ

の
生
態
調
査
」
（
水
産

庁
）

【
資
源
管
理
課
】

 

＜
海
面
漁
業
＞

 
○
海
洋
環
境
の
変
動
が
水
産
資
源
に
与

え
る

影
響

の
把

握
と

対
応

 
・

海
洋

環
境

の
変

動
等

に
よ

る
水

産
資

源
へ

の
影

響
を

継
続

的
に

調
査

、
資

源
変

動
メ

カ
ニ

ズ
ム

や
中

長
期

的
な
資
源
変
動
の
把
握
、
影
響
評
価

の
精
度

向
上

 
・
最
新
の
技
術
を
取
り
入
れ
た
高
精
度

な
影

響
評

価
の

実
施

 
○

海
洋

の
酸

化
が

魚
介

類
の

成
育

に
与

え
る

影
響

に
関

す
る

研
究

、
研

究
結

果
を

踏
ま

え
た

適
応

方
策

の
検

討
 

○
海
洋
環
境
の
変
動
に
よ
る
漁
場
・
魚

類
の

変
化

へ
の

対
応

 
・

漁
場

の
形

成
状

況
や

有
害

赤
潮

プ
ラ

ン
ク

ト
ン

等
の

発
生

に
関

す
る

情
報

提
供

の
高

度
化

及
び

魚
類

の
変

化
等
が
漁
業
に
与
え
る
影
響
の
調
査

 
○
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
順
応
的
な

漁
業

生
産

活
動

を
可

能
と

す
る

方
針

の
検

討
 

○
気
候
変
動
に
適
応
し
た
放
流
手
法
の

改
良

 
・
環
境
の
変
化
に
対
応
し
う
る
サ
ケ
稚

魚
等

の
放

流
手

法
等

の
開

発
 

＜
海
面
養
殖
業
＞

 
○
海
洋
環
境
の
変
動
が
水
産
資
源
に
与
え
る

影
響

の
把

握
と

対
応

 
・
有
害
赤
潮
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
発
生
に
つ
い

て
、

気
候

変
動

と
の

関
連

性
に

関
す

る
調

査
・

研
究

の
推

進
 

○
海
面
養
殖
漁
場
に
お
け
る
成
長
の
鈍
化
・

疾
病

の
発

生
等

へ
の

対
応

 
・
高
水
温
耐
性
等
を
有
す
る
養
殖
品
種
の
開

発
、

高
水

温
に

由
来

す
る

疾
病

に
関

す
る

情
報

の
収

集
 

○
気
候
変
動
に
対
応
し
た
新
た
な
管
理

技
術

の
開

発
及

び
普

及
の

実
施

 
○
新
品
種
の
開
発
及
び
普
及
の
実
施

 
＜
造
成
漁
場
＞

 
○
気
候
変
動
に
よ
る
海
洋
生
物
の
分
布

域
の

変
化

の
把

握
及

び
そ

れ
に

対
応

し
た

漁
場

整
備

の
推

進
 

○
海
域
の
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
高
水

温
耐

性
種

の
播

種
・
移
植

や
食

害
生

物
対

策
等

を
行

う
な

ど
、
順

応
的

管
理
手
法
を
取
り
入
れ
た
藻
場
整
備
の

推
進

 
○
気
候
変
動
が
地
先
ご
と
の
沿
岸
資
源

に
及

ぼ
す

影
響

を
評

価
す

る
手

法
の

開
発

 
○
磯
や
け
原
因
生
物
の
分
布
域
や
影
響

変
化

の
予

測
 

○
食
害
に
強
い
海
藻
増
殖
手
法
や
混
成

藻
場

造
成

手
法

の
開

発
 

＜
漁
港
・
漁
村
＞

 
○

防
波

堤
、

物
揚

場
等

の
漁

港
施

設
の

嵩
上

げ
や

粘
り

強
い

構
造

を
持

つ
海

岸
保

全
施

設
の

整
備

を
引

き
続

き
計
画
的
に
推
進

 
○
気
候
変
動
に
よ
る
影
響
の
兆
候
を
的
確
に

捉
え

る
た

め
の

潮
位

や
波

浪
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
実

施
 

○
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
の
施
策
を
適
切
に

組
み

合
わ

せ
た

戦
略

的
か

つ
順

応
的

な
対

策
の

実
施

 
○
水
位
上
昇
、
波
浪
増
大
に
対
応
し
た

低
コ

ス
ト

な
既

存
施

設
改

良
手

法
の

開
発

 

○
海

水
温
の

上
昇

に
よ

り
、

漁
獲

対
象

魚
種
の

漁
場

や
産

卵
場

所

の
位

置
、
漁

獲
時

期
等

の
変

化

が
懸

念
さ
れ

ま
す

。
 

○
調

査
船
観
測
な
ど
の
海
況
調
査

や
人

工
衛
星
デ
ー
タ
の
利
用
に

よ
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
継
続
的

に
実

施
 

○
海

水
温
の

上
昇

や
そ

れ
に

伴
う

海
藻

食
害
動

物
（

ア
イ

ゴ
、

ノ

ト
イ

ス
ズ
ミ

、
ガ

ン
ガ

ゼ
等

）

の
活

動
の
長

期
化

に
よ

る
磯

焼

け
の

進
行
（

藻
場

の
減

少
）

が

懸
念

さ
れ
ま

す
。

 

○
野

母
崎
地
区
の
藻
場
モ
ニ
タ
リ

ン
グ

【
総
合
水
産
試
験
場
】
 

○
ア

ラ
メ
・
カ
ジ
メ
類
の
流
出
に

よ
る

減
少
の
調
査
【
総
合
水
産

試
験

場
】
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防
災

 

長
崎

県
の
将

来
の

気
候

変
動

影
響

 
長
崎
県
の
既
存
の
適
応
策

 
（

参
考

）
国

土
交

通
省

の
適

応
計

画
案

の
適

応
策

 
＜

河
川

、
土

砂
災

害
＞
 

○
記

録
的
な

大
雨

の
頻

度
の

増
加

に
よ

り
、
河

川
災

害
、

土
砂

災

害
、

浸
水
被

害
等

の
発

生
頻

度

の
増

加
と
被

害
の

拡
大

が
懸

念

さ
れ

ま
す
。

 

＜
災

害
共
通
＞

 

○
災

害
復
旧
事
業
の
活
用
【
関
係
各
課
】

 

○
市

町
地
域
防
災
計
画
策
定
時
の
情
報
提
供
【
農
村
整
備

課
・

森
林
整
備
室
】

 
＜

洪
水

、
内
水
＞
 

○
水

防
計
画
書
に
基
づ
く
河
川
情
報
の
発
信
【
河
川
課
】

○
避

難
判
断
の
た
め
の
情
報
発
信
【
河
川
課
】

 

○
長

崎
県

河
川

情
報

シ
ス

テ
ム

（
N

A
K

SS
）

に
よ

る
雨

量
、
河

川
、
水
位
、
土
砂
危
険
度
情
報
の
県
民
へ
の
情

報
提

供
【
河
川
課
・
砂
防
課
】

 

○
市

町
の

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
作

成
の

た
め

の
浸

水
想

定

区
域

図
の
提
供
（
河
川
課
）

 
○

ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
支
援
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
よ

る
市

町
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成

支
援

【
砂
防
課
】
 

○
河

川
・
ダ
ム
等
の
整
備
工
事
の
実
施
【
河
川
課
】
 

○
河

川
・
ダ
ム
等
の
定
期
点
検
等
管
理
業
務
の
実
施

【
河

川
課
】
 

             

     ＜
洪
水
、
内
水
＞

 
○
比
較
的
発
生
頻
度

の
高
い

外
力

に
対

す
る

防
災

対
策

 
・
施
設
の
着
実
な
整

備
 

・
既
存
施
設
の
機

能
向

上
 

・
維
持
管
理
・
更

新
の

充
実

 
・
水
門
等
の
施
設
操

作
の
遠

隔
化

等
 

・
総
合
的
な
土
砂

管
理

 
・
で
き
る
だ
け
手

戻
り

の
な

い
施

設
の

設
計

 
・
施
設
計
画
、
設

計
等

の
た

め
の

気
候

変
動

予
測

技
術

の
向

上
 

・
海
面
水
位
の
上
昇

、
土
砂

や
流

木
の

影
響

検
討

 
・
河
川
や
下
水
道
の

施
設
の

一
体

的
な

運
用

 
○
施
設
の
能
力
を

上
回

る
外

力
に

対
す

る
減

災
対

策
 

・
観
測
等
の
充
実

 
・
水
防
体
制
の
充

実
・

強
化

 
・
河
川
管
理
施
設
等

を
活
用

し
た

避
難

場
所

等
の

確
保

 
・
様
々
な
外
力
に
対

す
る
災

害
リ

ス
ク

に
基

づ
く

河
川

整
備

計
画

等
の

点
検
・
見

直
し

 
・
決
壊
に
至
る
時
間

を
引
き

伸
ば

す
堤

防
の

構
造

 
・
既
存
施
設
の
機
能

を
最
大

限
活

用
す

る
運

用
 

・
大
規
模
な
構
造
物

の
点
検

 
○
ま
ち
づ
く
り
・
地

域
づ
く

り
と

の
連

携
 

・
総
合
的
な
治
水

対
策

 
・
土
地
利
用
状
況

を
考

慮
し

た
治

水
対

策
 

・
地
下
空
間
の
浸

水
対

策
 

・
災
害
リ
ス
ク
情

報
の

き
め

細
か

い
提

示
・

共
有

等
 

・
災
害
リ
ス
ク
情

報
の

提
示

に
よ

る
ま

ち
づ

く
り

・
住

ま
い

方
の

誘
導

 
・
ま
ち
づ
く
り
・
地

域
づ
く

り
と

連
携

し
た

浸
水

軽
減

対
策

 
・
ま
ち
づ
く
り
・

地
域

づ
く

り
と

連
携

し
た

氾
濫

拡
大

の
抑

制
 

○
避
難
、
応
急
活
動

、
事
業

継
続

等
の

た
め

の
備

え
 

・
避
難
勧
告
の
的

確
な

発
令

の
た

め
の

市
町

村
長

へ
の

支
援
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長
崎

県
の
将

来
の

気
候

変
動

影
響

 
長
崎
県
の
既
存
の
適
応
策

 
（

参
考

）
国

土
交

通
省

の
適

応
計

画
案

の
適

応
策

 
        ＜

土
砂

災
害
＞
 

○
土

砂
災
害
警
戒
情
報
発
令
時
に
市
町
へ
の

FA
X

で
の

情
報

提
供
【
砂
防
課
】

 

○
山

地
災
害
危
険
地
区
に
お
け
る
情
報
提
供
、
警
戒
避
難

体
制

の
確
立
支
援
【
農
村
整
備
課
・
森
林
整
備
室
】

 
○

山
地

災
害
危
険
地
区
に
お
け
る
着
手
率
の
向
上
【
農

村
整

備
課
・
森
林
整
備
室
】
 

○
砂

防
施
設
、
地
す
べ
り
防
止
施
設
、
急
傾
斜
地
崩
壊
防

止
施

設
の
整
備
【
砂
防
課
】

 

○
土

砂
災

害
警

戒
区

域
等

の
指

定
の

た
め

の
基

礎
調

査

【
砂

防
課
】

 
○

土
砂

災
害
防
止
等
の
周
知
啓
発
【
砂
防
課
】

 

・
避
難
を
促
す
分

か
り

や
す

い
情

報
の

提
供

 
・
避
難
の
円
滑
化

、
迅

速
化

を
図

る
た

め
の

事
前

の
取

組
の

充
実

 
・
避
難
や
救
助
等

へ
の

備
え

の
充

実
 

・
災
害
時
の
市
町

村
へ

の
支

援
体

制
の

強
化

 
・
防
災
関
係
機
関

、
公

益
事

業
者

等
の

業
務

継
続

計
画

策
定

等
 

・
氾
濫
拡
大
の
抑
制

と
氾
濫

水
の

排
除

 
・
企
業
の
防
災
意

識
の

向
上

、
災

害
B

C
P
の
作

成
等

 
・
各
主
体
が
連
携

し
た

災
害

対
応

の
体

制
等

の
整

備
 

＜
土
砂
災
害
＞

 
・
土
砂
災
害
の
発

生
頻

度
の

増
加

へ
の

対
策

 
・
警
戒
避
難
の
リ

ー
ド

タ
イ

ム
が

短
い

土
砂

災
害

へ
の

対
策

 
・
計
画
規
模
を
上

回
る

土
砂

移
動

現
象

へ
の

対
策

 
・
深
層
崩
壊
等
へ

の
対

策
 

・
不
明
瞭
な
谷
地

形
を

呈
す

る
箇

所
で

の
土

砂
災

害
へ

の
対

策
 

・
土
石
流
が
流
域
界

を
乗
り

越
え

る
現

象
へ

の
対

策
 

・
流
木
災
害
へ
の

対
策

 
・
上
流
域
の
管
理

 
・
災
害
リ
ス
ク
を

考
慮

し
た

土
地

利
用

、
住

ま
い

方
 

＜
海

面
上
昇

＞
 

○
海

面
水
位

の
上

昇
に

よ
り

、
浸

水
域

の
拡
大

や
砂

浜
の

喪
失

等
が

懸
念

さ
れ

ま
す

。
 

＜
高

潮
・
高
波
、
海
岸
侵
食
等
＞
 

○
海

岸
保
全
施
設
の
整
備
【
港
湾
課
】
 

○
海

岸
保
全
施
設
の
維
持
管
理
【
港
湾
課
】
 

＜
高
潮
・
高
波
等

＞
 

○
港
湾

 
・
共
通
事
項
（
モ
ニ

タ
リ
ン

グ
、

影
響

評
価

、
情

報
提

供
等

）
 

・
防
波
堤
等
外
郭
施

設
及
び

港
湾

機
能

へ
の

影
響

に
対

す
る

適
応

策
 

・
堤
外
地
（
埠
頭
・

荷
さ
ば

き
地

、
産

業
用

地
等

）
へ

の
影

響
に

対
す

る
適

応
策

 
・
背
後
地
（
堤
内
地

）
へ
の

影
響

に
対

す
る

適
応

策
 

・
桁
下
空
間
へ
の

影
響

に
対

す
る

適
応

策
 

○
海
岸

 
・
災
害
リ
ス
ク
の

評
価

と
災

害
リ

ス
ク

に
応

じ
た

対
策

 
・
防
護
水
準
を
超
え

た
超
過

外
力

へ
の

対
応

 
・
増
大
す
る
外
力

に
対

す
る

施
策

の
戦

略
的

展
開

 
・
進
行
す
る
海
岸

侵
食

へ
の

対
応

の
強

化
 

・
他
分
野
の
施
策

や
関

係
者

と
の

連
携

等
 

＜
高

潮
＞
 

○
台

風
の
強

大
化

に
伴

う
高

潮
の

増
大

に
よ
り

、
浸

水
被

害
等

の
拡

大
が

懸
念

さ
れ

ま
す

。
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水
環

境
・

水
資

源
 

長
崎

県
の
将

来
の

気
候

変
動

影
響

 
長
崎
県
の
既
存
の
適
応
策

 
（

参
考

）
国

土
交

通
省

の
適

応
計

画
（

案
）

の
適

応
策

 
＜

水
資

源
＞
 

○
少

雨
化
・

降
水

量
の

変
動

幅
の

増
大

に
よ
り

、
水

道
用

水
の

安
定

的
な

水
源

確
保

が
困

難
に

な
る

こ
と

が
懸

念
さ

れ
ま

す
。
 

＜
水

資
源
＞
 

○
新

た
な
水
源
確
保
や
小
規
模
水
道
事
業
の
統
合
【
水
環
境

対
策

課
】
 

○
雨

水
・
再
生
水
利
用
実
態
の
調
査
【
水
環
境
対
策
課
】
 

○
雨

水
の
利
用
に
関
す
る
法
律
に
関
す
る
国
の
動
向
の
把
握

【
水

環
境
対
策
課
】
 

＜
水
資
源
＞

 
○
比
較
的
発
生
頻

度
の

高
い

渇
水

に
よ

る
被

害
を

防
止

す
る

対
策

 
・
既
存
施
設
の
徹

底
活

用
等

 
・
雨
水
・
再
生
水

の
利

用
 

・
情
報
提
供
・
普

及
啓

発
 

○
施
設
の
能
力
を

上
回

る
渇

水
に

よ
る

被
害

を
軽

減
す

る
対

策
 

・
関
係
者
が
連
携

し
た

渇
水

対
策

の
体

制
整

備
等

 
・
危
機
的
な
渇
水

の
被

害
を

最
小

と
す

る
た

め
の

対
策

 
・
渇
水
時
の
河
川

環
境

に
関

す
る

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

と
知

見
の

蓄
積

 
・
渇
水
時
の
地
下

水
の

利
用

と
実

態
把

握
 

＜
水

資
源
＞
 

○
少

雨
化
・

降
水

量
の

変
動

幅
の

増
大

に
よ
り

、
農

業
用

水
の

安
定

的
な

水
源

確
保

の
懸

念
【

農
村

整
備

課
】
 

※
本

事
象
は

、
関

係
課

が
認

識
し

て
い

る
気
候

変
動

影
響
 

＜
水

資
源
＞
 

○
干

ば
つ
被
害
発
生
時
の
水
源
ボ
ー
リ
ン
グ
等
の
工
事
費
の

一
部

助
成
【
農
村
整
備
課
】
 

＜
水

環
境
＞
 

○
公

共
用
水

域
の

水
温

上
昇

に
よ

る
水

質
の
悪

化
が

懸
念

さ
れ

ま
す

。
 

 

＜
水

環
境
＞
 

○
貧

酸
素
対
策
と
し
て
、
海
底
か
ら
空
気
を
送
り
込
む
こ
と

で
成

層
を
解
消
す
る
実
証
試
験
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
環

境
政
策
課
】
 

＜
水
環
境
＞

 
・
水
質
の
モ
ニ
タ

リ
ン

グ
や

将
来

予
測

に
関

す
る

調
査

研
究

 
・
水
質
保
全
対
策
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